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第1章研究の枠組み

1-1 研究の背景

1-1-1 景観計画と連携したと眺望景観保全の必要性
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1-3 研究の方法と構成

1-4 既往研究の整理
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第1章研究の枠組み

1-1 研究の背景

1-1-1 景観計画と連携したと眺望景観保全の必要性

国内には、国立のような都市風景や、歴史的街並みの風景、国会議事堂等のモニュメントを巡

る風景、周辺の山や川、海等、大スケールの地形がもたらす風景等、様々な風景が存在している。

しかし、これらの風景を眺め見る景観（眺望景観）が阻害され始めてきている。現在まで、眺望

景観が阻害されてきたということは、如何に眺望景観が蔑ろにされているかということもあるが、

地域の眺望景観に対する保全の仕組みが整っていなかったということも原因として考えられる。

このような眺望景観を保全していくために、眺望景観の理論化を進め、その保全制度を確立する

必要があると考えられる。

平成 16年に景観緑三法が制定・施行され我が国初の景観分野における総合的な法律である「景

銀法」が誕生した。これにより市町村合併が進む地方自治体において、広域的かつ総合的な景観

まちづくりが可能となった。そこで、眺望景観保全を景観法に基づく景観計画で位置付け、景観

計画と連携して眺望景観保全を進めることは大いに意義のあることであると考えられる。

1-1-2 伊勢市の景観行政団体への移行と景観計画の策定

三重県伊勢市は、平成 17年に伊勢市・ニ見町・小俣町・御園村が合併し「新伊勢市」となり、

広域で連携する景観まちづくりが可能となった。

伊勢市は平成20年3月に景観行政団体に移行し、その後、景観法に基づく景観計画の策定に取

り組んでいる。平成21年 1月現在、既に「伊勢市景観計画（案）」が作成されており、平成21年

度内に運用開始することを予定している。今まさに、広域で連携する景観法を活かした景観まち

づくりが具体化しつつあるといえる。

伊勢市においては、国による景観法制定の契機の 1事例となった「伊勢市まちなみ保全条例（平

成元年）」をはじめ様々な景観コントロールが既になされており、歴史的都市景観の保全に大きな

成果を上げているが、眺望景観保全の観点からの景観コントロールはこれまで実施されてこなか

った。伊勢市における特徴的な眺望景観に対する、より具体的で一体的な景観コントロールが望

まれていると考えられる。
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1-2 研究の目的

本研究では、伊勢市における、眺望景観保全に有効であると考えられる景観コントロールの指

定状況を整理し、眺望景銀保全の銀点から伊勢市景鍛計画（案）を評価・分析し、先進的に眺望

景観保全に取り組んでいる景観行政団体への調査分析を踏まえ、伊勢市において特徴的な眺望景

観を有していると考えられる地区に対して、重要な眺望景観を選定すると共に、その保全制度の

あり方について検討する。そして、現行の景観コントロールとの整合性を検討することで、眺望

景観保全制度の有効性を考察する。以上の調査分析を踏まえて、伊勢市における眺望景観に対す

る保全制度を提案することを目的とする。
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1-3 研究の方法と構成

本研究は、図 1-3に示すように全7章で構成されている。

第1章では、研究の背景、目的、方法と構成を述べ、既往研究の整理及び用語の定義を行う。

第2章では、景観法の仕組みや景銀法に基づく地区指定制度、運用状況についての整理を行う。

第3章では、伊勢市のこれまでの景観形成の取り組みと伊勢市景観計画（案）の内容を整理し、

評価分析を行う。

第4章では、人間工学的な視点における景観の把握方法の定説について整理する。

第5章では、眺望景銀保全に取り組む各地の先進事例について、制度内容を整理し、現地調査

（ヒアリング及びフィールド調査）を通じて分析を深め、比較評価を行う。

第6章では、第3章～第5章における調査分析を踏まえ、伊勢市における保全すべき眺望景観

の選定と、それらの眺望景銀に対する保全手法の検討を行う。

第7章では、第6章までの調査分析を踏まえ、伊勢市における眺望景観保全のための眺望景観

保全区域（案）を提案し、伊勢市景観計画（案）との整合性の検討を行う。

第1章
研究の枠組み

第2章
景観法の概要

第4章
景観の工学的把握方法

第3章
伊勢市景観計画（案）の内容と評価分析

第5章
先進的な眺望景観保全制度の調査分析

第6章
伊勢市における眺望景観保全手法の検討

第7章
伊勢市における景観計画と連携した眺望景観保全制度の提案

図1-3 研究のフロー
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1-4 既往研究の整理

「伊勢市」「景観法」「景観計画」「眺望景観」「景観保全」をキーワードに、日本建築学会論文

集（学会誌）、日本都市計画学会論文集（学術研究論文）、日本都市計画学会誌「都市計画」より

検索し、関係する研究論文を抽出し、既往研究を整理する。抽出した既往研究の一覧を表 I-4-1-

～表 1-4-3に示し、以下にその代表的なものを整理する。

(1)伊勢市について

伊勢市に関する都市計画学的な視点からの既往研究はないといえる。

(2)景観法及び景観計画について

0景観法における景観計画の構成と運用実態に関する研究

ー初期に策定された景観計画を事例としてー

0自主条例の景観法に基づく景銀条例、景観計画への移行実態に関する研究

—神奈川県内の自主条例を有する景観行政団体を事例としてー

(2008, 小浦久子）

(2006, 秋田典子）

(3)眺望景観について

0金沢都心部における眺望景観の全体と部分の印象評価

(2008, 川崎寧史、土田義郎、下川雄一）

0水際建築物からの眺望景観の特性と被験者による心理的評価の関連

(2003, 横田幹朗、村川三郎、西名大作、大場誠一郎）

0京都五山送り火の眺望景観と鑑賞に関する研究

(1996, 永井正吾、笹谷康之）

0歴史的都市における都市景観評価と計画手法に関する研究

ー山並み眺望景観の保全と建築高度規制に関する研究・京都市、奈良市、鎌倉市ー (1997,片山 律）

(4)景観保全について

0フランスにおける歴史的建造物の周囲の景観保全に関する研究

ーフランス建造物監視官 (ABF) の役割を中心に— (2005, 和田幸信）

0武家屋敷地区のデザイン誘導における景観形成基準の運用実態

ー村上市歴史的景観保全条例を対象としてー (2004, 小枷健、岡崎篤行）

0居住水準を考慮した建築形態規制緩和による歴史的町並み景観保全計画

ー金沢市東茶屋街における事例研究ー (2000, 小林史彦、川上光彦）

以上、既往研究を概観すると、近年になって景観法、景観計画、眺望景観に関連する研究が増

えていることが伺えるが、本研究のように眺望景観保全と景観法を同時に扱った研究はないとい

える。特に眺望景観については、特定地区を対象とした眺望景観の読解に関する研究はあったが、

眺望景観保全制度に関する研究は、景観法が誕生する以前のものしかないといえる。
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表1-4-1 既往研究一覧（日本建築学会計画系論文集）

1998 

1999 

2000 

2001 

2002 

2004 

2005 

2007 

2009 

表1-4-2 既往研究一覧（日本建築学会環境系論文集）

品~3

2008 
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表1-4-3 既往研究一覧（日本都市計学会会学術研究論文）

No. I目次
1983 18 

1986 21 
1989 24 

1990 25 

1992 27 

1993 28 

1994 29 

1995 30 

1996 

19971 32 

19981 33 

20001 35 

20001 35 

20041 39 

2006 

鰤

109-110 
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表1-4-4 既往研究一覧（日本都市計画学会「都市計画］）

発

2005lv253 

15-19-22-26-m-34

喜―⑬
-50

64 

80 

. 80 
近の動き
'I 
45 
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1-5 用語の定義

(1)眺望景観

眺望景親とは、視点場から視対象を眺望したとき視覚で捉えられる景観である。通常は広い範

囲が眺望の対象となるため、多くの場合、都市景観や歴史的景観、ランドマークを巡る景観、自

然景親等の様々な景銀が一体的に眺望景観を形成する。

(2)視点、視点場

視点場とは、 優れた眺望景観を享受することができる公共

性の高い特定の場所であり、視点は眺望する人自身の目であ

る。日本人の平均身長に基づいた簡易な指標として、視点は

高さ 1.5mとする（図 1-5-1)。

複点

（裏さI.Sm)

，ー ム●』 I ..., ・ノ 視点場
... -------
図1-5-1 視点と視点場

(3)視対象

視対象とは、視点場から眺望できる景観要素であり、眺望景銀の対象物群である。

道路を視点場として、沿道の建築物等と道路の軸線上の山岳を眺望する場合を一例として図

1-5-2、1-5-3に示す。

眺望対象

眺望対象

視点場

図1-5-2 眺望景観の一例（写真） 図1-5-3 眺望景観の一例（構成図）

(4)眺望景観保全制度

本研究では、 眺望景観の保全を目的として自治体が定める景銀関連施策等を、総称して眺望景

観保全制度とする。

8
 '「')、 I), •、 ・, 1, •[. ! 



第2章景観法の概要

,n J、‘、?)<'?!;'iヽ: I",、;:什!I,・ 『,i、、1

2-1 景観法制定の背景

2-2 景観法の制度内容

2-3 景観法の運用状況

2-4 小括



第2章景観法の概要

2-1 景観法制定の背景

平成 15年7月、国土交通省が「美しい国づくり政策大綱」を公表した。その中で、従来の社会

資本整備が目的ではなく手段であることをはっきり認識していなかったのではないか、量的充足

を追及する余りに質の面がおろそかにされてきたのではないかという反省を述べ、その上で国土

を一人一人の資産としてわが国の美しい自然との調和を図りつつ整備し、次の世代に引き継ぐと

いう理念を掲げている。また、時期を同じくして決定された「親光立国行動計画」（観光立国関係

閣僚会議）でも、「豊かな歴史・文化が凝縮された緑豊かな風格ある美しい都市こそ国富」であり、

良好な景観 ・緑と地域文化に恵まれた都市美空間の創造が指摘されている。このように、景観を

重視した美しい地域づくりを共通認識として、様々な施策が展開されていくことになる。

こうした国の動きがでてきた背景として、人々の良好な景観形成に対しニーズが向上してきた

ことが挙げられる。近年社会の成熟とともに、人々の価値親も最産的充実から質的充実へと変化

し、生活空間の質をいかに裔めていくかが重要な政策課題となっている。また、地域の歴史や文

化、風士に根ざした美しい町並みや良好な景観に対する人々の意識が高まっており、地域レベル

での様々な取り組みが行われるようになってきている。

このような課題意識から、全国の都道府県及ぴ市町村では、 500以上の景銀条例の制定など、

地方公共団体において積極的に地域独自の景観の整備、保全の取り組みが行われてきたが、景観

条例のような自主条例で定めている行為の届出勧告では、いざというときの強制力がないなどの

一定の限界があったのも事実である。また、景観を整備・保全するための国民共通の基本理念が

未確立であることも、今までの景観に資する取り組みに対して国としての税•財政上の支援が不

十分であることなど、景銀形成を推進する上での課題も多かった。このような状況を受けて、景

観に関する総合的な法律として「景銀法」が平成 16年6月に成立、交付され、平成 17年6月に

全面施行された。

景観に関する法制の整備
［景観法］

・景観を豊●晨全するための基本遍念の胴確化
・園罠・事婁看・行政の賣務の胴譴化
・景観についての基本It●の作咸
・景観融成のための行為頬鯛を行う仕繰みの劃設専

緑に関する法制の抜本的見直し
［都市緑地法（旧都市緑地保全法）等の
一部を改正する法律］

．．市公●の豊・及び縁地曇全・縁化の総合的撞遭
・ 立体的に公•区蟻を定める鯛震の劃設

：？温•=~=世含,1塁奎；象:房g史充専
屋外広告物に関する制度の充実

［景観法の施行に伴う関係法律の整傭に関する法律］

・市町村の役割彊化 ・11易臓去鯛震の拡充 ●●外広告●の遍正な遍嘗の確晨 攀

・景観形成に資する護築物専に対する特例

•都市近郊の里山の緑の保全専についての特例

莫しい景観形成に
資する事業

・景観形成事集椎進費
• まちづくりへの支II
・慧電柱化の帷進専

「豊かな緑」の実現
のための事集

・縁地環墳整傭総合
支擾事集費褐助
・民賓縁地の活用

全国各地で蔓しい景観・豊かな緑の形成を促進

図2-1景観緑三法（出典：国土交通省 景観法の概要 2005.9)

，
 

,f t, I I、1' l 』 I• I[ f I 



2-2 景観法の制度内容

景観法は、わが国初の景観に関する総合的な法律として、景観を整備・保全するための基本理

念を明確にし、住民、事業者、行政の責務を明確化している。さらに、実効法としての景観形成

のための行為規制を行う仕組みや支援の仕組みも備えており、主に基本理念、責務、景観行政団

体、景観計画、景観協議会、景観重要建造物・景観重要樹木、景観農業振興地域整備計画、景観

協定、景観整備機構、景観地区・準景観地区、地区計画の特例、自然公園法の特例、文化的景観

（文化財保護法）の規制内容の担保等の内容で構成される。

以下に具体的な制度内容及び規制や支援の概要についてまとめる。

(1)基本理念

基本理念においては、「良好な景観は現在及び将来における国民共通の資産」であることを明ら

かにしているほか、「地域の個性を伸ばすよう多様な形成を図るべき」として、地域の自然、歴史、

文化、風土等によって良好な景観は多様であること等を示している。

(2)責務

国の良好な景観の形成に関する施策の策定・実施の責務をはじめ、地方公共団体、事業者、住

民のそれぞれの責務を、以下のように明らかにしている。

「①国の責務

国は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関する施策を総合的に策定し、及び実施する

責務を有する。国は、良好な景観の形成に関する啓発及び知識の普及等を通じて、基本理念に対

する国民の理解を深めるよう努めなければならない。

②地方公共団体の責務

地方公共団体は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成の促進に関し国との適切な役割分担

を踏まえて、その区域の自然的社会的諸条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。

③事業者の責務

事業者は、基本理念にのっとり、土地の利用等の事業活動に関し良好な景観の形成に自ら努め

ると共に、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力しなければなら

ない。

④住民の責務

住民は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関する理解を深め、良好な景銀の形成に積

極的な役割を果たすよう努めるとともに、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関

する施策に協力しなければならない。」

景観を構成する要素は、建築物、工作物、緑地、屋外広告物等、多種多様であり、良好な景観

を形成するためには、行政だけでなく、様々な主体が参画する必要がある。そのため、国、地方

公共団体、事業者及び住民が各々の立場において、良好な景観の形成のために必要な責務を果た

すよう、それぞれの責務としている。」
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(3)景観行政団体

景観は通常、住民にとって身近な範囲から持続的に形成していくものであるので、景観行政は

住民に最も身近な基礎的自治体である市町村が主体的に担っていくべきであるというのが基本的

な考え方である。しかし当時、景観条例を制定している市町村が全体の 15%しかなく、また逆に、

27都道府県において景観条例を制定して景観行政を推進しているという実態があることを踏ま

えて、ー地域で一つの地方公共団体が景観行政に取り組む仕組みとして、意欲ある市町村が景観

行政の担い手となるよう、景観行政団体の制度を創設することとした。

政令指定都市及び中核都市は、自動的に景観行政都市となり、その他の市町村は都道府県との

協議・同意により景観行政団体となることができる。市町村が景観行政団体とならない地域につ

いては、都道府県が景観行政団体となるものである。

景観行政団体の役割としては、景観計画の策定・変更と景観計画に基づく行為の規制がある。

また、地域の景観の核となるような建造物や工作物、樹木を景観重要建造物・樹木として指定す

ることができる。さらに、景観協議会を創設すること、景観形成に取り組むNPO法人や公益法

人を景観整備機構として指定することもできる。

(4)景観計画

景観計画は、景観法の基本となる仕組みであり、景観行政団体がその考え方を示し、区域を定

めて一定の行為に対して景観形成上の基準を設けていくものである。

1)景観計画に定める内容

景観計画には以下の事項について必ず定めなければならないこととされている。

①景観計画区域

②景観計画区域における良好な景銀形成に関する方針

③良好な景観形成のための行為の制限に関する事項

④景観重要建造物・樹木の指定の方針（指定の対象となる建造物・樹木がある場合に限る）

これらの必須事項に加えて、必要な場合はさらに以下の事項について定めることができる。

⑤屋外広告物の表示及び提出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項

⑥景観重要公共施設の整備に関する事項

⑦景観重要公共施設の占有の許可の基準

⑧景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項

⑨自然公園法の特例に関する事項

2)景観計画の対象となる土地の区域

等

景観計画は、都市計画区域外の農地や山林を含めて景観上必要な範囲に広く指定することが可

能なものとなっている。また、湖沼や河川、海域等の水面も含めて指定することができる。この

ように都市計画区域外を含めて指定することが可能な仕組みとすることにより、都市や農村、山
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林、自然公園等を景観の視点から一体的・横断的に捉えることが可能となった点が大きな特徴で

ある。必要であれば市域全域を景観計画区域とすることができる。

景観計画区域の要件は以下のように示されており、特定地域において景観計画を策定するにあ

たって参照する。

「都市、農村漁村その他市街地または集落を形成している地域及びこれと一体となって景観を形

成している地域における次の各号のいずれかに該当する土地（水面を含む）の区域。（法第8条第

1項柱書）

①現にある良好な景観を保全する必要があると認められる土地の区域

②地域の自然、歴史、文化等からみて、地域の特性にふさわしい良好な景観を形成する必要があ

ると認められるもの

③地域間の交流の拠点となる土地の区域であって、当該交流の促進に資する良好な景観を形成す

る必要があると認められるもの

④住宅市街地の開発その他建築物もしくはその敷地の整備に関する事業が行われ、又は行われた

土地の区域であって、新たに良好な景観を創出する必要があると認められるもの

⑤地域の土地利用の動向等からみて、不良な景観が形成されるおそれがあると認められる土地の

区域」

ここで、景観法運用指針より「その他の市街地又は集落を形成している地域」とは、都市、農

山漁村以外の、例えば、都市計画区域又は準都市計画区域外における温泉地、観光地、別荘地等

の市街地又は門前町、その他の農林漁業を主な産業としない集落を形成している地域等が考えら

れる。

同様に、「及びこれと一体となって景銀を形成している地域」とは、例えば、都市、農山漁村等

地域の周辺にある、都市、農山漁村等地域からの眺望が可能である、若しくは都市、農山漁村等

地域を眺望する際の背景になる、又は都市、農山漁村等地域の景観を維持、保全、形成する上で

必要である等の理由により、都市、農山漁村等地域の景観形成上必要な要素を構成していると認

められる士地である。

また、同様に「水面」は、景観計画を定める土地と一体的に良好な景観を形成すべき、河川、

湖沼や海岸、港湾及び漁港に隣接する水面が想定される。

景観計画区域のイメージを図2-2-1に示す。
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~ 
図2-2-1 景観計画区域のイメージ（出典：国土交通省景観法の概要 2005.9)

3)良好な景観形成のための行為の制限

景銀計画は、届け出たい対象となる行為（以下、届出対象行為）について、それぞれの行為ご

とに良好な景親形成のための行為の制限（以下、景観形成基準）を定めることとされている。こ

のため、景銀計画から定められると、届出対象行為を行い市民や事業者は、その行為の前に届出

を行わなければならない。表2-2-1に示すように、法律上定められているものは、①～③の3項

目であるが、その他にも④～⑩は選択可能な届出対象行為であり、景観行政団体の条例に基づき

必要な行為を増やすことも、また逆に条例で適用除外の行為を定めることも可能となっている。

基準に適合しない場合には、景銀行政団体は設計の変更等必要な措置をとることを勧告するこ

とができ、勧告を受け入れないものに対する変更命令、違反者に対する原状回復命令等も法に定

めている。景蜆計画区域における、届出 ・勧告・変更命令の仕組みについては、図2-2-2に示す。

表2-2-1 景観計画区域における届出対象行為

行為の内専

必須雇出
OJ 建簗物の新築、増簗、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
② 工作物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更対彙行為
③ 都市計画法に規定する開発行為
④ 土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採、その他の土地の形貫の変更
⑤ 木竹の植栽又は伐採

選択届出
⑥ 珊瑚の採取
⑦ 厘外における土石、魔棄物、再生資源、その他の物件の堆積対彙行為
⑧ 水面の埋立て又は干拓
⑨ 夜間において公衆の観寛に供するため、一定の期間継続して鰹榮鴨その他の工作物又は物件（屋外にあるものに

⑩ 火入れ
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景観行政団体による景観計國の策定
届出・勧告対象行為の制限を定める（条例の制定により選択及び適用除外が可能）

届出（暦出違反に対する罰員IJ)

勧告（暦出から30日以内）

行為の着手（勧告が行われないことが明らかになり次第）

必要な場合には、条例を定めることにより
賓更命令（変更命令違反に対する罰員lj)

（届出より30日以内、最大90日まで延長可〉

図2-2-2景観計画区域における届出・勧告・変更命令の仕組み（国土交通省景観法の概要 2005.9)

(5)景観協議会

景銀行政団体、公共施設管理者及ぴ景観整備機構は、関係する他の公共団体や、公共事業者（観

光関連団体、商工関係団体、農林漁業団体、電気事業者、鉄道事業者等）、住民等の関係者を加え

て、良好な景銀形成に向け協議を行う場となる景銀協議会を組織することができることとされて

いる。景親協議会の法律的な効果は、景観協議会で合意された事項については尊重義務が発生す

る点である。

(6)景観重要建造物・景観重要樹木

景観行政団体の長は、地域の景観上の核となるような景観上重要な建築物や工作物、樹木を景

銀重要建造物又は景観重要樹木として指定することができる。

景銀重要建造物又は景銀重要樹木として指定された場合には、現状変更においての許可が必要

である。なお、壁の塗り替えや屋根の修理、製枝といった日々の管理行為においては、許可不要

である。管理行為の具体的内容については、景観行政団体が定める管理基準に基づくものとする。

また、管理協定で定められた行為についても許可は必要である。こうした管理基準や管理協定

の内容は、個々の建造物や樹木を実際に見て、 一つ一つの特性を判断して適切に決める必要があ

るため、法律で一律に決めるのではなく、現場の状況をよく知っている景観行政団体が判断する

ことになっている（管理協定については景観整備機構も可能）。

さらに、景観重要建造物に指定された建築物の場合、市町村の条例により、防火などの建築物

の外観に関わる部分について建築基準法の規制緩和が可能となる（大臣認証を得て条例を制定す

ることが必要）といったメリットがある。

(7)景観農業振興地域整備計画

景銀計画区域内の農業振興地域について、市町村が景銀農業振興地域整備計画（以下、景観農

振計画）を定めることができる。景観農振計画には、①景銀漿振計画の区域、②区域内における
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景観と調和のとれた土地の農業上の利用に関する事項、③区域内における農用地及び農業用施設

その他の施設の整備に関する事項を定めることとしている。

景観農振計画に基づき、市町村が景観農業振興地域内の農地について、景観と調和のとれた農

業的土地利用についての勧告を行うことが可能となる。また、通常は農家等に厳しく限定されて

いる農地の利用券の取得等について、景観整備機構が行うことが可能な仕組みも用意されている。

これにより、耕地放棄地や棚田の保全に効果がある。

(8)景観協定

景観に関する事柄を、ソフトな点まで含めて住民間の協定により一体的に定めることができる

仕組みが景観協定である。手続きとしては、既にある類似の制度として全国各地で活用されてい

る建築協定や緑地協定と概ね同様であるが、景観協定独自のポイントとしては、建築物、工作物、

樹林地・草地、屋外広告物、農地、その他景観形成に関する事項を一体的に定めることができる

点である。特に「良好な景観の形成に関する事項」を定めることができることとしたため、例え

ばショーウィンドウの照明時間、可動式ワゴンの形や色というソフトな事柄まで一体的に定める

ことが可能となり、活用の幅が広がっている。また、景観協定は建築用途など、景観計画や景観

地区で定めることができない事柄についても定めることが可能である。これは、住民間の契約で

あるという協定の等質から可能となっているものである。

(9)景観整備機構

景観整備機構は、景観に関する住民の取り組みの支援を行うこと、所有者と協定を結び景観重

要建造物や景観重要樹木の管理を行うこと等が可能とされているものであり、地域で活動するNPO

法人や公益法人を景観行政団体が景観整備機構として指名することができる。この仕組みにより、

地域で景観づくりに熱心に取り組み、様々な知見を有する NPO法人や公益法人を景観形成の担い

手として公的に位置づけて、活動をより進めていくことが可能となる。

(10)景観地区・準景観地区

景観計画よりもより積極的に景観の形成や誘導を図っていきたい場合、市町村は、都市計画と

して景観地区を定めることができる。景観計画と最も大きな違いは、建築物の建築等の行為に対

して一つずつ、景観法に基づく認定と建築基準法に基づく建築確認でその内容を担保していくこ

ととしている点である。

1)美観地区との関係

景観地区は、美観地区を発展させたものであり、景観法の施行に伴って美観地区は廃止される

ことになったが、美観地区を都市計画決定し、建築基準法に基づく条例で具体的規制内容を定め

た地区については、自動的に景観地区に移動された。

従来の美観地区は、「市街地の美観を維持するために定める地区」とされていたことから、既に

一定の建築美が存在する地区以外は指定することが難しいという課題があった。しかし、今後良
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好な景観を形成していこうとする地区についても指定することが可能となり、幅広く活用するこ

とができるようになった。また、建築物に対する規制に加えて、エ作物や一定の行為規制（木竹

の伐採や物件の堆積等）等についても必要に応じて条例で規制を行うことが可能となっている点

も美銀地区との大きな違いである。

2)景観地区に定める内容

景観地区に関する都市計画では、①建築物の形態意匠の制限、②建築物の高さの最高限度また

は最低限度、③壁面の位置の制限、④建築物の敷地面積の最低限度のうち、①については必ず定

め、②～④については必要なものを定めることとしている。

また、エ作物については、形態意匠や高さ等建築物と同様の規制を行うことが可能であり、具

体的な内容や手続きは条例で定まることとされている。この他、 「土地の形質の変更」「木竹の伐

採」「廃棄物等の物件の堆積」といった行為についても、その制限内容を条例で定めることができ

る仕組みとされている。景観地区に定める内容を表2-2-2に示す。

これらの制限を担保する仕組みについては、①については景親法に基づく認定制度で担保し、

②～④については建築確認で担保することとしている。

また、景親地区に関する都市計画で、建築物の高さの最商限度、道路に面する壁面の位置及び

敷地面積の最低限度が定められた場合は、一定の景観地区内の建築物について、特定行政庁の認

定により、斜線制限を適用除外できるという特例措置も準備されている。

表2-2-2景観地区に定める内容

事項内専 耀鯛の担侵

必須事項 (1) 建築物の形態意匠の制限 認定

響市It■で ② 璽築物の高さの最高限度又は最低護度
定める事項 ③ 壁面位置の制隈 建築確認

④ 建簗物の敷地面積の最低隈度
選択事項 ⑤ 工作物の形態意匠の制霞 認定

彙例で ⑥ 工作物の高さの最高霞度又は最低履虔
遍応●務

定める事項 ⑦ 壁面擾退区域における工作物の設置の制隈

R 開発行為その他の行為に関する制隠（土地の形質査更、木竹の伐採など） 許可

3)認定制度の仕組み

景観地区内の建築物（条例で定めた場合はエ作物も同様）の色やデザインについては、景観地

区の都市計画で定める「建築物の形態意匠の制限」に適合することについて市町村長の認定を受

けることが必要である。この制度により、現場の測地的な環境をよく知る市町村長が、周辺との

調和も踏まえて認定を行うことが可能となった。

認定制度は、景銀地区の最も大きな特徴であり、一つ一つの建築行為について周辺との調和を

見ていく仕組みとしたことで、良好な景観形成を進めていく上で大きな効果を持っている。また、

認定が行われるまでは工事の着手が禁止される（根切り工事等を除く）、制限に違反した建築物に

は是正措慨の命令、設計士や建設業者に対する処分も可能であるなど、制度の実効性についても

きちんと担保されている。

景観地区における認定・建築確認の仕組みを図2-2-3に示す。

．
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饒覺行為その飽の
行為頬嗣

都市計画決定
纏纂物に関する創限を定める

11. .._(_J,. I 

r——` 条例の制定 条例の制定

迂 玉
確認申請 l I 市町村長に認定申顧 許可申請

•"'tt●1こ宣める基皐ヘ

建築確認

I 

ミ迂 認定 .:L._ 豆

I I I 
紐織制限事の纏和

行為の着手 行為の着手 遍合●務

111 
許可

認定の表示

1111 1 

認定の表示

I I I 
届出違反に
対する罰則

豆 I 妙
完了検査 検査（場合により）

使用制限等

11 
是正命令等

11 11 
是正命令等

（場合により） （場合により） （場合により）

図2-2-3景観地区における認定・建築確認の仕組み（参考：国土交通省景観法の概要 2005.9)

(11)地区計画の特例

建築物や工作物の色やデザインについて、景親法に基づく条例を制定し認定するという、景観

地区と同様の仕組みを地区計画に導入することが可能となった。これは、現在都市計画法に基づ

く届出・勧告の仕組み、建築基準法に基づく条例を制定した場合の建築確認の要件となる仕組み

に加えて、景観法に基づく認定の仕組みを選択肢に加えるものである。なお、これまでに決定さ

れた地区計画についても、新たな条例を定めることが可能であるため、これまで地区計画を積極

的に推進してきた市町村において、工夫のある取り組みが期待される。

(12)自然公園法の特例

景観計画に位置づけられた国立公園や国定公園内における建築物の新築等について、より決め

細やかな基準とし、景観上支障があれば許可しないことができるようになる。

今までは、自然公園区域部分については地方公共団体と自然公園管理者が連携しながら進める

ことが難しい状況であったが、景観計画に自然公園法の特例を位置づけることにより自然公園区

域内外に渡って一体的に、景銀形成の基準を定めて運用していくことを可能とするものである。

このため、景勝地やリゾート的な用途が見られる自然公園区域や、市街地に近接して自然公園

区域があるような地域などについて、積極的に活用していくことが想定される。

(l 3)文化的景観（文化財保護法）の規制内容の担保

文化財保護法の改正により、文化財の一分類として 「文化的景観」が位置づけられた。景観計

画区域や景観地区が指定されている地域の中から、都道府県又は市町村の申し出に基づき、文部

科学大臣が「重要文化的景銀」を選定し、支援する仕組みとなっている。
~
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2-3 景観法の運用状況

(1)景観行政団体の現状

景銀法に基づく景銀行政団体については、表2-3-1に示す通りである。平成21年 2月現在、合

計 376の自治体が景銀行政団体となっている。その内訳は、都道府県が 47、政令指定都市が 17、

中核市が 39、都道府県の同意を得て景銀行政団体となった市町村が273である。都道府県及び政

令指定都市、中核市については、平成 16年 12月に景銀法が施行された段階で自動的に景観行政

団体となっている。

表2-3-t景観法に基づく景観行政団体

●木鼻

鱒属鳳

嶋玉鼻

干●戴

富鴫II

●●● 

●覺●●

|― □虚~-- lb
山口鼻

山●● ,~ ,.富;;;巧~~口●II 11 

＿＿」 二 1;.,.~ I 00.〇＂且,.,.'●団●,~ '● .",,. な具とる"●ふ． '"叫'"'●""纏●"事●噌は"●'●●●鳳,ど..  止●●●● , ... ".,に.. 停~, いり．●な．●る”●．「"＇こ量●量●ト●●● I I _ I三ifiJ I 

以 •I•----- I 曇欝霞 1 --1 ~ .... _ .. I I● Ill鼻
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(2)景観計画の現状

景観法に基づく景観計画の現状は、表 2-3-2—示す通りである。平成 21 年 2 月現在、 147 の景観

計画が策定されている。その内訳は、都道府県が策定した景銀計画が 15、市町が策定した景観計

画が 132である。

表2-3-2景観法に基づいた景観計画（平成21年2月）現在）

●●●● 量●行●●緯曇 ●宣411S

.t●遍 H20&20 .t●遍●●計■
● 11111 18. II 17 ● 11111●●計■
皐駁町 II』1 旱●冑●●計■

.t●遍
纏/lll!r IP 3 13 纏川市量●討●

軋●市 II12.13 軋●市●●計●

鸞●町四03 211 爛●町●●計■
畳沼町 4.1 量爆町●しい量●づくり計■
．．市 10 I ■■ 市量●計■
彎●●'"1 冑●●量●計●

青●鵬 冑●市 18 P I 冑●市量●計■
八胄市 18 12 11 I¥"市量●計●

-■ 市 18 3 24 亭●鴫置量●計■
••• ■II胄 KIi3 IS ■11111●●計■

事皐霞 ヽ嘘 事鼠町●●計●

山瓢畢 H20 5 23 山●●●●計•

山麗鳳 戸 II O 20 ―・ ■IB1'1 .2111 ■lll!r量●計●
●● 111 H20 5 I ■11111'1●●計●

量 tt■のe● ■ Ill亀 量●n• ●偉亀 ● 員a 量•計●の名尋

圃●111 Hll.3 22 ●●市●●計■
1111■ II●冑 .ヽI II●言量●計●

糞松冑 . II 4 量艦冑畳■It■
三重● 11.12. ヽ 三●●量■tt•

饂B胄市 2 22 □a胄言量■tt■
三■● 鯰●J!f 10 31 艦●言量•計■

”市 01221 8'賣胄量●計■
9●●遍・大粕●遍沿●量び●町嶋鼠量■It■

樗●Ill● 

重●● Hit 3 2t 璽●●●●tt■
賣寛● 饂11苔露 H20 3 1' 凰量づくりtt■

＂中市 1120, 1 肩中市量■ti●
り、81●Ill H/7 12 II 小11●市●●ti■ 
111111!! 18 4 1 ふるさと●欝生這11■11■
真●町 185 1 翼●冑●●ti■ 
鑽躙賣lfJ 1 1 26 ●編●會●●tt■
竃子Ill 18 6 30 置'1'111●●ti■ 
●●市 It1 1 ●●市●●ti■
■沢111 It I 12 ●沢事●●ti■
●賓111111 HII 3 16 ●膏●町量■II■
●属111 II_ 10 15 ●畢冑●●ti■ 
/II鴫市 It_ 12 It /II鴫胄●●II■ 
大和111 20 l 21 大和會●●ti■ 
菖ヶ鴫市 H 20 7 1 寡ヶ・111量■ti●
●●言 H 20 I• ■■ 胄量●ti■ 
亭●I!! H,20 12 19 亭●胄量●ti■ 
鴫玉● 11 8 31 • 玉...針•
/IIC胄 H1tS 30 111ロ111•■11●

鴫玉鳳 I¥●冑 H1'-3 30 /¥●111●● It■ 
躾父111 1t I l1 ll父冑會ちづくり●●ti■
軍加111 1120 3 18 軍細”●●ti■ 
1!!111111 H18-4 8 胄1111!!量■ti■
●●子市 18 10 23 ●曇子市畳●●鼠墓本ti●

干重● 槍lfJ II, II箕） 綸IIJHII■
賣山市 11 12.21 賣山倉量■ti■
, 111111 H20 12 24 1!!■111-■tl■ 
守讐市 1131 守書111111■11■

賓鑢● つくばI!! Hit 10 1 つくば膚量●ti■ 
*"'"' ,12.24 *"'"'量■ti●
●●富111 11 I 21 亭●富111●●tt■
・木● 小山111 1t, 10 25 '1'山"'量●計.

■■II 31 畢11111量■tt■
B先111 4 1 B覺111■■11■

欝●● II'"""'1t 3 1 
9匹 111量●11111 

r貴しいせさe 量■ti■1
●量贔
■■111 19 2ヽ ●●胄量■計■
麟覺111胄 3 12 ■11111111■■11● 

石111111
石111重 H201 31 石111●●●11111 

七11111 12 3 七JI市●●tt■
量”鳳 H1l, 12 22 曇欝•量■胄虞ti■
小書.. 113 17 '1'害纏厨量■tt■

晨野・
景I!市 H11 7 25 量欝lllhtt■
11181市 1110, 1 ●● 1!!1■11■ 
訟本111 1120_2 11 Ill拿胄量•計■

●山村 ,t 1 ●山村量畔•

大I!市 H1t S 31 大冒冑量■ti■ 
小濠111 19 12.10 ·~ 濃市量■ti■ 

罵弁● 纏弁1lf 331 ●丼胄量■ti■
傘●●蔚 5-~ 拿・"賣量■ti■
箪賛111 11 20 重舟市••計■
｀古●111 1t 3 30 名古●膚••計●

量鰭● ●●市 3 27 11111!! ●● ti■ 
犬山"' ,_, 犬山.....Itー・
・・・"' 113 31 • ●●冑量●ti■ 
●山市 18 12 22 富山市量■ti●
中●111111 H11 7 1 q, 畢/1/111量■ti●

.... 下Ill!! 1120331 下11曹量■ti●
BIii" 1120 3 13 白111村量●ti■ 
大●胄四 12.26 1'111!! 量■ti●
竃覺市 匹 12It 胃覺胄量■ti●

大liJJI 928 大●JJIHtl■ 
大■111 18 2.17 大●市●●ti■ 

大量綱 鸞●胄 HII 10. I 鸞●市●●ti■ 
・中111 HZO 3 31 ■<l>l!IHtt■ 
,:a:-1-.,. 匹 4I 太子町●●tt■
”戸市 1821 #声膚●●ti■ 

兵●● t,!'1111 18 3 31 """'量●ti■ 
戴璽胄 Hl9 12.21 ●●胄量●ti■ 
拿●肩 8 $ (1)1111文化●Iii! 賣●"'
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(3)景観地区の現状

景観法に基づく景銀地区については、表 2-3-3に示す通りである。平成 21年 2月現在、合計

23地区の景観地区が指定されている。その内訳は、北海道倶知安町1地区、東京都江戸川区1地

区、 神奈川県藤沢市2地区、鎌倉市 2地区、静岡県沼津市1地区、熱海市1地区、岐阜県各務原

市2地区、京都府京都市で8地区、岡山県倉敷市で1地区、島根県松江市1地区、広島県尾道市

1地区、大分県大分市1地区、沖縄県石垣市1地区となっている。

表2-3-3 景観法に基づく景観地区 （平成22年2月現在）

市町村 星置 出全,ll;B日

北海道倶知安町 ヒラフ高原量観地区 平成20年3月7日

東京椰江戸川区 一之江境JII親水公園沿織景観地区 平成18年12月26日

神奈川県藤沢市
江ノ島地区 平成19年4月1日
湘冑c-x(シークロス）地区 平成19年4月1日

神奈川県鎌倉市
鎌倉景観地区 平成20年3月1日

北鎌倉景観地区 平成20年3月1日
静岡県沼津市 沼津市アーケード街地区 昭和28年4月7日

静岡県熱濤市 熱海市東濤岸町景観地区 平成19年12月28日

岐阜県各務原市
アクノブラザ景観地区 平成19年3月1日
グリーンランド柄山景観地区 平成20年4月1日
山ろく型養観地区 平成19年9月1日
山並み背景型美観地区 平成19年9月1日
岸辺型美観地区 平成19年9月1日

京都府京椰市
旧市街地型蔓観地区 平成19年9月1日

歴史遺産型養観地区 平成19年9月1日

沿道型美観地区 平成19年9月1日

市街地型養観形成地区 平成19年9月1日
沿道型美観形成地区 平成19年9月1日

岡山県倉敷市 倉敷市養観地区 平成17年6月1日
島根県松江市 塩見縄手地区 平成19年4月1日

広島県尾道市 尾道市景観地区 平成19年4月1日

大分市 大分城址公園周辺地区 平成20年7月1日

沖縄県石垣市 観音堂地区 平成19年12月7日

＇ 
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(4)景観整備機構の現状

景観計画に基づく景銀整備機構については、表 2-3-4に示す通りである。平成21年2月現在、

20団体が指定されている。

表2-3-4 景観法に基づく景観整備機構（平成21年2現在）

日

H20. 10.29 
Hl 7. 6. 17 
H17. 7. 28 
H17.9.28 
H20. I I. 4 
H20.3.25 

H17. 10.25 
H18.9.25 
H20.3. 7 
H20.5. 19 
H2010.3 

H20.8.4 
H18.2. 17 

H18.9. 12 
HIS. 10.23 
H19.3.23 
H17.5.9 
H18. 8. 11 
H18. 8. 11 
H19. 12.28 
H19. 12.28 
H20. 7.28 
H120. 7.28 
H20. 8. 1 

H20. 8. 1 
H18.8. 1 
H18. 10. 16 
H19.5.22 
H19. 7. 10 
H20. 7.22 
H20. 7.22 
H19. 7.24 

会 塵四島墨 H19.8.23 
H19. 7.20 
H19.9.4 
H20. 7.22 
H20.9.9 
H20. 10.2 
H20. 11.21 
H20. 12.26 
H20. 9. 17 
H20. 11.20 

42 

(5)景観協議会の現状

景観計画に基づく景銀協議会については、表2-3-5に示す通りである。平成21年2月現在、 4

つの協議会が指定されている。

表2-3-5 景観法に基づく景観協議会（平成21年2現在）

21 
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2-4 小括

景観法に基づく各制度を地区指定制度、個別単体制度、補助制度に大別し、各制度の内容をま

とめると表 2-4のようになる。景観法に基づく各制度の仕組みについて整理することで、各制度

の概要や特徴が明らかとなった。

また、景観法の運用状況を整理することで、全国の行政団体の景観法を生かした景観形成の取

り組みの最新の動向が明らかとなった。

22 
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図2-4景観法に基づく各制度内容
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第3章 伊勢市景観計画（案）の内容と評価分析

3-1 伊勢市の概要

(1)自然景観の特徴

三重県伊勢市は、伊勢平野の南端部に位置し、東西は16.99km、南北は20.22 kmにわたり面積

は208.53 k rd勺こ及んでいる()

また、伊勢志摩国立公園の玄関口にあたり、北は伊勢湾に面し、中央には県内最大の河川であ

る宮川が流れる他、五十鈴川、勢田川が流れ、東から南にかけて朝熊ヶ岳、神路山、前山、鷲嶺

等の山々が連なり、西には大仏山丘陵が広がるなど、神宮宮域を中心とした自然景観に恵まれて

いる（図 3-1)。

~ 

図3-1-1伊勢市の自然（出典：伊勢市から提供して頂いた資料）

＇ 
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(2)町並み形成の歴史

伊勢市には、宮川右岸や五十鈴川上流などに旧石器時代から縄文時代にかけての遺跡があり、

文化の展開は約 1万5千年前までさかのぼることができる。

伊勢市の集落発生は弥生時代であると考えられ、地域によって若干の発展の差異はあるが、総

じて神宮の鳥居前町として発展し、また、市場町、港町、渡津集落等の機能とともに発達してき

た。

市域の大部分は古来より伊勢神宮の神領であり、平安時代には斎王の離宮もおかれていた。鎌

倉時代以降は、一時的に管下になった地域もあるが、大部分は神領として祭主の補任による刀禰

職が支配していた。

南北朝の動乱期を経て室町時代に入ると、従来の支配体制は次第に勢力を失い、政治差配は山

田三方・宇治会合という近世の自治体制へと展開していった。この両自治に対して江戸幕府は山

田奉行所を御薗に置き、監視していた。

近世の安定封建社会になると、お伊勢参り、おかげ参り、抜け参りなど庶民の参宮が本格化し、

参宮街道最後の宿場町として、また伊勢神宮の鳥居前町として、多いときには年間100万人を超え

る参拝客で賑わった。

明治時代になると、政府は国の精神的象徴として伊勢神宮を位置づけ、江戸時代までの庶民が

作り出した賑わいや活気に満ちた観光地ではなく、神聖な雰囲気の漂う神都にしようとした。昭

和6年には、総合的な都市計画案「大神都特別聖地計画（案）」が作られ、昭和24年の遷宮に向

けて全ての事業が完成する予定だった、戦争のため一部が実現しただけで終わった。

戦後、戦争によって中断された「大神都特別聖地計画（案）」をもとに戦災復興計画がたてら

れ、復興事業が行われた。戦災を受けた中心市街地においては土地区画整理事業が行われ、緩や

かにうねる世古（路地）等の古い町並みが、道路整備された整然とした町並みへと変わった。

その後、周辺町村との合併により、農漁山村地域も広く編入するとともに、市中央部の市街化

が進み、近代都市としての形態を整えた。

そして、平成17年11月に二見町、小俣町、御薗村と合併し「新伊勢市」が誕生し、現在に至

っている。
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3-2 伊勢市における景観形成に関連する地区指定施策の概要

3-2-1 景観形成に関連する地区指定施策の制度上の位置づけ

景観形成に影響があると考えられる地区指定施策の制度上の位置づけについて、土地利用行政、

景観行政、文化財保護行政のそれぞれに位置づけられる各制度を整理すると図 3-1-1のように示

すことができる。

①土地利用行政に関する制度

②景観行政に関する制度

③文化財保護行政に関する制度

法体系

古響における歴史的凰土の ， 
細：：：Illする特直置法 ［ 
... 近郊縁地長全法 廿

近＃寄t品の [ 

景観行政団体の量観It國

椰道府県・政令指定響市・
中核市事の定める条例
（塵外広告物条例）

地方公りf~閤主条例

霊団翡註9 ド
（景観:面呑五臼q

（伝統的建造呂出謡苔曇存彙例疇）h
【補注】 1

景観形成に影響があると考えられる地区指定施策

富度地区景観地区凰致地区生産縁地地区
屋史的凰土特肩景存地区 近郊縁地特肩景存地区
伝鰊的建造物群景存地区 防火地域準防火趣域
縁地録全地域 繰化地域特別縁地保全地区

原生自然讀墳保全地域
自然曝墳景全嶋域
椰道府嘱自然環墳保全地填

l 歴史的凰土録存区域 l 
近郊縁地録全区域

近郊縁地保全区嶋

景観計画区蟻
文化的景観

条例に定める地区

条例に定める地区

園指定史跡・名謄

鬱道府曝指定史躊・名謄
市町村指定史鱒・名饒

重璽文化的景観塩1

重璽伝絨的董造物群
景存地区・這9

暮道府県又は市町村の申出に基づき選定。 2 市町村の申出に基づき選定。

図3-2-1 景観形成に関連する地区指定施策の位置づけ
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3-2-2 景観形成に関連する地区指定施策の概要と伊勢市における現状

(1)用途地域

①制度の概要

用途地域は、都市計画が定める地域地区のうち最も基本的なものであり、都市全体の土地利用

の基本的枠組みを設定するものである。

・地区の指定

用途地域は市町村決定の都市計画であり、市街化区域内の土地は原則としていずれかの用途地

域が指定される。用途地域は、昭和54年の建築基準法改正により、従来の4用途地域・ 2専用地

区制度から 8用途地域制度に定められ、平成4年の法改正により以下の 12種類に改められた。

i)第一種低層住居専用地域

ii)第二種低層住居専用地域

iii)第一種中高層住居専用地域

iv)第二種中高層住居専用地域

v)第一種住居地域

vi)第二種住居地域

vii)準住居地域

viii)近隣商業地域

ix)商業地域

x)準工業地域

xi) 工業地域

xii) 工業専用地域

・規制内容

各用途地域においては、用途ごとに異なった内容の、建築物の建築に対する制限が生じ、建築

の用途のみでなく建築物の形態についての制限も生じる。これらの制限の内容は建築基準法が定

めており、同法に基づく建築確認の際に制限に適合しているかどうかの審査対象となる。建築確

認を受けなければ当該建築物の建築工事を行うことが出来ない。

．罰則

各用途地域において規定されている規制内容に違反した当該建築物の設計者（設計図書を用い

ないで工事を施工し、又は設計図書に従わないで工事を施工した場合においては、当該建築物の

施工者）及び、建築主事の確認を受けずに建築を行った者は、 50万円以下の罰金が科せられる。

（建築基準法第 101条）
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②伊勢市における現状

現在、伊勢市では市域の約半分が都市計画区域に指定されている。その中で用途地域は、

3-2-1-1に示すように、第一種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第二種中高層住

居専用地域、第一種住居地域、第二種住居地域、準住居地域、近隣商業地域、商業地域、準工業

地域、工業地域、工業専用地域が指定されている。また、市街化区域及び市街化調整区域の区分

（線引き）はされていない。各用途地域における建築制限は固3-2-1-1に示す通りである。
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図3-2-1-1

（出農 ：伊勢市役所

各用途地域における建築制限

各種資料のダウンロード 建築に係る規制事の一覧表）
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(2)風致地区

①制度の概要

風致地区は、都市計画区域・準都市計画区域内で、都市内の自然的な要素に富んだ土地の良好

な自然景観といった都市の風致を維持するために定められる地域地区である。

・地区の指定

良好な自然景観を形成している土地の区域のうち、都市における土地利用上、都市環境の保全

を図るため風致の維持が必要な区域について、 lOha異常の風致地区は都道府県（指定都市内の場

合は指定都市）が、 lOha未満の風致地区は市町村（東京都特別区を含む）が決定する都市計画で

あり、地区の種類、位置、区域、名称を定めることとされている。

・規制内容

「風致地区内における建築等の規制にかかる条例の制定に関する基準を定める政令」（風致政令）

で定める基準に従い、地方公共団体が定める条例（風致条例）で建築物に対する規制を行う。以

下の行為を行う場合には、 lOha以上の風致地区においては、都道府県知事等の、 lOha未満の風致

地区においては、市町村長の許可を得なければならない。

i . 建築物の建築その他工作物の建設

ii . 建築物その他の工作物の色彩の変更

iii. 宅地の造成、土地の開墾その他の土地の形質の変更

iv. 水面の埋め立てまたは干拓

v. 木竹の伐採

vi. 土石の類の採取

vii. 屋外における土石、廃棄物または再生資源の堆積

viii. その他、都市の風致の維持に影響を及ぼすおそれのあるものとして条例で定める行為

．罰則

風致地区内において、許可を受けずに建築等を行った者及び許可に付せられた条件に違反した

者は 30万円以下の罰金が、知事の許可の取り消し、変更等の命令に違反した者は 50万円以下の

罰金が科せられる。（三重県風致地区内における建築等の規制に関する条例第8条）

風致地区内において、許可を受けずに建築等を行った者及び許可に付せられた条件に違反した

者は 30万円以下の罰金が、知事の許可の取り消し、変更等の命令に違反した者は 50万円以下の

罰金が科せられる。（伊勢市風致地区内における建築等の規制に関する条例第9条）

②伊勢市における現状

伊勢市における風致地区の指定状況を図 3-2-1-3に示す（後述の高度地区と合わせて示す）。
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(2)高度地区

①制度の概要

高度地区は、建築物の高さについて用途地域を補完する地域地区であり、都市の合理的な土地

利用計画に基づき、将来の適正な人口密度、交通量その他都市機能に適合した土地の高度利用及

び居住環境の整備を図ることを目的として定めるものである。

・地区の指定

高度地区は、市町村決定の都市計画であり、都市計画の内容としては、種類、位置、区域、建

築物の高さの最低限度または最高限度及び面積を定めることとされている。

・規制内容

都市計画区域内においては建築物の高さの最低限度（最低限高度地区）と最高限度（最高限高

度地区）を定めることが出来、準都市計画区域内においては最高限高度地区のみを定めることが

出来る。高度地区内においては、建築物の高さは都市計画の内容に適合するものでなければなら

ない。（建築基準法58条）

．罰則

高度地区において規定されている規制内容に違反した当該建築物の設計者（設計図書を用いな

いで工事を施工し、又は設計図書に従わないで工事を施工した場合においては、当該建築物の施

エ者）は、 50万円以下の罰金が科せられる。（建築基準法第 101条）

②伊勢市における現状

伊勢市では、神宮の風景とその周辺の市街地の環境を維持するため、外宮前と内宮前を高度地

区に指定し、建築物の最高限度を定めている。

伊勢市における高度地区の指定状況を図 3-2-1-3に示す（前述の高度地区と合わせて示す）。
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図3-2-1-3 伊勢市における風致地区と高度地区の指定区域

（出震 ：伊勢市に提供して頂いた資料）



(3)国立公園特別地域

①制度の概要

自然公園は、自然公園法に基づき、優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進

を図り、もって国民の保健、休養及び教化に資することを目的として定められたものであり、「わ

が国の風景を代表するに足りる傑出した自然の風景地に指定される国立公園」、「国立公園に準ず

るすぐれた自然の風景地について指定される国定公園」、「すぐれた自然の風景地について都道府

県が指定する都道府県立自然公園」が存在する。

国定公園の陸上の区域は、まず、特別地域と普通地域に分けられる。特別地域とは、風致維持

のために指定された区域であり、さらに景観上必要な地区は特別保護地区を指定できることとな

っている。また、国定公園の海中の景銀を維持するために海中公園地区を指定できることとなっ

ている。

・地区の指定

国定公園についても環境大臣が指定することとされているが、そのうちの特別地域、特別保護

地区、海中公園地区については、都道府県知事が公園計画に基づいて指定することとされている。

・規制内容

国定公園における規制内容について、国定公園内の特別地域、特別保護地区、海中公園地区に

おいては、工作物の新築・改築・又は増築、鉱物の採取•土石の採取等の法に定める行為を行う

際には都道府県知事の許可を得なければならない。また、普通地域においては、環境省令に定め

る基準を超える工作物の新築・改築・又は増築、水面の理め立て•干拓、鉱物の採取・士石の採
取等の法に定める行為を行う際には、都道府県知事に届け出なければならない。

・補助制度

国は、予算の範囲内において、政令の定めるところにより、公園事業を執行する都道府県に対

して、その公園事業の執行に要する費用の一部を補助することができる。（自然公園法第44条）

．罰則

特別地域内において都道府県知事の許可を受けずに、第 13条第3項に掲げる行為を行った者は、

6ヶ月以下の懲役又は50万円以下の罰金が科せられる。また、普通地域内において都道府県知事

に対し届出を行わずに、第 26条第1項に掲げる行為を行った者は、 30万円以下の罰金が科せら

れる。

②伊勢市における現状

伊勢市においては図 3-2-1-4に示すとおり、伊勢志摩国立公園が指定されている。
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（出農 ：伊勢市に提供して頂いた資料）
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(4)国指定名勝

①制度の概要

国指定名勝は文化財保護法に基づき、文部科学大臣が、庭園・橋梁・峡谷•海浜・山岳などの

景勝地で、日本の国にとって芸術上又は観賞上価値の高いものを、名勝として指定できるもので

ある。文部科学大臣により指定された名勝のうち特に重要なものを特別名勝に指定することがで

きる。

・地区の指定

文化財保護法に基づき、国が有形文化財、無形文化財、民俗文化財、記念物、文化的景観及び

伝統的建造物群（町並み）の6分野を文化財として定義し、これらの文化財のうち重要なものを

文化審議会の答申を受けて文部科学大臣が指定・選定等して、国宝、重要文化財、史跡、名勝、

天然記念物等として、国の重点的な保護の対象としている。また、開発等により保護の必要性が

高まっている近代の文化財等を対象とし、上記の指定制度を補完するものとして、指定制度より

も緩やかな保護措置を講じる登録制度により、所有者による自主的な保護を図っている。

・規制内容

指定・選定等された文化財については、現状変更、修理、輸出などに一定の制限が課される。

・補助制度

文化庁は、有形文化財の保存修理、防災、買い上げ等や、無形文化財の伝承者養成、記録作成

等、保護のために必要な助成措置を講じている。

・罰則

史跡名勝天然記念物の現状を変更し、又はその保存に影響を及ぼす行為をして、これを滅失し、

き損し、又は衰亡するに至らしめた者は、 5年以下の懲役若しくは禁錮又は30万円以下の罰金に

処する。（文化財保護法代7章第 107条の2)

第43条又は第80条の規定に違反して、許可を受けず、若しくはその許可の条件に従わないで、

重要文化財若しくは史跡名勝天然記念物の現状を変更し、若しくはその保存に影響を及ぼす行為

をし、又は現状の変更若しくは保存に影響を及ぼす行為の停止の命令に従わなかった者に該当す

る者は、 20万円以下の罰金に処する。（文化財保護法代7章 第 107条の3)

第78条第2項（第 101条第2項で準用する場合を含む。）で準用する第39条第3項で準用する

第32条の2第5項の規定に違反して、特別史跡名勝天然記念物の復旧又は滅失、き損、衰亡若し

くは盗難の防止の措置の施行を拒み、又は妨げた者に該当する者は、 10万円以下の罰金に処する。

（文化財保護法第7章第 107条の4)
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②伊勢市における現状

伊勢市では図3-2-1-5に示すとおり、 二見浦が国指定名勝に指定されている。

二見浦は、昭和 11年 1月に三重県第一号の名称として指定され、景勝地として保存と活用が図

られた。また、昭和27年 7月に追加指定を行っている。その後、 二見浦の自然景観や歴史的価値

の重要性が改めて検討され、伊勢市第一号の国指定名勝となっている。

名勝二見浦は、多彩な構成要素を含んでいるため、立石崎地区、二見浦地区、御塩殿地区、音

無山地区の4地区に区分されている。

・立石崎地区

名勝二見浦を象徴する地区である。二見輿玉神社の輿玉神石があり、その鳥居の役割を果たす

のが立石（夫婦岩）であるため、 一体的な価値を有するものとして 1つの地区としている。

・ニ見浦地区

名勝二見浦の中心をなす地区である。二見浦の沿岸、砂浜、堤防、松林は不可分の要素として

1つの地区としている。

また、賓日館は、歴史的な二見の旅館街において唯一名勝の構成要素の 1つとなっており、立

地条件が二見浦と大きく関わっているため、 二見浦地区としている。

・御塩殿地区

名勝二見浦の歴史的意義を示す地区である。神宮で用いる御塩を作る御塩殿神社敷地を 1つの地

区としている。

•音無山地区
名勝二見浦の海浜と一体の風致景観をなす地区である。立石崎も含め、丘陵部は一連の地形とし

国名勝指定地地区区分~ 1 g~;:: l 
二見町●●形庫螂 ：：ーマ □ 御塩殿地区

亡3音焦山地区

・・'「tk学）、学院 r. 学研究科
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3-3 伊勢市景観計画（案）の概要

3-3-1 伊勢市景観計画策定委員会

景観計画の策定に関する必要事項を調査審議し、景観計画素案を伊勢市都市計画審議会へ提案

することを目的とし、平成 19年 11月に伊勢市都市計画審議会の予備機関・調査機関である伊勢

市景観計画策定委員会が設置された。

現状の把握と資料収集を目的とし、以下の伊勢市景観計画策定委員会ヘオプザーバーとして出

席し、最新の伊勢市景銀計画の策定状況を調査した。

•第 1 回伊勢市景観計画策定委員会

日時：平成20年 2月29日（金） 午後 2"-'5時

場所：伊勢市役所本庁舎

•第 4 回伊勢市景観計画策定委員会

日時：平成20年 10月 17日（金） 午前9時"-'11時30分

場所：伊勢市役所東庁舎

•第 5 回伊勢市景観計画策定委員会

日時：平成20年 11月 14日（金） 午後2時30分""17時

場所：伊勢市役所東庁舎

伊勢市景観計画の運用までのフローを図 3-2-1に示す。

平成21年4月頃に伊勢市景観条例の公布及び伊勢市景観計画の策定・公表を行い、同年

10月以降、伊勢市景観条例の全面施行と伊勢市景観計画の運用を開始する予定である。

:_ 1f(大学大学院 r. 学研究科
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伊勢市景観計画 策定フロー（案） 資料1
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3-3-2伊勢市景観計画 （案）の構成と内容

(1)景観計画区域

①景観計画区域の指定

市全域に広がる豊かな自然景銀や個性あふれる歴史文化に育まれた景観を後世に引き継ぐため、

景観計画区域を伊剪市全域としている。

②沿道景観形成地区の指定

景銀計画区域のうち、外宮、内宮を連絡する御幸道路や御木本道路など伊勢市の重要な観光拠

点へ誘う道や、外宮参道、河崎本通り、神路通りなど地域固有の景観が形成されている道につい

ては、沿道の良好な景観を図ることを目的とし、景銀形成上重要な道路又は鉄道敷地の部分から

15mを沿道景銀形成地区として指定している。

③重点地区の指定

景観計画区域のうち、内宮おはらい町地区と二見茶屋地区を重点地区として指定し、伝統的ま

ちなみの景銀を保全すべき区域、地域性豊かな賑わいのある景観を保全または創出すべき区域、

自然景観、眺望景観を保全すべき区域であるとしている。特に内宮おはらい町地区については重

点地区に重複する形で景観地区にも指定し、さらに積極的似景観形成を図るべき地区としている。

写真3-3-2-1内宮おはらい町地区 写真3-3-2-2二見茶屋地区

(2)景観形成基準

景観に影響を与える恐れのある行為として、市全域においては一定規模以上の行為、沿道景観

形成地区においては原則すべての行為が、当該地区の景観と調和したものとなるように景観形成

基準を定めている。

また、内宮おはらい町地区（重点地区）及び二見茶屋地区（重点地区）においては原則すべて

の行為に対して表 3-2-2に示す景観形成基準を定めている。景観形成基準に基づいた整備イメー

ジを図3-2-2に示す。
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表3-3-2重点地区の整備形成基準（伊勢市に提供して頂いた資料を基に作成）

I 内富おはら!:.!!I皇巴量量塁已量2 二覺 ----・ I 

I 融● 基本的に木遍とする． 基本的に木遭とする．

＇ 
1)●檀は切婁・婁入りまたは入母量・婁入りとする． 1)●檀は、層圃のII史的な●の残る●物との鯛和を國る．

I ●檀・軒庇 2)●●物1朧には軒庇を設け、麟り合う●璽物の軒庇の菖さに●える． 2)●檀及び軒庇は、灰色もしくはそれに蝙する色とする．ただし」員蘊葺

I 
13)●檀及び軒庇は、灰色もしくはそれに霞する色の日本瓦葺きとする． 會又は飯葺きとする場合は、この膿りではない．

＇ 
1)外畳は、きさみ囲いを基本と市、 9疇には軒庸木飯、2疇には彊り出し

外璽 'よしを用いるものとする．ただし、道鱚事の公共空間から遍賞菫見匹 外●は茶色、灰色、白色事のl1ち着いた色影とし、層111の塵史的な●
I 螂ヽ分はこの霞りで1が汎ヽ ． の喪る●物との●和を乱ざ汎ヽものとする．

12>外畳の色影は、層圃の●和を乱さないものとする．

I■ 
= 
鵬口鱒・・具

サ道る鰭．に檜する●具は木●とし.2疇111ロ鶴には出格子を用いるものと 遭鱚にiiiする●具は、茶色藁と翫層111のIll史的な●の残る●物との
●和を11る．

の
圧道基霞本にと面するす．るた畳だ菖し位、・●事ばを鴫餃りけ合るうこ●と●事鞠にの畳面の位●に鑽えること 遍鵬にiiiする.iii位●は、●り合う●●鞠の畳iiiの位●に纏えること鵬． ●國の位● よりまちなみの遍績性が損 を基本とする．ただし」＂事を設けること●によりまちなみの遍績性が損

重 なわれないように配●した湯合はこのかぎりではない． なわれないように配●した湯合はこの■りではない．
匠

讐●す纂る餃。た●だはし、道鱚専の公共空間から逼常菫見しにくい位置に設•｀配 ●●設●は、道襲事の公共空間から遍鸞菫見しにくい位置に設量、配
●物設● 、木●櫓子で覆うなど、取り付けられる●●物との●和を 讐する．ただし、木襲格子で覆うなど、取り付けられる●●物との●和を

11!1つた蝙合はこの霞りではない． 園った場合はこの霞りではない．． 欄は茶色藁とする． 欄は茶色豪とする．

●外広告鞠
●外広告物は、ネオンサインや願色専の濃手な色は便用い汎ヽことと ●外広告鞠は、ネオンサインや犀色事の瀑手な色は侵用しないことと
し、●圏の景●1こ支戴を及ぼさないようにする． し、層圃の量剛こ支戴を及ぼさないようにする．

●外●胴 佃歩に行努看め事るに．不快鵬を与えないよう輝虞を抑え、自然光に近い光重の雙
夢行看事に不快鵬を与えないよう輝虞を抑え．自然光に近い光遍の伎
用に努める．

I●●釦遭..慶 ●●物の絶対富さば戴鳩鳩●薗から10m以下かつ3庸以下とする． ●●物の絶対富さは、戴嶋逓●薗から12m以下かつ3疇以下とする．

|ェ
懸●●匠 .111111の量●との・和に配●する． 層圃の量●との・和l::li!●する．

I 

●外罵胴 rに努書め事るに．不快鵬を与えないよう輝虞を抑え、自然光に近い光漏の雙 歩行看事に不快畢を与えないよう輝虞を抑え、自然光に近い光量の侵
1' 用に努める．

輪

の f）に和載配品し車●た場.す蹂・るガ.． レを溢ー鰊ジ"出贔る鼠こと●古響9にる忠よ蝙り會まば芦ちな●み●の出の遍塵麟史●性的やが叶生●●●なmとわす預れる●なな■いど約よ、と,)逼り及び濃摩に薗して●事を設ける湯合は、飯蠣や生場とするなど．鯵 層111の履史的な●の頸る・戴鞠との●和を11る．． 外鶴 2)駐車湯・ガレージを設置する湯合は、層111の鷹史的な●の畏る●物と． ●和した・事を設けること攀によりまちなみの遍績性が損なわれないよ
匠 うに配重する．

自戴順売●事 外肇の色膨は、茶色畢又は灰色藁とする． 外藝の色瓢は、茶色棄又は灰色畢とする．

！ 
繹虞市めを長遍るが場用●合しな市はい計、●．●●●物●響彙のの形重●見●を●いて良好な量●の＂虜に貴すると

市長が●市It■●●傘の重見を●いて良好な景●の形咸に貴すると． 匠の鯛膿及び●●輸の●さの量●霞 露める湯合は、●饂犠事の懸●●匠の鯛霞及び●●鞠の裏さの最富順
虞を遍用しない． 

内宮おはらい町地区 二見茶屋地区

亀 JL

図3-3-2重点地区の整備イメージ（伊勢市に提供して頂いた賣料を基に作成）
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(3)景観重要建造物・景観重要樹木

市民による公募・推薦を基に、景観計画区域内の建築物・エ作物、樹木で良好な景観形成に重

要な役割を果たすものを、景観重要建造物及び景観重要樹木に選定し、伊勢市都市計画審議会や

所有者の意見を聞いて指定するとしている。

平成20年現在、指定予定の景観重要建造物及び景観重要樹木はなく、今後の検討課題とされて

いる。指定方針については、以下の通りである。

①景観重要建造物

・地域の歴史・文化が形態的意匠に色濃く表れているもの、又は歴史的な形態意匠を継承しているもの

・地域住民に親しまれているもので、よく維持管理されているもの

・優れたデザインを有し、地域のシンボル的な存在のもの

•その他伊勢の景観形成上重要な役割を有するもの

②景観重要樹木

・樹高や樹形が景観上優れているもの

・由緒、由来のある樹木で古くから地域市民に親しまれているもの

・地域のシンボル的な存在のもの、又はシンボルとして地域で育てていくもの

•その他伊勢の景観形成上重要な役割を有するもの

(4)景観重要公共施設

景観を構成する要素の中でも特に大きな役割を果たすと考えられる道路や河川等の公共施設を、

景観重要公共施設に位置づけその整備に関する事項を定めている。

①景観重要道路

景観重要道路に位置づけられているのは以下の 13道路である。

1)御幸道路ほか、 8)古市街道

2)御木本道路 9)内宮おはらい道

3)新国道

4)国道 23号

5)国道 42号

6)伊勢自動車道・伊勢二見鳥羽ライン

7)お木曳きの道

10)二見浦・夫婦岩表参道

11)外宮参道

12)河崎本通り

13)神路通り

重点地区及びその周辺を通る道路である 1)御幸道路、 2)御木本道路、 5)国道 42号、 9)内

宮おはらい町通り、 10)二見浦・夫婦岩表参道については、以下に整備方針の概要を示す。

・御幸道路の整備方針

外宮・内宮をつなぐ御幸道路は、歩道の舗装はレンガ調のデザインを基本としており、街路樹
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は桜、楓、楠等が交互に植えられ、四季折々の景観が楽しめる。また、歩道には連続して灯籠群

が設置されており、良好な参道景観を形成している。

今後の整備においては、歩道の舗装は現在のレンガ調との連続性に配慮すること、街路樹や低

木植栽は四季を演出する樹種を選定するよう配慮すること、道路付属施設の色彩はダークプラウ

ンを基本とすること（自然素材を使う場合や標識等安全上やむをえない場合を除く）、できる範囲

で無電中化を推進することを方針とする。

占有許可の基準についてはエ作物の外観の色彩は周辺景観との調和に配慮することとしている。

・御木本道路

市街地の主要な幹線道路であるとともに、外宮・内宮を連絡し、両者の中央に位置する伊勢西

インターチェンジから外宮・内宮にアクセスする道路である。鼓ヶ岳への眺望や蓮台寺柿畑の秋

に色づく景観が楽しめる区間がある。

歩道の舗装は色彩を統一すること、街路樹や低木植栽等により沿道緑化を図ること、道路付属

施設の色彩はダークブラウンを基本とすること（自然素材を使う場合や標識等安全上やむをえな

い場合を除く）、できる範囲で無電中化を推進することを方針とする。

占有許可の基準についてはエ作物の外観の色彩は周辺景観との調和に配慮することとしている。

・国道42号

国道23号から二見浦や鳥羽方面へ至る広域幹線道路であり、かつ、観光交流拠点のひとつであ

る二見浦へのアクセス道路となっている。中央分離帯や歩道の緑豊かな街路樹や低木植栽が、潤

いのある良好な景観を形成している。

今後の整備においては、歩道の舗装は色彩を統一すること、街路樹や低木植栽等により沿道緑

化を図ること、道路付属施設の色彩はダークブラウンを基本とすること（自然素材を使う場合や

標識等安全上やむをえない場合を除く）、できる範囲で無電中化を推進することを方針とする。

占有許可の基準についてはエ作物の外観の色彩は周辺景銀との調和に配慮することとしている。

・内宮おはらい町通り

内宮の鳥居門前町として発展してきた通りであり、失われつつあった伊勢特有の切妻・妻入の

まちなみを保全・再生するため、地域住民が中心となって町並み保全に取り組んできている。ま

た、これに合わせ、無電柱化や石畳舗装等による道路の美装化が完了している。

今後の整備においては、道路の舗装は石畳にするなど町並みとの調和に配慮すること、道路付

属施設の色彩はダークブラウンを基本とすること（自然素材を使う場合や標識等安全上やむをえ

ない場合を除く）を方針とする

占有許可の基準については、工作物の設置は通りの見通しを妨げる場所や景観上重要な場所に

は設置しないこと（まちなみとの調和に配慮した場合を除く）、工作物の外観の色彩は周辺景観と

の調和に配慮することとしている。

42 
,f, J~ ・/ /、?;:, し 1・.'、?り！！］ヽtH



・ニ見浦・夫婦岩表参道

二見輿玉神社の参道として発展してきた通りで木造旅館や土産物屋が建ち並んでおり、現存す

る町並みを積極的に保全し後世に伝え残していくため、地域の主体的な取り組みのもとで景観形

成に取り組んできている。また、これに合わせ、道路の美装化も完了している。

今後の整備においては、道路の舗装は石畳にするなど町並みとの調和に配慮すること、道路付

属施設の色彩はダークブラウンを基本とすること（自然素材を使う場合や標識等安全上やむをえ

ない場合を除く）を方針としている。

占有許可の基準については、エ作物の設置は通りの見通しを妨げる場所や景観上重要な場所に

は設置しないこと（まちなみとの調和に配慮した場合を除く）、工作物の外観の色彩は周辺景観と

の調和に配慮することとしている。

②景観重要河川

景観重要河川に位置づけられているのは以下の2河川である。

1)宮川 2)五十鈴川

重点地区及びその周辺を通る河川である 2)五十鈴川については、以下に整備方針を示す。

•五十鈴川の整備方針

五十鈴川のうち、御側橋から内宮宇治橋に至る区間は、川堤の桜や神宮林を背景として美しい

四季の移ろいが感じられる場である。また、遷宮行事の一つであるお木曳きの川曳きの舞台とな

る。特に、浦田橋から宇治橋においては、自然石を用いた護岸整備が行われ、河原には葦等が自

生し良好な景観が形成されている。

今後の整備においては、現状の良好な景観を損なわないように配慮して周辺の自然景観や歴史

的まちなみと調和した景観形成を図ることを方針とする。

占有許可の基準についてはエ作物の形態意匠は周辺景銀との調和に配慮することとしている。
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3-4 内宮おはらい町地区（重点地区）における景観形成の取り組み

3-4-1 内宮おはらい町地区における景観形成の推移と概要

内宮おはらい町地区のまちづくりの経緯は、まちづくり活動の開始から住民と行政の協働体制

が確立するまでの時期であるまちづくり初動期、町並み調査など条例制定を目的とした活動の開

始から、条例制定・施行までの時期である条例制定期、条例に基づく事業計画策定、事業の展開

が行われる時期の 3つに区分できる。

(1)まちづくり初動期

明治期以降、内宮おはらい町地区では、伝統的町家の老朽化と取り壊しや、電柱・広告物の乱

立など、伝統的町並みは崩れつつあった。しかし昭和 50年頃、当時の東京工業大学名誉教授・

清家清氏が内宮おはらい町地区を訪問、歴史的町並みの保存を主張したことから、住民の間で町

並みとまちづくりに対する意識が急速に高まった。

昭和 54年、「内宮門前町再開発委員会」が発足し、地域の 30--40代の約20人が発起人となり、

地域住民へのまちづくりの趣旨説明を開始した。また清家氏を中心とした町並み調査が実施され、

その結果を元に「伊勢市宇治地区おはらい町再構想整備計画書」が作成された。続く昭和 55年、

「内宮門前町再開発会議」が発足し、まちづくりの基本的な方針についての合意形成のための活

動を展開し、昭和 58年には市議会へ町並み保存についての要望書「内宮門前町町並み保存につい

ての要望書」を提出するに到った。

(2)条例制定期

おはらい町通りや建物に関する修景基準や修景資金の融資などについて議論を重ねたが、住民

の力だけでは限界があることを感じ、条例制定期においては行政の支援を得る方向でまちづくり

活動が展開された。行政の参入を促すため、まず住民は内宮おはらい町地区の建物 15軒を修景

モデルに選定、自主的に修景を行った。更に昭和61年5月20日、「内宮門前町町並み修景保存

に関する請願」を市議会へ提出、同年7月21日にはこれが採択され、市から予算が付くことに

なった。翌昭和 62年8月、「伊勢市宇治おはらい町再構想計画」に基づき、当時伊勢市企画振興

部・中村研究室による町並み調査が実施され、「内宮門前町まちなみ調査報告書」が作成された。

これを契機にまちづくりに本格的に行政が加わることとなる。

こうして、住民と行政の協働体制が確立し、平成元年9月30日、伊勢市の独自条例「伊勢市

まちなみ保全条例」が交付された。

(3)まちづくり展開期

まちなみ保全条例制定により行政からの支援を得ることが可能となったおはらい町のまちづ

くりだが、修景や保存・再生のための資金の面で依然として問題を抱えていた。そこで内宮門前

町再開発委員会は、地元の優良企業である（株）赤福にまちなみ保全事業資金の融資を要請し、

平成元年からの5年間に、伊勢市に対する総額5億円の寄付を得た。伊勢市は寄付金のうち3億

5千万円を用いて基金を設立し、建物の修景に対する低金利での貸し付けのための資金とした。
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こうして、住民・行政・地元企業の 3者協働体制が確立することにより、まちなみ保全・再生

活動が実現性を帯ぴるに到った。

平成2年 1月 19日、第 1回伊勢市まちなみ保全審議会が開催され、同6月 7日「内宮おはら

い町まちなみ保全地区並びに同保全計画」が条例に基づいて告示され、おはらい町地区のまちづ

くりが本格的に始動した。

内宮おはらい町保全事業は平成2年から具体的に開始され、住民は条例による修景資金貸付制

度を利用し、内宮おはらい町まちなみ保全地区の建物を徐々に修景していった。伊勢市は（株）

赤福からの寄付金のうち 1億5千万円を、まちなみ保全区域の無電柱化工事およびおはらい町通

りの石畳整備事業として運用した。地元企業である（株）赤福は、新たな観光の核を創出するた

め、地権者60人を説得し用地買収を行い、当時の年間利益を上回る 140億円を投資して、平成

5年、江戸時代の町並みをおはらい町の一角に再現したおかげ横丁をオープンした。

45 
Ir-,)、''?}、-?::・,-[: 1 . ・/ 1iif・yt H 



3-4-2 伊勢市まちなみ保全条例の概要と成果

(1)条例制定の経緯

伊勢市まちなみ保全条例の制定は、昭和 54年 (1979年）に内宮おはらい町の住民により、失

われつつある町並みの保全と再生のための「内宮門前町再開発委員会」が結成されたことを契機

としている。

昭和 57年3月に、「内宮門前町町並み保存」についての要請書が伊勢市へ提出されると共に、

昭和61年7月に「内宮門前町町並み修景保存等に関する請願」が市議会で採択された。この間に、

文化財保護法による伝統的建造物群保存地区、地区計画、まちづくり協定、建築協定などの様々

な手法を検討してきたが、それぞれに一長一短があった。このような検討の末に、伊勢市は平成

元年9月、市の独自条例である「伊勢市まちなみ保全条例」の制定に至った。

(2)条例の内容

伊勢市まちなみ保全条例は、「伊勢市のまちなみの保全、形成のため必要な事項を定め、もって

地域性豊な魅力あるまちづくりに資すること（伊勢市まちなみ保全条例第一条）」を目的として

全 12条からなる。また、伊勢市まちなみ保全条例の施行に関して必要な事項は、全38条からな

る伊勢市まちなみ保全条例施行規則に定められている。

伊勢市まちなみ保全条例の特徴は、大きく以下の 3つが挙げられる。

①まちなみ保全地区の指定（伊勢市まちなみ保全条例第5条）

伊勢市まちなみ保全条例において、「市長は、審議会の意見を聴いて、保全地区を指定し、変更

し、又は指定の解除をするものとする（第5条）」とあり、まちなみ保全地区は市町によって指定

される。また、まちなみ保全地区の指定に際しては、「市町は、前項第一条の規定により保全地区

を指定したときは、審議会の意見を聴いて、まちなみ保全にかかる計画を定め、これを告示しな

ければならない。」とあり、まちなみの保全計画を定める必要がある。まちなみ保全地区内では、

伊勢市まちなみ保全条例第7条により、以下の行為をしようとするときには、あらかじめ市町に

その旨を届けなければならない。

i)建物等の新築、増築、改築又は全部若しくは一部の除去

ii)外観を変更することとなる建築物等の修繕、模様替え又は色彩の変更

iii)保全地区の景観に著しい変化をきたすおそれがあると認める行為 等

現在、伊勢市まちなみ保全条例によってまちなみ保全地区に指定されているのは、内宮おはら

い町地区の「内宮おはらい町まちなみ保全地区」のみである。

内宮おはらい町地区のうち、宇治今在家、宇治中之切町、宇治浦田一丁目の各一部がまちなみ

保全地区に指定されており、面積は約 5,300面となっている。おはらい町通り（県道館町通線と

市道宇治新橋線からなる）約 800mのうち、約 580mがまちなみ保全地区に含まれる。対象となる

戸数は約 56件、約 140棟である。
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②修景資金の貸付制度

伊勢市まちなみ保全条例において、「市長は、保全地区内において、所有者がまちなみ保全のた

め建築物等の修景を行う場合は、審議会の意見を聴いて、予算の範囲内で資金の貸付を行うこと

ができるものとする（第 10条）」とあり、所有者が保全地区内で建築物等の修景を行う場合に、

修景資金の貸付を受けることが出来る。

修景資金の貸付額は、 100万円から最高 3000万円であり、 10万円単位で貸付を行っている。

貸付利率は年間 2パーセントであり、貸付金の償還期間は 20年以内である。

③まちなみ保全審議会の設置

伊勢市まちなみ保全条例において、「市長の諮問に応じ、まちなみ保全地区の保全についての基

本的な事項を審議するため、伊勢市まちなみ保全審議会を置く（第4条）」とあり、伊勢市まちな

み保全審議会が設置されている。

審議会の委員は、現在、知識経験者3名、住民代表3名、市職員2名の計8名で構成され、任

期は2年とされている。

伊勢市まちなみ審議会においては、以下の項目についての審議を行っている。

i)まちなみ保全地区の指定、変更又は解除に関すること。

ii)まちなみ保全地区の保全計画に関すること。

iii)建築物等の修景に要する資金の貸付に係る申請図書の審査及び申請人の資格審査に関するこ

と。

iv)その他まちなみ保全地区に監視必要な事項。

(3)条例の運用状況

平成元年に伊勢市まちなみ保全条例が制定されてから、平成 18年現在、まちなみ保全地区とし

て地区指定が行われているのは、内宮おはらい町まちなみ保全地区（平成2年に地区指定）のみ

である。そのため、伊勢市におけるその他の歴史的町並みの保存には至っておらず、内宮おはら

い町地区に限定した運用となっている、

伊勢市まちなみ保全条例による町並み保全地区の指定を受けるためには、まちなみ保全に関わ

る計画書の作成、計画書作成のための住民の合意、まちづくり活動を行う住民組織の存在、条例

に基づいた景観整備を行う際の貸付資金等の財源の確保等の条件がある。内宮おはらい町地区に

おいては、昭和 54年に「内宮門前町再開発委員会」が結成され、まちづくり活動が行われてきた

こと、地元企業の財政的な支援がなされてきた等、伊勢市まちなみ保全条例による町並み保全地

区の指定を受けるための条件が満たされていた。

しかし、内宮おはらい町地区以外の歴史的な町並み等が残る地区においては、これらの条件を

満たすことが困難であるため、伊勢市まちなみ保全条例の運用が進まないものと考えられる。

また近年、内宮おはらい町地区のうち、内宮おはらい町まちなみ保全地区に指定されていない

地区において、内宮おはらい町まちなみ保全整備基準に調和していない店舗が建築されるなど、

新たな課題が生じてきている。
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3-4-3 内宮おはらい町まちなみ保全事業の成果

(1)事業の目的

伊勢市まちなみ保全条例に基づき、平成2年6月、「内宮おはらい町まちなみ保全地区並びに同

保全計画」を告示し、内宮おはらい町まちなみ保全事業が行われている。

内宮おはらい町まちなみ保全事業は、内宮おはらい町の歴史的町並みの保全・整備を推進し、

地域性豊なまちづくりを行うことを目的としている。

(2)事業の基本方針

保全計画の特徴は、伊勢地方特有の建築様式である「切妻・妻入り」「入母屋・妻入り」を基本

として、往時のまちなみを再生しようするものである。従って文化財保存法に基づく伝統的建築

物群保存地区のような保存に主眼をおいたものではなく、古い町並みを新たに創出することに重

点をおいている。

(3)事業の内容

内宮おはらい町まちなみ保全事業及び関連事業の主な内容は、以下に示す通りである。

①内宮おはらい町まちなみ保全整備基準にもとづく伊勢の伝統的家屋形態の再現・維持

内宮おはらい町まちなみ保全地区内において、新築・増築・改築等を行う場合は、表 4-1-2-2-1

に示す「まちなみ保全整備基準」に基づき、修景を行う。主に外鍛部分の再現・維持を目的とし

ており、必要に応じてその資金の貸付を行っている。修景、貸付にあたってはその都度、伊勢市

まちなみ保全審議会に諮り、決定している。

②おはらい町通り無電柱化のための電柱移設

おはらい町通り（県道館町通線と市道宇治新橋線からなる）のまちなみ保全事業として、平成

4年 10月、保全地区内におけるおはらい町通り沿いの電柱を、おはらい町通りの裏側へ移設する

工事を完了させた。事業主体は伊勢市で、事業費は約 1億円である。

③内宮おはらい町「石畳の道」「内宮地下参道」整備事業

「石畳の道」整備事業は、おはらい町通りを中国産御影石により内宮の門前町にふさわしくす

るため、三重県・伊勢市が事業主体となって施行したものである。「内宮地下参道」整備事業は、

県道伊勢磯辺線の横断歩行者による交通事故への影響が大きくなると予想されたため、横断地下

道の建設を三重県が主体となって行ったものである。

④おはらいまち浪漫ステイ整備事業

おはらいまち浪漫ステイ事業は、伊勢市のまちづくり特別事業として、昭和 63年から平成4年

にかけて行われた景観整備事業である。事業主体は伊勢市で、事業費は約3億円である。

主な景観整備の内容として、交通広場（駐車場広場）の整備、公衆トイレの整備、案内板・街
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路灯の整備がある。

⑤おかげ横丁の整備

内宮おはらい町まちなみ保全事業の関連事業として、地元企業の赤福が事業主体となって平成

5年7月、事業費約 140億円をかけておかげ横丁の整備を行った。おかげ横丁は、おはらい町通

りの中ほどに位置し、特に週末になると観光客で賑わう。

おかげ横丁のコンセプトは、以下の通りである。

•江戸時代の伊勢参宮街道の賑わいを再現し、衰退する内宮鳥居前町の活性化を図る。

・庶民的で開放的な空間を創造することにより、日本人の心のふるさととして伊勢を位置づける。

・全国から集まる旅人に優れた当地の産物を五感で味わっていただける場を想像し、周辺地域の

応接間としての役割を果たす。

・赤福の広告塔として赤福本店の沈没化を防ぐ。

(4)事業の運用状況

平成2年に「内宮おはらい町まちなみ保全地区および同保全計画」が告示されてから、平成 18

年現在までに、おはらい町通りの無電柱化事業、石畳の道・内宮地下参道工事等の景観整備、お

かげ横丁の整備等が行われている。

また、保全地区内における内宮おはらい町まちなみ保全整備基準に基づいた家屋の修景に関し

ては、平成 18年 12月現在、合計80件の届出があり、このうち条例による貸付申請は合計 15件

（貸付額は合計290,600千円）であった。

行為の届出件数は、まちなみ保全事業が開始した平成2年度から平成7年度までは最低4件か

ら8件と多く、平成8年度から平成9年度には 1件と減少した。その後平成 10年度から徐々に増

加し、平成 15年度及び平成 16年度にはそれぞれ7件の届出がされたが、平成 17年度以降は再び

減少している。

行為の届出のうち修景資金の貸付申請の件数は、平成4年度に最高5件あったが、その後件数

は減少していき、平成 13年度以降は申請されていない。
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図3-4-3 内宮おはらい町まちなみ保全事業の分布
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3-4-4 内宮おはらい町地区における景観形成に関連する地区指定施策の現状

(1)景観形成に関連する地区指定施策の現状

伊勢市宇治地区の中心である内宮おはらい町地区及びその周辺地区における現行の景観形成に

関連する地区指定施策の指定状況を図 3-3-4に示す。

国道23号線、主要地方道伊勢磯部線及び五十鈴川に挟まれた内宮おはらい町地区（宇治浦田一

丁目、宇治中之切町、宇治今在家町の各一部）を含む地区は、近隣商業地域が指定されている。

また、五十鈴川東岸の宇治館町を含む地区及び宇治浦田街路広場（市営浦田駐車場）の地区は、

準住居地域及び第二種中高層住居専用地域が指定されている。

その他には、内宮おはらい町地区において、高度地区が指定されている。伊勢神宮内宮側の宇

治今在家町の範囲において甲種高度地区（最高限度高さ 10m)が、宇治中之切町以北及び主要地

方道伊勢磯辺線以南の範囲において乙種高度地区（最高限度高さ 20m)が指定されている。

また、五十鈴川東岸の宇治館町を含む地域において、風致地区の指定がされている。

内宮おはらい町地区のうち、宇治今在家、宇治中之切町、宇治浦田一丁目の各一部が伊勢市ま

ちなみ保全条例に基づき、内宮おはらい町まちなみ保全地区に指定されている。

伊勢市においては、防火地域の指定はされておらず、準防火地域の指定がされている。しかし、

内宮おはらい町地区及びその周辺地区においては、準防火地域の指定はされていない。

また、御幸道路（国道23号線等）沿い及び宇治今在家町周辺において美観地区が指定されてい

たが、景観法の施行に伴い廃止されている。

(2)景観形成に関連する地区指定施策の特徴

内宮おはらい町地区及びその周辺地区における景観形成に関連する地区指定施策の指定状況よ

り、以下の特徴があげられる。

①用途地域について

内宮おはらい町地区において伊勢神宮の鳥居前町として近隣商業地域の指定がされており、ひ

とまとまりの商業地を形成している。一般的に近隣商業地域は容積率 300%であるが、内宮おは

らい町地区においては容積 200%とされている。商業の町であると同時に人が住む町でもあるた

め、高さなどの景観に対する配慮や日影規制の適用を考慮に入れたものと考えられる。また、近

隣商業地域に指定されることで、建蔽率は周辺地区と異なる 80%となっている。このため、敷地

の間口いっぱいに建築物を建てることが出来、建築物同士の隙間を少なくした伊勢地方特有の切

妻妻入りの連続した町並みを形成することが可能となっている。

②高度地区について

内宮おはらい町地区において、高度地区が指定されている。高度地区は、伊勢神宮内宮に近い

側に甲種高度地区の指定がされており、段階的に乙種高度地区の指定がされている。高度地区に

より、伊勢神宮内宮の鳥居前町として、景観に配慮した建築物の高さ規制が可能となっている。
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③風致地区について

内宮おはらい町地区の周辺地区において風致地区の指定がされている。伊勢市においては風致

地区に関して「三重県風致地区内における建築等の規制に関する条例」及び「伊勢市風致地区内

における建築等の規制に関する条例」が定められており、建築物の建築、土地形質の変更、木材

の伐採、土石類の採取、水面の埋め立てや干拓、屋外広告物の表示行為の制限が可能となってい

る。

④内宮おはらい町まちなみ保全地区について

内宮おはらい町地区のうち、宇治今在家、宇治中之切町、宇治浦田一丁目の各一部が伊勢市ま

ちなみ保全条例に基づき、内宮おはらい町まちなみ保全地区に指定されている。内宮おはらい町

まちなみ保全整備基準に基づいた建築物等の修景が可能となっている。

⑤準防火地域について

内宮おはらい町地区及びその周辺地区においては、準防火地域の指定がされていないため、裸

木造の建築物の新築・改築・外壁工事をすることが出来る。そのため、内宮おはらい町の町並み

を形成する建物において、伊勢地方特有の杉刻み囲い（下見板張り）のエ法を適用することが可

能となっている。
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①
 

JII二種中高層住屠専用地填

第一種住居地塙

準住患地填

近鴫膚婁地遭

凰致地区

甲糧寓度地区

乙糧富度地区

まちなみ保全地区

図3-4-4 内宮おはらい町地区及び周辺地区の地区指定施策
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3-5 二見茶屋地区（重点地区）における景観形成の取り組み

3-5-1 二見茶屋地区における景観形成の推移と概要

二見町茶屋地区のまちづくりの経緯は、以下の 3つの時期に区分することが出来る。

(1)まちづくり初動期

二見町では昭和 25年頃から増え始めた修学旅行に合わせて旅館の建替えや改築が行われ、旅館

の近代化が進み伝統的な木造3階建ての町並み景観が失われつつあった。また、昭和49年のオイ

ルショックを境に来訪者が減り始め、観光客の減少に悩んだ二見町では、平成 9年頃から町に人

を戻す方法を地域住民と協議し始めた。

協議の結果、町並みの修景をすることとなり、住民参加型の組織と行政が一緒に考えるまちづ

くりを行うため、二見町地域住宅計画 (HOPE計画）の策定に取り掛かった。

(2)条例制定期

平成 12年度の二見町地域住宅計画の終了と共に、伊勢志摩地域の町並み全体の雰囲気・アメニ

ティなどの空間快適性を向上させることを目的とした「伊勢志摩空間快適性向上計画」が行われ

る。この計画を策定するために三重県が主体となり、平成 13年に町並み調査を実施する。この調

査をきっかけに「街なみ環境整備事業」に取り組むこととなった。事業を行うためには、住民の

3分の 2以上の賛成によるまちづくり協定の締結、もしくは条例等により住宅等の整備又は維持

管理に関する事項が定められている必要があったため、「二見町の景観文化を守り、育て、創る条

例」を制定するに至った。

(3)まちづくり展開期

「二見町の景観文化を守り、育て、創る条例」が制定されたことで「街なみ環境整備事業」に

よる本格的なまちづくり活動が始まった。事業期間である平成 14年度から平成 23年度まで良好

な景観形成が進められていく予定である。
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3-5-2 二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例の概要と成果

(1)条例制定の経緯

二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例は、「二見町 HOPE推進計画」と「第5次二見町総

合計画」に基づき、二見町の伝統的環境と景観を保全、育成、創出するため、平成 13年 12月に

制定された。

平成 12年度に終了した「二見町HOPE計画」に代わり、「街なみ環境整備事業」に取り組む事と

なったため、住民の 3分の 2以上の賛成によるまちづくり協定の締結、もしくは条例等により住

宅等の整備または維持管理に関する事項が定められている必要があったため、二見町の景観・文

化を守り、育て、創る条例の制定に至った。

(2)条例の内容

二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例は、「二見町 HOPE推進計画」と「第5次二見町総

合計画」に基づき、二見町の伝統的環境と景観を保全、育成、創出することにより、歴史と自然

に育まれた魅力ある町づくりを進め、町民文化の維持及び向上に資すること（二見町の景観・文

化を守り、育て、創る条例 第一条）」を目的として全 20条からなる。また、二見町の景観・文

化を守り、育て、創る条例の施行に関して必要な事項は、全27条からなる二見町の景観・文化を

守り、育て、創る条例施行規則に定められている。

二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例の特徴は、大きく以下の 5つが挙げられる。

i)景観形成地区の指定（二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例 第6条）

ii)景観形成地区内における景観形成基準（二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例 第7

条）

iii)助成等（二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例 第 12条

iv)景観まちづくり地域団体（二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例 第 13条）

v)表彰（二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例 第 17条）

①景観形成地区の指定

二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例において、「町長は、景観形成地区を二見町文化財

保護条例（平成6年二見町条例第3号）の趣旨や地域の特性を踏まえ当該地域独自の景観形成を

図る必要がある地区と次の各号のいずれかに該当する地区を指定することができる。（第6条）」

とあり、景観形成地区は町長によって指定される。

また、景観形成地区の指定に際しては、「町長は、景銀形成地区を指定しようとするときは、当

該景観形成地区指定案を、当該告知の日から 2週間縦覧に供するものとする。」とあり、景観形成

地区指定案を定め縦覧する必要がある。

景観形成地区内では、二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例第9条により、以下の行為

をしようとするときには、速やかに町長に対し、その旨を届け出なければならない。

i)建築物及び建築物と一体をなす工作物の新築、増築、改築、移転、大規模な修繕若しくは大

規模な模様替えで、建築基準法第6条第1項に規定する確認の申請書の提出若しくは同法第 18条
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第2項に規定する通知を必要とする行為

ii)特別工作物の新設、改築又は外銀の過半にわたる色彩の変更

iii) 土地の形質の変更（景観形成基準として定められている場合に限る）

iv)広告物の表示又は設置 等

②景観形成地区内における景観形成基準

二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例において、「町長は景観形成地区内の景観形成基準

は別表（景観形成基準）で定めるものとする（第7条）」とあり、景観形成地区内において景観形

成基準が定められている。また、二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例施行規則において、

「条例第9条第1項の規定による申請の行為を行おうとするものは、別表（まちなみ指導基準）

に従い、景観形成地区内における行為の申請書により申請しなければならない。（施行規則第8条）」

とあり、建築物及び建築物と一体をなす工作物に対する基準が設けられている。景銀形成基準に

ついては、二見町景観形成指導指針において詳細な説明があるため、二見町景観形成指導指針～

茶屋地区編～より景観形成基準の特徴について述べる。

・基準の対象領域

民有空間の中でも公共性の高い空間を「準

公共空間」と位置づけ、景観形成の対象とな

る空間を示している。（図5-2-2-3)

民有空間を構成する屋根、外壁、玄関まわ

り、塀などは、個人や事業者等の所有物であ

るため、本来、所有者が自由にデザインを行

ってもかまわない場所であるが、これらの民

有空間の一部は、道路等の公共空間から通常

「見られる」位置にあるものとして捉えられるため、「準公共空間」と位置づけ、魅力ある町並み

の景観形成を効果的に進めていく必要があるとしている。

• 2段階の基準

景観形成基準は「前提基準」と「修景基準」から構成されており、前提基準は修景基準 (1)、

(2) を準拠する上で必須となる基準であると示されている。

新築・増改築・建物外観の改装を行う場合には、全ての建築物は前提基準＋修景基準 (1)に沿

う必要があり、また、積極的に町並みの景観形成に取り組む場合は、前提基準＋修景基準 (1)を

満たした上で修景基準 (2)に沿う必要がある。修景基準 (2)は助成の対象にもなっており、

段階的に基準を設けることで、住民の景銀形成への取り組みを容易にしていると考えられる。

しかし、前提基準と 2つの修景基準という 3つの基準が明記されているため、修景する場合に

どの項目を満たせばいいのか少し分かりにくいといった課題もあると考えられる。
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③助成等

「町長は、次の各号に掲げる単独事業経費（設計費・工事費等を含む。）の3分の 1として上限

100万円を助成することができる（第 12条）」とあり、景観形成地区内において、所定の手続き

の下に景観形成基準の前提基準と修景基準 (1)及び (2) に沿った景観形成を行った場合、助

成金の交付を申請した者が建築物の景銀形成を図るために要した経費に対する助成を受けること

が出来る。

平成 18年度までに建築行為の届出は 35件あり、このうち、助成金交付対象件数は22件であっ

た。また、助成金の交付金額は 1990万8000円である。

④景観まちづくり地域団体の認定

「町長は、一定の地域における景観の形成を目的とした住民団体で、その活動が、当該地域の

景観の形成に有効と認められる団体を景観まちづくり地域団体として認定することができる（第

13条）」とあり、景観まちづくり地域団体の認定を行っている。

平成 19年度までに、景観まちづくり地域団体として認定された団体はない。

⑤表彰

「町長は、景観まちづくりに著しく貢献したと認める者を二見町表彰条例の規定により表彰す

ることができる（第 17条）」とあり、表彰を行っている。

平成 19年度までに、景観まちづくりに著しく貢献したと認められ表彰された者はいない。

(3)条例の運用状況

平成 13年に二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例が制定されてから、平成 18年までに、

景観形成地区として地区指定が行われているのは、条例制定時に地区指定を行った区域のみであ

る。

二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例において、景観形成基準は基準が緩やかな「修景

基準 (1)」と基準が厳しく助成の対象となる「修景基準 (2)」の 2段階の基準を設けているた

め、住民の景銀形成への取り組みが容易となっている。しかし、 1種類の基準内容であるため、

3階建ての木造旅館や2階建ての土産物屋、町屋等の多様な建築物に対応した景観形成を図るこ

とが難しい。

また、景観形成地区内において、二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例の制定以前に、

条例に適さない建築物が建設され、周囲の歴史的な町並みを崩している。平成20年現在、二見町

の景観・文化を守り、育て、創る条例において、条例に適さない行為をしたものには、町長が必

要な措置をとることを勧告することができ、その勧告に従わないものについては、その事実を公

表することが出来るとされている。しかし、二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例は、法

的実行力に乏しく、今後も景観形成地区内において条例に適さない建築物が建設される恐れがあ

る。
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3-5-3 二見町街なみ環境整備事業の成果

(1)事業の目的

「第5次二見町総合計画」と「二見町HOPE計画」をもとに事業の策定が行われ、二見町の景観・

文化を守り、育て、創る条例に基づき、ゆとりと潤いのある住宅地の形成による地域住民の生活

環境向上とともに、昔ながらの町並みを活かした良好な美観をもつ住宅地の形成を図っていくこ

とを目的とする。平成 14年度から平成23年度を事業期間としており、公共事業を平成 14年度か

ら平成 17年度にかけて実施している。平成 20年度以降は、大規模な公共事業がなくなり、個人

住宅等への修景補助事業のみとなってしまうため、街なみ環境整備事業を打ち切る予定である。

(2)事業の基本方針

二見町街なみ環境整備事業は、二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例に基づき、街なみ

環境整備事業促進区域の設定を行っている。街なみ環境整備事業促進区域は、二見町の景観・文

化を守り、育て、創る条例によって定められている景観形成地区と同範囲である。また、街なみ

環境整備事業促進区域において、①歴史的建築物を活用した景観づくり、②地域住民が安全で快

適に生活できる住環境づくり、③誰もが気軽に憩い、散策できるような空間づくりを基本方針と

し、街なみ環境整備事業地区として事業促進を図っている。

また、街なみ環境整備のコンセプトを、「永い歴史が息づく、魅力ある生活空間の形成」として

いる。

(3)事業の内容

二見町街なみ烹境整備事業及び関連事業の主な内容は、以下に示す通りである。

①賓日館整備事業（小公園整備事業）

賓日館整備事業は、街なみ環境整備事業の小公園整備事業として、平成 14年度から平成 15年

度にかけて実施された。事業費は 1億 8730万6115円であり、その内補助対象費は約 7670万8000

円である。

②二見浦公園のリフレッシュ（小公園整備事業）

二見浦公園のリフレッシュは、街なみ環境整備事業の小公園整備事業として、平成 18年度に実

施された。事業主体は伊勢市で、事業費は約 3326万4000円であり、その内補助対象費は 2257万

円である。

③三重交通研修所の跡地利用（生活環境整備、駐車場の整備）

三重交通研修所跡地を生涯学習センターと屋外研修施設として、来訪者のための駐車場も併せ

て整備を行った。平成 14年度から平成 17年度にかけて行われた事業費は3億 873万6300円であ

り、その内補助対象費は、 3億 672万2000円である。

④旧二見館の跡地利用（空家住宅除去）

廃業した旧二見館本館は、老朽化が進み、旅館街の美観を損ねていたため、建物の除却を実施

し、跡地を地域住民や来訪者が自由に利用できる開放的なスペースとして整備し、活用を図るこ

とを目的とした。平成 14年度に空家住宅除去事業として、事業費約 2940万円（内補助対象額2389
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万2000円）をかけて行われた。

⑤市道茶屋 1号線等の整備事業（道路の美装化、案内板整備、電柱の移設）

二見町のシンボルである夫婦岩へと通じる夫婦岩参道（市道茶屋 1号線）は、歴史的な建築物

との調和が見られないことや下水道工事後の舗装状態の悪さ等の問題から、道路の美装化、電柱

の移設等が平成 14年度から平成20年度にかけて行われる予定である。平成 18年度までに整備さ

れた道路等の総面積は、 15,036面であり、事業費は7億 111万 3221円（内補助対象額6億 6328

万9800円）である。

また、来訪者を夫婦岩へと誘導する仕掛けがないことやサイン類が分かりづらいため、平成 15

年度、平成 17年度に案内板整備が事業費3317万3797円（内補助対象額3167万3000円）をかけ

て行われた。

⑥街なみ整備助成事業（修景補助）

街なみ整備助成事業において、二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例の景観形成基準に

基づき助成金交付対象となった建築物は、平成14年度から平成18年度までで、のべ22件であり、

助成金交付金額は 1990万8000円（内補助対象額 1689万6000円）である。また、助成金交付申

請件数はのべ35件であり、補助金交付対象物件はのべ22件、交付対象外が 13件であった。助成

金交付申請件数は年度をまたぎ、一つの建築物が重複して補助金交付対象物件となっている場合

が在るため、実際の助成金によって修景された建築物の軒数とは異なる。街なみ整備助成事業に

よって修景された建築物の分布を図 3-4-3-2に示す。

(4)事業の運用状況

平成 13年に「二見町の景観・文化を守り、育て、創る条例」が制定されてから、平成 18年現

在までに、賓日館整備事業、二見浦公園の整備、三重交通研修所跡地の利用、旧二見館の跡地利

用、市道茶屋 1号線等の整備事業（道路の美装化、案内板整備、電柱の移設）、街なみ整備助成事

業等が行われている。前節までに、賓日館整備事業、二見浦公園の整備、三重交通研修所跡地の

利用、旧二見館の跡地利用、市道茶屋 l号線等の整備事業（道路の美装化、案内板整備、電柱の

移設）について述べたので、街なみ整備助成事業の詳細について述べる。

街なみ整備助成事業（景観形成地区内における景観形成基準に基づいた家屋の修景）に関して

は、平成 18年 12月までに、合計35件の届出があり、このうち条例による修景補助金の交付は合

計 22件（補助額は合計 1990万8000円）であった。街なみ環境整備事業における行為の届出・修

景補助の件数及び修景の内容を図 5-1-2-3-1及び表 5-1-2-3-1、表5-1-2-3-2に示す。

行為の届出件数は、街なみ環境整備事業が開始した平成 14年度から平成 15年度までは4件か

ら5件と少なく、平成 15年度から平成 16年度には 13件と増加した。その後平成 16年度から徐々

に減少し、平成 17年度には 11件の届出がされたが、平成 18年度は2件と更に減少している。

行為の届出のうち修景補助金交付の件数は、平成 16年度に最高9件あったが、その後件数は減

少していき、平成 18年度には修景補助金の交付はされていない。
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3-5-3-1 街なみ環境整備事業による成果
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3-5-4 二見茶屋地区における景観形成に関連する地区指定施策の現状

(1) 景観形成に関連する地区指定施策の現状

二見茶屋地区において、二見町の景観文化を守り、育て、創る条例に基づいた景観形成地区及

びその周辺地区における現行の景観形成に関連する地区指定施策の指定状況を図 5-1-3-1-1に示

す。

二見茶屋地区のうち、二見町の景観文化を守り、育て、創る条例に基づいて定められた地域に

おいて景観形成地区が指定されている。

用途地域に関連する地区指定施策については、 JR二見駅から夫婦岩表参道（市道茶屋1号線）の

両側および二見プラザ周辺において商業地域が指定されている。また、商業地域に指定されてい

る地域から南東の音無山に挟まれた二見総合支所を含む地域およびJR二見駅から西の国道 42号

線を含む地域において第2種住居地域が指定され、 JR二見駅から東の線路と音無山に挟まれた地

区および商業地域に指定されている地域から西の二見総合駐車場を含む地域において第1種住居

地域が指定されている。二見町総合学習センター兼二見浦観光協会、伊勢市消防署二見派出所、

茶屋地区防災センター等を含む地域において準工業地域が指定されている。

二見浦海水浴場および夫婦岩周辺を含まない海岸線（二見浦公園）および音無山の一部において

風致地区が指定されている。

景観形成地区において自然公園の普通地域が指定されている。景銀形成地区の周辺において自

然公園の特別地域が指定されており、二見浦公園においては第2種特別地域、音無山においては

第1種及び第3種特別地域が指定されている。

名勝に関する地区指定施策としては、平成 19年度現在、二見浦公園および賓日館が県指定名勝

である。また、御塩殿から二見浦海水浴場、二見浦公園、賓日館、夫婦岩周辺、音無山の一部を

含む地域が国指定名勝として申請されている。この国指定名勝申請範囲は御塩殿を含む御塩殿地

区と二見浦海水浴場、二見浦公園、賓日館を含む二見浦地区、夫婦岩周辺およびその背景に広が

る海域を含む立石崎地区、音無山の一部を含む音無山地区の4地区に区分されている。

(2)景観形成に関連する地区指定施策の特徴

二見地区及びその周辺地区における景銀形成に関連する地区指定施策の指定状況より、以下の

特徴があげられる。

①景観形成地区について

二見地区において、二見町の景観文化を守り、育て、創る条例に基づき、景観形成地区が指定

されている。景観形成基準に基づいた建築物の修景が可能となっている。

②用途地域について

二見地区において夫婦岩表参道に商業地域が指定されており、旅館街や土産物屋が並ぶ商業地

としての町並みを形成している。また、二見プラザ周辺においても観光レジャー施設として商業

地域が指定されている。商業地域において、容積率は400%、建蔽率は80%となっている。
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また、第 1種及び第2種住居地域、準工業地域においては容積率200%、建蔽率60%である。

③風致地区について

景観形成地区の周辺地区（二見浦公園、音無山の一部）において風致地区の指定がされている。

伊勢市においては風致地区に関して「三重県風致地区内における建築等の規制に関する条例」及

び「伊勢市風致地区内における建築等の規制に関する条例」が定められており、建築物の建築、

土地形質の変更、木材の伐採、土石類の採取、水面の埋め立てや干拓、屋外広告物の表示行為の

制限が可能となっている。建築物においては 15m以下であることや建蔽率が 40%以下であり、壁

面後退が前面道路境界から 2m以上であることなどが第5条（別表3)において定められており、

景銀形成地区の周辺（二見浦公園、音無山の一部）において景観が守られているといえる。

④自然公園について

景観形成地区において自然公園（伊勢志摩国立公園）の普通地域が指定されている。また、景

観形成地区の周辺地区において、二見浦公園は自然公園の第2種特別地域、音無山の一部は第1

種特別地域及び第3種特別地域として指定されている。

普通地域においては、環境省令に定める工作物の新築・改築、又は増築、水面の埋め立て、干

拓、鉱物の採取・土石の採取等の行為をする際には、三重県知事に届け出なければならない。ま

た、特別地域において、工作物の新築・改築、又は増築、鉱物の採取・土石の採取等の行為をす

る際には、三重県知事に許可を受けなければならないため、無秩序な開発の制限をすることが可

能となっており、景観形成地区の周辺地区の自然公園特別地域において景観が守られているとい

える。

⑤名勝指定地について

二見地区において、景銀形成地区の周辺地区（二見浦公園、音無山の一部）において県および国

の名勝指定がされている。またこの地区を含み拡大した地区（御塩殿、二見浦海水浴場、夫婦岩周

辺）において国の名勝指定申請がされている。賓日館が国及び県の名勝指定範囲に含まれている。

名勝指定地においては、原則として現状を変更するような行為をするときは、文化庁長官の許

可を受けなければならないことになっており、景観形成地区周辺の名勝指定地において景観が守

られているといえる。
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図3-5-4 二見茶屋地区及び周辺地区における景観形成に関連する地区指定施策



3-6 小活

(1)伊勢市における景観形成に関連する地区指定施策

伊勢市における景観関連計画の整理及び景観形成に関連する地区指定施策について整理するこ

とで、伊勢市における景銀関連施策の現況について把握することができた。

(2)伊勢市景観計画（案）の内容

伊勢市景観計画（案）に基づく重点地区として、内宮おはらい町地区と二見茶屋地区の2地区

を指定していることが明らかとなった。

(3)内宮おはらい町地区（重点地区）における景観形成の取り組み

伊勢市宇治地区においては、主に内宮おはらい町地区、宇治浦田交通広場、御幸道路（国道 23

号線）、五十鈴川及び神宮宮区林等の森林における景観形成に関する計画が定められている。内宮

おはらい町地区及びその周辺の地区・自然環境は、伊勢市において重要な地区の一つとして位置

づけられていると考えられる。

(4)二見茶屋地区（重点地区）における景観形成の取り組み

伊勢市二見地区においては、主に二見町茶屋地区に関連する計画が定められている。二見町茶

屋地区において、二見町地域住宅計画及び街なみ環境整備事業により、民間所有の建物に対する

修景助成を行い、昭和初期のイメージに調和した町並みの形成を進めると共に、電柱の移設・カ

ラー化、道路の美装化、二見浦公園の修景により、町並み景観の向上が図られていることが明ら

かとなった。

(5)伊勢市景観計画（案）の評価と課題

重点地区の 2地区は、共に伊勢市景計画（案）の策定以前から、自主条例による景銀保全が行

われてきている歴史的町並みを有する地区である。しかしこのような取組みは、法の裏づけが無

いため強制力がなく、運用に限界があった。

伊勢市景観計画（案）に基づく景観形成基準の内容は、区域及び基準内容ともに、自主条例の

内容から大きな変化は見られないが、法的拘束力をもつ施策への移行により、確実な町並み保全

が期待できると考えられる。

また、内宮おはらい町周辺の山岳や神宮宮域林や二見茶屋地区周辺の音無山は自然公園の特別

区域に、二見浦海岸は国及び県の名勝に指定されており、重点地区周辺の主な自然景観は保全さ

れていると考えられる。

伊勢市景観計画（案）において、重点地区の 2地区に対して、歴史的町並みと自然景観が一体

となった眺望景観保全を図るという記述は見られるが、具体的な施策や保全基準等は今後の検討

課題となっている。
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第4章景観の工学的把握方法
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第4章景観の工学的把握方法

4-1 視野

景観を眺望する場合、人間がどの程度まで

見えるのかが重要な問題となる。図 4-1-1は、

Gibsonの提示しているデータであり、視野

の一例である。このデータによれば、同時に

両眼で見えている範囲は、左右各々約60° 、

上下各々約 70° 、80゚ である。

このデータに基づき、様々な分野において

よく使われる簡易な指標として、視野 60°

の円錐（コーン説）が定説となっている。

ただし、これは視線を 1方向に固定して

見る場合の静視野であり、眼球運動が自由

な状態の注視野の場合は、左右 120゚ が定説

となっている。

なお、視点の移動する場合の動視野は、移

動速度の増加に伴い有効な視野が狭窄する。

また、視対象の細部は見えにくくなる。

図4-1-1 視野（出典：新体系土木工学59篠原修 1982)

図4-1-2視野60゚ コーン説
（出典：新体系土木工学59篠原修 1982)
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図4-1-3動視野
（出典：新体系土木工学59篠原修 1982)
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4-2 視角と建築物の見え方

視点から視対象の見えの大きさは、視点から視対象を見込む垂直視角と水平視角を指標

とする見込み角で表わされる（図 4-2-1)。

また、彫刻や建物のファサードの見え方

と対象への見込み角（視対象の張る視角）

の関係では、法則性 (Maertensの法則）が

見られる。ファサードが背景と一体化し環

境の一部となるのは見込み角が垂直視角 a: ●●檀負
i: 水亭複負

14゚ 以下の場合であることが定説となって

いる（図 4-2-3)。

I
I
I
I
I
 

a
 
図4-2-1 見込み角

（出典：自然環境アセスメント技術マニュアル 1995)
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図4-2-2Maertensの法則（出典：新体系土木工学篠原修 1982)

,15• : 1 : 1) 
-, .., サートの細部を見る視角

~7• ! I : 2 1 
ツァサ・.~-の細m; -~ 
全体を 1ヽi]時に見る悦角

↓l 

14• 1 I : ,1 : 
ー／一，・サ-·• トか心屎の

虹）＇｝とこ．．て衝く視角 tit{ti 

. .'.... 

図4-2-3視角と建築物の見え方（出典：新体系土木工学篠原修 1982)
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4-3 視距離の分割

建築物等の細部の意匠が認知され 暉即直＂暉 ．． 
の大さと欝

る視距離としては、500mが定説とな 唱島スケール・ ・．忍-:;·~

っこ‘ヽる視ロニ；の距離関係（視 •=屯冒
距離）において、景観は近景（視点 円昂~J~翌
の近くに見られる景観）、中景（近

（鰤....
コノトラスト）

関 や景と遠景の間に見える景観）、遠景

（遠くに見える景観）に分類される。 9イテール） 細 21Un 1細 鵡霞ー 、細 100ln 細

この分類は相対的であるため、視距 一日い近づく 四•臼畑•一,.... ,.~-に
惰した急""'・鯖鱒な富．．警最言.,.,で

囀麟と麟馘の疇 は鬱い．

離の定量的な区分は明確にはされて
図4-3-1 視距離と見え方

いない。 （出典：自然環境アセスメント技術マニュアル 1995)

ただし、簡易な指標として定説になっている視距離の分割では、人間と樹木を視対象と

して、図 4-3-2に示す絶対的な分割例がある。特に、樹木を視対象とした分割例は以下に

示すとおりである．

・近景域 (340m,..._,460m)

樹木の薬・幹・枝振りなど樹木の特徴がわかる距離である。

・中景域 (340m,..._,460mから 2.lkm,..._,2. 8km) 

樹冠のつくる肌理が認識しやすい距離である。

・遠景域（中景城以上の距離）

1本1本の樹木はとらえられず稜線など地形のアウトラインが際だっょうになる距離である。
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cL・ ~ 消．対繁人間．・ヒコ・マン．スケール
閃浄.1.,象悧~:~観の＆情．樹木のクh呆はサいぜ~ • 3 km f',lf史までである．

図4-3-2視距離の分割（出典：新体系土木工学59篠原修 1982)
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4-4 小活

本章では、眺望景銀保全を考える上での工学的景観把握の基本的な考え方について、人

間工学分野の既往研究により、以下のことが定説になっていることが明らかになった。

工学的景観把握の基本的な考え方は、研究者により若干の相違はあるが、本研究ではこ

れらに準拠することとする。

①視野

• 静視野（視線を 1方向に固定して見る場合）は、 60゚ である。

・注視野（眼球運動が自由な状態で見る場合）は、 120゚である。

・動視野（移動しながら見る場合）は、移動速度の増加に伴い有効な視野が狭窄する。

②視角

・視角（視点から視対象への見えの大きさ）は、垂直視覚と水平視角で表わすことができる。

・建築物のファサードが背景と一体化するのは、垂直視角 14゚ 以下である。

③視距離

・建築物等の細部の意匠が認知されるのは、 500m(近景域）である。

,ji /; ? I、~、? (;,~I.''/ ir}! J¥'. f'I 
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第5章 先進的な眺望景観保全制度の調査分析

5-1 調査対象とする先進事例の選定

景観法に基づく景観行政団体である自治体で、眺望景観保全に対する具体的な施策を行ってい

る自治体を調査の対象とし、倉敷市、金沢市、松本市、京都市を調査の対象として選定した。

特に、倉敷市と金沢市は全国で最も早く独自の景観条例を制定した自治体であり、最も眺望景

観保全制度の運用経験のある自治体である。

また、松本市は都市計画に基づく高度地区により高さ規制を設け、都市の眺望景観保全に取り

組んでいる自治体である。

京都市は、眺望景銀保全制度を運用開始したばかりであるが、全国で初めて標高による絶対高

さ規制を広域にわたって定めた自治体であるため、運用経験は 1年に満たないが、対象とした。
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5-2 岡山県倉敷市における眺望景観保全制度の概要と調査

文献調査により明らかとなった倉敷市における景観保全に関する取り組みの内容を整理すると

共に、フィールド調査及びヒアリング調査による補足調査を踏まえ、現在まで進められてきた倉

敷市における眺望景観保全制度の評価を行う。

5-2-1 倉敷市における景観保全に関する取り組みの推移と概要

(1) 自然景観の特徴

倉敷市はかつて、北は福山を主峰とする連山、南は児島の山に囲まれた大小の島々が点在する、

瀬戸内海に面する内湾であったが、近世以降、高梁川の沖積作用と干拓事業により多くの島々が

陸続きになり現在の倉敷市が形成された。

市街地周辺に広がる緑豊かな丘陵地や瀬戸内海の島々、そして豊かな恵みの高梁川水系による

自然環境を背景とする都市景観が、倉敷市の景観の基調をなすものである。

(2)町並み形成の歴史

室町時代、倉敷川畔に集落が出現した。この集落は寛永 19年以後、天領として幕府の支配下に

おかれ、天領米の積み出しをはじめ、船舶による物資輸送の基地として、また、当時急速に進ん

だ周辺の新田開発の中心地として繁栄するようになった。そして、この時期は有力な町人層が現

れ人口も急増するなかで、倉敷川畔及び鶴形山の南山麓を東西に通る古くからの通りである往還

を中心に本瓦葺塗屋造りの町屋と土蔵造りの蔵などの町並みが形成された。現在でも、倉敷川畔

は観光地倉敷のメインストリートとして、往還は昔ながらの仔まいを残す住宅地として美観地区

の中心を成している。これが、現在の都市の骨格となっている。

明治時代に入ると鉄道が開発したため、明治23年の山陽鉄道の開通をはじめとして、商業の中

心地が駅周辺へと移った。物流が次第に陸上輸送に移行していったことに伴い、賑わいはなくな

り、街も変貌を遂げていった。

そのような状況の中で、大正から昭和初期にかけて倉敷はもとより、関西の経済界に大きな足

跡を残した実力者が登場し、商人の町で知られた倉敷は新たな経済の時代を迎えた。彼らは、経

済活動とともに社会活動にも尽力し、倉敷の文化の発展に大いに貢献した。彼らの発案で倉敷川

畔にも洋風建築のモダンなそれがまた周辺の町屋や蔵と溶け合って、独自の景観を作り出した。

町並み保存の重要性に着目した彼らは、「倉敷をドイツの歴史都市ローデンブルグのようにしたい

との考えを抱いたが、戦争を前にして実行に移すことはできなかった。しかし、このような先覚

者の思いは後の文化人に多大の影響を与え、建築や民芸といった分野で戦後の保存活動へとつな

がった。

先覚者の意思を受け継ぐ形で、昭和 30年頃には、一部有志による活動が行政と住民が一体とな

った取り組みへと移行して行った。行政の取り組みとして昭和 30年頃に倉敷川の護岸整備と柳の

植栽がはじまり、現在の美観地区を象徴する整備がなされた。また、一方で昭和 40年頃から、戦

災を免れた倉敷市川畔の古い町並みが見直され、倉敷の伝統美観保全の気運が一気に高まった。
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(3)景観関連施策

倉敷市における景観行政は、昭和43年に制定された「倉敷市伝統美観保存条例」により倉敷川

畔が「美観地区」が指定され、昭和 54年に文化財保護法に基づく「重要伝統的建造物群保存地区」、

さらに平成 2年には倉敷川畔からの歴史的眺望景観を保全するために「倉敷市川畔伝統的建造物

群保存地区背景保全条例」を制定し伝統的な町並みの眺望景観に取り組んできている。また、平

成 年には、美観地区内の景観を守るためのよりゆきとどいた条例を整備するため、 「倉敷市美

観地区景観条例」を制定している。

①倉敷市伝統美観保存条例

「倉敷市伝統美観保存条例（以後、伝美条例）」の目的は、倉敷市固有の歴史的な伝統美観を

保存し、後世に継承するため、必要な措置を定めて、倉敷市の文化的向上させることであり、伝

統美観を「本市における往時の政治、経済及び文化の中心として歴史上の意義を有し、本市固有

の建造物、遺跡等が周囲の自然的環境と一体をなして、歴史的景観を形成している状況をいう」

と定義している。伝美条例は古都保存法の影響をうけて制定されたものであり、伝統美観という

言葉は、 「古都における歴史的風土の保全に関する特別措置法」の中の、歴史的風土の定義「わ

が国の歴史上意義を有する建造物、遺跡等が周囲の自然的環境と一体をなして古都における伝統

と文化を具現し、及び形成している土地の状況をいう」に通じるものである。

この条例により伝美地区（当時は美観地区）の地区指定がなされたが、当時は都市計画法に基

づく地域地区ではなく、倉敷市独自のものであった。平成 11年には、伝美地区東側が拡大され、

現在の指定区域となった。伝建地区内の対象行為は、市長に届出後協議し、同意を得る仕組みと

なっている。協議は、伝美条例に基づく伝美景観保存計画の規定に基づき行われる。主な内容は、

建築物等の新築等の行為に対し、歴史的景観と調和するよう伝統的な建築様式等にならうことで

ある。更に、伝美地区には、平成 12年に新たに美観条例に基づき第2種美観地区も加わり、都市

計画法に基づく美観地区としての側面も持つことになった。

②倉敷市伝統的建造物群地区景観条例

「倉敷市伝統的建造物群保存地区保存条例」は、昭和 50年の文化財保護法改正により「伝統的

建造物群」が新たな文化財の仲間入りをしたことにより定められた条例である。倉敷は翌 54年に

国の「重要伝統的建造物郡保存地区」に選定され、文化財保護行政の上から倉敷川畔の土蔵造り

の町並みに保存の手がさしのべられるようになった。当時の美観条例に基づく美観地区の中でも

とくに重要な地区であった特別美観地区のほぼ全域がその選定を受けた。伝建地区内の対象行為

は、市長及び教育委員会の許可が必要であり、違反者には罰金等が課せられる仕組みである。

伝建地区では、建造物の保存修理等の行為に関しては、国、県からの補助制度があり、適用実

績も累計 392件にのぼる。伝美地区でも倉敷市による独自の補助制度があり、歴史的な町並み保

存に対する支援が行われている。
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③倉敷市川畔伝統的建造物群保存地区背景保全条例

「倉敷市倉敷川畔伝統的建造物郡保存地区背景保全条例」は、バブル期のビル建設ブームを背

景に制定された条例であり、美観地区の背景となる建築物の高さを制限することが大きな目的で

あった。伝建地区周辺の商業地域等に指定されている背景地区は、法令等に基づかない倉敷独自

の地区である。バブル期の開発ラッシュによる歴史的な町並みの背景にある景観の破壊に対応す

るために制定された。

④倉敷市美観地区景観条例

「倉敷市美観地区景観条例」は、景観紛争により法的拘束力をもたない美観条例の無力さが浮

き彫りになったことを踏まえ、美観地区における景観に係る紛争の再発防止と歴史的景観の維

持・保全を図るために制定された条例である。

倉敷市美観地区景観条例は、当時の建築基準法に基づき、伝建地区を中心として周辺部の従来

からの美観地区を含め、美観地区として都市計画決定を行った上で、地区内における建築物及び

工作物の建築様式を定めている。また、建築物等の意匠・構造について通常望観できる部分につ

いては、それぞれの地域にふさわしい伝統的な建築様式とすることを規定している。さらに、エ

作物についても景観上の配慮を必要とすることから、市長の承認を必要とすることとしている。

なお、倉敷市美観地区景観条例は景観法の運用に伴い、平成 17年 7月に用語手続き及び罰則等

を景観法に基づく条例に改正し、施工しなおされた。
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5-2-2 倉敷市における眺望景観保全の考え方

(1)眺望景観保全に取り組むことになった経緯

倉敷市では、昭和 48年、重伝建地区内を流れる倉敷川の延長線上、向山の伝建地区から見える

位置に、高層建築物の建設が計画された。そこで、高層建築物の建設予定地に建築物相当の高さ

まで気球を上げ検討した結果、倉敷川の延長線上に高くそびえ建ち、景観上問題があることが判

明したため、市民が計画に反対し中止となった。

その後、バプル期の開発ラッシュにより、伝建地区周辺で3つの高層ビル建設計画がもちあが

った。これに対し、伝建地区の背景を保全するため、市長・教育委員会文化課の強力なリーダー

シップにより、後追い的に強引に背景条例が制定された。条例制定にあたり、倉敷川にかかる今

橋や中橋等から、歴史的町並みの背景への眺めを対象に、気球による実験調査が 33ヶ所で行われ、

これを踏まえ背景地区が指定された。

この背景地区の指定により、これまで倉敷の歴史的な町並みを中心に行ってきた保存活動から、

周辺の一般市街地も含めた風景計画へとその取り組みが拡げられた。

(2)眺望景観の保全手法

①伝統的建造物郡保存地区背景保全条例による保全

背景地区での建築物等の建設など対象となる行為に対し教育委員会との協議・同義義務の規定

が付されている。背景地区内では基本的に高さ 13m以上の建築計画に対して教育委員会の同意が

必要となる。 13mを超える場合は、視点場である今橋、中橋、高砂橋から見て背景を損なわない

ことが条件となり、その際伝建審議会の了承が必要となる。

背景地区においては、建築物等の建設行為に対し、教育委員会との協議・同意義務の規定が付

されている。同意の基準としては、その建築物が「保存地区内の今橋及び中橋の橋上面並びに今

橋から中橋と高砂橋の中間点までの間の倉敷川両岸の道路面から 1.5mの高さにおいて、視界に

入らないものであること、又は視界に入ることになるが保存地区の背景を著しく損なうものでな

いこと、また、建築物の建設行為以外で、それらの行為後の状態が保存地区の背景を著しく損な

うものでないこと」とされており、これまでに、教育委員会及び伝統的建造物郡保存地区保存審

議会との協議が行われたのは、公共施設（倉敷芸文館）を含む 10件である。主な協議内容として

は、同意の基準が上述した内容であることからも、建築物等の高さ及び色彩に関するものが 7件、

屋根形状に関するものが 2件であり、高さや色彩といった項目に集中している（表5-2-2-1)。

背景条例では教育委員会の同意が得られない場合には、損失補償までできるように定められて

いる。条例制定のきっかけとなった高層ビル 2件に対し、この条項が適用され、公的資金を使っ

て地役権設定、土地の買い取りを行い、高さを変更し、背景を損なう高層ビル建設を阻止した。

2件のうち、一件は現在、ポケットパークの整備がなされ、公園緑地課が管理している。
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表 5-2-2-1 背景地区での協議事例（出典西村幸夫十町並み研究会日本の風景計画 2003)

計画 景観配慮事項 l 審査会了承日
①Aホテル

・地上12階→II麿 (45m→41m)に変更し、視点場からほとんど見えなくなった
H2. 7 13 

・大原美術館の外壁の色に合わせ、グレー系の色に変更

②Bホテル ・地上8階→5階の変更
了承に至らず

（現在、市が貫取り、ポケットバークの整傭がされ、公園繰地諜の讐轄）

• 5階ー4階 (25.55m-16. Sm)に変更
③cピル •高さ13mを超えて視点場より見える部分は、屋根瓦、漆喰など美観地区と同化を行った H2 10 26 

・目立たないグレー系の色に変更

・27. 58m→ 26.25mへ裏さ査更
④倉敷市芸文館 ・蔓物位置を145mセットパック H2.10.26 

・敷地内の植裁

⑤Dホテル 同意されたが計画中止 H2. 10. 26 

⑥Eビル
・階数8隋に抑え寄棟凰の屋根で周囲との講和を図る H2 12. 26 
・屋根・外壁を落ち着いたグレー系に査更

・陶数を下げ34.95mー31.45mに変更
⑦Fホテル ・外壁を目立たない色に変更 H4 4. 27 

・屋外機に傾斜晨根をイメージした目隠し板を設けた

⑧Gホテル
・外壁を白壁にし、遭景で日本瓦に見えるよう、農根をグレ一色にした H4 8. 4 
・屋上広告堪のネオンの色を一色（ブルー）にした

・階寓を下げ29m→23 28mに責更、今橋から見える裏さを抑えた
⑨Hピル ・見える部分も背景に相応しいデザインにした H7. 7. 14 

・色彩もコントラストを少なくし、撫彩色にした

⑩1寮 ・視点場から見える堪量部分を目立たない色彩にした H7. 7 14 

図5-2-2-1 倉敷川畔及び周辺における地区指定状況（出典：倉敷市に提供して頂いた資料）
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②倉敷市景観計画における眺望景観保全制度

i)景観地区の指定による取り組み

倉敷市は、市全域を最観計画区域に指定し、特に「倉敷川畔美観地区」を景観地区に指定し、

これまでの取り組みを継続・強化し、より良い町並み兼観を形成していく姿勢を示している。

倉敷川畔美観地区内における歴史的町並みの維持 ・保全に関して、建築物や付属施設、屋

外広告物等の色彩や形態 ・規模等について、美しい町並みに調和するよう、より積極的に誘

導を図るとともに、道路や河川等公共施設をより質の裔いものとして整備 ・保全していくこ

ととしている（図5-2-2-2)。

N 

ここ：＝棗闘It画区濱
一 景観地区

、/-、_r 
>...

由(~ f>km 
✓-一＋
/. . ＼ 
"・_,-・ ~{ ・一、,;-・-

図5-2-2-2景観計画区域及び景観地区（出典倉敷市に提供して頂いた資料）
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また、当該地区の大きな特徴である「背景保全条例」の趣旨を踏まえ、美観地区周辺における

歴史的町並み景観との調和に取り組んでいく。これは、世界遺産におけるバッファーゾーンの考

え方にも共通することであり、地区の優れた景観を守るため、これと調和した市街地景観を整え、

倉敷川畔美観地区の魅力ある景観をより引き立てていくこととしている。

また、景観形成重点地区に関して、特に重点的に景観形成を推進する地区として、 「倉敷駅周

辺地区」、 「下津井周辺地区」、 「玉島港周辺地区」、 「酒津地区」について景観形成重点地区

の第一次候補として掲げている。

この地区ではエ作物の形態意匠にとどまらず、建築物の最高高さ制限や、屋外広告物に関する

独自の規定を加え、より総合的な取り組みを実施している。

また、これらの景観形成重点地区の指定地区では、眺望点が暫定的に指定されており、そこか

らの眺望景観保全に対する具体的な施策は行われていないが、今後の眺望保全地区の指定も視野

にいれている。

ii)眺望保全地区の指定による取り組み

様々な歴史・文化的景観資源•町並みの背景となる地区や、豊かに広がる山並みや田園地帯な

どの自然的景観の眺望、開けた眺望の得られる優良な視点場など、倉敷市の特徴として重要な眺

望を保全するため、一定の視点場と対象物・区域を「眺望保全地区」として指定し、優れた眺望

景観の保全を図っている。保全すべき眺望景観として、特定の視点場 (1点に限らず、移動可能

な空間を含めて）からのパノラマ的景観、良好な見通しの保全（見上げ・見下ろし）、良好な景

観資源の前景・背景の保全としている。

この地区を指定する場合は、その名称と眺望を確保するための建築物等の形態意匠、屋上エ

作物等に関する基準や、建築物等の最高高さ制限に関する基準を景観計画に定めている。また、

必要に応じて、景観地区やその他関連法制度を活用することで、良好な眺望景観の保全・形成に

ついて実効性のある施策となっている。

0倉敷川畔美観地区周辺における眺望保全地区の指定

倉敷川畔美観地区周辺の景観づくりについては、商業地としての景観に配慮しながらも、歴史

的町並み景観との調和を図る観点から、背景保全条例の趣旨を継承し、より良好なまちなみ景観

を形成するために、 「倉敷美観地区周辺眺望保全地区」を指定している。
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0倉敷美観地区周辺眺望保全地区の趣旨

倉敷川畔美観地区周辺において新たな建築物等の建築が計画される場合、その建築物等の形態

及びデザインによって、倉敷川畔美観地区からの眺望が質的に低下、猥雑化することを防止する

ため、まちなみの景観特性に調和した質の高いデザインを誘導することを目的としている。

眺望保全地区においては、視点場からの眺望斜線による裔さ制限を超えないよう、遵守しなけ

ればならない。

0対象区域と審査対象

倉敷川畔美観地区外側の倉敷駅周辺地区が倉敷美観地区周辺眺望保全地区として指定されてお

り、この制度の適用区域である。ただし、眺望保全の趣旨から、眺望保全地区の区域外であって

も、指定された視点場からまちなみの背景に出現する建築物等は、全て協諮・審査の対象となる。

協議・審査の内容は、建築物等の高さ、建築物等の形態及びデザイン、その他（色彩、付属物、

及び広告物等）を対象としている。

眺望斜線による高さの概略囲

Ill倉叡駅

90~100m 

80~90m 

70~80m 
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30~40m 

20~30m 
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図5-2-2-3協議・審査の対象となる地区における眺望斜線による高さの概略
（出典：倉敷市に提供して頂いた資料）
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0倉敷美観地区周辺眺望保全地区の規制内容

．眺望保全地区の区域内で

建築する建築物等は、倉敷

川畔美親地区内にある指定

された伝統的建造物等の棟

（または軒）と視点場（高

さ1.Smを標高に加えた点）

を結ぶ斜線の延長線より上

に出現することは、原則と

して認められない。ただし、

倉敷市景観審議会との協謡

を経た上で、当該建築物等

が、まちなみの兼観特性に

調和した質の高いデザイン

等であるとして、倉敷市が

認めた場合には、この限り

ではない。
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図5-2-2-4眺望斜線による高さの考え方
（出典：倉敷市に提供して頂いた資料）

iii)用途区分による最高高さ規制の取り組み

地域の特徴を活かした景

観形成を進める上で、眺望 ” 口 11L応
しに高こ鼻＼紺

最銀保全のみならず、全体

として秩序ある良好な景親

の維持・形成が重要であり、

地域の特性に応じて、建築

物の最高高さを制限してい

る（図5-2-2-5)。

基本的には、市街地の区分（用途地域）に応じた最高点さの制限を行っている。これは、都市

計画制度である高度地区を活用し、景銀法と都市計画法それぞれの制度の特徴を活かした適切な

連携により実効性のある景観施策を目指すものである。

なお、建築物の裔さについては特例措骰を設け、一律に裔さ制限をすることにより弊害のある

場合や良好な景観の形成や市街地環境に整備改善に資するような計画に対しては、 一定の条件の

もとに柔軟に対応するものとしている。この場合、別途設けるデザインの協議の仕組みに基づい

て、周辺市街地への配慮、まちなみへの貢献を基本とした景観の評価を検討し、協議にもとづい

て高さを決定する。こうした例外の判断については、公平性や客銀性を確保する必要があること

から、有識者や市民等を委員とする倉敷市娯観審議会を設け、この審議会における最観デザイン

の協議 ・評価に基づいて、倉敷市が判断する。
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図5-2-2-5市街地特性に応じた高さ制限（出典倉敷市に提供して頂いた資料）
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表 5-2-2-2 市街地特性に応じた高さ制限（出典：倉敷市に提供して頂いた資料）

市街地区分 （用途地填事） ●藁物の寓さの最富隕度

自然的景観 市街化謂整区域 13m 

第一種低層住居専用地域
10m (※） 

第二種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

住居系 第二種中高層住居専用地域

第一種住居地域 20m 

市街地景観
第二種住居地域

準住居地域

商婁系
近隣喬婁地域

31m 
裔婁地域

準エ婁地填

工婁系 工婁地域
20m 

工婁専用地填 なし1
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5-2-3 倉敷市ヒアリング調査

(1) ヒアリング概要

・ヒアリング日時

・ヒアリング場所

・ヒアリングメンバー

・ヒアリング相手

・収集資料

(2) ヒアリング目的

：平成 20年 11月 19日（水） 10 : 00,.......,11 : 00 

：倉敷市役所本庁舎

：中家拓郎

：倉敷市建設局都市計画部都市計画課

課長補佐原孝史氏

三澤陽一朗氏

：ヒアリング回答

倉敷市都市計画マスタープラン

倉敷の都市計画 (2007年度版）

倉敷市景観計画（素案）

倉敷市まちづくりプラン（素案）

倉敷市屋外広告物条例

倉敷市伝統美観保存条例

倉敷市美観地区景観条例

倉敷市伝統的建造物群保存地区保存条例，背景保全条例

倉敷市大規模行為景観形成条例，施行規則

倉敷市大規模行為景観形成基準（新規制定）

倉敷市都市計画マスター7゚ うン策定に係るアンケート調査の内容，集計結果

景観に関する市民アンケート調査結果の概要

倉敷市における眺望景観保全制度の文献調査及び現地調査による分析の補足確認を行い、眺望

景観保全の最新動向を把握することを目的とする。
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(3) ヒアリング内容

① 眺望景観保全に取り組むことになった経緯について

倉敷市で眺望景観保全に取り組むようになったのは約 20年前であり、バブル景気の影響による

建築物の建て替えや高層建築物の建設が全国各地でおこっていた頃である。しかし、倉敷市が眺

望景観保全に関心をむけたのはもう少し前で、昭和 50年頃に倉敷川の延長線上に高層建築物の建

設が計画されたことがきっかけである。当時、建設予定地には地区指定等はなされてなかったが、

美観地区からの眺めに影響を及ぼすのではないかという声があがり、高層建築物の建設予定地に

建築物に相当するバルーンを上げ検討した結果、景観上問題があることが判明した。建設予定地

は距離的には美観地区から離れていたため、当時の市職員にとっては予想もしないことだった。

その後は、行政指導の範囲での保全を行っていたが、条例等は設けていなかった。 2つの高層

建築が計画された際、市長と教育委員会が強力なリーダーシップを発揮し、回避するために強引

に後追い的に制定したのが背景条例である。背景条例のきっかけとなった 2つの高層建築計画に

ついては、 2つとも市が土地を買い上げ、高さを変更させた。 1つは、今もそのまま残っており、

もう 1つは、現在はポケットバークに整備され、公園緑地課が管理している。

美眺望景観保全のきっかけとなった向山の高層建築物の計画予定地は、美観地区から離れてい

るが背景地区に指定されている。このことからも、美観地区の眺望保全のためには、美観地区周

辺を規制すれば良いというわけではない。区域にとらわれない手法による景観保全の必要性から

景観地区において独自の眺望景観保全地区を運用した。

② 眺望景観保全に関連する具体的施策等の運用状況について

倉敷美観地区において教育委員会による背景条例と、景観計画に基づく眺望保全地区を運用し

ている。

③ 眺望景観保全への市民意見の反映のさせ方について

景観計画策定前に景観に対する市民アンケートを実施している。景観に対する考え方は人それ

ぞれであるが、保全すべき景観選定しないと保全もできないので、視点場などは市の判断によっ

て選定したが、その後のアンケートや説明会で市民の考えとの間に大きな相違はないことがわか

った。市民の意見を踏まえ、慎重に景観計画策定を行ったので、策定に約 3年を費やしている。

④ 眺望景観保全と景観計画との関連について

景観計画により眺望景観保全地区を指定している。この条例は、これまで行ってきた背景条例

の精神に基づいたものであり、背景条例とあわせて眺望景観保全を図っていく。

⑤ 眺望景観保全を進めた上での具体的成果等について

背景条例制定が緊急避難的なものであったこともあり、主要眺望点（今橋、中橋、高砂橋）か

らの背景に最も影響を及ぼす地区のみを保全地区に指定し、そこだけは徹底的に守ろうとしてい

る。そのため、 3つ橋からの眺望景観は一定の保全ができている。若干高層ビルが望見されるが、

さほど気にならない。
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⑥ 眺望景観保全を進めた上での具体的困難等について

昭和 46年、岡山市内の業者が、美観地区内における建築確認申請書の在り方について、「美

観条例には市長の同意を必要とする規定はない。協議は尽くした。美観条例は確認対象法令

ではない。」などと、主として法令上の問題を主張して、当時の建設大臣に審査請求し、これ

が支持された。

広範な層の市民に支持され、町並み保存事業主体者である地区住民や関係者を尊重する伝美条

例とはいえ、事業者に対しては、努力義務条例に過ぎなかったわけであり、景観の観点に記述の

ない建築基準法を前に法的拘束力のない自主条例の無力さが浮き彫りになった。

背景条例制定に際して、合意形成プロセスに問題があるとして議会で厳しく追求された。しか

し、背景保全そのものには賛成意見ガ多く、結局条例は圧倒的多数で成立した。また、背景地区

に指定される可能性にある地区住民の反発もあったが、条例制定後、背景保全地区指定にあたっ

て市担当者が地区内の地権者すべてを訪問した結果、反対したのは 57名中 3名のみであった。

この 3名とはその後も協議を続けてきたが、解決していない。古い町並みへの入り口にあたる角

地のいづたやは、反対していた3名のうちの 1人の所有建築物であり、問題視されている建築物

である。

⑦ 眺望景観保全に関する今後の展開について

景観計画に基づく眺望景観保全地区により眺望景観保全を図っていく。また、他の重点地区に

おいても眺望景観保全は考えていきたいが、現在の眺望景観保全の取り組みは美観地区特有のも

のであるので、この考え方をそのまま応用することは考えていない。地区でも眺望景観保全を考

える必要性があれば自然とそういう声が上がり、保全したい眺望景観に合わせた保全手法を検討

するつもりであるが、今後のことは未定である。

⑧ その他

倉敷市には伝統的な町屋や蔵と、アイビースクエアや大原美術館などの洋風建築が混在してい

るが、これは倉敷の歴史の積み重ねを表すもので独自の景観である。町屋や蔵などと洋風建築が

調和しうるように、近代建築とも調和しうると考えている。このようなデザインに対する柔軟な

姿勢が、景観計画の柔軟な運用姿勢に表れている。
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5-2-4 倉敷市フィールド調査

フィールド調査は平成20年 11月 19、20日に行った。

倉敷川畔の町並みの背景と倉敷川に架かる 3つの橋梁からの眺望景観の保全状況の確認及び、

眺望景親保全制度の契機となった2つの高層建築計画の現地の確認を行った（写真3, 4)。

視点場からの眺望は一定の保全がなされていた。倉敷市には伝統的な町屋や土蔵と、優れた洋

風建築が混在しているが、お互いの眺望が阻害されることなく、調和している点は評価できる。

込
鴫 ¢

▼
 

置冒 阿 !::;;'I • 
写真1 今橋からの眺望 写真2 中橋からの眺望 写真3 高砂橋からの眺望

写真4 混在する洋風建築（大原莫術館）

写真7 高さ変更された高集ビル

写真 10合意が得られない住民所有の建物

写真5 中橋（視点場）

写真8 跡地に整傭されたポケットパーク

写真 11 問題視されている景観
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写真6 倉敷JII畔道路からの眺望

写真9 近隣の神社から見下ろす眺望

写真 12現存する歴史的な町並み

84 
. •li: 人:・'j!:大学 1>,t !'. 学研究科



5-3 長野県松本市における眺望景観保全制度の概要と調査

文献調査により、松本市における景観保全に関する取り組みの内容を明らかにし、整理すると

共に、フィールド調査及びヒアリング調査による補足調査を踏まえ、現在まで進められてきた松

本市における眺望景観保全制度の評価を行う。

5-3-1 松本市における景観保全に関する取り組みの推移と概要

(1) 自然景観の特徴

松本市は東部は美ヶ原高原西麓の山地であるが、西部は松本平と呼ばれる平坦な盆地地形がひ

らけている。この松本平は地帯構造が複雑化しており、西側を古生代の堆積岩及び火成岩から成

る3000m級のアルプス連峰、東側を第三記の堆積岩及び火成岩類や安山岩から成る山々に囲まれ

ている。平坦地と山地の標高差が激しいため、標高の高い山々の稜線と、平坦地の市街地や田畑

の眺めが対照的である。

(2)町並み形成の歴史

松本市では、天正 10年頃から城下町の形成が進められ、中心市街地を流れる女鳥羽川を境に、

北は武家町が、南には町人町が明確に区別された。まちのシンボルである松本城の現在の天守閣

は文禄2年頃に築造され、現在、平城唯一の国宝となっている。江戸時代には、旧善光寺街道や

伊那街道、糸魚川街道などの中継点にあることから城下町であると同時に宿場町としても栄えた。

今日の中心市街地は、松本駅東側を中心に商業施設が堆積しており、かつての町人町は戦災を

免れたため城下町の町割が残されている。

(3)景観関連施策

松本市は、昭和 49年から松本城周辺の高さ規制を開始した。その後、数回にわたり、運用内容

の一部改正を進め、今日では松本城周辺で高度地区の指定を行っている。

松本城の史跡の復元等にも積極的であり、外堀の復元や石垣の補修、太鼓門枡形の復元等が実

施されてきた。また、周辺の街路整備においても松本城への視覚的な配慮、歩道などの仕上げの

工夫、城址の復元などに取り組んでいる。
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5-3-2 松本市における眺望景観保全の考え方

(1)眺望景観保全に取り組むことになった経緯

昭和 47年、松本城の直近西側に、 7階建のマンジョンが建設され、松本城公園内からの北アル

プスヘの眺望景観が阻害されたことから、松本市は更なる眺望景観の阻害を危惧し 1973年に東京

大学大谷研究室に松本城周辺整備に対する調査を依頼した。大谷研究室の調査結果をまとめた報

告書である通称「大谷レポート」では、松本城周辺の眺望景観に関する評価と具体的な規制内容

について次のように示している。

0眺望に関する評価

• 市民に親しまれてきた山岳への眺望は、市民の大切な財産である。また、ここに松本市が立地

し、営みを続けてきたという自然と都市の関係を端的に表現するものである。

• ここでいう山岳眺望とは、西の北アルプスと東の美ヶ原を指すが、特に城内から北アルプスへ

の眺望が開けていることを重要視すべきである。

0高度規制の内容

• 北アルプスヘの眺望は仰角 2度以上、美ヶ原方面へは仰角 3度以上の建築物や工作物は眺望を

阻害する。

この考え方を踏まえて、松本城本丸及び二の丸（外堀）内から北アルプス及び美ヶ原を中心と

した東山の優れた景観保護、松本城天守閣の存在感保持、また松本城周辺の住環境の保全を図る

ことを目的として、平成6年に「松本城とその周辺の景観保護対策（建築物の高度規制を中心と

して）」を策定し、松本城周辺地区において高さ規制を開始した。

その後、大手開発事業者の参入により、法的拘束力の必要性が高まったことから、松本城周辺

を平成 13年に高度地区に指定し、松本城とその周辺の景観保護対策（建築物の高度規制を中心と

して）は廃止された。

その後、高度地区の範囲外が問題となったことや、松本城天守閣からの眺望景観において、屋

根の色などが課題としてあったこともあり、景観計画において用途区分による景観形成基準を定

め、高度地区による高さ規制と連携することにより、より総合的な景観保全を図ることとなった。
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(2)眺望景観の保全手法

0行政指導の範囲での高さ規制

大谷レポートに基づいた松本城公園内から東西への山々への眺望景観保全対策として、平成6

年に、松本城に隣接する区域においては 10m、城周辺においては 15m、20mの3つの最高高さ制

限を実施し、行政指導の範囲で建築物のデザインや色彩についての行政指導を始めた。

高さ規制を開始してから約 10年後、景観保謹による土地利用規制が生じるとして規制内容の見

直しと優遇措置に関する陳情が出されたため、大谷レポートに基づく 3つの視点場からの眺望を

検討し、昭和 61年に森さ制限を一部改正した。具体的には、松本城の優れた3つの視点場におい

て、目線の高さ l.Smから山々を仰ぎ見る仰角による高さ規制と、その方位角周辺の最高高さ規

制の二つの手法によるものとなった。

仰角による高さ規制は、比較的円滑に運用されたが、松本城周辺にマンション計画の構想を持

つ土地が認められるようになると、松本市では行政指導の限界に対する危機感が芽生え、法的な

効力をもった制度への転換の必要性が高まった。

そんな中、平成 11年大手マンション事業者により景観保護対策を超えた建築計画が示された。

地元住民からの反対陳情に伴い、市が用地を購入することにより計画中止となったが、松本市と

住民に、法的拘束力のある規制の必要性への認識が高まった。

図5-3-2-1松本城の景観保護対策（出典：松本市に援供して頂いた資料）
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0高度地区の指定による眺望景観保全

大手事業者の参入等による高恩建築物計画への対応として 「松本城とその周辺の景観保護対策」

による法的拘束力のない対策を効力のあるものにすることを目的とし、平成 13年に都市計画法に

基づき松本城周辺が高度地区に指定された。これにより、大谷レポートに基づいた東西への仰角

による裔さ規制は廃止されたが、北アルプス及び美ヶ原を中心とした東山への重要な眺望景観に

対する保全精神は継承されており、地区指定にあたって、 3点の視点場からの眺望を検証してい

る。しかし、 3つの視点場の各点が厳密には不確定であり、そのため、視点場からの眺望範囲が

絶対範囲となりえないことから、道路、用途地域、地形地物を境界としたプロ ック単位指定がさ

れた。

また、新たな既成概念として松本城天守閣の存在感保持という概念を挿入された。

高度地区の指定に際しては、法的強制力を踏まえ住民の意向や用途地域の指定実態等を考慮し

て必要最小限の範囲の指定することとなり、南西側の区域は除外された。また、最高高さについ

ても大谷レポートに基づいた 3つの視点場からの、北アルプスや美ヶ原への眺望景観をより即地

的に検討し、そこから適した裔さを設定したため、それまでの規制とは大きく異なり、面度地区

の最高高さは 15m、16m、18m、20mの4段階となった。

図5-3-2-2松本城周辺高度地区（出典：松本市に提供して頂いた資料）
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0用途区分による高さ制限と景観形成基準

松本市景観計画において、用途地域ごとに、良好な住環境の保全と優れた景観形成を目的とし

て、建築物の高さ制限と建築物等の色彩制限が行われている。また、景観に影響を及ぼす建築行

為等に関して、その行為の制限及び景観形成基準を定められている。

景観形成の先導的役割を担い、各種の景観形成施策をより即地的に展開する重点地区について

は、用途系地域ごととは別に行為の制限及び景観形成基準が定められている。

重点地区には以下の2地区が指定されている。

①お城地区（松本城周辺重点地区）

松本城公園から眺める北アルプス、美ヶ原高原の東西眺望景観は高度地区の高さ制限により保

全されている。景観のシンボルである松本城と、城下町松本の景親を保全するために、南側の屋

外広告物等の氾濫により都市景銀の乱れが生じている商業地区も含めて重点地区に指定している。

②お城南地区（中町・ 高砂通り周辺重点地区）

町人地として、城下町の町割りが残り、明治期の蔵など歴史的斑産が点在し、中町通りに代表

される歴史的街並みの保全や復元が図られている地区である。北アルプス、美ヶ原高原の良好な

東西の眺望景観を保全するとともに、松本市の商業や金触の中心地として明治、大正、昭和そし

て現在に至る街が形成されてきた歴史的街並み景観を保全するため、重点地区に指定している。

全用途地区共通の行為制限事項と景観形成基準として、 「山並みの眺望景観を阻害しないよう

に地域特性を考慮した高さとする、ランドマーク等の眺望を阻害しないよう配置に配慮する」と

いう基準がある。また、 地域の特性や住民の意向を反映させるため、優れた眺望点のある地区等、

特に景観形成上保全すべき

地区については地域住民の

合意を得ながら制限の上乗

せを行い、建築物の裔さ制

限についてはより実効性の

あるものにするため、高度

地区、 地区計画等の都市計

画決定を目指すとしている。

表5-3-2用途区分による高さ規制（松本市に提供して頂いた資料を基に作成）

10m 

住居系

1• m匹膚に広専ffl.IE亭
聾西 種--中高-層-住...居~専傘用ロコ地_域,.. 12m 

旧」冒1!!地箪 15m 

田■ •集薄系

工業系

蔵●系
繭集地域
（重点地区を除く）

高度地区
お減地区
（松本城周辺重点地区）

重点地区
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図5-3-2-3 松本城周辺の用途区分（出典：松本市に提供して頂いた資料）
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因5-3-2-4 松本城周辺の最高高さ（出典：松本市に提供して頂いた資料）
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5-3-3 松本市ヒアリング調査

(1) ヒアリング概要

・ヒアリング日時

・ヒアリング場所

・ヒアリングメンバー

・ヒアリング相手

・収集資料

(2) ヒアリング目的

：平成20年 11月27日（木） 10 : 00,-....,12 : 00 

：松本市役所

：中家拓郎

：松本市建設部計画課都市景観担当

主査中川修氏

（課長丸山悦男氏）

：ヒアリング回答

松本市景観計画

景観計画パブリックコメントの概要等

景観に関するアンケート集計結果

大規模建築物等デザインマニュアル

建築物・広告物等デザインマニュアル

緑のデザインマニュアル

松本城周辺高度地区の資料

松本市における眺望景観保全制度の文献調査及び現地調査による分析の補足確認を行い、眺望

景観保全の最新動向を把握することを目的とする。

92 
．．．屯大学大学院 [学研究科



(3) ヒアリング内容

① 眺望景観保全に取り組むことになった経緯について
松本城のすぐ西で、 27.3mの7建マンションが建設されたとき、眺望景観が阻害されたという

ことで大きな問題になり、再発防止の景観施策運用が求められた。しかし、実際に具体的にどう

したら良いのかを考えたとき、手法がわからなかった。そのため、東京大学の大谷教授に調査を

依頼した。その結果としての報告書である大谷レポートが松本市における眺望景観保全のすべて

の基礎となっている。（大谷レポートは内部資料のため、閲覧は許可するが、提供や複写はできな

い。）問題となった7階建マンションはその後、老朽化に伴い取り壊され、跡地は駐車場になって

いる。

松本城は、松本市の絶対的なシンボルであり、城そのものが重要であることは当時もみんな認

識していたが、大谷レポートによって、松本城を近景とし、その背景としての山々を遠景とする

一体的な眺望景観が保全すべき重要なものであるという認識になった。

大谷レポートに基づく 3つの視点場は、あくまでも観測地点であって、これらの点からの眺望

を守ればそれで良いという意味ではないが、きわめて重要な視点場であり、そこからの眺めが守

るべき最低限の眺望であるという理由から決定された。

本来、大谷レポートで提案されたのは仰角による保全手法であったが、仰角による手法は、非

常に判断が難しいこともあり、区域指定での高さ規制が素直でわかりやすいものであると考えた。

拘束力のある規制としては、当時、地区計画、高度地区などがあったが、高さ規制を中心に景観

保全を行ってきたため、従来の対策に沿ったものとして、高度地区が最適であると判断し、高度

地区指定を行った。

② 眺望景観保全に関連する具体的施策等の運用状況について
基本的に、現在も大谷レポートの精神は継承されており、 3つの視点場からの仰角の考え方で

検討を行い、手法は高度地区と用途地域の絶対高さで行っている。

高度地区の外については、当時の考え方としては、用途地域によるけんぺい率から考えて、景

観を阻害しうる高層建築は建てづらいだろうという判断であり、高度地区指定の区域の決め方は、

総合的な判断によるものであった。

高度地区の指定は，お城の中から見た優れた景観の保全，お城の外から見たときのお城の存在

感の保全、また，松本城周辺は人が住んでいる街であるため、住環境の保全、といったことを目

的としている。

この範囲で高度地区の指定、つまり高さ規制を行ったら、現在、すでに制限を超えてしまって

いる既存不適格が 10棟ほどあった。実は市役所の本庁舎も高さ規制にひっかかっている。将来

的に建て直すときには 16m以下にしないといけない。

③ 眺望景観保全への市民意見の反映のさせ方について

平成 12年に松本城周辺の住民から、自主的に勉強会を開催したいとの申し入れがあり、市か

らも資料を提供して勉強会が開催された。勉強会の中から、松本城の景観を守るために「松本城

とその周辺の景観保護対策」に法的拘束力をもたせる必要があるという結論がでた。

勉強会により松本市と市民の間で、松本城の景観を是非とも守らなければならないという意思

統一ができたが、幾つかの要望・慎重論もでた。ひとつは、規制区域の設定については必要最小

限とすること、活性化を優先すべき商業地域への規制は将来を見通したものとすること、私有財

産権の侵害を考慮すること、すなわち、財産価値が落ちるのではないかという考えがあり、それ

に対する配慮をしろということ、それと、市庁舎が高さ制限にひっかかっているので、これを理

由にした他地区への移転は行わないようにすること等である。

そこで、町会別に説明会を行った。説明会の中で出てきた意見として、規制には賛成であり、

この際エリアを拡大した方がよい、高さ規制と同時に建築物の意匠色彩についても規制した方が

よい、また、区域がひとつの線で分けられるので、道路ひとつ隔てた隣地が高さ無制限になるの
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か、商業地域に高度地区を指定するということにより資産価値はどうなるか、というようないく

つかの意見が出た。

これに対し、市としては、松本城は松本市の宝であり、最小限のエリアは公共性があるのでは

ないか、あるいは、土地利用にも公共性がある、私有財産権を制限することは公共の福祉に反し

ない。また、反対にこの規制は住民の私益にもなる、すなわちお城のすぐ近くに住むということ、

といった考え方で進めてきた。

④ 眺望景観保全と景観計画との関連について

高度地区指定による眺望景観保全を行うことで、一定の成果はあがった。しかし、松本城周辺

の高度地区の外での高層建築の建設計画も出てきた。また、松本城天守閣から見たら、色彩がき

つい屋根等があるので、これを抑えた色に規制する、大きな看板の規制をする等の課題があった。

そこで、景観計画において、用途地域ごとに景観整備基準を設け、重点地区内は別に用途地域

ごとの景観整備基準を設け、良好な市街地景観、眺望景観の形成を図ることとした。また、松本

城周辺を重点地区に指定することで、高度地区より広範囲にわたって特別な基準も設けている。

高度地区指定は、市域全域に指定することは難しいので、この用途地域ごとの裔さ規制及び景

観形成基準と、松本城周辺の高度地区指定による重層的な高さ規制により眺望景観の保全を行っ

ている。

⑤ 眺望景観保全を進めた上での具体的成果等について

現在、高度地区内では規制を超える建築物が新たに計画されていないので、一定の効果はあっ

た。また、 3つの視点場からの眺望景観も一定の保全がなされている。

⑥ 眺望景観保全を進めた上での具体的困難等について

高度地区を指定する以前は、景観指導、すなわちお願いをしてきていた。指導基準によって実

際の規制・誘導を行ってきたわけである。指導基準の中身は、お城の中に眺望点を設け、例えば

西側では、眺望点に立った時の目の高さから仰角 2゚ の高さ以下に建物を抑えてください、とい

うものであった。その際、建設される高層建築物が、松本城公園内の樹木や比較的高層の市庁舎

等によって隠されてしまう場合にどうしたら良いかなどということが問題になった。基準となっ

ている仰角は眺望点から視対象を見たとき外濠に添う樹木のスカイラインにより決定された。

行政指導による眺望景観保全を行っていた際、平成 11年に指導基準を超えた県外資本の高層

マンション 31.5mの建設計画が持ち上がり、住民が反対運動を展開した。松本市が同時期に計画

されていた福祉ひろば及び福祉型市営住宅のための用地として、計画地を市が購入し一応決着し

たが、また同じ問題が出てくるのではないかという思いがあった。強制力の無いものは、特に県

外資本の業者に対しては経済性優位の開発を進めるため、対抗できない。

その後は高度地区の指定よって高度地区内においては大きな問題はないが、松本城に比較的近

い場所の高度地区の外において、一昨年、高層マンションが計画された。このとき、用途地域に

よる高さ規制を定めた景観計画を策定中で会ったので、景観計画の運用前であったが、事業者と

話し合い、高さ 45mの計画を、景観計画に基づく高さ制限である 29.4mに計画変更することと

なった。この、 29.4mは、松本城の天守閣の屋根の高さ (29.4m) を基準にしている。

現在、無視できない問題となっているのは、保全と開発の調和である。松本城周辺は住居系の

用途地域から商業地域、一部近隣商業といった区域であり、昔からお城の保全と開発がせめぎあ

っているところである。高度地区の既成概念として、松本城の存在感を加えたのは、松本城の史

跡の中からみた景観に加え、松本城を外から見た景観を保全したいからである。しかし、松本城

を眺められるポイントが市街地にほとんどないなく、ーカ所路地から見えるだけである。まちの

シンボルであるにも関わらず、インパクトがない。そのため、市街地の主要な場所から松本城が
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見通せるように整備してほしいという意見も多い。商業地の高さ制限を強化するべきだという意

見、更地にしてしまえば良いという極端な意見もある。しかし、高度地区の区域を拡大したとこ

ろで、市街地から松本城への見通しは確保できないので、拡大の根拠としては不十分である。松

本市は商業の活性化にも力を入れているので、保全を考えるあまり、商業地域の発展を妨げては

いけないし、松本城は平城であることを考慮して、総合的に考えなければならないと思っている。

⑦ 眺望景観保全に関する今後の展開について
都市計画法に基づく高度地区は実効性ある制度であるので、景観法に基づいて新たに条例等を

つくるつもりはない。ただし、高度地区と景観計画に基づく用途区域別の高さ規制との連携が非

常に重要である。

松本城周辺におけるこの、眺望景観保全の考えに基づく高度地区指定の手法は、全市的にでき

ることではない。また、他のエリアは城のようなシンボルはないので、同じ手法は考えていない。

ただし、市内に視点場をつくっていくという考えも検討はしている。視点場の考え方で景観保

全をするべきではないかという候補の 1つは、千歳橋である。

千歳橋は東の山々を見通せる良好な眺望を享受できる重要な視点場であるが、川が曲がってい

るため、正面にホテルが見え、山並みを分断している。どのような制限を行えば保全できるのか、

景観シュミレーションや川からの天空率などの検討を行ったが、現時点では解決策が見つかって

おらず、保留となっている。

⑧ その他

松本城は日本四城のひとつで国宝である。松本城は平城といい，普通の住宅地と同じ地盤レベ

ルにあるのが特徴である。
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5-3-4 松本市フィールド調査

フィール ド調査は平成20年 11月26、27日に行った。

松本城周辺の 3つの視点場からの眺望景親の保全状況の確認及び、高度地区内の不適格建築の

確認を行った。

視点場からの眺望景観は一定の保全がなされていたが、視点場以外から見る松本城の背景には、

景観阻害要素となる建築物が目立った（写真4)。高度地区内の不適格建築物は松本市役所庁舎を

含む7棟確認できた（写真 11)。また、保全の行われていない場所からの山岳への眺望景観は、

阻害の目立つ場所も多かった（写真 10)。

且 ヽ
'ii 

..a. 

-=.__~7 屈 Iii 
_,..,-.-.-,,.-.,:,•·-·• - 闘＇量！

写真1 視点場(A点）からの眺望 写真2 視点場(B点）からの眺望 写真3 視点場(C点からの眺望）

写真4 松本城の背景の阻害（視点場以外） 写真5 松本城の前の憲集地域 写真6 松本城を見通せる唯一の路地

写真7 きっかけとなったマンション跡地 写真8 貫い取って景観賣更した福祉施設 写真9 高さを責更させた建設計画

写真 10検討事項の千鐵橋からの眺望 写真 11 写真12
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5-4 石川県金沢市における眺望景観保全制度の概要と調査

金沢市における景観保全に関する取り組みの内容を文献調査により明らかにし、整理すると共

に、フィールド調査及びヒアリング調査による補足調査を踏まえ、現在まで進められてきた松本

市における眺望景観保全制度の評価を行う。

5-4-1 金沢市における景観保全に関する取り組みの推移と概要

(1) 自然景観の特徴

金沢市は、西は日本海に面し、東には白山山系の山脈が続いている。この山間から犀川と浅野

川の 2つの流れが市街地を貫いている。犀川の南に寺町台地、浅野川の北に卯辰山丘陵地が広が

り、 2つの川の間の小立野台地が市街地中心部を除き、その突端が名勝「兼六園」と「金沢城」

である。この 3つの台地と 2つの流れが市街地の構造を特徴づけている。

(2)町並み形成の歴史

天正11年、現在の市街地中心部の原形としての城下町が形成され、19世紀初めには戸数約 13700

戸を数え、当時としては江戸、大阪、京都に次ぐ大都市となり、現在に受け継がれる伝統工芸や

芸能の基礎がつくられた。

金沢にとって城下町であったことは、現在の既成市街地が城下町と空間的に重複し、かつ、非

戦災都市であることもあわせて時間的にもつながっていることを意味している。そのため、都市

づくりそのものに大きく左右されてきた。このことは、町人地、武家地、寺社地など往時の特徴

を色濃く残す土地利用の構成や、放射道路として計画された往還（幹線道路）、広見や細街路、堀

や用水などの構成に現われている。また、金沢城跡や兼六園をはじめとする多くの史跡は、歴史

的な景観を形作る重要な要素になっている。

明治時代以降の金沢の都市構造・土地利用も、基本的には城下町時代の道路パターンと宅地割

りの上に成立している。明治維新以降、城郭は軍用地に、藩関係施設は公共的な施設に利用され、

町屋としての旧町人地は、明治以降も店舗の並ぶ商業地として続いてきた。もともと高密度な町

人地が商業地として継続してきたのに対し、武家地は明治後期以降に次第に細分化され専用住宅

地となり、今日の高密度な市街地が形成された。

(3)景観関連施策

町並み保存の実質的取り組みは昭和 39年の「武家屋敷群地区の土塀・門などの修復制度」がほ

ぼその始まりである。その後、「古都保存法」に触発される形で昭和 43年に「伝統環境保存条例」

を制定している。古都保存法が全国で三つの都市（奈良、京都、鎌倉）に限り、また社寺建築等

の歴史的価値を強化するための法令であるのに対して、一地方都市における景観整備について、

しかも一般の民家や町並みをも対象に自ら法制度化したものとして当時全国でも先駆的であった。

本条例は風致地区の考え方を拡大適用したもので、兼六園からの眺望や浅野川、犀川の風致地区

の保全などを目的にしたものであった。その後、新条例として平成元年に制定された「金沢市に

おける伝統環境の保存及び美しい景観の形成に関する条例」は、旧伝統環境保存条例にマンショ
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ン対策となる高さ規制や「伝統環境保存区域」の他に「近代的都市景観創出区域」を加えたこと

が大きな特徴である。その他、住民参加の都市景観づくりと金沢の個性を活かした総合的な都市

景観づくりが新条例の柱である。

このように、都市景観への総合的な計画に取り組む中で、都市計画審議会の計画部会において

平成 13年度から眺望景観保全調査を始め、平成 14年度には、前年度の調査を踏まえて眺望景観

に関するガイドラインが策定された。目的は、金沢のまちをさらに美しく魅力あふれる快適な都

市とするために、市内における眺望景観を分析し、良好な眺望景観を守り育てるための施策を展

開することである。

中部圏における景観保全の先駆けで、昭和 39年に、武家屋敷地区保全のため修復制度を設け、

古都保存法（昭和 41年）の対象から外れたのを機に、金沢市伝統環境保存条例を制定（昭和 43

年）。その後、平成元年に新しい条例を制定し、景観条例指定区域を定めて特徴的な景観の保存整

備の取組を行うとともに、比較的小規模な伝統的町並み保存を目指したこまちなみ保存条例を制

定するなど（平成6年）、矢継ぎ早に景銀保全のための施策を打ち出している。
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5-4-2 金沢市における眺望景観保全の考え方

(1)眺望景観保全施策の策定経緯

金沢市では、景観条例やこまちなみ保存条例、斜面緑地保全条例等により重層的な都市景観の

規制誘導を行ってきた。しかし、景観条例に基づいた地区指定である近代的都市景観創出区域に

おいて高さの規制が緩和された建物がある一方、そのすぐそばに伝統環境保存区域が指定されて

おり、それらの相反する地区指定に対する眺めがぶつかり合うことがあった。また、斜面緑地保

全地区や風致地区等でも、都市開発における風景阻害がおこってきている。

こうした状況を受け、金沢のまちをさらに美しく魅力あふれる快適な都市とするために、市内

における眺望景観を分析し、良好な眺望景観を守り育てるための施策、また、これまでの独立し

た施策をつなげ、総体的な風景計画を進めるための施策として、景観条例を改正し、眺望景観保

全施策の運用を開始した。

(2)眺望景観の保全手法

①金沢市景観条例による景観形成

金沢市景観条例制定時からの施策として、指定区域の制定及び景観形成基準による景観誘導が

ある。条例に基づく以下の 2地区を指定している。

・伝統環境保存区域

河川、樹木などの自然景観、及びこれと一体となった歴史的景観を持つ地区で、景観を保全す

る必要があると認められる区域である。現在 36区域が指定されている。

・近代的都市景観創出区域

伝統環境との調和を保ちながら、近代的都市機能と一体をなして形成される区域である。現在

13区域が指定されている。

また、地域に応じた景観形成を図るため、全49区域それぞれに対し、以下の項目について基準を

定めている。

・建築物等 ：位置、高さ、形態、色彩、広告物、設備、駐車場

・建築敷地等：緑化、垣、さく

・公共空間

このような区域指定及び基準をもつ景観条例は、一定の成果を上げる一方で、伝統環境保存区

域と近代的都市景観創出区域の相反する地区指定の眺めがぶつかり合う場合があった。また、伝

統環境保存区域のすぐ近くの近代的都市景観創出区域において高さの規制が緩和される場合もあ

った。
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盟悶翡翡出区域
（区域図No.1) 

凡例

亡コ伝統環境保存区域
こコ近代的都市景観創出区域

図5-4-2-1伝統環境保存区域と近代的都市景観創出区域（出典：金沢市に提供して頂いた資料）
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②金沢市景観条例改正による眺望景観保全

こうした状況に対して、平成 15年に景観条例を改正し、新たに眺望景観保全についての内容を

加えることで、重層的な高さ制限を行うことで、状況の打開を図った。

i)保全眺望点

金沢市の眺望景観の特徴は、都市の自然地形的特質から、一つのシンボル的な対象物に眺望が

集約されるのではなく、いくつもの眺望対象物の集合による分散型の眺望景観である。そのため、

眺望景観の現状を分析し客観的評価を行うための基準が決められた。

まず、眺望景観の現状を把握するために、「視点場」と「対象場」という概念を取り入れ、それ

ぞれの特性評価基準をもとに眺望景観の選定にあたった。市街地とその周辺における地形的特性

や歴史的背景、さらには都市活動を背景として、金沢ならではの眺望を望める代表的な視点場と

対象場を選定し、以下のような類型化を行った。

視点場：

①川・橋梁

②台地・丘陵、

③みちすじ・坂道、

④その他（高層建築物屋上等）

対象場：

①緑のまとまりと連なり

②自然の広がり、

③歴史伝統文化特性（または近代性）

また、眺望景観保全の基本的な考え方として、今後起こりうる問題点を整理し、「眺望景観保全」

（見通しの確保、背景の保全、阻害要因の低減）と「眺望景観の創出・育成」（視点場の確保・演

出、保全対象要素の創出）を 2本の柱として設定した。

この考え方を基本として、視点場特性の評価基準を以下のように定めた。

①公共性：市民のアプローチの自由さ、

②歴史性：視点場自体の歴史性、

③観光性：観光客が眺望を楽しめる、

④心象性：アンケートによる認知度の高さ）

及び対象場特性の評価基準

①緑のまとまりと連なり：台地、丘陵地の緑地等、

②自然の広がり：見通しがきく遠景での眺め、

③歴史・伝統・文化特性：歴史的街並みや寺院などへの眺め、

④近代性：近代的町並みへの眺め）

これらの評価基準に基づき、サンプリングされた候補に対して評価採点し、客観性を担保した

上で眺望景観を選出した。

上記の基準により 52箇所の眺望景銀が選出されたが、さらに、その中からそれぞれの景観特性

や課題などを抽出し、眺望景観の重要性からA、B、Cの3ランクに類型化を行い、 Aランクの
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眺望景観を「重要眺望点」として設定し、その眺望景観の保全方針を検討した。選出された重要

眺望点は、以下に示す大きく 6つ、計8つである。

1 . 浅野川大橋（上流側）

2 . 主計町

3・1. ひがし茶屋街A

3・2. ひがし茶屋街B

4 . 犀川大橋（上流側）

5 . 兼六園眺望台

6・1. 金沢城公園丑寅櫓跡

6・2. 金沢城公園辰巳櫓跡

これらの重要眺望点を保全眺望点として指定した。

ii)眺望景観保全区域及び眺望景観保全基準

保全眺望点選定後、建築物等の高さが景観に与える影響を把握するために見通し高さの検証を

行い、また建築物等の高さおよび意匠が景観に与える影響を視覚的に判断するために、環境影響

評価における景観の評価手法として一般に用いられているフォトモンタージュ手法を用いること

とした。

0見通し高さの検証

金沢市では既に金沢市景観条例のなかで景観形成基準を設定しており、高さ規制が既に設定さ

れている。今回は眺望景銀という新しい視点からの景観保全計画であることと、重要眺望点から

の景観に重点を置いていることから、現在の景観形成基準で眺望景観が保全できるかどうかの検

証を行った。

特に建築物の高さについては、重要眺望点から保全対象までの断面図を描くことによって影響

の有無を判断した。その結果、全ての地点で景観を阻害する可能性のあることが判明した。

0フォトモンタージュ

現在は景観上問題がない区域であっても、今後新たに建築物等が建築されることにより良好な

景観に影響を与えることは十分に予想される。そのため、将来の建築行為が景観に与える影響を

視覚的に判断するためフォトモンタージュ手法を用いることとし、各重要眺望点において、高さ、

意匠（陸屋根、勾配屋根等）、色彩（茶系、グレー系）、屋外広告物の有無等の検証を行い、導

き出された結果から保全基準を設定した。
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・写真3一珊在の賣山ひかし茶■衝 ■零真4ー近代的ff量観創出区鴫内に菫纂冑が璽った •零真5ーフォトモンタージュ（色影：グレー累。量匠：勾
珊合における軍■衝からの見え方 配■Ill

■零翼6ーフォトモンタージュ（色彩：茶裏量匠：履•祖） ●写真1 ーフォトモンタージュ （色彩：グレー累量匠：霞 •写翼8-フォトモンタージュ（色影 ： 茶累、量匠：霞•磁
■糧） 富さ： 20ml 

図5-4-2-2フォトモンタージュの一例（出典：金沢市に提供して頂いた資料）
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iii)景観自己診断と事前協議

金沢市においては、複数の眺望点及び

眺望景観保全区域が設定されており、場

所によって望ましい建築物の高さが異な

るため、開発行為を行う市民や事業者に

対して、高さによる制限ではなく景銀自

己診断と事前協議を義務づけている。開

発行為を行う市民や事業者は、景銀自己

診断の過程で景観に影響を与えるおそれ

があると判断された場合において、景観

シュミレーションの提出義務が生じ、必

要に応じて都市最観審誦会で審議される

ことになっている。

[:tちつく澤悧1こ暮つく手惰き］

冥慶計轟書の褐出

環 鰤暉 1噂つく軍籟き］

鴫菫曇●ほ全区遍、信全轟攀のIll!

畢●白己詫鰤書、
シミュレーションの作成

中層●絢の瓢鰤寧こ係る
計画書の書

おらゼffのE重(308■)
●●臼層の直出

碑 Ii誓書．駁1111状の揖出

事●●

.iii曇鬱..金の重見

遍攣または鴫言、 書尋、．告

”宣区一 外

”‘出 暉 感躯I逼 景戴，， 専）

If可.7*

ll縞纏出皐臼

図5-4-2-3事前協議の流れ
（出典：金沢市に提供して頂いた資料）
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眺望景観保全区域図 凡例

● 保全眺望点
巨 眺望景観保全区域

S=l :30, 000 

•十
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5-4-3 金沢市ヒアリング調査

(1) ヒアリング概要

・ヒアリング日時

・ヒアリング場所

・ヒアリングメンバー

・ヒアリング相手

・収集資料

(2) ヒアリング目的

：平成20年 12月3日（水） 10: 00,...,._,ll: 30 

：金沢市役所

：中家拓郎

：金沢市都市整備局景観政策課

杉本英大氏

：ヒアリング回答

金沢市景観条例

こまちなみ保全条例

斜面緑地保全条例

寺社風景保全条例

屋外広告物条例

その他（公開を許可された内部資料）

金沢市における眺望景観保全制度の文献調査及び現地調査による分析の補足確認を行い、眺望

景観保全の最新動向を把握することを目的とする。
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(3) ヒアリング内容

① 眺望景観保全に取り組むことになった経緯について

金沢市では、これまで重層的な都市景観の規制誘導を行ってきた。特に斜面緑地保全条例では、

斜面緑地が背景の建築物等の計画に対し、色とか、高さについて誘導してきており、眺望景観保

全の考え方に通じるものである。また、景観条例では、近代的都市景観創出区域と伝統環境保存

区域の指定を行い、一定の成果をあげてきた。

しかし、近代的都市景観創出区域と伝統環境保存区域の相反する地区指定に対する眺めがぶつ

かり合う場合ができてた。例えば、東山ひがし茶屋街から西側方向を望んだ景観であるが、現在

は東山ひがし茶屋街の背景に、一部近代的な建築物が見られる。これだけでも問題であるが、東

山ひがし茶屋街の西側には国道159号が走っており、沿線は近代的都市景観創出区域として31m

の高さ規制がかかっている。そこで、近代的都市景銀創出区域内において31mの高さの建築物を

建った場合をシュミレーションしてみると、東山ひがし茶屋街の背景に大きく突出し、現在の落

ち着いたたたずまいの景観が大きく変化する結果となった。検討の結果、近代的都市景観創出区

域において31mの高さ規制が16m以下であれば背景に突出しないことが判明した。

こうした状況を受け、視点場の抽出を行い、特に重要な視点場からの眺望景観に対する保全基

準を定め、実効性を持たせるために、条例化することとした。条例は既存の「金沢市における伝

統環境の保存及び美しい景観の形成に関する条例」の改正というかたちで、眺望景観の保全とい

う視点が条例に盛り込まれたことで新たな景観施策がスタートすることとなった。

② 眺望景観保全に関連する具体的施策等の運用状況について

金沢市には多くの優れた眺望景観が存在するが、これらを全て保全しようとすれば、市内の建

築物全ての高さをコントロールすることになってしまい、それでは、保全を優先するあまり、開

発を極端に抑制し、都市活動の停滞につながる可能性がある。また、視点場が多すぎると、特別

な場所であるという意識が薄れてしまう恐れがある。そうした考えから、抽出された数多くの視

点場のうち、金沢市の景観の中でも重点的に保全する必要があるもののみを対象とすることにし

た。

選定の方法は、ノミネートされた視点場を、評価基準に基づき、 A"'-'Cのランクにランク付け

し、 Aランクのみを重要眺望点として、保全の対象とし、景観条例の改正によって保全している。

保全区域の範囲の決めた方は、範囲設定の明確な基準があるわけではなく、見通しの確保の検

討や見通しラインに対しての角度等を、現地調査により各視点場ごとに判断して決めた。

Bランク以下の視点場からの眺望景観に対し、保全は全くしていない。ただし、景観施策を何

もしていないわけではなく、高度地区による規制は当然あるし、伝統環境保全区域の指定されて

いれば形態や色については抑えられる。

眺望景観保全区域内での建築物の建築に際して、事業者に建築計画書および景観自己診断書を

提出していただくこととしているが、この自己診断で大きなポイントとなるのが、本計画の中で

行ってきた景観シミュレーションを事業者自らが行うことである。これまでの景観行政において

は、提出された書類に基づいて行政が審査・助言・指導を行うことが多かったが、景観とは市民
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や事業者の都市創作活動（建築物の建築や修繕、屋外広告物の設置等）により形成されることか

ら、事業者自らが景観シミュレーションを行うことにより、景観保全に対する理解が深まるとい

う効果も期待している。

また、事業者自らが行う景観シミュレーションの簡易化と市の担当者がシミュレーション結果

の妥当性を確認することを目的とし、景観条例支援システムの開発を行っている。このシステム

は予め金沢市の都市基本図と高さデータ、地番データを組み込むことにより、建築が予定されて

いる地点の住所と計画する建築物の概要（高さ等）を入力するだけで、自動的に眺望点から保全

要素までを結ぶ断面図や計画されている建築物が建った場合の景観予想図が表示されるものであ

る。

③ 眺望景観保全への市民意見の反映のさせ方について

視点場の選定にあたっては、アンケートや文芸作品等で、市民に愛されてきた景観をまとめ、

マップを作成し、平成 13年度,..._,14年度に、市の職員が眺望景観保全に向けた現地調査を行った。

また、条例改正にあたっては、通常、告示の後、縦覧期間を設け、運用を開始するが、縦覧期

間のまえに、地元住民説明会を行っている。

④ 眺望景観保全と景観計画との関連について

景観計画は現在策定中であるが、眺望景観保全についても記載される予定である。景観計画に

より法的根拠をもたせるつもりであるが、現段階で、眺望景観保全の新たな施策を行う予定はな

し‘

⑤ 眺望景観保全を進めた上での具体的成果等について

眺望景観保全の手法だけの成果ではないが、各視点場からの眺望景観は一定の保全がされてい

る。また、金沢は基本的に茶色の町なので、眺望景観保全をやるまえから、建築物の色彩をマン

セル値で明度6以下に誘導し、色が薄すぎるものも誘導している。その成果として、浅野川大橋

から上流への眺望景観の右手の中高層建築群も、茶系の色彩に統一され、比較的風景になじんで

いる。

⑥ 眺望景観保全を進めた上での具体的困難等について

近年、眺望景観については大きな問題は起きていない。

景銀条例改正により、近代的都市景観創出区域と伝統環境保存区域の相反する眺めについての

問題は、まだ解決しておらず、近代的都市景観創出区域と伝統環境保存が隣接するのが問題だと

して、調和区域的なものを設けるべきだという考えから、毎日のように説明会にいったりしてい

る。近代的都市景観創出区域内の道路単体をみても、歴史的な建築物がまだ残っていて、近代的

なものと混在しているようなところもあり、そのようなところは、近代的都市景観創出区域とし

てふさわしくないという意見も多いため、見直しは必要に迫られている。
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⑦ 眺望景観保全に関する今後の展開について

金沢市では、多くの視点場を最初に抽出して、それから徐々に精査しながら、最終決定された

視点場だけを保全対象にしているため、最終的に落選した視点場は数多くある。

Bランク視点場である、なかの橋から上流をみる景観では、右手にかずえまちが見え、遠景に

山並みを見るビスタ景が特徴であるが、上流側にある浅野川大橋からの眺めのときは気にならな

かった中層の桑名ビルが、山並みを分断してしまっている。このように、保全対象となっていな

い視点場からの眺望景観保全はこれからの課題である。

また、ノミネートもされてない視点場だが、浅野川をはさんだ主計町の反対側は、伝建の主計

町を一望できる地点である。しかし、主計町の裏側に幹線道路があり、近代的都市景観創出区域

に指定されているため、伝建の背景に若干、中高層の建築が見え、青い原色系の看板も見える。

かずえまちの背景のことは、伝建地区として検討しなければならないことでもあるので、眺望

景観の手法をつかうかどうかはわからないが、このように、ノミネートされていなくても、重要

な眺望景観はまだあると考えられる。

そのため、ノミネート済みの視点場に関しては再検討や今後のランクの格上げを視野に入れ、

再来年度に眺望景観の再調査を予定している。そして、その後も定期的に見直していこうという

動きはある。
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5-4-4 金沢市フィールド調査

フィールド調査は平成20年 12月2,3日に行った。

金沢市各地の8つの視点場からの眺望景観の保全状況の確認及び、 相反する地区指定の景観へ

の影響の確認を行った。

視点場からの眺望景銀は一定の保全がなされていた。近代的都市景観創出区域内で伝統的建築物が

現存している場所もあった（写真 10、11)。また、 相反する地区指定が隣接していることにより、歴

史的町並みの背景に不調和な建築物等が見られる場所もあった（写真 12)。
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写真1 浅野大橋からの眺望

写真4 ひがし茶●街Bからの眺望
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写真7 金沢城公園丑貫櫓跡からの眺望
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写真 11近代的椰市景観劃出区填③
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写真3 ひがし茶●街Aからの眺望

罐

写真6 兼六園眺望台からの眺望

写真9 近代的椰市景観劃出区域①

写真 12主計町（伝建地区）の背景の阻害
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5-5 京都府京都市における眺望景観保全制度の概要と調査

京都市における景観保全に関する取り組みの内容を文献調査により明らかにし、整理すると共

に、フィールド調査及びヒアリング調査による補足調査を踏まえ、現在まで進められてきた京都

市における眺望景観保全制度の評価を行う。

5-5-1 京都市における景観保全に関する取り組みの推移と概要

京都は、総合的な風景計画について先進的に取り組んできた都市であり、何段階かの過程を経

て眺望景観保全制度の運用に至った経緯がある。

(1)風致行政

1930年に風致地区の指定が行われた。東北西の三山とその山麓一帯、鴨川と桂川の自然景観と

歴史文化的景観の両者の保全を図るものであった。 1932年には指定地区がおよそ今日の風致地区

の区域に広がった。

1968年に都市計画法が改正され、同時に建設省都市局長から風致標準条例が各自治体へ通達と

して示された。それは風致地区行政の内容を示すもので、全国的にみれば規制強化であったが、

京都の風致行政からすれば後退であった。 1970年に京都市はそれまでの市規則にかわる京都市風

致地区条例を制定した。標準条例に合わせて、開発禁止を定めてきた特別地区は廃止された。そ

れまでは時に行政担当官の判断により厳しい指導も見られたが、条例はこうした裁量の余地を限

定した。裁量による景観行政から明文化された規定による一律な景観行政に移行したといえる。

(2)古都保存法による歴史的風土の保全

日本の経済成長が軌道に乗り始めた頃、各地の歴史的景観破壊が国民的問題となり、議員立法

によって古都における歴史的風土の保全に関する特別措置法（古都保存法）が 1966年に成立する

と、京都も同法による古都の指定を受け、周辺 3山（東山・北山・西山）のうち、山麓部の有名

社寺の境内地を含み、市街地から望見される斜面の大半が歴史的風士保存地区、歴史的風士特別

保存地区の指定により保護されている。同法は古都周辺部の自然と文化財が一体をなす風景保存

をはかるもので、歴史的市街地自身には手をつけないものであった。

(3)京都市市街地景観条例による市街地の景観保全

高度経済成長の進展とともに景観保全への関心も高まり、 1972年に京都市市街地景観条例が制

定された。その内容は、美観地区条例、特別保全修景地区制度、エ作物規制区域及び巨大工作物

規制区域の 3制度であった。

特別保全修景地区は国の町並み保全制度に先駆けて、歴史的町並み景観の保全を独自に開始す

るものであった。その後、 1975年に国が文化財保護法を改正し、伝統的建造物群保存地区制度を

設けると、特別保全修景地区は伝統的建造物群保存地区に移行したことから、制度は実質的に使

用されなくなった。

工作物規制区域及び巨大工作物規制区域は、建築物以外のエ作物について規制するものであっ
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た。京都タワーが建築物とみなされずにエ作物として当時の高さ規制 31mの適用を受けなかった

経験から制定された制度である。巨大工作物規制区域では地上からの高さ 50m以下に制限してお

り、これは東寺の五重塔を基準に設定されたが、塔とほぼ同じ高さまで許容するものであった。

(4)京都市市街地景観整備条例による市街地の景観保全

1980年代のバブル経済の時期に多くの町屋が失われ、大規模な建築物が各所に建設された。こ

れにより、美観地区の範囲やその高さ規制が景観保全に対し不十分であることが明らかになった。

高さ 60m、長さ 470mの京都駅ビルと、高さ 60mの京都ホテルが建設され、景観論争も起こった。

これにより、京都市は 1995年に風致地区条例と京都市市街地景観条例の改正を行った。

改正により名称も市街地景観整備条例に変更された。条例の内容は、誘導型制度、施策型制度、

支援型制度の 3つからなる。誘導型制度は建築物等のデザインに制限を加え景観を整備するもの

で、美観地区内の建築物及び工作物に関する制限、建造物修景地区、沿道景観形成地区がある。

(5) 自然風景保全地区条例による自然風景の保全

京都では昔から郊外の自然豊かな地域が市街地とセットで存在してきた。この方面での保全が

風致地区行政で先行してきたし現在も保全に力を注いでいる。

風致地区の他に、 1995年の改正で加えられた制度で自然風景保全地区条例がある。自然風景保

全地区条例は風致第一種地域とその外側の山地で都市計画区域内にあるもの全てを地区指定し、

緑地景観の破壊に歯止めをかけるものである。第一種と第二種の自然風景保全地区があり、いず

れも一定規模以上の開発（宅地の造成、木材の伐採、建築物の新築）について規制をかけるもの

である。違反者には 1年以下の懲役も用意されている。風致地区条例では厳しい罰則規定を設け

るのが困難であるため、風景破壊の確信犯が出ることもあった。そのため、風致地区と重ねて自

然風景保全地区指定することで、自然風景の大規模な破壊を確実に防ぐのが目的である。

(6)京都市新景観政策

京都市新景観政策の策定以前の問題の大きな点は、現状の景観状況がかなりよく、それと規制

内容とに大きなギャップがあることであった。市街地では2階建の落ち着いた家並みが各所にあ

り、そういう所が風致地区あるいは美観地区に指定され建築高が規制されていた。ところが、厳

しいとはいえ、 5階建て程度に規制したり、庇を義務付けているため、土地所有者の財産権とい

う観点からは厳しい規制だが、現状の景観と比較すれば大きな変化が許容されていた。周辺の三

山についても現状は豊かな緑が保持されているが、例えば50%の緑地を保存しても残る 50%で開

発が行われては、極めて激しい景観悪化が起こりうるだろうと考えられた。それまで法的に認め

てきた開発の権利があまりに大きく、既存景観を無視するものであったので、景観条例でかなり

厳しく規制に振り替えても、まだ美しい風景の維持や形成からは遠かった。また、社寺境内の背

景や五山の送り火への眺望への景観保全がなされていなかったことも、大きな問題であった。

このような背景のもと、京都市新景観政策の策定により全体的な規制強化を図るとともに、新

たに眺望景観保全への取り組みが始まった。

屡妥
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5-5-2 京都市における眺望景観保全の考え方

(1)眺望景観保全施策の策定経緯

京都の町並み景観を守るための取組は、古くから行政においても地域においても続けられてき

た。京都市の景観行政は、量的にも質的にも他の多くの自治体を凌駕しており、先駆的な取り組

みも行ってきた。

しかし、京都の町並み景観に以下に示すような、いつくかの問題がでてきた。

・事例 1: 鴨川べりからの河川景観を含む特微ある景観の悪化

鴨川べりからの景観が悪化してきた。鴨川は、京都の町並み景観にとっても極めて重要な要素

となっており、桂川が京都盆地の西部から南部にかけて、旧市街地を外れて流れているのと異な

り、市街地の中を貫通している。特に、右右岸側から東山から北山にかけての山並みを望む景銀

は、まさに京都を代表する景観の一つである。このため、鴨川に沿って両岸に南北に長細く、鴨

川美観地区が指定されている。鴨川より東の地域においては、鴨川美観地区の東側にさらに鴨東

美観地区が広範囲にわたって指定されている。しかし、現実には、東山の眺望を相当程度阻害す

る建築物が立ち並んでいる。

鴨川東岸から西方向の景観も川の眺めを前景として、西岸の比較的低層の建築物群（夏には川

床が並ぶ）が建ち並び、独特の魅力を生み出している。しかし、現在では、その低層の建築物群

の上部に木屋町通や河原町通のビル群が乱雑な印象で視界を占めており、大きくその景観の魅力

が損なわれている状況となっている。

・事例2:庭園等の優れた景観の背景の悪化

京都には、数多くの優れた庭園や社寺の境内地が存在する。これらは、山ろく部だけでなく、

都心部にも存在する。そして、そこからの庭園や歴史的建築物の景観は、背景として遠くの山並

みを想定していたり、あるいは一切の不調和な人工物が背景としての視界に入らないことにより、

優れた景観を構成しているものが多い。

しかし、このような背景の中に、ビルなどが突如出現することにより、その景観の価値が損な

われるケースができてきた。代表的なものでは、梅宮大社の道路を隔てた東隣に 6階建マンショ

ンが建設され、神苑の背景の空の眺望が阻害された。

このような現状認識に立ったとき、京都市の従前の景観施策の継続により事態の改善が見込め

るかどうかかが問題となったが、京都の町並み景観に起こっているこのような現象は、従来の施

策の延長線上では、改善される見込みがなく、中には悪化の一途をたどると思われた。

京都市としては、早急に対策を立案し、実行に移す必要があった。このことから、取り組んで

いる景観施策の改善と、新しい対策の企画を、確実に実行に移していく必要があった。

このような背景のもと、京都市新景観政策が策定され、その5つの柱の 1つとなった「眺望景

観」は、眺望景観創生条例によって運用されることになった。
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(2)眺望景観の保全手法

①建築の高さ

建築物の高さは、都市の景観や市街地の環境を形成する重要な要素である。市街地のほぼ全域

で、高度地区の指定制度を活用した、地域の特性に合わせたきめ細やかな高さの規定を定め、京

都の優れた都市景観の保全・形成を図っている。

三方をなだらかな山々に囲まれ、世界遺産をはじめとする歴史資産や京町屋等による風情ある

町並みも多く残る京都の市街地の特性に配慮し、都心部から三方の山裾に行くにしたがって次第

に建物の高さが低くなることを基本構成としている。

高度地区による高さ規定は、 10m、12m、15m、20m、25m、31mの 6段階のメニューを設け

ている。都心部の幹線道路等は高さ規定を 31mとし、京町屋などが多く残る旧市街地では高さ規

定を 15mとするなど、地域の特性に合わせた地区指定となっている。

また、良好な市街地の環境や町並み景観に寄与する建築計画、都市機能の整備を図る建築計画

等については、高さ規定を超えることを認める特例許可制度を設けている。

②建築物のデザイン

建築物等のデザイン（形、材料、色彩など）は、景観を形成する重要な要素である。市街地の

ほぼ全域に、風致地区や景観地区、建造物修景地区等を指定し、それぞれの地域の特性に合わせ

たデザイン基準を定め、京都の優れた都市景観の保全・形成を図っている。

i)景観地区

・美観地区

京町屋が多く残る地区など、良好な景観が形成されている地区を、それぞれの地区の特性に合

わせて、山麓型、山並み背景型、岸辺型、旧市街地型、歴史遺産型、沿道型の 6つの美観地区に

指定し、歴史的な景観や風情のある町並みなどを保全するための基準を定めている。

・美観形成地区

旧市街地の周辺や郊外部の幹線道路沿道などを、それぞれの地区の特性に合わせて、市街地型、

沿道型の 2つの美観形成地区に指定し、良好な市街地景観の創出を図るための基準を定めている。

ii)建造物修景地区

三方の山々の内縁部や南部地域など、景観地区及び風致地区以外の市街地のほぼ全域を、それ

ぞれの地区の特性に合わせて、山麓型、山並み背景型、岸辺型、町並み型の4つの建造物修景地

区に指定し、良好な市街地景観の創出を図るための基準を定めている。

iii)風致地区

緑豊かな山々や山裾から広がる住宅地、世界遺産周辺などを風致地区に指定し、自然と風趣と

調和した町並み景観等の保全・創出を図るための基準を定めている。
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③眺望景観や借景

特定の視点場からの特定の視対象を眺めるときに視界に入る建築物等の商さ、形態及び意匠に

ついて必要な事項を定めることにより、京都市の優れた眺望景観を創生するとともに、これらを

将来の世代に継承することを日的として、眺望景観創生条例が運用されている。

i)眺望景観保全のための区域指定と規制内容

眺望景観を保全、創出するため建築物等の建築等を制限する必要がある地域を、眺望呆銀保全

地域に指定している。眺望景銀保全地域は、その建築物等の制限の内容に応じて、以下の区域に

指定している。

．眺望空間保全区域

視点場から視対象を眺めるとき、視対象への眺望

を遮る建築物等の建築等を禁止する区域である。

・近景デザイン保全区域

視点場から視対象を眺めるとき、眺望空間にある

建築物等の形態及び意匠を制限する区域である。

・遠景デザイン保全区域

視点場から視対象を眺めるとき、眺望空間にある

建築物等の外壁、屋根等の色彩を制限する区域（近

景デザイン保全区域を除く）である。

ii)眺めの種類と眺望景観保全地域
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図5-5-2-l 眺望景観のための区域指定
（出典：京都市に提供して頂いた資料）

38か所の眺望景観や借屎を以下の8つの眺めの類型に分類し、それぞれの眺めに対応した眺望

景銀保全区域を指定している。

・境内の眺め (16箇所）

多くの神社・寺院等は，歴史都市・京都を特徴づける重要な景観要素である。これらの境内の

風趣ある眺めを保全するため、神社 ・仏閣や名勝庭園の周囲や背景に不調和な中高恩建築物等が

建たないように規制 ・誘導を図る。特に我が国の至宝ともいえる世界遺産と京都御苑、修学院離

宮，桂離宮においては、視点場を境内全域として定め、周辺地域に対してきめ細やかな規制 ・誘

導を図る。

二条城など市街地中心部にある世界遺産等については、境内からの眺めに配慮して周囲の建築

物等の形態意匠、色彩等のデザインを規制 ・誘導を図る。

また，山ろく部の世界遺産周辺地域については、その景観特性に合わせて建築物の形態等を厳

しく規制する。

更に、消水寺、修学院離宮，慈照寺（銀閣寺）等、市街地を見おろす眺望等が重要な所につい

ては、その見下ろしの眺めにも配慮して、特に視認できる範囲については、屋上施設の規制や勾

配屋根の設置等、屋根景観の形態、意匠、色彩等のデザイン規制を図るとともに、市民や事業者

等に協力を求める。
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・通りの眺め (4箇所）

通りの眺めとは、御池通、四条通、五条通など京都を代表する幹線道路において、東山や歴史

的な建造物をアイストップとする，特徴的な通り景観をいう。一方、幹線道路など直線的な通り

景観だけではなく、産寧坂付近の通りのように、移動に伴ってダイナミックに景観が変化する通

り景観も京都の特徴的な通りの眺めである。

そのため、御池通、四条通、五条通などの幹線道路については、良好な通り景観を形成してい

くために屋外広告物と沿道の建築物等とを一体として、積極的にデザインの規制・誘導を図る。

特に、四条通など歴史的な建造物を残す通りについては、その保全とそれらを生かした通り景観

の形成の推進を図る。

更に、伝統的建造物群保存地区などの特に景観上重要な地区については、その景観上重要な地

区から周辺への眺めが重要な景観要素となるため、周辺の建築物等についても勾配屋根の設置な

ど形態、意匠、色彩等のデザインのきめ細やかな規制・誘導の基準を図る。

•水辺の眺め (2 箇所）

京都には、鴨川、桂川などの大河だけではなく、高瀬川、濠川、宇治川派流そして疏水など数

多くの小河川や水路が市内を流れ、それぞれが周囲の環境と相まって地域ごとに良好な水辺景観

が形成されている。

この水辺の眺めは、水の流れと水辺に沿って開かれた視線の先に連続的に広がる建築物等とが

一体となって形成されているものである。

そのため、この良好な水辺の眺めをより良好なものとするため、水辺側の積極的な緑化と併せ

て、河川・水路沿いの建築物の水辺側についても形態、意匠，色彩等のデザインのきめ細やかな

規制・誘導を図る。

・庭園からの眺め

京都の神社・仏閣等には、遠景にある山々を借景として取り入れた優れた借景庭園を残すもの

がある。しかしながら、市街化の拡大に伴い、このような優れた借景庭園など、庭園からの眺め

は徐々にではあるが、失われつつある。

そのため、これらの庭園の周辺の市街地については、建築物の高さの最高限度を引き下げてい

るが、特に市街地中心部にある庭園で、周辺市街地の高さの最高限度を一定の高さ以下に引き下

げることが困難な場合は、庭園の管理者の協力を得て、周囲の不調和な建築物を遮蔽するため、

植栽などを効果的に活用するとともに、庭園からの眺めにも配慮した建築物等の形態、意匠、色

彩等のデザインの規制・誘導を図る。

・山並みへの眺め (3箇所）

京都の市内各所からは、幾重にも重なり合った山並みを眺められる。その中で、特に東山に平

行して流れる鴨川、西山に平行して流れる桂川、河川沿いの樹木と一体となって北山を眺めるこ

とができる賀茂川は、広がりを持ってそれぞれ三方の山並みを眺めることができる貴重な視点場

である。

こうした山並みへの眺めを保全するために、視点場と山並みの中間領域にある建築物等につい

ては、屋上緑化や勾配屋根の設置を誘導する等、視対象となる山並みに調和するように建築物等
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の形態、意匠、色彩等のデザインの規制・誘導を図る。

・しるしへの眺め (7箇所）

“しるし"への眺めとは、ランドマークヘの眺めであり、京都においては「五山の送り火」がそ

の代表である。 「五山の送り火」は、毎年8月16日に執り行われる伝統行事であるが、点火が

行なわれる当日の夜だけではなく、日常の風景としても市民に親しまれており、その保全を図る。

このため、多くの市民等が利用できる公園や河川敷などを視点場として定め、中間領域について

は建築物等が位置する地点における建築物等の最高部の標高による規制を導入し、この「五山の

送り火」への眺めを保全する。また、視点場から近景に見られる建築物等については、視対象と

なる五山の緑と調和するように、勾配屋根の義務化や塔屋等の規制・誘導を図る。

さらに、西大路通から左大文字への眺めを保全するために、沿道の建築物等の規制・誘導と併

せて、屋外広告物についても事業者等の理解と協力を得ながら規制・誘導を図る。

・見晴らしの眺め (2箇所）

京都の密集した市街地では、見晴らすことができる場所は限られているが、このような中で、

鴨川、桂川は遠方まで見晴らすことができる貴重な視点場である。特に賀茂大橋から北方への眺

めは、鴨川に合流する賀茂川と高野川の両河川を眺めることができ、さらに北山はもとより比叡

山をはじめとする東山を眺めることができるパノラマの景観である。

この貴重なパノラマの景観を保全するために、視界に入る建物等が山々と一体的な景観を形成

するよう、それらの建築物等の所有者や管理者に、良好な景観形成に参画しているという意識を

持たせることにより、屋上緑化や勾配屋根の設置等の誘導を図る。

また、愛宕山をはじめとする西山の山々、桂川や桂川にかかる渡月橋などとが一体となって眺

めることができる桂川両岸から嵐山一体の眺めは、歴史的に名勝地として市民や観光客等に広く

親しまれている。おおむね良好な眺めが保全されているが、一部に塔屋等によるスカイラインの

乱れが見られるため、建築物等の形態，意匠，色彩等のデザインのきめ細やかな規制・誘導を図

るとともに、緑地を適切に維持・管理する。

・見下ろしの眺め (1箇所）

京都は三方を山々に囲まれているため、山頂や山ろく部に建つ神社・仏閣等から見おろす中低

層の町並みは京都らしい眺めである。

このため、視点場から近景として見下ろす市街地については、勾配屋根や屋上緑化に加え、屋

上施設の塔屋等の屋根景観の規制・誘導を図る。また中景の見下ろしの眺めを良好なものにする

ため、市内の広範囲にわたり勾配屋根や屋上緑化を誘導する。更に、遠景として見下ろす市街地

の場合にも、大規模な建築物等については、見下ろしの眺めに配慮して建築物等の形態、意匠、

色彩等のデザインの誘導を図る。
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表5-5-2 8つの眺めと保全区域の種別

I 眺めの種類 保全すべき眺望景観・借景
保全区填 I 

眺望空間 近景 遠景 1 

(1)賀茂別雷神社（上賀茂神社）

(2)賀茂御祖神社（下鴨神社）

(3)教王護国寺（東寺）

(4)清水寺

゜(5)醍醐寺

(6)仁和寺

(7)高山寺

(8)西芳寺

境内の眺め (9)天龍寺

(10)鹿苑寺（金閣寺）

(11)慈照寺（銀閣寺）

゜(12)龍安寺

(13)本願寺

(14)二条城

(15)京都御苑

(16)修学院離宮

゜(17)桂離宮

(18)御池通

通りの眺め (19)四条通

゜(20)五条通

(21)産寧坂伝統的建造物群保存地区内の通り

水辺の眺め (22)濠川・宇治川派流

(23)疏水

庭園からの眺め
(24)円通寺

゜ ゜(25)渉成園

(26)賀茂川右岸からの東山

山並みへの眺め (27)賀茂川両岸からの北山

(28)桂川左岸からの西山

(29)賀茂川右岸からの「大文字」

(30)高野川左岸からの「法」

(31)北山通からの「妙J

゜「しるし」への眺め (32)賀茂川左岸からの「船」

゜(33)桂川左岸からの「鳥居」

(34)西大路通からの「左大文字J

(35)船岡山公園からの「大文字J,「妙」．「法」，「船」，「左大文字j

゜見晴らしの眺め
(36)鴨川に架かる橋からの鴨川

(37)渡月橋下流からの嵐山一帯

見下ろしの眺め (38)大文字山からの市街地

゜
iii)保全すべき良好な京都の眺めの市民提案

今回選定された 38か所以外にも、京都には優れた眺望景観や借景が多くある。眺望景観創生条

例では、新たに保全すべき京都の眺望景観や借景に関して、皆様から提案していただく制度を設

けている。提案された内容が京都の優れた眺望景観の創生にふさわしいと認められた場合は、こ

の条例によって保全していくこととしている。
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5-5-3 京都市ヒアリング調査

(1) ヒアリング概要

・ヒアリング日時

・ヒアリング場所

・ヒアリングメンバー

・ヒアリング相手

・収集資料

(2) ヒアリング目的

：平成20年 12月 19日（金） 13: 00,......,18: 00 (17: 00,......, は現地視察）

：京都市役所北庁舎、加茂川護岸等

：中家拓郎

岡崎市都市整備部都市計画課

都市計画班主任主査（ー級建築士） 木下政樹氏

：京都市都市計画局都市景観部風致保全課

風致第一係長川口浩氏

風致第一係（左京区・東山区担当） 小西拓朗氏

京都市都市計画局都市景観部景観政策課

企画係長塩埼満氏

：ヒアリング回答

京都市景観計画

新景観政策リーフレット

京都市眺望景観創生条例

京都市眺望景観創生条例施工規則

京都市眺望景観保全地域図、地域別図

京都市眺望景観創生条例に基づく眺望空間保全区域等の指定等

市街地景観、風致地区関連の条例、規則

その他（公開を許可された内部資料等）

京都市における眺望景観保全制度の文献調査及び現地調査による分析の補足確認を行い、眺望

景観保全の最新動向を把握することを目的とする。

119 
:_屯大学大学院 L学研究科



(3) ヒアリング内容

① 眺望景観保全に取り組むことになった経緯について

・京都市は景観行政としての経験が豊富である。京都市の景観政策は、大正 8年の国の風致地区

の制度を活用して、昭和5年から、山裾の緑、自然風景、そこでの生活の保全をはかる目的で風

致地区の指定が行われたのが取り組みの始まりである。昭和40年には古都保存法制定の契機とな

った双ヶ岡の開発問題や京都タワー建設問題があり、昭和 47年には美観地区、伝建地区のもとと

なっている特別保全修景地区を設けた。建築基準法の改正により絶対高さ制限が廃止されたため、

48年に高度地区の指定を行った。その後も、平成 7年の京都市自然風景保全条例制定及び市街地

景観条例の規制強化等の様々な取り組みを行ってきたが、景観に対する問題が跡を絶たないため、

平成 17年に審議会を立ち上げ新景観政策の基本方針を決めた。

このように、今まで様々な景観政策を行ってきたが、景観が明らかに悪化した。新景観政策策

定以前は、景観が悪化し続けていた。そして、それまでの景観政策をそのまま続けていても、景

観が保全できるとは思えなかった。京都市の職員の多くが薄々気づいていたそのことに、きちん

と向き合い、政策として何かやらなければならないのではないかと思った。景観法制定以前から

このような問題認識はあり、平成 15年に職員公募型政策課題研究会でそれまでの景観政策の問題

が指摘されている。その問題とは、規制がかかってない地域があり、規制があっても守られない

ことがあり、景観整備の基準が合っていない場合があり、裾きりもあるということであった。そ

して、その結果として景観が明らかに悪化しており、何かが足りないということであった。新景

観政策策定により、地区指定を馬鹿みたいに拡大したし、裾きりもほとんどやめた。そして、今

までの政策の延長では足りない部分を補うものとして、眺望景観創生条例を制定した。建築の申

請数はとんでもなく増加したが、まずは破壊をとめなければならないという気持ちで取り組んで

いる。

• 平成8年の自然風景保全条例が眺望景観保全の始まりと言えるけれど、保全すべき市街地から

みる自然風景というのが、市街地のどこから見るのか指定されていなかった。市街地の 100箇所

から見えるかどうか、可視領域計算を行い、よく見えるとか、一部見えるという分析は行ったが、

不明確であった。それに対して、眺望景観創生条例における視点場は、平面直角座標で決めてい

るから、地図上で鉛筆の芯でも明確に示せる点である。

• 平成4、5年に市内の 124の社寺の境内について眺望景観の調査を行った。当時は、理由とし

て寺の借景のことは一切公言していないが、実は眺望景観の問題意識が背最にあった。その結果、

社寺の境内の背景にビルが見える場合があったため、平成8年に高度地区に最高高さ 15mを設け、

それまで最高高さ 20mだった地区の規制を強化した。これは、境内の境界に 10m,...,__,15mの樹木を

植えることを想定しての最高高さの設定であった。最高高さ 12mの高度地区も設け、場合によっ

てそれに指定することでほぼ眺望景観の保全が可能になった。しかし、社寺の隣の敷地に建設さ

れる建物に対しては、不十分な面もあり、社寺の背景を徹底的に指導しようということになった。

120 
:_ q:;~ 大学大学院 I・＾学研究科



・桂離宮は超一流の庭であるが、すぐ西側が都市計画道路であり、そこに黄色い看板のラーメン

屋ができたことがある。その際、桂離宮の管理者から電話がかかってきて、宮内庁と風致保全課

でなんとかして欲しいという要望があった。そこで、問題のラーメン屋の店長を、桂離宮の庭に

連れて行った。そして、抜群の庭から黄色い看板が見えるのは問題と思わないかと店長に問いか

けたところ、理解を得られた。また、桂離宮の東側の桂川の法に送電線が見えた際も、管理者を

庭に連れて行き、送電線を弛ませてほしいと要求したら、水面ぎりぎりまで弛ませてくれた。

このように以前から行政指導を行ってきており、説明すればわかってくれる場合がほとんどで

あったが、非常に面倒であった。そこで、行政指導でやってきたことを、規制でやろうというこ

とにした。だから、急に突然、眺望景観保全の考え方が出てきたわけではない。

② 眺望景観保全に関連する具体的施策等の運用状況について

．眺望景観創生条例において、選定した 38の眺望景銀に対し、眺望空間保全区域の指定による標

高規制を行うかどうかは、制度設計時の議論の的であった。現在は、五山の送り火において点火

する 5つの「しるし」への眺めにのみ、眺望空間保全区域を設け、標高規制を行っている。これ

までは、五山の送り火を前年見た場所から、翌年も見ることができる保証はなかった。また、五

山の送り火を見ることのできる場所は市内のいたるところにあるため、その全ての場所を視点場

とすることは現実的に不可能であった。そこで、せめて特に重要な場所だけは保全することにな

った。五山の送り火は、京都において非常に重要な文化の一つであり、市民の理解を一番得やす

いものであるという確信があった。

一方、重要な社寺の「境内の眺め」は、境内からビルが見えることを問題としているが、特定

の社寺のために市民に犠牲になってもらうということは、市民の理解を得ることが難しいと思い、

標高規制を行わなかった。しかし、最高高さの規制はできなくても、建物のデザインの指導だけ

使用ということになり、近景デザイン保全区域を設けることにした。

このように、眺望景観創生条例においては、第一に眺望空間保全区域で眺めを確保すること、

近景デザイン保全区域で周辺の不細工なビルや広告により眺めを台なしにしないようにすること、

遠景デザイン保全区域で色のみの規制をすることの、三段構えで眺望景観保全を行っている。

・「しるし」への眺めは全て仰角をもつ標高高さ規制であり、円通寺だけが唯一、比叡山と寺の中

間領域に対する水平の標高規制である。規制の高さは、眺望対象の「しるし」の底辺の中点から

先端までの2倍の距離を水平にとり、 a点、 b点を定めた。 2点は現地に鋲を打っているが、地形

が複雑なので、実際は2点は空中に位置している。地形に応じてではなく、水平に点を定めたの

は、水平でないと後の計算が複雑であるためである。 mm単位で測量して位置を算出しており、

視点場の点と眺望対象の 2点の、 3点が定まれば、点を結んだ面ができるから、関数による計算

で面上の任意の点の高さも算出できる。視点場が線の場合は、線を点の集合と捉え、 lmごとに

点をとり lmごとに面をつくって重ね合わせた。

計算は複雑であるので、 XY座標がわかれば、その地点の標高高さ規制の内容がわかるようなシ

ステムをつくり、運用している。現在は、立命館大学による眺望景観規制検索WebGISと、京都
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市のエクセルによる計算システムがある。エクセルの計算システムは、現在は京都市役所でしか

使えないが、今後、インターネット上でダウンロードできるようにする予定である。

実際は地球は丸く、「しるし」までの距離が遠い場合は、標高に影密がでるが、地球を平面だと

仮定した直角座標で計算している。
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図5-5-3-1標高規制のある眺望景観の一例（出典：京都市に提供して頂いた資料）

UM 
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．眺望空間保全区域では、緯度経度及び標高による眺望領域の設定がされており、実際に測量し

て、現地に鋲を打っている。故意に引き抜いたり、蹴飛ばしたりする人もいるので、メンテナン

スも行っている。また、地痕があったら全て測り直さなければならないし、地盤は常に変わるか

ら、 4、5年毎には必ず測り直す必要がある。 GPSを使って測祉し、 100万程度の費用がかかっ

た。円通寺は、鋲を打つことができないため、座敷の天井に視点場であることを示す印がある。

・視点の高さは 1.5mに設定しており、日本人の平均身長の目の裔さを基準に考えた。

．眺望景観区域の2a、近景保全区域の45゚ という区域指定の角度は、明確な根拠があるわけで

はない。眺望景蜆保全区域については、 「しるし」とそのまわりの山が見えたほうが良いが、場所

によっては2階建すら建てられないため非常に厳しい規制であることを考慮し、必要最低限とし

て「しるし」の2倍 (2Ck)にした。議論の段階では3倍や4倍の案もあった。

近景デザイン保全区域については、人間の目の画角が 135゚ 程度であるが、 「しるし」を見る時
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はこれがフォーカスするため、角度は広くなくて良いという考えに基づいて、単純に、切りの良

い 45゚ で良いのではないかと判断した程度のことである。「しるし」の眺め以外の眺望景観につ

いても、近景デザイン保全区域にはこの数値をよく使っている。

・視点場の中には、拝観料を必要とする社寺などアクセスビリティが低い場所も指定している。

価値のあるものを維持するためには一定の金がかかるのは普通であり、素晴らしい景銀を見るた

めに、その対価を支払うことも普通である。しかし、いくら素晴らしい眺望景観であっても、旅

館の俵屋（一泊 7万円）などに宿泊する特定少数のためだけに眺望景観保全を行うことはしてい

なし‘。

・賀茂川左岸から「しるし」への標高高さ規制は非常に厳しく、対岸の河川沿いは8,...._, 10mの建

物しか建てられない。眺望景観保全においては視点場から見えるか見えないかが肝心であるので、

微妙な案件に対しては、断面図による検討だけでなく、確認のために視点場に行くことが多い。

・社寺の境内の樹木はあるものとして、樹木によって隠される建物は認める。中高層建築によっ

て隠れる建物は、中高層建築が既存不適格の場合、新景観政策に基づく高さ規制による建て替え

を前提に考え、それでも見えないなら認める。ただし、隠す中高層建築が 1棟の場合は、建て替

わらずに駐車場になるかもしれないので許可しない。

このように、細かい規定をつくりながら手探りで運用しており、現在は公表できるような明確

な基準ができていないが、今後は細かい規定も記したガイドラインを作りたいと考えている。

・保全すべき眺望景観は、眺望対象が優れたものであることは当然であるが、視点場も良好な場

所でなければならない。優れた眺望を享受できる場所であっても、視点場が汚かったり、治安が

悪かったり、誰も近づかない場所である場合は、候補から外した。また、視点場の場所によって

は樹木の枝の剪定などの手入れを行わなければならない。

・眺望景観規制検索WebGISは、GISの第一人者である立命館大学文学部地理学科の矢野先生が、

GISの有用性の研究の一環として京都市と共同開発したものである。バックグラウンドでGISが働くサーバ

ーを立命館大学が持っているから可能となるシステムで、 GoogleMapを基盤にしている。計算ソフトを同

時に動かさなければならないため、特殊な環境がないと動かせないシステムである。

矢野先生とは個人的な友人であるため、口約束で頼んだだけであり、京都市との随意契約は行

っていない。そのため、京都市は費用を支払ってはいないが、維持するだけで毎月 100万程度必

要である。便利なので、非常に利用されている。

．眺望景観創生条例では計画変更命令と違反者に対する懲役刑を規定している。以前、条例違反

者に罰金刑 100万円を科す風致地区条例に対し、 100万円でいいなら支払うという開発業者がい

たことがあるからである。
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．眺望景観創生条例の条例名の「創生」については、意気込みとして名付けただけで深い意味は

ない。都市が生き続ける限り、建物が建て替わり、土地利用が変わり、住まい方が変わっていく

のに、これまで景観を創るとか向上するという名前の景銀施策がなかったので、新しい条例名と

して聞こえが良いと思った。実際は、守っていくべき景観が多すぎて、保全するのが精一杯であ

る。

．眺望景観創生条例をはじめ、新景観政策に基づく高さ規制に対する既存不適格の建物に対して

は、アドバイザー制度をつくつており、建て替えだけでなく修繕も含めて相談に乗っている。建

て替えの場合は、融資の制度や耐震の助成等も行っている。簡単には建て替えができない建物も

あるので、その場合は維持管理をしつかりやってもらい、建物を長寿命化させる。当面はこのよ

うな姿勢で取り組んでいく。

③ 眺望景観保全への市民意見の反映のさせ方について

・保全すべき眺望景観の選定に関しては、市民から意見募集も行ったし、昔の絵図や歌に歌われ

ている景観や、様々なメディアから京都の景観を抽出した。その結果 1000以上あった眺望景観

を、緊急的に保全しなければならない重要な 38つに絞った。

市民の意見募集から、京都タワーも候補にあがった。京都タワーは昭和30年の建設当時は論争

の的になったエ作物であるが、時間の経過とともに、市民にとっては京都らしい景観の一つとな

っている。しかし、現時点では、緊急で京都タワーヘの眺望景観を確保する必要性は全くない。

．眺望景観創生条例についての市民への説明は、特に変わったことをやったわけではなく、決め

られている縦覧期間を設けたり、チラシを配ったり、説明会を行っただけである。ただし、説明

会は 100回以上行った。市民に呼ばれるたび直接説明を行った。その度に市民から怒られたが、

それでも、必要があるのだと言い切った。公募発表しても市民新聞のせても、市民の理解は得ら

れないから、直接説明する他に方法はなかった。

④ 眺望景観保全と景観計画との関連について

．眺望景観創生条例の制定以前は、景観地区と高度地区で高さ規制を行っていた。眺望景銀創生

条例の制定により、景観地区で高さ規制を廃止した場所もある。

・景観地区、美観地区、風致地区における地区指定は、地域の特徴に合わせる基準である。しか

し、眺望景観保全の考えでは、地域の特徴はどうでもいい場合があり、基準の作り方そのものが

異なっている。眺望景観保全区域は様々な地区を串刺しに指定するものであり、その場合、景観

法による標準的な景観計画だけでは無理だった。

当時の景観政策課課長は、国土交通省から出向できている方で、景観法は万能であると考えて

いたから、とにかく景観法を使えという態度で、必要があれば法改正するとまで言ってくれた。

景観計画での眺望景観保全は確かに可能かもしれないが、地区指定の段階では無理であった。急
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いでいて時間がなかったこともあり、自主条例として眺望景観創生条例を制定した。その後、景

観計画との整合性をとるために、改正によって眺望景観保全についての記述を追加した。

⑤ 眺望景観保全を進めた上での具体的成果等について

• 新景観政策運用開始から約 1年しか経過しておらず、町並みが良くなったとか、眺望景観がよ

り良くなったとかいう如実に現れる効果はまだない。

・屋外広告物については、屋上広告物や点滅広告物は市内全面禁止となったので、これは景観政

策運用前後で非常に変化があった。これについては、規制を守っている人が馬鹿をみないように

しなければならないため、取り締まりも以前より厳しくし、巡回して指導している。

⑥ 眺望景観保全を進めた上での具体的困難等について

．眺望景観保全は、視点場とってのみメリットがあり、規制を受けるところは、デメリットしか

ないという一方的な仕組みになっている。そのため、規制を受けるところに住む市民に対する財

産の損失補償の問題等が生じることがある。地区指定による景観施策は、地区全体の景観や環境

が良くなるメリットを、住民が享受できるため、理解されやすいが、眺望景観保全は理解されに

くい。市民の立場で考えれば、どうして特定の社寺のために犠牲にならなければならないのかと

いう気持ちは当然である。

・円通寺からの眺望景観における眺望空間保全区域内の、標高高さ 110.2m規制がかかっている

地域において、 2階建ての個人住宅の建設計画が問題になった。この地域は、山裾で標高が高く

なっているため、 2階建てでも標高高さが規制を超えたのである。 2階建て個人住宅に対し計画

変更命令を出すのは、財産の損失保障に関わるため、審議会を通して問題がなければ、許可する

ことにした。

この事例では、円通寺から 2km離れていて、標高高さ規制を 4.165m超えていた。そのため、

エクセルの複雑な計算によるフォトモンタージュを行い、問題の建物が円通寺からどう見えるか

を検討した。写真を撮った位置の座標と写りこんでいるほかの鉄塔等の座標から、その位置にど

のように見えるのかをほぼ正確に割り出した信頼性のある検討であった。その結果、特例の許可

を出した。理由は、円通寺から 2km離れていて見える大きさが小さいこと、横幅が小さいこと、

円通寺の境内の樹木で隠されることであった。

この事例は、 2階建個人住宅が審議会にかけられた唯一の事例であり、非公開の審議会であっ

た。新景観政策運用後は、審議会にかけられる案件が 10件,...._,20件もあるので、他の重要な案件

もある中で、 2階建ての個人住宅が何度も取り上げるわけにもいかず、条例上は審議会を通すこ

ととしてあるが、運用上は定例的に許可をだし、審議会に事後報告している。現在は視点場の視

点と建物の最高高さを結んだ線の角度が0.25度以下で、横幅が 0.5度以下であれば、審議会を省

き、特例の許可を出している。

このような事例で明らかになった運用上の問題点は、運用前からある程度は想定していたこと

であるが、 2階建てが問題になるとは想定していなかった。
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⑦ 眺望景観保全に関する今後の展開について

．眺望景観創生条例の基準の細かい規定や手続きをより詳しく解説するガイドラインをつくるつ

もりである。

・桂離宮における眺望景観保全は、近景デザイン保全区域により、徹底的に建築物のデザインを

指導しているから、もし桂離宮から建物が見えてしまっても、瓦屋根とか和風の意匠の建物が庭

の樹木の合間に垣間見える程度である。しかし、将来的には眺望保全区域を設け、標高規制が絶

対に必要だと考えている。

現在、桂離宮の西側の都市計画道路は幅員 27mの幹線道路には、第一種低層住居専用地域で容

積率80%、風致地区により建蔽率40%、高度地区により最高高さ 10mという非常に厳しい規制

がかかっている。区画整理を行ったとき、地元住民からも、幹線道路であるので、もう少し規制

内容を緩和してほしいという要望もあった。桂離宮に標高規制を設けると、さらに厳しい規制内

容が課せられることになるので、現段階では地元住民の理解を得ることは難しい。

・遠景デザイン保全区域は、広く指定しすぎている。地形的にどの視点場からも見えないはずの

谷沿い、全ての視点場から 10km以上離れている地域等、視点場から見えるはずのない地域まで、

指定している。現在は、その見直しをしている。

⑧ その他

・三角点が示す標高は誤りだらけで信用できないため、標高高さ規制を行う上で標高の測量が必

要であった。

（岡崎市の場合）

• 岡崎市では、大樹寺から岡崎城への眺望景観を保全しようと考えている。徳川家の祖先にあたる松平家の大樹寺は、家康の

1 7回忌を機に3代将軍家光が 16 4 1年（寛永 18年）建設した。この時、祖父生誕の地を望めるようにと、本堂から 2つ

の門を通して岡崎城が真ん中にくるように計画的に造った。歴代の岡崎城主は天守閣から毎日、大樹寺の方向に向かって拝礼

したと伝えられている歴史的な眺望景観である。

・大樹寺から岡崎城へは3キロの直線で結ぶことができ、これをビスタラインと呼んでいる。岡崎市内でも、最近は高層ビル

やマンションの建設が増えているが、岡崎市の行政指導と地域住民の協力により、今も大樹寺と岡崎城の間には高層建築物は

なく、視界が望めるようになっている。しかし、 大手業者に対しては、脅しもきかず、行政指導のままでは今後の眺望景観保

全は難しいと考えている。

・来年度の景観計画策定を目指しており、眺望景観保全の考え方を取り入れた内容にしたいと考えている。当初は空中権の買

取り等も検討したが、今は、標高高さ規制の考え方を取り入れた条例を作りたいと考えている。

・市民にビスタラインを体感してもらい、ビスタラインの下に住む住民が上空どのくらいに眺望空間があるのかを知ってもらう

ため、平成 21年 1月 31日及び2月 1日の午後 5時30分～午後 9時の間、サーチライトを照射し、夜空に光のビスタラインを

描く実験を、愛知県と岡崎市の共同プロジェクトとして行った。ほんとは毎晩やりたいが、現実的には難しい。

・京都市の円通寺の眺望景観と、状況が似ているため、参考にしたいと考えている。

•他の保全したい眺望景観もあり、視点場の選定なども検討中であるが、まず、この眺望景観をなんとしても保全したいと考え

ている。
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5-5-4 京都市フィールド調査

フィールド調査は平成20年 12月 19、20日に行った。

標高規制を行っている眺望景観に対し、視点場からの保全状況の確認及び、 視点場の状況確認

を行った。

視点場からの眺望景観は一定の保全がなされていた（写真3、12)。また、視点場には鋲が設骰

されているのが確認できた。

Ir' 

写真1 視点場の鋲① 写真2 視点場の鋲①（拡大） 写真3 視点場の鋲①の地点からの眺望

写真4 視点場の鋲② 写真5 視点場の鋲②（拡大） 写真6 視点場の鋲②の地点からの眺望

写真7 違続して望める「しるし」への眺望 写真8 視点場の鋲③ 写真9 視点場の鋲③の地点からの銚望

― -

． 
．． . .. ,,,. 
云． 、

-事~-

写真 10加茂川右庫①（線の視点場） 写真II加茂/ff右庫②（線の視点場） 写真 12円通寺の債景
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5-6 海外の先進的な眺望景観保全制度

1900年代の前半頃から、欧米の国家あるいは都市において、風景は永年の文化的営為によって

形成されてきたものであり、近代国家成立後、これを保全することは国や州の責務であると考え

られるようになってきた。オーストリアやイタリア、 ドイツ、フランス等、多くの国で風景計画

が策定され、保全が図られていたが、その対象は、街路空間や個々の建築物等の都市空間であり、

文化的営為の結果として存在する風景については、計画対象として考えられてこなかった。こう

した動きは 1960年代まで続き、建築線や建築段階、また、モニュメントや歴史地区の保全が制度

化されていった。

これ以降、欧米諸国は次第に都市をとりまく周辺の農地や山並み等を計画の対象として考え始

めた。風景に関する法定計画策定の規定が各国において定められるようになり、同時に風景を見

る視点場からの眺望の保全にも関心が払われるようになってきた。こうして 1970年代以降、都市

計画はより広域に関わる風景の計画の領域に広がっていった。

欧米諸国の景観保全の事例は、日本で一般的となっている景観条例とは異なった視点からの事

例もあることから、日本の景観行政を向上させる可能性があると考えられる。そこで、本節では、

景観保全に関する様々な取り組みの中から、先進的に眺望景観の保全に取り組んでいる、パリ市

とロンドン市の事例について紹介する。
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5-6-1 パリ市

(1)眺望景観保全施策の策定経緯

パリの歴史的記念物や景勝地には、都市構造的に、「見せ場」「見所」「見せ所」が存在している。

パリにおいて眺望景観の保全が注目され始めたのは、その代表的な例である、シャンゼリゼ通り

から廃兵院への眺望景観の背景に、モンパルナス・タワーという高層ビルが姿を現すように建設

されたことがきっかけである。

この高層ビルの建設を阻止するために、現行のフュゾー規制と同形式の立体規制を提案したが、

その規制の規模が大きすぎた点、距離に応じて数値の変化する高度規制は例外的であった点から、

この計画は認められず、高層ビルは建設された。これにより、歴史的記念物と都市空間のアンサ

ンブルの景観保全の要請に対して、従来の制度では対応しきれないことが明らかとなった。

この問題を契機に、ある特別な意味を持った景観を保全する必要性が認識され始め、 1977年の

土地占用計画においてフュゾー規制として制度化されることになった。

(2) フュゾー規制による眺望景観保全

フュゾー規制は、ある歴史的記念物に対す

るある眺望点からの景観が保護の対象とな

り、その後景にこの景観を阻害する建造物が

出現するのを阻止するためのものであり、

1977年の創設から現在までその規制区域の

変更はほとんどなく、合計 48設定されてお

り、ほぼ全市上空を覆っている（図 5-6-1-2)。

フュゾー規制の基本的な考え方としては、

ある特定のモニュメントの前で、最もいい景

観が得られる視点場を任意に設定し、視点か

ら建造物の軒線の両端を結んだ2直線が形

成する平面と、その地表面への投影が形成す

る立体、すなわち透視体内に建造物のボリュ

ームがおさまっていることである（図

5-6-1-1)。

フュゾー規制が有効なのは、以下に示す3

つの場合である。

①様々な眺望地からのパースペクティブの

保存

② 1点あるいは線形移動が可能な眺望点か

らの、パノラマ的景観の保存

③歴史的記念物の後背地に、眺望を乱す建造

物が建たないようにし、その価値を保つこと

図5-6-1-1 フュゾー規制の基本的な考え方

（出典：西村幸夫十町並み研究会都市の風景計画 2000)

パースペクティブ

亨 -J,,---尋――・・--
疇這誓一讐照繰
パノラマ

鳩

羞~~竺綿

｀ 
切通し

1つあるいは複数の眺望点か
ら、歴史的記念物や景勝地を眺
望した際に、その景観を阻害す
る建造物が侵入するのを阻止す
るタイプのフュゾーである

歴史的市街地や、歴史的記念物
のアンサンブルの一部あるいは
すべてを見晴らせる、ある特別
な点に眺望点が設定され、基本
的に、それと参照建造物群のあ
いだの前景を保護するための
フュゾーである

衝路とその両欄の町並みの
「谷」の焦点、場合によって
は、さらにその前景に町並みを
みつつ、垣間みえる歴史的記念
物や景謄地の「一部」を、 1つ
または複数の眺望点から眺望す
る景観の保護を目的としたフュ
ゾーである

図5-6-2フュゾー規制の3つのタイプ
（西村幸夫十町並み研究会 「都市の風景計画」を元に作成）
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パリ市では、これらの属性とその景観の特殊性から、①パースペクティプ、②パノラマ、③切

通しの3タイプのフュゾーを運用している。それぞれのタイプについては、表 4-3-1-1に示すと

おりである。フュゾー規制の規制範囲が広範囲にわたることから、独立して土地占用計画の構成

苔類をなしている「高度プラン及びパリの景勝地の一体的保護のためのフュゾー規制プラン」は

4つの書類により構成されている。それは、①パリの景勝地の一体的保護ーフュゾーの幾何的考察

手法、②高度プラン、③景勝地の一体的保護のためのフュゾー規制プラン、④景勝地の一体的保

護のためのフュゾー規制プラン一最も厳格な適用範囲の4害類である。

①は、フュゾー規制の幾何的設定手法についてのレポートであり、②③④はいずれも縮尺が

1 :10000の図面で、全市域を覆っている。

②は、パリ市独自の建築外枠規制による絶対高度、及びこの規制を受けない地区がプロットさ

れており、また、フュゾー規制と高度規制が重複した場合は、森度規制よりも厳格なフュゾー規

制の範囲のみを強調して表現している。

③は、すべてのフュゾー規制と、この規制を受けない地区をプロットした図面であり、④は、

複数のフュゾーが重複した場合の、最も厳格な規制と、これらの規制を受けない地区をプロット

した図面である。

以上に示したように、パリ市のフュゾー規制は、全般的で厳格な裔度規制と連動しており、そ

（出輿：西村幸夫十町並み研究会市の凰景計画 2000)
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5-6-2 ロンドン市

(1)眺望景観保全施策の策定経緯

ロンドンの眺望景観の保全は、全般的な環境問題への関心の高まりを背景として取り組まれて

きている。現在、イギリスでは、既存の様々な規制制度の運用範囲を可能な限り活用 ・拡大し、

または、新しい規制手法を導入することによって、 3次元に都市空間をデザインする方向へと都

市計画の考えが変わってきており、ロンドンにおいては、 3次元的な都市デザイン手法として眺

望景銀の保全に関する制度が制定された。

(2)戦略的眺望の保全について

ロンドンでは、 1992年から、セント・ポール大聖堂または国会議事堂に対する戦略的眺望の保

全が始められた。指定は中央政府である環境・交通 ・地方省が地域計画ガイダンス及び指令を用

いて行い、ロンドンには、現在、図 5-6-2-1に示すように、 10通りの戦略的眺望が指定されてい

る。中央政府からの指示を受けた地方政府は、それぞれの都市計画に眺望保全措置を反映させる

ことになる。

鵬重卓

1 プリムローズ・ヒル
2、プリムローズ・ヒル
3 パーラメント ・ヒル

I パーラメント・ヒル

S ケンウッド

6. アレクサンドラ・バレス

7. グリニッジ・パーク

8 リッチモンド ・バーク

9. ウエストミンスター ・ビア

10. プラックヒース・ポイント

鱗重~-

・ セント ・ポール大劉堂

→ 国会●事堂

ー・ セント ・ポール大蜜鵞

• • 国会●事霊
・ セント・ポール大聖常

・ セント ・ポール大彎堂

→ セント・ポール);.I!堂

・ セント・ポール大聖霊

・ セント ・ポール大聖堂

會 セント ・ポール大蜜窒

匹\~臣こ生:_:区j-

丘

、

の

f

ぶ
-
T
 
:
 

一
トm
 

提
ー
漏

a

（ヽ 

グリニッジ

・パーク
1 

._,,,, 
プロックウェル・パーク

D 

図5-6-2-1指定された10ヶ所の戦略的眺望
（出典 ：西村幸夫十町並み研究会 都市の風景計画 2000) 

眺望点は緯度 ・経度を用いて厳密に定められているが、 1ヶ所を除いた全ての眺望点が、比較

的標高のある場所であり、すべて公園などの公共空間とされている。

眺望景銀の保全は眺望点と対象との間の建物の高さ規制によって行われており、具体的には、

各眺望に対して以下の 3つの区域を設定し、それぞれの区域で異なる高さ規制が行われている。

①ビューイング ・コリドー

この区域は、眺望点と幅 300mで設定した対象物を結ぶ区域であり、眺望点の標高と対象物の

標高を通る楔形平面が高さ制限平面となる。高さ制限平面を超える建物については原則建築禁止
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となり、既存不適格建築物については、建て替え時に適用される。また嵩さ規制は、既存不適格

建築物の影になっている場所の開発にも、厳密に適用されることになっている。

②広角眺望協議区域

この区域は、各眺望点の両側に眺望限界点を設定し、それらと対象物の左右両端をそれぞれ結

んだ内側の区域をいう。広角眺望協議区域の目的は、ビルの谷間にかすかに対象物が顔をのぞか

せるのではなく、 一定の広がりをもって対象物を望むことができるようにするためであり、この

区域内の開発に対する厳密な高さ規制はないが、眺望に影響を与えると思われる開発は一般的に

不許可とされる。

③背景協議区域

この区域は、眺望点から見て、対象物の背後に指定される区域であり、奥行きの距離は眺望に

よって異なり、 2.5-4 kmで設定されている。背景協議区域は、ランドマークの後ろに眺望を阻

害するような建築物が建設されることを避け、ランドマークそのもののスカイラインを維持する

ための区域であり、この区域でも厳密な高さ制限はないが、高さの閾値を超える開発に関しては、

ランドマークの眺望を阻害しないように協議による誘導が行われる。

ビスタ景銀の保全を行っている。
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5-7 小活

景観法に基づく景観行政団体である自治体で、眺望景観保全に対する具体的な施策を行ってい

る自治体である倉敷市、金沢市、松本市、京都市が取り組んでいる先進的な眺望景観保全制度を

明らかにし、整理することができた。

また、現地調査を通して、眺望景観保全手法の詳細や眺望景観保全の最新動向を把握すること

ができた。

各自治体の眺望景観保全制度の概要を表5・7に示す。
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表5-7 各先進事例の眺望景観保全制度の概要

倉敷市 松本市 會沢市 京纏市

麒
望
呈
霞
保
全
制
度

〇倉•羹・嶋区●辺●望●金嶋区

倉飲市景観ltiiにおいて、 r伝統的建造
物謬僕存地区青景保全条例Jにおける誂望

量観への考え方を鞭承した「誂望保全地区J
を指定している。

倉鮫)II畔費観地区Ill辺を鑢望保全嶋区に
指定し、区嶋内の斬たな建更物纂の建設行

為に対して．景観に躙和した質の高いデザ

インを紐導している。また、損点場からの

銚望斜輪による裏さ鯛llllを設Itている。
5

.

i

t

)

、^．i"ぃ
K
唸
―
g
r

0訟本と●辺の●霞嶋冒

松本減の冑景及び械郭から山岳への誂望

景観を保全するため．松本颯と層辺を15
m、16m、18m、20mの●虞逮区に指定し
ている。

行政指職の範囲で行ってきた、山々を仰

ぎ見る＂角による裏さ規割とその方位角層

辺の最富嘉さ矯鯛が基になっており、法的

強制力の必畳性から裏度地区による規綱に

移行した。

〇會沢市量・彙鋼

璽璽な鑢望景観を慄全誂望点として設定

し、鵬望景観保全区箪及び誂望景観保全墓

準を設定している

複散の膿望点及び誂望景観慄全区蟻が設

定されており．場所によって望ましい逹纂

物の高さが異なるため、区蟻内の新たな建

奎物鴫の違設行為に対して、富さ創隈では

なく。景観自己診断と事前協緬の義務づけ

を行っている。

〇車●市鴫讐量．．生彙鋼

銚望景鰻を保全、劇出するため蘊築物毒

の建簗事を制111lする地箪を、鑢望景観保全

地に指定している。鵬望景観保全地箪1よ、

その＂隅の内容に応じて、麒望空間俸全区

箪｀近景デザイン長全区箪、道景デザイン

餓全区箪が設定されている

誂望空間保全区軍では、欄嘉による絶対

菖さ規創が行われ、五山の送り火の「しる

しJへの誠望及び円逼寺の僅景においての

み区箪指定されている．

ぃ
．
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第6章伊勢市における眺望景観保全手法の検討

6-1 対象地区の選定

6-2 視点場候補の抽出

6-3 視対象候補の抽出

6-4 現地調査による眺望景観の抽出

6-5 保全すべき眺望景観の選定

6-6 眺望景観保全手法の検討
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第6章 伊勢市における眺望景観保全手法の検討

6-1 対象地区の選定

第3章より伊勢市景銀計画（案）において眺望兼銀の保全を図る区域であると定められ

ているのは重点地区である。内宮おはらい町地区（重点地区）と二見茶屋地区（重点地区）

はともに歴史的町並みを有している地区であるため、保全すべき眺望景観は重点地区内の

建築物群と周辺の自然が一体となって形成される眺望景銀であると考えられる。第4章よ

り建築物等の細部の意匠が認知される視距離として 500mが定説となっているため、重点地

区の周辺500mまでを対象地区として選定する。

よって対象地区は、「内宮おはらい町地区及び周辺地区」と「二見茶屋地区及び周辺地区」

とする。

「内宮おはらい町地区及び周辺地区」を図 6-1-1に示す。

図6-1-1内宮おはらい町地区及び周辺地区（国土情報ウェブマッピングシステムを基に作成）

・. iJ(k. 学大学I浣 L•'?liJf 究科
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「二見茶屋地区及び周辺地区」を函 6-1-2に示す。

図6-1-2二見茶屋地区及び周辺地区（国土情轍ウェブマッビングシステムを基に作成）
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6-2 視点場候補の抽出

第5章より視点場は公共の場を基本とする。よって対象地区における公共施設（道路、

橋梁、公園、河川敷等）を抽出する。抽出された公共施設のうち、伊勢市景観計画（案）

に基づく景観重要公共施設と、国指定名勝及ぴ伊勢志摩自然公園に含まれる公共施設に絞

り込む。

(1)内宮おはらい町地区及び周辺地区

景銀重要道路として御幸道路、御木本道路、内宮おはらい町通り、景銀重要河川として

五十鈴川、伊勢志摩自然公園内の道路が抽出された。

抽出された視点場候補を固6-2-1に示す。
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図6-2-1 内宮おはらい町及び周辺地区における視点場候補
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(2)二見茶屋地区及び周辺地区

景銀重要道路として国道42号、夫婦岩表参道、国指定名勝内の道路及び海岸、伊勢志摩自

然公園内の道路が抽出された。

抽出された視点場候補を図6-2-2に示す。
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図6-2-2二見茶屋地区及び周辺地区における視点場候補
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6-3 視対象候補の抽出

各重点地区内の伝統的意匠をもつ建築物を抽出する。また、対象地区における国指定名

勝及び伊勢志摩国立公園に指定されている自然（山岳、海等）と、景観重要公共施設に指

定予定の河川を抽出する。

(1)内宮おはらい町地区及び周辺地区

内宮おはらい町地区の伝統的意匠をもつ建築物、景観重要河川として五十鈴川、伊勢志

摩国立公園（神宮宮域林を含む）が抽出された。

抽出された視対象候補を図6-3-1に示す。
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図6-3-1 内宮おはらい町地区及び周辺地区における視対象候補
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(2)二見茶屋地区及び周辺地区

二見茶屋地区の伝統的意匠をもつ建築物、国指定名勝、伊勢志摩国立公園（音無山）が

抽出された。

抽出された視対象候補を圏6-3-2に示す。
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図6-3-2二見茶屋地区における視対象候補
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現地調査による眺望景観の抽出

6-2及ぴ6-3で抽出された視点場と視対象を重ね合わせ、これに基づいて現地調査を行い、

眺望景銀を抽出した。

6-4 

(1)内宮おはらい町地区及び周辺地区

内宮おはらい町地区及び周辺地区において、抽出された視点場と視対象の重ね合わせを

これに基づいて現地調査を行い、眺望景銀を抽出した（固6-4-2)。図6-4-1に示す。
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図6-4-1内宮おはらい町地区及び周辺地区における視点場候補と視対象候補の重ね合わせ
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144 
•• •R Jく学大学院 1: 学研究科



(2)二見茶屋地区及び周辺地区

二見茶屋地区及び周辺地区において、抽出された視点場と視対象の重ね合わせを図6-4-3

に示す。これに基づいて現地調査を行い、眺望景銀を抽出した（図6-4-4)。

ヽヽ ヽ． ヽヽ
------- --- -- ------. -- -・-. ---. -------------------・. --

ーー

● ｀ ヽ゚｀ ヽヽ｀ ヽ

． ． ． ． .,＇ 

． 
＇ 

｀ ` 
． ， ． 

｀ 
ヽ

｀ 
ヽ
ヽー． 

• ． ． ． ．． 

./ . --
-.. -. --.. -------

． ． ． ． ・ ． . ・ 

．．
 

図6-4-3二見茶屋地区及び周辺地区における視点場候補と視対象候補の重ね合わせ
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図6-4-3二見茶屋地区及び周辺地区における抽出された眺望景観
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6-5 保全すべき眺望景観の選定

6-4で抽出した眺望景銀のうち、主な視対象が歴史的建築物だけである場合は、伊勢市景

観計画（案）に基づく景銀形成基準により保全されるため保全対象外とした。また、主な

視対象が自然景観だけである場合も、名勝や自然公園（特別地域）等により保全されるた

め対象外とした。

(1)内宮おはらい町地区及び周辺地区

新橋から五十鈴川と川沿いの歴史的町並みを前景として神宮宮域林を見通したり山並み

を背景として内宮おはらい町の市街地を見たりする眺望景銀と、護岸整備された五十鈴川

右岸から対岸の市街地の向こうに山並みを仰ぎ見る眺望景観を選定した（図 6-5-1)。前者

は2方向への保全すべき眺望景銀を有している点的な視点場であり、後者は線的に連続す

る視点場である。

裏りぽから這宮宮｀は及Cl.I、立みへの跳哭累U 五+~噸I左牛か ら山荘みへの肌望員観

｀ ．
 

． " . ,, ~ 

図6-5-1 内宮おはらい町地区及び周辺地区における保全すべき眺望景観
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(2)二見茶屋地区及び周辺地区

夫婦岩表参道から歴史的町並みを前景として音無山を見通す眺望景銀と、音無山の遊歩

道から二見茶屋地区の市街地と名勝二見浦を俯敵する眺望景観を選定した（図 6-5-2)。前

者は参道が線的に連続する視点場であり、後者は点的な視点場が2箇所ある。

音雛山から名捨二見浦への跳望景観

図6-5-2二見茶屋地区及び周辺地区における保全すべき眺望景観

=. ,n大学大学院 I: 学研究科
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6-6 眺望景観保全手法の検討

6-5で選定された保全すべき 4つの眺望景観に対し、その保全手法の検討を行う。

(1)内宮おはらい町地区及び周辺地区

新橋からの眺望兼観は、視点場が点的なシーン景鍛（立ち止まって見る眺望景観）であるため、

視線の向きに個人差が出ると考えられ、注視野 120゚ を用いて眺望近兼保全を行うこととする。

五十鈴川右岸からの眺望景観も、視点場は線的に連続するがシーン景観であるため、視線の

向きに個人差が出ると考えられ、注視野120゚ を用いて眺望近景保全を行うこととする。

内宮おはらい町地区及び周辺地区における各眺望景銀の眺望ライン、眺望空間の考え方及ぴ

近景域の考え方を固6-6-1に示す。

晨5ほから祖百宮域は及び山芍みへの腿2景観 五十怜川右件から山荘みへの眺2景観

珈
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対象への見込み角
水平視角 ．静視野60"
垂直視角 ・ 焦点の上濤と視点-~ I 5m; がなす角度

対象への見込み角
水マ視角静視野60遭
垂直視角 焦点の上端と携4"(I5rn; がなす角度

鼻
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＇ 
近景遍
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図6-6-1 内宮おはらい町地区及び周辺地区における眺望景観保全手法の検討
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(2)二見茶屋地区及び周辺地区

夫婦岩表参道からの眺望景銀は、視点場が線的に連続しているシークエンス景銀（歩きながら

見る眺望景観）であるため、視線の向きが自ずと定まると考えられ、静視野60゚ を用いて眺望近景

保全を行うこととする。

音無山からの眺望景銀は、視点場が点的なシーン兼観（立ち止まって見る眺望景銀）であるた

め、視線の向きに個人差が出ると考えられ、注視野120゚ を用いて眺望近景保全を行うこととする。

二見茶屋地区及ぴ周辺地区における各眺望景銀の眺望ライン、眺望空間の考え方及び近景

域の考え方を固6-6-2に示す。

丈婦岩希参迫から古黒山への跳2景1l 百黒山から名鴨二見；膚への眺望景観

対象への見込み角
水平視角：道路の両謂と視点湯を結ぶ角艮
垂直視負・ 焦点の上靖と視点 1 5n,)がなす角度

対象への見込み角

水干携角．視対象の両靖と視点場を結ぶ角復
垂直桟角 焦点の上嬬と視点 しI5m; がなす角度

ャ

近棗域
〇静視野60'
（シークエンス最観のため）1 

0500m以内
（繍的に遷紐する；

近景域
〇注視野120'
0500m以内
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図6-6-2二見茶屋地区及び周辺地区における眺望景観保全手法の検討
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6-7 小活

「内宮おはらい町地区及び周辺地区」と「二見茶屋地区及び周辺地区」において、大き

く4つの保全すべき眺望景銀を選定し、その保全手法について検討することができた。

選定した眺望景観は以下の通りである。

(1)内宮おはらい町地区及び周辺地区

•新橋からの眺望景観

五十鈴川と川沿いの歴史的町並みを前景として神宮宮域林を見通したり山並みを背景と

して内宮おはらい町の市街地を見たりする。

•五十鈴川右岸からの眺望景観

五十鈴川の水辺を前景として内宮おはらい町地区の歴史的町並みの向こうに山並みを仰ぎ

見る

(2)二見茶屋地区及び周辺地区

・夫婦岩表参道からの眺望景観

二見茶屋地区の歴史的町並みを前景として音無山を見通す。

• 音無山からの眺望景観

二見茶屋地区の市街地と名勝二見浦を俯廠する。
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第7章伊勢市における景観計画と連携した眺望景観保全制度の提案

7-1 眺望景観保全区域（案）の指定

7-1-1 内宮おはらい町地区（重点地区）及び周辺地区

7-1-2 二見茶屋地区（重点地区）及び周辺地区

7-2 眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）との整合性

7-2-1 内宮おはらい町地区（重点地区）及び周辺地区

7-2-2 二見茶屋地区（重点地区）及び周辺地区

7-3 伊勢市眺望景観保全制度（案）の特徴

7-4 伊勢市眺望景観保全制度（案）の運用に向けて

7-5 総括
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第7章伊勢市における景観と違携した眺望景観保全制度の提案

7-1 眺望景観保全区域（案）の指定

眺望景観保全区域（案）として、眺望保全ラインによる建築物の高さ規制を行う眺望空

間保全区域と、建築物の形態、色彩等を指導する眺望近景保全区域（案）の 2種類を指定

する。

7-1-1 内宮おはらい町地区（重点地区）及び周辺地区

6-5で選定した内宮おはらい町地区における保全すべき眺望景観に対して、 6-6で検討し

た手法により、眺望景銀保全区域（案）を指定する。

(1)新橋から神宮宮域林及び山岳への眺望景観

眺望保全ラインは、視点場から橋梁軸西側及び河川軸南側への眺望の焦点となっている

建築物の上端と視点を結んだ直線により示すことができる。

眺望空間保全区域は、視点場から橋梁軸西側及び河川軸南側への水平視角 60゚ により指

定することができる。

2方向へのシーン景観を享受する視点場であるため、眺望近景保全区域は、視点場から

橋梁軸西側及び河川軸南側への水平視覚 120゚ の範囲500mに指定することができる。

以上より、新橋眺望景観保全区域（案）を指定する（図 7-1-1-1)。

①眺望近景保全区域

中橋から享受できる、水辺と内宮おはらい町地区の歴史的建築物と自然（神宮宮域林を

含む）が一体となった五十鈴川上流側を見通す良好な眺望景観と、内宮おはらい町地区の

歴史的建築物と背景の山並みが一体となった良好な眺望景観を保全するため、視点場から

視認される建築物等は、視点場からの眺望景観に配慮した形態意匠・色彩にしなければな

らない。

②眺望空間保全区域

中橋から享受できる、水辺と内宮おはらい町地区の歴史的建築物と自然（神宮宮域林を

含む）が一体となった五十鈴川上流側を見通す良好な眺望景観と、内宮おはらい町地区の

歴史的建築物と背景の山並みが一体となった良好な眺望景観を保全するため、視点場から

視認される建築物等は原則として、指定する眺望ラインを越えてはならない。
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図7-1-1-1 新橋眺望保全区域（案）



(2)五十鈴川右岸から山岳への眺望景観

眺望保全ラインは、眺望の焦点となる五十鈴川右岸側の河川沿いの建築物の上端と、視

点を結んだ直線により示すことができる。

眺望空間保全区域は、視点場から河川軸に垂直に水平視角 60゚ を線的に連続させて、指

定することができる。

シーン景観を享受する点が線的に連続している視点場であるため、眺望近景保全区域は、

視点場から河川軸に垂直に水平視角 120゚ の範囲500mを線的に連続させて、指定すること

ができる。

以上より、五十鈴川右岸眺望景観保全区域（案）を指定する（図 7-1-1-2)。

①眺望近景保全区域

五十鈴川右岸から享受できる、水辺と内宮おはらい町地区の歴史的建築物群と背景の山

並みが一体となった良好な眺望景観を保全するため、視点場から視認される建築物等は、

視点場からの眺望景観に配慮した形態意匠・色彩にしなければならない。

②眺望空間保全区域

五十鈴川右岸から享受できる、水辺と内宮おはらい町地区の歴史的建築物群と背景の山

並みが一体となった良好な眺望景銀を保全するため、視点場から視認される建築物等は原

則として、指定する山並みへの眺望ラインを越えてはならない。
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五十鈴川右岸眺望保全区域（案）



7-1-2 二見茶屋地区（重点地区）及び周辺地区

6-5で選定した二見茶屋地区における保全すべき眺望景銀に対して、 6-6で検討した手法

により、眺望景観保全区域（案）を指定する。

(1)夫婦岩表参道から音無山への眺望景観

眺望保全ラインは、音無山に対する眺望景観の垂直視角（仰角）が最小となる直線のた

め、眺望の焦点となっている建築物の上端と視点の最西端を結んだ直線により示すことが

できる。

眺望空間保全区域は、音無山に対する水平視角が最大をなす直線で挟まれる区域のため、

道路の両端の2点と視点場の最東端を結んだ直線により指定することができる。

シークエンス景観を享受する点が線的に連続している視点場であるため、眺望近景保全

区域は、視点場から道路軸に沿った水平視角 60゚ の範囲 500mを線的に連続させて、区域

指定する。

以上より、夫婦岩表参道眺望景銀保全区域（案）を指定する（図 7-1-2-1)。

①眺望近景保全区域

夫婦岩表参道から享受できる、アイストップとなる音無山の山並みと二見茶屋地区の歴

史的建築物が一体となった良好な眺望景観を保全するため、視点場から視認される建築物

等は、視点場からの眺望景銀に配慮した形態意匠・色彩にしなければならない。

②眺望空間保全区域

夫婦岩表参道から享受できる、アイストップとなる音無山の山並みと二見茶屋地区の歴

史的建築物が一体となった良好な眺望景観を保全するため、視点場から視認される建築物

等は原則として、指定する音無山への眺望ラインを越えてはならない。
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図7-1-2-1 夫婦岩表参道眺望景観保全区域（案）



(2)音無山から名勝二見浦への眺望景観

眺望保全ラインは、成長した松が約 10m,..,__,15mであることから、松を 10mと想定して視

点場と結んだ直線により示すことができる。音無山の2つの視点場から同様の手法で眺望

空間保全区域を指定し、重複する地域では低い方の眺望ラインを有効とする。

眺望空間保全区域は、二見浦の海岸林に対し、最西端と最東端の松の2点と視点場を結

んだ直線により指定することができる。

シーン景観を享受する視点場であるため、眺望近景保全区域は、視点場から海岸林に対

する水平視角 120゚ の範囲500mに区域指定する。

以上より、音無山眺望景銀保全区域（案）を指定する（図 7-1-2-2)。

①眺望近景保全区域

音無山の遊歩道及び広場から享受できる、名勝二見浦と市街地が一体となった良好な眺

望景観を保全するため、視点場から視認される建築物等は、視点場からの眺望景観に配慮

した形態意匠・色彩にしなければならない。

②眺望空間保全区域

音無山の遊歩道及び広場から享受できる、名勝二見浦と市街地が一体となった良好な眺

望景観を保全するため、視点場から視認される建築物等は原則として、海岸林（松林）へ

の眺望ラインを越えてはならない。
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図7-1-2-2 音無山眺望景観保全区域（案）



7-2眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）との整合性

7-1で指定した4つの眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）に基づく地区指定

等を重ね合わせ、整合性を検討する。

7-2-1 内宮おはらい町地区（重点地区）及び周辺地区

7-1-1で指定した内宮おはらい町地区における眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画

（案）を重ね合わせ、整合性を検討する。

(1)新橋眺望景観保全区域（案）

新橋眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）を重ね合わせ、整合性を検討する。

宇治おはらい町地区の景観形成基準により、重点地区内においては、新橋からの眺望に

資する以下の効果があると考えられる。

・10m以下かつ3階以下の高さ規制により、著しく眺望を阻害する建築物は建設されず、

既存不適格建築物は、建て替え時に 12m以下となる。

• 河川に面して塀等を設ける場合は、板塀か生垣となるため、歴史的建築物との調和が図

られる。

新橋眺望保全区域（案）の景観整備基準により、指定区域内においては新橋からの眺望

に資する以下の効果があると考えられる。

・重点地区重複地域においては、景観形成基準による高さ規制に加え、視点場からの眺望

の確認がなされるため、五十鈴川上流への見通しや歴史的建築物群の背景を意識した強

固な保全が可能となる。

・重点地区外の眺望景観保全区域（案）内においては、新たな高さ規制及び、色彩等の規

制が加わり、五十鈴川上流への見通しや歴史的建築物群の背景が保全される。

重ね合わせと保全イメージを図 7-2-1-1に示す。
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伊勢市景観計画（案）による景観保全
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図7-2-1-2 宇治おはらい町地区における宇治橋眺望保全区域 （案）の整合性



(2)五十鈴川右岸眺望景観保全区域（案）

五十鈴川右岸眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）を重ね合わせ、整合性を

検討する。

宇治おはらい町地区の景観形成基準により、重点地区内においては、五十鈴川右岸から

の眺望に資する以下の効果があると考えられる。

・10m以下かつ3階以下の高さ規制により、著しく眺望を阻害する建築物は建設されず、

既存不適格建築物は、建て替え時に 12m以下となる。

•河川に面して塀等を設ける場合は、板塀か生垣となるため、歴史的建築物との調和が図

られる。

五十鈴川右岸眺望保全区域（案）の景観整備基準により、指定区域内においては五十鈴

川右岸からの眺望に資する以下の効果があると考えられる。

・重点地区重複地域においては、景観形成基準による高さ規制に加え、視点場からの眺望

の確認がなされるため、歴史的建築物群の背景を意識した強固な保全が可能となる。

・重点地区外の眺望景観保全区域（案）内においては、新たな高さ規制及び、色彩等の規

制が加わり、歴史的建築物群の背景が保全される。

重ね合わせと保全イメージを図 7-2-1-2に示す。
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えられる．

・IOm以下かつ3●以下の●さ攣鯛により、薯しく鴫菫を11書する●●物は霞設されず、既存不遍格●纂物は。璽て讐え鴫に12

m以下となる．

•河川に直して·壽を鮫ける場合は、 飯曝か生壇となるため、 置史的璽隻輸との●和が111 られる．

--. .. ,.,,1 

ゞ•
．． 

?; 

e 』⑤

-~l ヽ・ 4 'I.;. 

ヽ ヽ
， 

に

..... 'f 

眺望景観保全鯛度（案）による景観保全

五十饒Ill右岸鵬ll保全区嶋（霊）の景●●●基攀により、指定区嶋内においては五十饒川右岸からの鑢菫1こ賣する以下の効景

があると壽えられる．

・重点亀区重櫨地攣においては．量●融虞基攀による●さ嬢鯛に加え、複点湯からの●望の纏露がなされるため、11.史的●璽輸

欝の青量を●●した彊國な長全が可麓となる．

• 重点絶区外の鴫菫量●憚金区鱗（稟）内においては、斬たな●さ鰻鯖及び、色膨事の耀鯛が加わり．置史的●●物欝の冑量が

偉全される．
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図7-2-1-2 五十鈴川右岸眺望保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）の整合性



7-2-2 二見茶屋地区（重点地区）及び周辺地区

7-1-2で指定した二見茶屋地区における眺望景銀保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）

を重ね合わせ、整合性を検討する。

(1)夫婦岩表参道眺望景観保全区域（案）

夫婦岩表参道眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）を重ね合わせ、整合性を

検討する。

二見茶屋地区の景観形成基準により、重点地区内においては、夫婦岩表参道からの眺望

に資する以下の効果があると考えられる。

・12m以下かつ3階以下の高さ規制により、既存不適格建築物は、建て替え時に 12m以下

となる。

・道路に面する建具が、茶系を基本とした落ち着いた色彩となる。

・壁面位置や塀等により、参道の連続性が保全される。

夫婦岩表参道眺望保全区域（案）の景観整備基準により、指定区域内においては夫婦岩

表参道からの眺望に資する以下の効果があると考えられる。

・重点地区重複地域においては、景観形成基準による高さ規制に加え、視点場からの眺望

の確認がなされるため、音無山への見通しを意識した強固な保全が可能となる。

・重点地区外の眺望景観保全区域（案）内においては、新たな高さ規制及び、色彩等の規

制が加わり、音無山への眺望が保全される。

重ね合わせと保全イメージを図 7-2-2-1に示す。
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伊勢市景観計画（案）による景観保全

二見荼●地区の量●融虞基準によリ、量点亀区内においては、夫蝿過表参遍からの編菫に資する以

下の効皇があると零えられる．

• 12m以下かつ311以下の蔦さ蟻鯛により、既苓不遍櫓纏璽物は、●て讐え鴨に12m以下となる．
・遍嘉に●する鑢鼻が、婁轟を基＊とした驀ち着いた色膨となli.
●●●泣霞や馨事により、●遍の遍鶴性が曇金される”

眺望景観保全制度（案）による景鰻保全

夫蝙選糎•遍攣菫懺全区鴫 ｛素） の●●璽●基皐I::ょヽI.帽霞区皐内において1文夫蝙濤睾参遭から

の載菫（こ賣する以下の効景があると＊えられる．

・重贔鑢区重櫨絶鑢においては、量鑽鵞賦基軍による寓さ績劃に加え、攘点嶋からの鴫重の菫謬がな

されるため、書編山への見遍しを量●した葦●な貴全が貫艦となる．

•重虚地区外の鴫菫●●鼻全区鑢 （震）内において Ii. 斬たな寓さ耀鯛及び．色霧響の頬鯛が加わり、

青糠山への鴫鑓が楓金される．
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図7-2-2-1 夫婦岩表参道眺望保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）の整合性



(2)音無山眺望景観保全区域（案）

音無山眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）を重ね合わせ、整合性を検討す

る。

二見茶屋地区の景観形成基準により、重点地区内においては、音無山からの眺望に資す

る以下の効果があると考えられる。

・12m以下かつ3階以下の高さ規制により、既存不適格建築物は、建て替え時に 12m以下

となる。

・屋根庇の色彩が灰色系になり、歴史的な建築物との調和が図られる。

音無山眺望保全区域（案）の景観整備基準により、指定区域内においては音無山からの

眺望に資する以下の効果があると考えられる。

・重点地区重複地域においては、景観形成基準による高さ規制に加え、視点場からの眺望

の確認がなされるため、海岸林（松林）の視覚的連続性を意識した強固な保全が可能と

なる。

・重点地区外の眺望景観保全区域（案）内においては、新たな高さ規制及び、色彩等の規

制が加わり、名勝二見浦への眺望が保全される。

重ね合わせと保全イメージを図 7-2-2-2に示す。
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伊勢市景観計画（案）による景観保全

二見荼●亀区の量蠣懸虞基畢により、重点亀区内においては書●山からの鴫重に賣する以下の効

景があると倉えられる．
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眺望景観保全制度（案）による景観保全

詈鱒山鴫菫畏全区鑢（軍）の量●●●基皐により、憎定区嶋内においては奮●山からの鴫菫に賣す

る以下の効暴があると膏えられる．

•重貞地区重櫨連鑢においては亀景霞形咸墓皐による冨さ頬鯛に加え、視点湯からの鴫望の確鱈がな

されるため｀濤摩林（松林）の視覚的遍織性を●●した彊國な懺全が可艶となる．

・重点地区外の鴫菫量●景全区蠣 （軍）内においては、輌たな●さ綱鯛及び、色膨事の綱鯛が加わり、
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図7-2-2-2 音無山眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）の整合性



7-3 伊勢市眺望景観保全制度（案）の特徴

伊勢市において、これまで行われてきた景観形成の取り組みが 2次元的なゾーニングに

よる地区指定施策であるのに対し、伊勢市眺望景観保全制度（案）は、 3次元的な眺望保

全ラインの検討に基づく地区指定施策であり、歴史的景観と自然景観、文化景銀等を一体

的に捉えて保全を行う点が特徴的である。また、ゾーニングによる地区指定施策が標高を

考慮していないのに対し、眺望景観保全ラインは標高による絶対高さ規制である。

特定の眺望景観を提示し、それを根拠に規制を行うことで、具体的な将来像を描きやす

いことも特徴的である。

ただし、ゾーニングによる地区指定施策では、景観や環境の向上によるメリットを規制

区域内の住民が享受できるのに対し、一般的に眺望景観保全制度では、規制区域内の住民

が必ずしもメリットを享受できるとは限らないことを留意しておく必要がある。

三頂大学大学院 工学研究科
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7-4 伊勢市眺望景観保全制度（案）の運用に向けて

(1)視点場の確定

伊勢市眺望景観保全制度（案）は、視点場に基づいて区域指定及ぴ建築物の最高高さ、

形態、色彩等の規制を行うため、視点場を確定する必要がある。そのため、現地に鋲を設

骰し、定期的な管理を行うことが望ましい。

(2)高さ規制値の確定

眺望保全ラインによる高さ規制は、標高による絶対高さ規制であり、高さ規制値の確定

のためには、視点場及び眺望景観保全区域（案）内の正確な測量が必要である。

(3)眺望景観保全協議会の設置

伊勢市眺望景銀保全制度（案）は、伊勢市においてこれまで取り組みの行われていない

新しい制度であることや、眺望景観保全区域（案）は同一区域内であっても場所により規

制内容が異なることから、運用上の混乱や財産権の損失補償の問題等の回避のため、住民

と行政、専門家による三位一体の協議会を設置することが望ましい。

建築等行為の兼観法に基づく届け出の事前協議として、眺望景銀保全協議会が役割を担

うことで、伊勢市眺望景観保全制度（案）は実行力を伴う制度となる。

事前協議書の提出

↓ 
現地謂査、眺望景観保全に関する配慮事項事確認

--------, ． ． 
0事前協謙会制度

，眺望景観保全協攘会
I 1 

事婁者と行政による協議 J 
: （伊勢市誂望景1l保全馴度（宴）に基づいて宴施｝

……-……こ二仁ニ----………,
協議内容を反映した設計

: -----------------. ―---------------I 
建築等行為の届出

景観計画への遍合確認

....... -・ 

. ------' 
＇ 
＇ 
＇ ， 
＇ ． • .......... . 
＇ 一適合 I I 不遍合

（改善・修正事の必妻性なし） （改善・修正事の必賽性あり） ;o景観法に基づく届出
' ● 

建築確認
他の法令手続等

指導・勧告

● 
, 30日以内
（特定行為の場合は90日まで廷長可）

変更命令（特定行為の場合）

公表

（勧告に従わない場合）

. ----． 
行為の着手 ........' ．届出を受理した日から、 30日を経過した複

（勧告措置等の場合を除く ）
， 
， 

完了審査、現地確認 -------' . 特定行為の場合、違反への罰則措置あり．

図7-4 眺望景観保全制度（案）と景観計画との運用上の連携
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7-5 総括

本研究では、伊勢市における景観保全施策の最新の取り組み状況について整理すること

ができた。また、眺望景銀保全の先進事例の取り組み状況を、現地調査を通じて明らかに

し、整理することができた。そして、これらを踏まえて、伊勢市景観計画（案）に基づく

内宮おはらい町地区（重点地区）と二見茶屋地区（重点地区）及びその周辺を対象地区と

し、伊勢市眺望景観保全制度（案）の提案を行うことができた。

この提案は、伊勢市における歴史的景観と自然景観、文化景観等を一体的に捉えて保全

を行う景観保全制度であり、景観計画に基づく重点地区（案）において周辺環境も含めた

より広域な景観保全を進めていく上で、意義があると考えられる。

〇今後の研究課題

今後は、眺望景観の理論化をさらに進め、運用を見据えた伊勢市眺望景観保全制度（案）

の詳細な内容について提案することが課題として考えられる。また、将来、重点地区に選

定される可能性が高いと考えられる河崎地区や小俣地区、外宮周辺に対しても提案するこ

とが望ましいと考えられる。

:_ 1f大学大学院 l・ム学研究科
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(9)「平成 18年度三重大学大学院修士論文重要伝統的建造物群保存地区における眺望景観保全に

関する研究—眺望自然景観の保全手法の提案ー」渡辺亨 2007

(10)「平成 19年度三重大学大学院修士論文伊勢市における景観まちづくり推進のための景観法の活

用に関する研究—歴史的町並みにおける景観地区の提案—」矢沢祥 2008

(11)各自治体から提供して頂いた資料等
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景観法（平成 16年6月 18日 法律第 100号最終改正：平成 18年 12月20日法律第 114号）

第一章総則

（目的）

第一条 この法律は、我が国の都市、農山漁村等における良好な景観の形成を促進するため、景観計画の策定その他の施策を

総合的に講ずることにより、美しく風格のある国土の形成、潤いのある豊かな生活環境の創造及び個性的で活力ある地域社

会の実現を図り、もって国民生活の向上並びに国民経済及び地域社会の健全な発展に寄与することを目的とする。

（基本理念）

第二条 良好な景観は、美しく風格のある国上の形成と潤いのある豊かな生活環境の創造に不可欠なものであることにかんが

み、国民共通の資産として、現在及び将来の国民がその恵沢を亨受できるよう、その整備及び保全が図られなければならな
し、0

2 良好な景観は、地域の自然、歴史、文化等と人々の生活、経済活動等との調和により形成されるものであることにかんが

み、適正な制限の下にこれらが調和した土地利用がなされること等を通じて、その整備及び保全が図られなければならない。

3 良好な景観は、地域の固有の特性と密接に関連するものであることにかんがみ、地域住民の意向を踏まえ、それぞれの地

域の個性及び特色の伸長に資するよう、その多様な形成が図られなければならない。

4 良好な景観は、観光その他の地域間の交流の促進に大きな役割を担うものであることにかんがみ、地域の活性化に資する

よう、地方公共団体、事業者及び住民により、その形成に向けて一体的な取組がなされなければならない。

5 良好な景観の形成は、現にある良好な景観を保全することのみならず、新たに良好な景観を創出することを含むものであ

ることを旨として、行われなければならない。

（国の責務）

第三条 国は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、良好な景観の形成に関する施策を総合的に

策定し、及び実施する責務を有する。

2 国は、良好な景観の形成に関する啓発及び知識の普及等を通じて、基本理念に対する国民の理解を深めるよう努めなけれ

ばならなし＼

（地方公共団体の責務）

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成の促進に関し、国との適切な役割分担を踏まえて、その区

域の自然的社会的諸条件に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有するつ

（事業者の責務）

第五条 事業者は、基本理念にのっとり、土地の利用等の事業活動に関し、良好な景観の形成に自ら努めるとともに、国又は

地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力しなければならない。

（住民の責務）

第六条 住民は、基本理念にのっとり、良好な景観の形成に関する理解を深め、良好な景観の形成に積極的な役割を果たすよ

う努めるとともに、国又は地方公共団体が実施する良好な景観の形成に関する施策に協力しなければならない。

（定義等）

第七条 この法律において「景観行政団体」とは、地方自治法 （昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一-

項の指定都市（以下この項において「指定都市」という。）の区域にあっては指定都市、同法第二百五十二条の二十二第

一項の中核市（以下この項において「中核市」という。）の区域にあっては中核市、その他の区域にあっては都道府県をい

う。ただし、指定都市及び中核市以外の市町村であって、都道府県に代わって第二章第一節から第四節まで、第四章及び第

五章の規定に基づく事務を処理することにつきあらかじめその長が都道府県知事と協譲し、その同意を得た市町村の区域に

あっては、当該市町村をいう。

2 この法律において「建築物」とは、建築基準法 （昭和二十五年法律第二百一号）第二条第一号に規定する建築物をいう。

3 この法律において「屋外広告物」とは、屋外広告物法 （昭和二十四年法律第百八十九号）第二条第一項に規定する屋外

広告物をいう。

4 この法律において「公共施設」とは、道路、河川、公園、広場、海岸、港湾、漁港その他政令で定める公共の用に供する

施設をいう。

5 この法律において「国立公園」とは自然公園法（昭和三十二年法律百六十一号）第二条第二号に規定する国立公園を、

「国定公園」とは同条第三号に規定する国定公園をいう。

6 この法律において「都市計画区域」とは都市計画法 （昭和四十三年法律第百号）第四条第二項に規定する都市計画区域

を、 「準都市計画区域」とは同項に規定する準都市計画区域をいう。

7 第一項ただし書の規定により景観行政団体となる市町村は、当該規定に基づき景観行政団体となる日の三十日前までに、

国土交通省令・農林水産省令・環境省令で定めるところにより、その旨を公示しなければならない。

第二章 景観計画及びこれに基づく措置

第一節景観計画の策定等

（景観計画）

第八条 最観行政団体は、都市、農山漁村その他市街地又は集落を形成している地域及びこれと一体となって景観を形成して

いる地域における次の各号のいずれかに該当する土地（水面を含む。以下この項、第十一条及び第十四条第二項において同
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じ。）の区域について、良好な景観の形成に関する計画（以下「景観計画」という。）を定めることができる。

ー 現にある良好な景観を保全する必要があると認められる上地の区域

二 地域の自然、歴史、文化等からみて、地域の特性にふさわしい良好な景観を形成する必要があると認められる士地の区域

三 地域間の交流の拠点となる土地の区域であって、当該交流の促進に資する良好な景観を形成する必要があると認められる

もの
四 住宅市街地の開発その他建築物若しくはその敷地の整備に関する事業が行われ、又は行われた士地の区域であって、新た

に良好な景観を創出する必要があると認められるもの

五 地域の士地利用の動向等からみて、不良な景観が形成されるおそれかあると認められる士地の区域

2 景観計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。

一 景観計画の区域（以下「景観計画区域」という。）

― 景観計画区域における良好な景観の形成に関する方針
二 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項

四 第十九条第一項の景観重要建造物又は第二十八条第一項の景観重要樹木の指定の方針（当該景銀計画区域内にこれらの指

定の対象となる建造物又は樹木がある場合に限る。）

五 次に掲げる事項のうち、良好な景観の形成のために必要なもの

イ 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関する行為の制限に関する事項

ロ 当該景観計画区域内の道路法 （昭和二十七年法律第百八十号）による道路、河川法 （昭和三十九年法律第百六十じ号）

による河川、都市公園法 （昭和三十一年法律第七十九号）による都市公園、海岸保全区域等（海岸法 （昭和三十一年法律

第百一号）第二条第三項に規定する海岸保全区域等をいう。以下同じ。）に係る海岸、港湾法 （昭和二十五年法律第二百

十八号）による港湾、漁港漁場整備法 （昭和二十五年法律第百三十七号）による漁港、自然公園法による公園事業（国又

は同法第九条第二項に規定する公共団体が執行するものに限る。）に係る施設その他政令で定める公共施設（以下「特定

公共施設」と総称する。）であって、良好な景観の形成に重要なもの（以下「景観重要公共施設」という。）の整備に関す

る事項

ハ 景観重要公共施設に関する次に掲げる基準であって、良好な景観の形成に必要なもの

(1) 道路法第三十二条第一項又は第三項の許可の基準

(2) 河川法第二十四条、第二十五条、第二十六条第一項又は第二十七条第一項（これらの規定を同法第百条第一項にお

いて準用する場合を含む。）の許可の基準

(3) 都市公園法第五条第一項又は第六条第一項若しくは第三項の許可の基準

(4) 海岸法第七条第一項、第八条第一項、第三十七条の四又は第三十七条の五の許可の基準

(5) 港湾法第三十七条第一項の許可の基準

(6) 漁港漁場整備法第三十九条第一項の許可の基準

二 第五十五条第一項の景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項

ホ 自然公園法第十三条第三項、第十四条第三項又は第二十四条第三項の許可（政令で定める行為に係るものに限る。）の基

準であって、良好な景観の形成に必要なもの（当該漿観計画区域に国立公園又は国定公園の区域が含まれる場合に限る。）

六 その他国土交通省令・農林水産省令・環境省令で定める事項

3 前項第三号の行為の制限に関する事項には、政令で定める基準に従い、次に掲げるものを定めなければならない。

ー 第十六条第一項第四号の条例で同項の届出を要する行為を定める必要があるときは、当該条例で定めるべき行為

二 次に掲げる制限であって、第十六条第三項若しくは第六項又は第十七条第一項の規定による規制又は措置の基準として必

要なもの

イ 建築物又はエ作物（建築物を除く。以下同じ。）の形態又は色彩その他の意匠（以下「形態意匠」という。）の制限

ロ 建築物又は工作物の裔さの最高限度又は最低限度

ハ 壁面の位置の制限又は建築物の敷地面積の最低限度

二 その他第十六条第一項の届出を要する行為ごとの良好な景観の形成のための制限

4 景観計画は、国土形成計画、首都圏整備計画、近畿圏整備計画、中部圏開発整備計画、北海道総合開発計画、沖縄振典計

画その他の国土計画又は地方計画に関する法律に基づく計画及び道路、河川、鉄道、港湾、空港等の施設に関する国の計画

との調和が保たれるものでなければならない。

5 景観計画は、環境基本法（平成五年法律第九十一号）第十五条第一項に規定する環境基本計画（当該景観計画区域について

公害防止計画が定められているときは、当該公害防止計画を含む。）との調和が保たれるものでなければならない。

6 都市計画区域について定める景観計画は、都市計画法第六条の二第一項の都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に

適合するものでなければならない。

7 市町村である景観行政団体が定める景観計画は、議会の議決を経て定められた当該市町村の建設に関する基本構想に即す

るとともに、都市計画区域又は準都市計画区域について定めるものにあっては、都市計画法第十八条の二第一項の市町村

の都市計画に関する基本的な方針に適合するものでなければならない。

8 景観計画に定める第二項第五号口及びハに掲げる事項は、景観重要公共施設の種類に応じて、政令で定める公共施設の整

備又は管理に関する方針又は計画に適合するものでなければならない。

9 第二項第五号二に掲げる事項を定める景観計画は、同項第一号、第二号及び第五号二に掲げる事項並びに同項第六号に掲

げる事項のうち農林水産省令で定める事項に係る部分については、農業振典地域の整備に関する法律（昭和四十四年法律第

五十八号）第四条第一項の農業振興地域整備基本方針に適合するとともに、市町村である景観行政団体が定めるものにあっ

ては、農業振輿地域整備計画（同法第八条第一項の規定により定められた農業振興地域整備計画をいう。以下同じ。）に適

合するものでなければならない。

1 0 景観計画に定める第二項第五号ホに掲げる事項は、自然公園法第二条第五号に規定する公園計画に適合するものでな

ければならない。

（策定の手続）

第九条 景観行政団体は、景観計画を定めようとするときは、あらかじめ、公聴会の開催等住民の意見を反映させるために必

要な措置を講ずるものとする。

2 景観行政団体は、景観計画を定めようとするときは、都市計画区域又は準都市計画区域に係る部分について、あらかじめ、
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都道府県都市計画審議会（市町村である景観行政団体に市町村都市計画審議会が置かれているときは、当該市町村都市計画

審議会）の意見を聴かなければならない。

3 都道府県である景観行政団体は、景観計画を定めようとするときは、あらかじめ、関係市町村の意見を聴かなければなら

なし＼

4 景観行政団体は、景観計画に前条第二項第五号口又はハに掲げる事項を定めようとするときは、あらかじめ、当該事項に

ついて、国土交通省令・農林水産省令・環境省令で定めるところにより、当該景観重要公共施設の管理者（景観行政団体で

あるものを除く 0) に協議し、その同意を得なければならない3

5 景銀行政団体は、景観計画に前条第二項第五号ホに掲げる事項を定めようとするときは、あらかじめ、当該事項について、

国立公園等管理者（国立公園にあっては環境大臣、国定公園にあっては都道府県知事をいう。以下同じつ）に協議し、その

同意を得なければならない。
6 景観行政団体は、景観計画を定めたときは、その旨を告示し、国土交通省令・農林水産省令・環境省令で定めるところに

より、これを当該景観行政団体の事務所において公衆の縦覧に供しなければならない。

7 前各項の規定は、景観行政団体が、景観計画を定める手続に関する事項（前各項の規定に反しないものに限る。）につい

て、条例で必要な規定を定めることを妨げるものではない。

8 前各項の規定は、景観計画の変更について準用する。

（特定公共施設の管理者による要請）
第十条 特定公共施設の管理者は、景観計画を策定し、又は策定しようとする景観行政団体に対し、当該景銀計画に係る景観

計画区域（景観計画を策定しようとする景観行政団体に対しては、当該景観行政団体が策定しようとする景観計画に係る景

観計画区域となるべき区域）内の当該管理者の管理に係る特定公共施設について、これを景観重要公共施設として当該景観

計画に第八条第二項第五号口又はハに掲げる事項を定めるべきことを要請することができる。この場合においては、当該要

請に係る景観計画の部分の素案を添えなければならない。

2 景観計画に定められた景観重要公共施設の管理者は、景観行政団体に対し、当該景親計画について、第八条第二項第五号口又

はハに掲げる事項の追加又は変更を要請することができる。前項後段の規定は、この場合について準用する。

3 景観行政団体は、前二項の要請があった場合には、これを棉重しなければならない。

（住民等による提案）

第十一条 第八条第一項に規定する士地の区域のうち、一体として良好な景観を形成すべき土地の区域としてふさわしい一団

の土地の区域であって政令で定める規模以上のものについて、当該上地の所有権又は建物の所有を目的とする対抗要件を備

えた地上権若しくは賃借権（臨時設備その他一時使用のために設定されたことが明らかなものを除く。以下「借地権」とい

う。）を有する者（以下この条において「土地所有者等」という。）は、一人で、又は数人が共同して、景観行政団体に対

し、景観計画の策定又は変更を提案することができる。この場合においては、当該提案に係る景観計画の素案を添えなけれ

ばならない。

2 まちづくりの推進を図る活動を行うことを目的として設立された特定非営利活動促進法 （平成十年法律第七号）第二条

第二項の特定非営利活動法人若しくは民法 （明治二十九年法律第八十九号）第三十四条の法人又はこれらに準ずるもの

として景観行政団体の条例で定める団体は、前項に規定する士地の区域について、最観行政団体に対し、景観計画の策定又

は変更を提案することができる。同項後段の規定は、この場合について準用する。

3 前二項の規定による提案（以下「計画提案」という。）は、当該計画提案に係る景観計画の素案の対象となる土地（国又

は地方公共団体の所有している土地で公共施設の用に供されているものを除く。以下この項において同じ。）の区域内の土

地所有者等の三分の二以上の同意（同意した者が所有するその区域内の士地の地積と同意した者が有する借地権の目的とな

っているその区域内の土地の地積との合計が、その区域内の土地の総地積と借地権の目的となっている土地の総地積との合

計の三分の二以上となる場合に限る。）を得ている場合に、国士交通省令・農林水産省令・環境省令で定めるところにより、

行うものとする。

（計画提案に対する景観行政団体の判断等）

第十二条 景観行政団体は、計画捷案が行われたときは、遅滞なく、当該計画提案を踏まえて景観計画の策定又は変更をする

必要があるかどうかを判断し、当該景観計画の策定又は変更をする必要があると認めるときは、その案を作成しなければな

らない。

（計画提案を踏まえた景観計画の案の都道府県都市計画審議会等への付議）

第十三条 景親行政団体は、前条の規定により計画提案を踏まえて景観計画の策定又は変更をしようとする場合において、そ

の策定又は変更が当該計画提案に係る景観計画の素案の内容の一部を実現することとなるものであるときは、第九条第二項

の規定により当該景観計画の案について意見を聴く都道府県都市計画審議会又は市町村都市計画審議会に対し、当該計画提

案に係る景観計画の素案を提出しなければならない。

（計画提案を踏まえた景観計画の策定等をしない場合にとるべき措置）

第十四条 景観行政団体は、第十二条の規定により同条の判断をした結果、計画提案を踏まえて景観計画の策定又は変更をす

る必要がないと決定したときは、遅滞なく、その旨及びその理由を、当該計画提案をした者に通知しなければならない。

2 景観行政団体は、都市計画区域又は準都市計画区域内の士地について前項の通知をしようとするときは、あらかじめ、都

道府県都市計画審議会（市町村である景観行政団体に市町村都市計画審議会が置かれているときは、当該市町村都市計画審

識会）に当該計画提案に係る景観計画の素案を提出してその意見を聴かなければならない。

（景観協議会）

第十五条 景観計画区域における良好な景銀の形成を図るために必要な協議を行うため、景観行政団体、景観計画に定められ

た景観重要公共施設の管理者及び第九十二条第一項の規定により指定された景観整備機構（当該景観行政団体が都道府県で

あるときは関係市町村を、当該景観計画区域に国立公園又は国定公園の区域が含まれるときは国立公園等管理者を含む。以

下この項において「景観行政団体等」という。）は、景観協議会（以下この条において「協議会」という。）を組織するこ
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とができる。この場合において、景観行政団体等は、必要と認めるときは、協議会に、関係行政機関及び観光関係団体、商

工関係団体、農林漁業団体、電気事業、電気通信事業、鉄道事業等の公益事業を営む者、住民その他良好な景観の形成の促

進のための活動を行う者を加えることができる。

2 協議会は、必要があると認めるときは、その構成員以外の関係行政機関及び事業者に対し、意見の表明、説明その他の必

要な協力を求めることができる。

3 第一項前段の協議を行うための会議において協議がととのった事項については、協議会の構成員は、その協議の結果を尊

重しなければならないJ

4 前三項に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。

第二節行為の規制等

（届出及び勧告等）

第十六条 景観計画区域内において、次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、国士交通省令（第四号に掲げる行為

にあっては、景観行政団体の条例。以下この条において同じ。）で定めるところにより、行為の種類、場所、設計又は施行

方法、着手予定日その他国上交通省令で定める事項を景観行政団体の長に届け出なければならない。

ー 建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更（以下「建築

等」という。）

ニ エ作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更（以下「建設
等」 としヽう。 ） 

三 都市計画法第四条第十二項に規定する開発行為その他政令で定める行為

四 前三号に掲げるもののほか、良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれのある行為として景親計画に従い景観行政団体の条

例で定める行為

2 前項の規定による届出をした者は、その届出に係る事項のうち、国土交通省令で定める事項を変更しようとするときは、

あらかじめ、その旨を景観行政団体の長に届け出なければならない。

3 景観行政団体の長は、前二項の規定による届出があった場合において、その届出に係る行為が景観計画に定められた当該

行為についての制限に適合しないと認めるときは、その届出をした者に対し、その届出に係る行為に関し設計の変更その他

の必要な措置をとることを勧告することができる。

4 前項の勧告は、第一項又は第二項の規定による届出のあった日から三十日以内にしなければならない。

5 前各項の規定にかかわらず、国の機関又は地方公共団体が行う行為については、第一項の届出をすることを要しない。こ

の場合において、当該国の機関又は地方公共団体は、同項の届出を要する行為をしようとするときは、あらかじめ、景観行

政団体の長にその旨を通知しなければならない。

6 景観行政団体の長は、前項後段の通知があった場合において、良好な景観の形成のため必要があると認めるときは、その

必要な限度において、当該国の機関又は地方公共団体に対し、景観計画に定められた当該行為についての制限に適合するよ

うとるべき措置について協議を求めることができる。

7 次に掲げる行為については、前各項の規定は、適用しない。

ー 通常の管理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの

― 非常災害のため必要な応急措置として行う行為
ニ 景観重要建造物について、第二十二条第一項の規定による許可を受けて行う行為

四 景観計画に第八条第二項第五号口に掲げる事項が定められた景観重要公共施設の整備として行う行為

五 景観重要公共施設について、第八条第二項第五号ハ (1) から (6) までに規定する許可（景観計画にその基準が定めら

れているものに限る。）を受けて行う行為

六 第五十五条第二項第一号の区域内の農用地区域（農業振興地域の整備に関する法律第八条第二項第一号に規定する農用地

区域をいう。）内において同法第十五条の二第一項の許可を受けて行う同項に規定する開発行為

七 国立公園又は国定公園の区域内において、第八条第二項第五号ホに規定する許可（景観計画にその基準が定められている

ものに限る。）を受けて行う行為

八 第六十一条第一項の景観地区（次号において「景観地区」という。）内で行う建築物の建築等

九 景観計画に定められた工作物の建設等の制限のすべてについて第七十二条第二項の景観地区工作物制限条例による制限が

定められている場合における当該景観地区内で行う工作物の建設等

＋ 地区計画等（都市計画法第四条第九項に規定する地区計画等をいう。以下同じ。）の区域（地区整備計画（同法第十二
条の五第二項第三号に規定する地区整備計画をいう。以下同じ。）、特定建薬物地区整備計画（密集市街地における防災

街区の整備の促進に関する法律 （平成九年法律第四十九号）第三十二条第二項第二号に規定する特定建築物地区整備計画

をいう。以下同じ。）、防災街区整備地区整備計画（同項第三号に規定する防災街区整備地区整備計画をいう。以下同

じ。）、沿道地区整備計画（幹線道路の沿道の整備に関する法律（昭和五十五年法律第三十四号）第九条第二項第二号に規

定する沿道地区整備計画をいう。以下同じ。）又は集落地区整備計画（集落地域整備法 （昭和六十二年法律第六十三号）

第五条第三項に規定する集落地区整備計画をいう。以下同じ。）が定められている区域に限る。）内で行う土地の区画形

質の変更、建築物の新築、改築又は増築その他の政令で定める行為

十一 その他政令又は景観行政団体の条例で定める行為

（変更命令等）

第十七条 景観行政団体の長は、良好な景観の形成のために必要があると認めるときは、特定届出対象行為（前条第一項第一

号又は第二号の届出を要する行為のうち、当該景観行政団体の条例で定めるものをいう。第七項及び次条第一項において同

じ。）について、最観計画に定められた建築物又はエ作物の形態意匠の制限に適合しないものをしようとする者又はした者

に対し、当該制限に適合させるため必要な限度において、当該行為に関し設計の変更その他の必要な措置をとることを命ず

ることができる。この場合においては、前条第三項の規定は、適用しない。

2 前項の処分は、前条第一項又は第二項の届出をした者に対しては、当該届出があった日から三十日以内に限り、すること

ができる。

3 第一項の処分は、前条第一項又は第二項の届出に係る建築物若しくはエ作物又はこれらの部分の形態意匠が政令で定める他の
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法令の規定により義務付けられたものであるときは、当該義務の履行に支障のないものでなければならない。

4 景観行政団体の長は、前条第一項又は第二項の届出があった場合において、実地の調査をする必要があるとき、その他第

二項の期間内に第一項の処分をすることができない合理的な理由があるときは、九十日を超えない範囲でその理由が存続す

る間、第二項の期間を延長することができる。この場合においては、同項の期間内に、前条第一項又は第二項0)届出をした

者に対し、その旨、延長する期間及び延長する理由を通知しなければならない。

5 景観行政団体の長は、第一項の処分に違反した者又はその者から当該建築物又はエ作物についての権利を承継した者に対

して、相当の期限を定めて、最観計画に定められた建策物又はエ作物の形態意匠の制限に適合させるため必要な限度におい

て、その原状回復を命じ、又は原状回復が著しく困難である場合に、これに代わるべき必要な措置をとることを命ずること

ができる。

6 前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置（以下この条において「原状回復等」という。）を命じよう

とする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ずべき者を確知することができないときは、景観行政団体の長は、

その者の負担において、当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせることができる。

この場合においては、相当の期限を定めて、当該原状回復等を行うべき旨及びその期限までに当該原状回復等を行わないと

きは、景観行政団体の長又はその命じた者若しくは委任した者が当該原状回復等を行う旨をあらかじめ公告しなければなら

なし＼

7 景観行政団体の長は、第一項の規定の施行に必要な限度において、同項の規定により必要な措置をとることを命ぜられた

者に対し、当該措置の実施状況その他必要な事項について報告をさせ、又は景観行政団体の職員に、当該建築物の敷地若し

くは当該工作物の存する土地に立ち入り、特定届出対象行為の実施状況を検査させ、若しくは特定届出対象行為が景観に及

ぼす影響を調査させることができる。

8 第六項の規定により原状回復等を行おうとする者及び前項の規定により立入検査又は立入調査をする者は、その身分を示

す証明書を携帯し、関係人の請求があった場合においては、これを提示しなければならない。

9 第七項の規定による立入検査又は立入調査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解してはならない。

（行為の着手の制限）

第十八条 第十六条第一項又は第二項の規定による届出をした者は、景観行政団体がその届出を受理した日から三十日（特定

届出対象行為について前条第四項の規定により同条第二項の期間が延長された場合にあっては、その延長された期間）を経

過した後でなければ、当該届出に係る行為（根切り工事その他の政令で定める工事に係るものを除く。第百二条第四号にお

いて同じ。）に着手してはならない。ただし、特定届出対象行為について前条第一項の命令を受け、かつ、これに基づき行

う行為については、この限りでない。

2 景観行政団体の長は、第十六条第一項又は第二項の規定による届出に係る行為について、良好な景観の形成に支障を及ぼ

すおそれがないと認めるときは、前項本文の期間を短縮することができる。

第三節景観重要建造物等

第一款景観重要建造物の指定等

（景観重要建造物の指定）

第十九条 景観行政団体の長は、景観計画に定められた景観直要建造物の指定の方針（次条第三項において「指定方針」とい

う。）に即し、景観計画区域内の良好な景観の形成に重要な建造物（これと一体となって良好な景観を形成している上地そ

の他の物件を含む。以下この節において同じ。）で国土交通省令で定める基準に該当するものを、景観重要建造物として指

定することができる。

2 景観行政団体の長は、前項の規定による指定をしようとするときは、あらかじめ、当該建造物の所有者（所有者が二人以

上いるときは、その全員。次条第二項及び第二十一条第一項において同じ。）の意見を聴かなければならない。

3 第一項の規定は、文化財保護法 （昭和二十五年法律第二百十四号）の規定により国宝、重要文化財、特別史跡名勝天然

記念物又は史跡名勝天然記念物として指定され、又は仮指定された建造物については、適用しない。

（景観重要建造物の指定の提案）

第二十条 景観計画区域内の建造物の所有者は、当該建造物について、良好な景観の形成に重要であって前条第一項の国土交

通省令で定める基準に該当するものであると認めるときは、国土交通省令で定めるところにより、景観行政団体の長に対し、

景観重要建造物として指定することを提案することができる。この場合において、当該建造物に当該提案に係る所有者以外

の所有者がいるときは、あらかじめ、その全員の合意を得なければならない。

2 第九十二条第一項の規定により指定された景観整備機構（以下この節及び第五節において「景観整備機構」という。）は、

景観計画区域内の建造物について、良好な景観の形成に重要であって前条第一項の国土交通省令で定める基準に該当するも

のであると認めるときは、国土交通省令で定めるところにより、あらかじめ当該建造物の所有者の同意を得て、景観行政団

体の長に対し、景観重要建造物として指定することを提案することができる。

3 景観行政団体の長は、前二項の規定による提案に係る建造物について、指定方針、前条第一項の国士交通省令で定める基

準等に照らし、景観重要建造物として指定する必要がないと判断したときは、遅滞なく、その旨及びその理由を、当該提案

をした者に通知しなければならない。

（指定の通知等）

第二十一条 景観行政団体の長は、第十九条第一項の規定により景観重要建造物を指定したときは、直ちに、その旨その他国

土交通省令で定める事項を、当該景観重要建造物の所有者（当該指定が前条第二項の規定による提案に基づくものであると

きは、当該景銀重要建造物の所有者及び当該提案に係る景観整備機構）に通知しなければならないJ

2 景観行政団体は、第十九条第一項の規定による景観車要建造物の指定があったときは、遅滞なく、条例又は規則で定める

ところにより、これを表示する標識を設置しなければならない。

（現状変更の規制）
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第二十二条 何人も、景観行政団体の長の許可を受けなければ、最観重要建造物の増築、改築、移転若しくは除却、外観を変

更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更をしてはならない。ただし、通常の管理行為、軽易な行為その他の行

為で政令で定めるもの及び非常災害のため必要な応急措置として行う行為については、この限りでない。

2 景観行政団体の長は、前項の許可の申請があった場合において、その申請に係る行為が当該景観重要建造物の良好な景観

の保全に支障があると認めるときは、同項の許可をしてはならない。

3 景観行政団体の長は、第一項の許可の申請があった場合において、当該景鍛重要建造物の良好な景観の保全のため必要が

あると認めるときは、許可に必要な条件を付することができる。

4 第一項の規定にかかわらず、国の機関又は地方公共団体が行う行為については、同項の許可を受けることを要しない。こ

の場合において、当該国の機関又は地方公共団体は、その行為をしようとするときは、あらかじめ、景観行政団体の長に協

議しなければならない。

（原状回復命令等）

第二十三条 景観行政団体の長は、前条第一項の規定に違反した者又は同条第三項の規定により許可に付された条件に違反した者

がある場合においては、これらの者又はこれらの者から当該景観重要建造物についての権利を承継した者に対して、相当の期限を定

めて、当該景観重要建造物の良好な景観を保全するため必要な限度において、その原状回復を命じ、又は原状回復が著しく困難で

ある場合に、これに代わるべき必要な措置をとるべき旨を命ずることができる。

2 前項の規定により原状回復又はこれに代わるべき必要な措置（以下この条において「原状回復等」という。）を命じよう

とする場合において、過失がなくて当該原状回復等を命ずべき者を確知することができないときは、景銀行政団体の長は、

その者の負担において、当該原状回復等を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者にこれを行わせることができる。

この場合においては、相当の期限を定めて、当該原状回復等を行うべき旨及びその期限までに当該原状回復等を行わないと

きは、景観行政団体の長又はその命じた者若しくは委任した者が当該原状回復等を行う旨をあらかじめ公告しなければなら

なし＼

3 前項の規定により原状回復等を行おうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があった場合において

は、これを提示しなければならない。

（損失の補償）

第二十四条 景観行政団体は、第二十二条第一項の許可を受けることができないために損失を受けた景観重要建造物の所有者

に対して、通常生ずべき損失を補償する。ただし、当該許可の申請に係る行為をするについて、他の法律（法律に基づく命

令及び条例を含む。）で行政庁の許可その他の処分を受けるべきことを定めているもの（当該許可その他の処分を受けるこ

とができないために損失を受けた者に対して、その損失を補償すべきことを定めているものを除く。）がある場合において、

当該許可その他の処分の申請が却下されたとき、又は却下されるべき場合に該当する場合における当該許可の申請に係る行

為については、この限りでない。

2 前項の規定による損失の補償については、景観行政団体の長と損失を受けた者が協議しなければならない。

3 前項の規定による協議が成立しない場合においては、景観行政団体の長又は損失を受けた者は、政令で定めるところによ

り、収用委員会に士地収用法 （昭和二十六年法律第二百十九号）第九十四条第二項の規定による裁決を申請することがで

きる。

（景観重要建造物の所有者の管理義務等）

第二十五条 景観重要建造物の所有者及び管理者は、その良好な景観が損なわれないよう適切に管理しなければならない。

2 景観行政団体は、条例で、景観重要建造物の良好な景親の保全のため必要な管理の方法の基準を定めることができる。

（管理に関する命令又は勧告）

第二十六条 景観行政団体の長は、景観重要建造物の管理が適当でないため当該景観重要建造物が滅失し若しくは毀損するお

それがあると認められるとき、又は前条第二項の規定に基づく条例が定められている場合にあっては景観重要建造物の管理

が当該条例に従って適切に行われていないと認められるときは、当該景観重要建造物の所有者又は管理者に対し、管理の方

法の改善その他管理に関し必要な措置を命じ、又は勧告することができる。

（指定の解除）

第二十七条 景観行政団体の長は、景観重要建造物について、第十九条第三項に規定する建造物に該当するに至ったとき、又

ば滅失、毀損その他の事由によりその指定の理由が消滅したときは、遅滞なく、その指定を解除しなければならない。

2 景観行政団体の長は、景観重要建造物について、公益上の理由その他特別な理由があるときは、その指定を解除すること

ができる。

3 第二十一条第一項の規定は、前二項の規定による景観重要建造物の指定の解除について準用する。

第二款景観重要樹木の指定等

（景観重要樹木の指定）

第二十八条 景観行政団体の長は、景観計画に定められた景観重要樹木の指定の方針（次条第三項において「指定方針」とい

う。）に即し、景観計画区域内の良好な景観の形成に重要な樹木で国士交通省令（都市計画区域外の樹木にあっては、国土

交通省令・農林水産省令。以下この款において同じ。）で定める基準に該当するものを、景観璽要樹木として指定すること

ができる。

2 景観行政団体の長は、前項の規定による指定をしようとするときは、あらかじめ、その指定をしようとする樹木の所有者

（所有者が二人以上いるときは、その全員。次条第二項及び第三十条第一項において同じ。）の意見を聴かなければならな

し＼

3 第一項の規定は、文化財保護法の規定により特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物として指定され、又は仮

指定された樹木については、適用しない。
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（景観重要樹木の指定の提案）

第二十九条 景観計画区域内の樹木の所有者は、当該樹木について、良好な景観の形成に重要であって前条第一項の国土交通

省令で定める基準に該当するものであると認めるときは、国土交通省令で定めるところにより、景観行政団体の長に対し、

景観重要樹木として指定することを提案することができる。この場合において、当該樹木に当該提案に係る所有者以外の所

有者がいるときは、あらかじめ、その全員の合意を得なければならない。

2 景観整備機構は、景観計画区域内の樹木について、良好な景観の形成に重要であって前条第一項の国土交通省令で定める

基準に該当するものであると認めるときは、国上交通省令で定めるところにより、あらかじめ当該樹木の所有者の同意を得

て、景観行政団体の長に対し、景親重要樹木として指定することを提案することができる。

3 景観行政団体の長は、前二項の規定による提案に係る樹木について、指定方針、前条第一項の国士交通省令で定める基準

等に照らし、景観重要樹木として指定する必要がないと判断したときは、遅滞なく、その旨及びその理由を、当該提案をし

た者に通知しなければならない。

（指定の通知等）
第三十条 景観行政団体の長は、第二十八条第一項の規定により景観重要樹木を指定したときは、直ちに、その旨その他国土

交通省令で定める事項を、当該景観重要樹木の所有者（当該指定が前条第二項の規定による提案に基づくものであるときは、

当該景観重要樹木の所有者及び当該提案に係る景観整備機構）に通知しなければならない。

2 景観行政団体は、第二十八条第一項の規定による景観重要樹木の指定があったときは、遅滞なく、条例又は規則で定める

ところにより、これを表示する標識を設置しなければならない。

（現状変更の規制）

第三十一条 何人も、景観行政団体の長の許可を受けなければ、景観重要樹木の伐採又は移植をしてはならない。ただし、通

常の管理行為、軽易な行為その他の行為で政令で定めるもの及び非常災害のため必要な応急措置として行う行為については、

この限りでない。

2 第二十二条第二項から第四項までの規定は、前項の許可について準用する。この場合において、同条第二項及び第三項中

「景観重要建造物」とあるのは、 「景観重要樹木」と読み替えるものとする。

（原状回復命令等についての準用）

第三十二条 第二十三条の規定は、前条第一項の規定に違反した者又は同条第二項において準用する第二十二条第三項の規定

により許可に付された条件に違反した者がある場合について準用する。この場合において、第二十三条第一項中「景観重要

建造物」とあるのは、 「景観重要樹木」と読み替えるものとする。

2 第二十四条の規定は、前条第一項の許可を受けることができないために受けた景観重要樹木の所有者の損失について準用

する。

（景観重要樹木の所有者の管理義務等）

第三十三条 景観重要樹木の所有者及び管理者は、その良好な景観が損なわれないよう適切に管理しなければならない。

2 景観行政団体は、条例で、景銀重要樹木の管理の方法の基準を定めることができる。

（管理に関する命令又は勧告）

第三十四条 景観行政団体の長は、景観軍要樹木の管理が適当でないため当該景観璽要樹木が滅失し若しくは枯死するおそれ

があると認められるとき、又は前条第二項の規定に基づく条例が定められている場合にあっては景観重要樹木の管理が当該

条例に従って適切に行われていないと認められるときは、当該最観重要樹木の所有者又は管理者に対し、管理の方法の改善

その他管理に関し必要な措置を命じ、又は勧告することができる。

（指定の解除）

第三十五条 景観行政団体の長は、景観重要樹木について、第二十八条第三項に規定する樹木に該当するに至ったとき、又は滅失、

枯死その他の事由によりその指定の理由が消滅したときは、遅滞なく、その指定を解除しなければならない。

2 景観行政団体の長は、景観重要樹木について、公益上の理由その他特別な理由があるときは、その指定を解除することが

できる。

3 第三十条第一項の規定は、前二項の規定による景観重要樹木の指定の解除について準用する。

第三款 管理協定

（管理協定の締結等）

第三十六条 景観行政団体又は景観整備機構は、景観直要建造物又は景観重要樹木の適切な管理のため必要があると認めると

きは、当該景観重要建造物又は景観重要樹木の所有者（所有者が二人以上いるときは、その全員。第四十二条第一項におい

て同じ。）と次に掲げる事項を定めた協定（以下「管理協定」という。）を締結して、当該景観重要建造物又は景観重要樹

木の管理を行うことができる。

ー 管理協定の目的となる景観重要建造物（以下「協定建造物」という。）又は管理協定の目的となる景観重要樹木（以下

「協定樹木」という。）

協定建造物又は協定樹木の管理の方法に関する事項

管理協定の有効期間

管理協定に違反した場合の措置

管理協定の内容は、次の各号に掲げる基準のいずれにも適合するものでなければならない。

協定建造物又は協定樹木の利用を不当に制限するものでないこと。

二 前項第二号から第四号までに掲げる事項について国土交通省令（都市計画区域外の協定樹木に係る管理協定にあっては、

国上交通省令・農林水産省令。以下この款において同じ。）で定める基準に適合するものであること。

3 景観整備機構が管理協定を締結しようとするときは、あらかじめ、景観行政団体の長の認可を受けなければならない。

二
三
四
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-
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（管理協定の縦覧等）

第三十七条 景観行政団体又はその長は、それぞれ管理協定を締結しようとするとき、又は前条第三項の規定による管理協定

の認可の申請があったときは、国土交通省令で定めるところにより、その旨を公告し、当該管理協定を当該公告の日から二

週間関係人の縦覧に供さなければならない。

2 前項の規定による公告があったときは、関係人は、同項の縦覧期間満了の日までに、当該管理協定について、景観行政団

体又はその長に意見書を提出することができる。

（管理協定の認可）

第三十八条 景観行政団体の長は、第三十六条第三項の規定による管理協定の認可の申請が、次の各号のいずれにも該当する

ときは、当該管理協定を認可しなければならない。

ー 申請手続が法令に違反しないこと。

二 管理協定の内容が、第三十六条第二項各号に掲げる基準のいずれにも適合するものであること。

（管理協定の公告）

第三十九条 景観行政団体又はその長は、それぞれ管理協定を締結し、又は前条の認可をしたときは、国上交通省令で定める

ところにより、その旨を公告し、かつ、当該管理協定の写しを当該景観行政団体の事務所に備えて公衆の縦覧に供しなけれ

ばならなし＼

（管理協定の変ー更）
第四十条 第二十六条第二項及び第三項並びに前三条の規定は、管理協定において定められた事項の変更について準用する。

（管理協定の効力）

第四十一条 第三十九条（前条において準用する場合を含む。）の規定による公告があった管理協定は、その公告があった後

において当該協定建造物又は協定樹木の所有者となった者に対しても、その効力があるものとする。

（緑地管理機構の業務の特例）

第四十二条 都市緑地法 （昭和四十八年法律第し十二号）第六十八条第一項の規定により指定された緑地管理機構であって

同法第六十九条第一号イの業務を行うもの（以下この節において「緑地管理機構」という。）は、景観重要樹木の適切な

管理のため必要があると認めるときは、同条各号に掲げる業務のほか、当該景観重要樹木の所有者と管理協定を締結して、

当該景観重要樹木の管理及びこれに附帯する業務を行うことができる。

2 前項の場合においては、都市緑地法第七十条中「又は二 (1) に掲げる業務」とあるのは、 「若しくは二 (1) に掲げ

る業務又は最観法第四十二条第一項に規定する業務」とする。

3 第三十六条第二項及び第三項並びに第三十七条から前条までの規定は、前二項の規定により緑地管理機構が薬務を行う場

合について準用する。

第四款雑則

（所有者の変更の場合の届出）

第四十三条 景観重要建造物又は景観重要樹木の所有者が変更したときは、新たに所有者となった者は、遅滞なく、その旨を

景銀行政団体の長に届け出なければならない。

（台帳）

第四十四条 景観行政団体の長は、景観直要建造物又は景観璽要樹木に関する台帳を作成し、これを保管しなければならない3

2 前項の台帳の作成及び保管に関し必要な事項は、国土交通省令（都市計画区域外の景観重要樹木に関する台帳にあっては、
国士交通省令・農林水産省令）で定める。

（報告の徴収）

第四十五条 景観行政団体の長は、必要があると認めるときは、景観重要建造物又は景観重要樹木の所有者に対し、景観車要

建造物又は景観重要樹木の現状について報告を求めることができる。

（助言又は援助）

第四十六条 景観重要建造物の所有者は景観行政団体又は景観整備機構に対し、景観重要樹木の所有者は景観行政団体又は景

観整備機構若しくは緑地管理機構に対し、それぞれ景観重要建造物又は景観重要樹木の管理に関し必要な助言又は援助を求

めることができる。

第四節 景観重要公共施設の整備等

（景観重要公共施設の整備）

第四十七条 景観計画に第八条第二項第五号口の景観重要公共施設の整備に関する事項が定められた場合においては、当該景

観重要公共施設の整備は、当該景観計画に即して行われなければならない。

（電線共同溝の整備等に関する特別措置法の特例）

第四十八条 景観計画に景観重要公共施設として定められた道路法による道路（以下「景観重要道路」という。）に関する

電線共同溝の整備等に関する特別措置法 （平成七年法律第三十九号）第三条の規定の適用については、同条第一項中「そ

の安全かつ円滑な交通の確保と景観の整備を図るため」とあるのは「景観計画（景観法第八条第一項に規定する景観計画を
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いう。）に即し、その景観の整備と安全な交通の確保を図るため」と、 「特に必要である」とあるのは「必要である」と、

同条第二項中「市町村を除く。）」とあるのは「市町村を除く。）、当該指定に係る道路の存する区域において景観行政団

体（景観法第七条第一項に規定する景観行政団体をいう。以下同じ。）である都道府県（当該指定に係る道路の道路管理者

が都道府県である場合の当該都道府県及び次項の規定による要請をした都道府県を除く。）」と、同条第三項中「市町村」

とあるのは「市町村又は景観行政団体である都道府県」とする。

（道路法の特例）
第四十九条 景観計画に第八条第二項第五号ハ (1)の許可の基準に関する事項が定められた景観菫要道路についての道路法

第三十三条、第三十六条第二項及び第八十七条第一項の規定の適用については、同法第三十三条及び第三十六条第二項

中「政令で定める基準」とあるのは「政令で定める基準及び景観法第八条第一項に規定する景観計画に定められた同条第二

項第五号ハ (1) の許可の基準」と、同法第八十ヒ条第一項中「円滑な交通を確保する」とあるのは「円滑な交通を確保し、

又は良好な景観を形成する」とする。

（河川法の規定による許可の特例）

第五十条 景観計画に第八条第二項第五号ハ (2) の許可の基準が定められた景観重要公共施設である河川法による河川

（以下この条において「景観重要河川」という。）の河川区域（同法第六条第一項 （同法第百条第一項において準用する

場合を含む。）に規定する河川区域をいう。）内の土地における同法第二十四条、第二十五条、第二十六条第一項又は第

二十七条第一項（これらの規定を同法第百条第一項において準用する場合を含む。）の規定による許可を要する行為につ

いては、当該景観重要河川の河川管理者（同法第七条 （同法第百条第一項において準用する場合を含む。）に規定する河

川管理者をいう。）は、当該行為が当該景観計画に定められた同号ハ (2) の許可の基準に適合しない場合には、これらの

規定による許可をしてはならない。

（都市公園法の規定による許可の特例等）

第五十一条 景観計画に第八条第二項第五号ハ C-3) の許可の基準（都市公園法第五条第一項の許可に係るものに限る。以

下この項において同じ。）が定められた景観重要公共施設である同法による都市公園（以下この条において「景観重要都

市公園」という。）における同法第五条第一項の許可を要する行為については、当該景観重要都市公園の公園管理者（同

項に規定する公園管理者をいう。）は、当該行為が当該景観計画に定められた同号ハ (:-3) の許可の基準に適合しない場

合には、同項の許可をしてはならない。

2 景観計画に第八条第二項第五号ハ (:-3) の許可の基準（都市公園法第六条第一項又は第三項の許可に係るものに限

る。）が定められた景観重要都市公園についての同法第七条の規定の適用については、同条中「政令で定める技術的基

準」とあるのは、 「政令で定める技術的基準及び景観法第八条第一項に規定する景観計画に定められた同条第二項第五号ハ

(:3) の許可の基準」とする。

（海岸法の特例等）

第五十二条 景観計画に第八条第二項第五号ハ (4) の許可の基準（海岸法第じ条第一項又は第八条第一項の許可に係るも

のに限る。）が定められた景観重要公共施設である海岸保全区域等に係る海岸（次項において「景観重要海岸」という。）

についての同法第七条第二項及び第八条第二項の規定の適用については、同法第七条第二項中「及ぼすおそれがある」と

あるのは「及ぼすおそれがあり、又は景観法第八条第一項に規定する景観計画に定められた同条第二項第五号ハ (4) の許

可の基準（前項の許可に係るものに限る。）に適合しないものである」と、同法第八条第二項中「前条第二項」とあるのは

「景観法第五十二条第一項の規定により読み替えて適用する前条第二項」と、 「準用する」とあるのは「準用する。この場

合において、同条第二項中「前項の許可に係るもの」とあるのは、 「次条第一項の許可に係るもの」と読み替えるものとす

る」とする。

2 景観計画に第八条第二項第五号ハ (4) の許可の基準（海岸法第三十七条の四又は第三十七条の五の許可に係るものに

限る。以下この項において同じ。）が定められた景観重要海岸の一般公共海岸区域（同法第二条第二項に規定する一般公

共海岸区域をいう。）内における同法第三十七条の四又は第三十七条の五の許可を要する行為については、当該景観重要

海岸の海岸管理者（同法第二条第三項に規定する海岸管理者をいう。）は、当該行為が当該景観計画に定められた同号ハ

(4) の許可の基準に適合しない場合には、これらの規定による許可をしてはならない。

（港湾法の特例）

第五十三条 景観計画に第八条第二項第五号ハ (5) の許可の基準が定められた景観重要公共施設である港湾法による港湾

についての同法第三十七条第二項の規定の適用については、同項中「又は第三条の三第九項」とあるのは「若しくは第

三条の三第九項」と、 「与えるものである」とあるのは「与えるものであり、又は景観法第八条第一項に規定する景観計

画に定められた同条第二項第五号ハ (5) の許可の基準にi酋合しないものである」とする。

（漁港漁場整備法の特例）

第五十四条 景観計画に第八条第二項第五号ハ (6) の許可の基準が定められた景観重要公共施設である漁港漁場整備法に

よる漁港についての同法第三十九条第二項及び第三項の規定の適用については、同条第二項中「又は漁港」とあるのは

「若しくは漁港」と、 「与える」とあるのは「与え、又は景観法第八条第一項に規定する景観計画に定められた同条第二項

第五号ハ (6) の許可の基準に適合しない」と、同条第三項中「保全上」とあるのは「保全上又は良好な景観の形成上」と

する。

第五節 景観農業振興地域整備計画等

（景観農業振興地域整備計画）

第五十五条 市町村は、第八条第二項第五号二に掲げる基本的な事項が定められた景観計画に係る景観計画区域のうち農業振

興地域（農業振興地域の整備に関する法律第六条第一項の規定により指定された地域をいう。）内にあるものについて、農

業振興地域整備計画を達成するとともに、景観と調和のとれた良好な営農条件を確保するため、その地域の特性にふさわし
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い農用地（同法第三条第一号に規定する農用地をいう。以下同じ。）及び農業用施設その他の施設の整備を一体的に推進す

る必要があると認める場合には、景観農業振輿地域整備計画を定めることができる。

2 景観農業振典地域整備計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。

一 景観農業振興地域整備計画の区域

二 前号の区域内における景観と調和のとれた土地の農業上の利用に関する事項

三 第一号の区域内における農業振典地域の整備に関する法律第八条第二項第二号、第二号の二及び第四号に掲げる事項

3 景観農業振興地域整備計画は、景観計画及び農業振興地域整備計画に適合するとともに、農業振興地域の整備に関する法

律第四条第三項に規定する計画との調和が保たれたものであり、かつ、前項第一号の区域の自然的経済的社会的諸条件を考

慮して、当該区域において総合的に農業の振典を図るため必要な事項を一体的に定めるものでなければならない。

4 農業振典地域の整備に関する法律第八条第四項前段、第十条第二項、第十一条（第九項後段及び第十二項を除く。）、第

十二条並びに第十三条第一項前段及び第四項の規定は、景観農業振典地域整備計画について準用する。この場合において、

同法第十一条第三項中「農業振典地域整備計画のうち農用地利用計画に係る農用地区域内」とあるのは「景観農業振興地域

整備計画（景観法第五十五条第一項の規定により定められた景観農業振典地域整備計画をいう。以下同じ。）に係る同条第

二項第一号の区域内」と、 「当該農用地利用計画」とあるのは「当該景観農業振興地域整備計画」と、 「同項」とあるのは

「第一項」と、同条第十項中「農用地区域」とあるのは「景観法第五十五条第二項第一号の区域」と、同条第十一項中「農

用地等としての利用に供する」とあるのは「景観農業振典地域整備計画に従って利用する」と、同法第十三条第一項前段中

「農業振興地域整備基本方針」とあるのは「景観法第八条第一項の景観計画若しくは農業振興地域整備計画」と、 「変更に

より、前条第一項の規定による基礎調査の結果により」とあるのは「変更により」と、 「生じたときは、政令で定めるとこ

ろにより」とあるのは「生じたときは」と、同条第四項中「第八条第四項及び第十一条（第十二項を除く。）」とあるのは

「第八条第四項前段及び第十一条（第九項後段及び第十二項を除く。）」と読み替えるものとする。

（土地利用についての勧告）

第五十六条 市町村長は、前条第二項第一号の区域内にある士地が景観農業振典地域整備計画に従って利用されていない場合

において、景観農業振典地域整備計画の達成のため必要があるときは、その土地の所有者又はその士地について所有権以外

の権原に基づき使用及び収益をする者に対し、その土地を当該景観農業振興地域整備計画に従って利用すべき旨を勧告する

ことができる。

2 市町村長は、前項の規定による勧告をした場合において、その勧告を受けた者がこれに従わないとき、又は従う見込みがないと認

めるときは、その者に対し、その土地を景観農業振典地域整備計画に従って利用するためその士地について所有権又は使用及び収

益を目的とする権利を取得しようとする者で市町村長の指定を受けたものとその土地についての所有権の移転又は使用及び収益を目

的とする権利の設定若しくは移転に関し協議すべき旨を勧告することができる。

（農地法の特例）

第五十七条 前条第二項に規定する場合において、同項の規定により景観整備機構が指定されたときは、農業委員会（農業委

員会等に関する法律 （昭和二十六年法律第八十八号）第三条第五項の規定により農業委員会を置かない市町村にあっては、

市町村長）又は都道府県知事は、前条第二項の勧告に係る協議がととのったことによりその勧告を受けた者がその勧告に係

る農地又は採草放牧地（農地法 （昭和二十七年法律第二百二十九号）第二条第一項に規定する農地又は採草放牧地をいう。

以下同じ。）につき当該景観整備機構のために使用貸借による権利又は賃借権を設定しようとするときは、農地法第三条第

二項 （第二号の二、第四号、第五号、第七号及び第八号に係る部分に限る。）の規定にかかわらず、同条第一項の許可を

することができる。

2 前条第二項の勧告に係る協議がととのったことにより景観整備機構のために使用貸借による権利又は賃借権が設定されて

いる農地については、農地法第六条第一項の規定は、適用しない。

3 前条第二項の勧告に係る協議がととのったことにより景観整備機構のために賃借権が設定されている農地又は採草放牧地の賃貸借

については、農地法第十九条本文並びに第二十条第一項本文、第ヒ項及び第八項の規定は、適用しない。

（農業振興地域の整備に関する法律の特例）

第五十八条 都道府県知事は、農業振興地域の整備に関する法律第十五条の二第一項の許可をしようとする場合において、同

項に規定する開発行為に係る土地が第五十五条第二項第一号の区域内にあるときは、当該開発行為が同法第十五条の二第四

項各号のいずれかに該当するほか、当該開発行為により当該開発行為に係る土地を景観農業振典地域整備計画に従って利用

することが困難となると認めるときは、これを許可してはならない。

2 前項の許可についての農業振興地域の整備に関する法律第十五条の二第五項の規定の適用については、同項中「農業上の

利用を確保するために」とあるのは、 「農業上の利用又は景観法第五十五条第一項の規定により定められた景観農業振典地

域整備計画に従った利用を確保するために」とする。

（市町村森林整備計画の変更）

第五十九条 市町村は、森林法 （昭和二十六年法律第二百四十九号）第十条の六第二項及び第三項に規定する場合のほか、

その区域内にある同法第五条第一項の規定によりたてられた地域森林計画の対象とする森林につき、景観計画に即してそ

の公益的機能の維持増進を図ることが適当と認める場合には、同法第十条の五第一項の規定によりたてられた市町村森林

整備計画の一部を変更することができる。

2 前項の規定による変更は、森林法第十条の六第三項の規定によりしたものとみなす。

第六節 自然公園法の特例

第六十条 第八条第二項第五号ホに掲げる事項が定められた景観計画に係る景観計画区域内における自然公園法第十三条第四

項、第十四条第四項及び第二十四条第四項の規定の適用については、これらの規定中「環境省令で定める基準」とあるの

は、 「環境省令で定める基準及び景観法第八条第一項に規定する景観計画に定められた同条第二項第五号ホの許可の基準」

とする。
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第三章景観地区等

第一節景観地区

第一款 景観地区に関する都市計画

第六十一条 市町村は、都市計画区域又は準都市計画区域内の上地の区域については、市街地の良好な景観の形成を図るため、

都市計画に、景観地区を定めることができる。

2 景観地区に関する都市計画には、都市計画法第八条第三項第一号及び第三号に掲げる事項のほか、第一号に掲げる事項を

定めるとともに、第二号から第四号までに掲げる事項のうち必要なものを定めるものとする。この場合において、これらに

相当する事項が定められた景観計画に係る景観計画区域内においては、当該都市計画は、当該最観計画による良好な景観の

形成に支障がないように定めるものとする。

ー 建築物の形態意匠の制限

二 建築物の高さの最商限度又は最低限度

三 壁面の位置の制限

四 建築物の敷地面積の最低限度

第二款 建築物の形態意匠の制限

（建築物の形態意匠の制限）

第六十二条 景観地区内の建築物の形態意匠は、都市計画に定められた建築物の形態意匠の制限に適合するものでなければな

らない。ただし、政令で定める他の法令の規定により義務付けられた建築物又はその部分の形態意匠にあっては、この限り

でなし‘。

（計画の認定）

第六十三条 景観地区内において建築物の建築等をしようとする者は、あらかじめ、その計画が、前条の規定に適合するもの

であることについて、申請書を提出して市町村長の認定を受けなければならない。当該認定を受けた建築物の計画を変更し

て建築等をしようとする場合も、同様とする。

2 市町村長は、前項の申請書を受理した場合においては、その受理した日から三十日以内に、申請に係る建築物の計画が前

条の規定に適合するかどうかを審査し、審査の結果に基づいて当該規定に適合するものと認めたときは、当該申請者に認定

証を交付しなければならない。

3 市町村長は、前項の規定により審査をした場合において、申請に係る建築物の計画が前条の規定に適合しないものと認め

たとき、又は当該申請書の記載によっては当該規定に適合するかどうかを決定することができない正当な理由があるときは、

その旨及びその理由を記載した通知書を同項の期間内に当該申請者に交付しなければならない。

4 第二項の認定証の交付を受けた後でなければ、同項の建築物の建築等の工事（根切り工事その他の政令で定める工事を除

く。第百一条第三号において同じ。）は、することができない。

5 第一項の申請書、第二項の認定証及び第三項の通知書の様式は、国士交通省令で定める。

（違反建築物に対する措置）

第六十四条 市町村長は、第六十二条の規定に違反した建策物があるときは、建築等工事主（建築物の建築等をする者をいう。

以下同じ。）、当該建築物の建築等の工事の請負人（請負工事の下請人を含む。以下この章において同じ。）若しくは現場

管理者又は当該建築物の所有者、管理者若しくは占有者に対し、当該建築物に係る工事の施工の停止を命じ、又は相当の期

限を定めて当該建築物の改築、修繕、模様替、色彩の変更その他当該規定の違反を是正するために必要な措置をとることを

命ずることができる。

2 市町村長は、前項の規定による処分をした場合においては、標識の設置その他国土交通省令で定める方法により、その旨

を公示しなければならない。

3 前項の標識は、第一項の規定による処分に係る建築物又はその敷地内に設置することができる。この場合においては、同

項の規定による処分に係る建築物又はその敷地の所有者、管理者又は占有者は、当該標識の設置を拒み、又は妨げてはなら

なし＼

4 第一項の規定により必要な措置を命じようとする場合において、過失がなくてその措置を命ぜられるべき者を確知するこ

とができず、かつ、その違反を放置することが著しく公益に反すると認められるときは、市町村長は、その者の負担におい

て、その措置を自ら行い、又はその命じた者若しくは委任した者に行わせることができる。この場合においては、相当の期

限を定めて、その措置を行うべき旨及びその期限までにその措置を行わないときは、市町村長又はその命じた者若しくは委

任した者がその措置を行うべき旨をあらかじめ公告しなければならない。

5 前項の措置を行おうとする者は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人の請求があった場合においては、これを提示し

なければならない。

（違反建築物の設計者等に対する措置）

第六十五条 市町村長は、前条第一項の規定による処分をした場合においては、国土交通省令で定めるところにより、当該処

分に係る建築物の設計者、工事監理者（建築士法（昭和二十五年法律第二百二号）第二条第六項に規定する工事監理をする

者をいう。以下同じ。）若しくは工事の請負人又は当該建築物について宅地建物取引業（宅地建物取引業法（昭和二十七年

法律第百七十六号）第二条第二号に規定する宅地建物取引業をいう。以下同じ。）に係る取引をした宅地建物取引業者（同

条第三号に規定する宅地建物取引業者をいう。以下同じ。）の氏名又は名称及び住所その他国上交通省令で定める事項を、

建築士法、建設業法（昭和二十四年法律第百号）又は宅地建物取引業法の定めるところによりこれらの者を監督する国上交

通大臣又は都道府県知事に通知しなければならない。

2 国土交通大臣又は都道府県知事は、前項の規定による通知を受けた場合においては、遅滞なく、当該通知に係る者につい

て、建築士法、建設業法又は宅地建物取引業法による業務の停止の処分その他必要な措置を講ずるものとし、その結果を同
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項の規定による通知をした市町村長に通知しなければならない。

（国又は地方公共団体の建築物に対する認定等に関する手続の特例）

第六十六条 国又は地方公共団体の建築物については、第六十三条から前条までの規定は適用せず、次項から第五項主でに定

めるところによる。

2 景観地区内の建築物の建築等をしようとする者が国の機関又は地方公共団体（以下この条において「国の機関等」とい

う。）である場合においては、当該国の機関等は、当該工事に着手する前に、その計画を市町村長に通知しなければならな

3 市町村長は、前項の通知を受けた場合においては、当該通知を受けた日から三十日以内に、当該通知に係る建築物の計画

が第六十二条の規定に適合するかどうかを審査し、審査の結果に基づいて、当該規定に適合するものと認めたときにあって

は当該通知をした国の機関等に対して認定証を交付し、当該規定に適合しないものと認めたとき、又は当該規定に適合する

かどうかを決定することができない正当な理由があるときにあってはその旨及びその理由を記載した通知書を当該通知をし

た国の機関等に対して交付しなければならない。

4 第二項の通知に係る建築物の建築等の工事（根切り工事その他の政令で定める工事を除く。）は、前項の認定証の交付を

受けた後でなければ、することができない。

5 市町村長は、国又は地方公共団体の建築物が第六十二条の規定に違反すると認める場合においては、直ちに、その旨を当

該建築物を管理する国の機関等に通知し、第六十四条第一項に規定する必要な措置をとるべきことを要請しなければならな

し＼

（条例との関係）

第六十七条 第六十三条第二項及び前条第三項の規定は、市町村が、これらの規定による認定の審査の手続について、これら

の規定に反しない限り、条例で必要な規定を定めることを妨げるものではない。

（工事現場における認定の表示等）

第六十八条 景観地区内の建築物の建築等の工事の施工者は、当該工事現場の見やすい場所に、国士交通省令で定めるところ

により、建築等工事主、設計者（その者の責任において、設計図書を作成した者をいう。以下同じ。）、工事施工者（建築

物に関する工事の請負人又は請負契約によらないで自らその工事をする者をいう。以下同じ。）及び工事の現場管理者の氏

名又は名称並びに当該工事に係る計画について第六十三条第二項又は第六十六条第三項の規定による認定があった旨の表示

をしなければならない。

2 景観地区内の建築物の建築等の工事の施工者は、当該工事に係る第六十三条第二項又は第六十六条第三項の規定による認

定を受けた計画の写しを当該工事現場に備えて置かなければならない。

（適用の除外）

第六十九条 第六十二条から前条までの規定は、次に掲げる建築物については、適用しない。

ー 第十九条第一項の規定により景観重要建造物として指定された建築物

二 文化財保護法の規定により国宝、重要文化財、特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念物として指定され、又は仮

指定された建築物

三 文化財保護法第百四十三条第一項の伝統的建造物群保存地区内にある建築物

四 第二号に掲げる建築物であったものの原形を再現する建築物で、市町村長がその原形の再現がやむを得ないと認めたもの

五 前各号に掲げるもののほか、良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれが少ない建築物として市町村の条例で定めるもの

2 景観地区に関する都市計画が定められ、又は変更された際現に存する建築物又は現に建築等の工事中の建築物が、第六十

二条の規定に適合しない場合又は同条の規定に適合しない部分を有する場合においては、当該建築物又はその部分に対して

は、同条から前条までの規定は、適用しない。

3 前項の規定は、次の各号のいずれかに該当する建築物又はその部分に対しては、適用しない。

一 景観地区に関する都市計画の変更前に第六十二条の規定に違反している建薬物又はその部分

二 景観地区に関する都市計画が定められ、又は変更された後に増築、改築又は移転の工事に着手した建築物

三 景観地区に関する都市計画が定められ、又は変更された後に外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変

更の工事に着手した建策物の当該工事に係る部分

（形態意匠の制限に適合しない建築物に対する措置）

第七十条 市町村長は、前条第二項の規定により第六十二条から第六十八条までの規定の適用を受けない建築物について、そ

の形態意匠が景観地区における良好な景観の形成に著しく支障があると認める場合においては、当該市町村の議会の同意を

得た場合に限り、当該建築物の所有者、管理者又は占有者に対して、相当の期限を定めて、当該建築物の改築、模様替、色

彩の変更その他都市計画において定められた建築物の形態意匠の制限に適合するために必要な措置をとることを命ずること

ができる。この場合においては、市町村は、当該命令に基づく措置によって通常生ずべき損害を時価によって補償しなけれ

ばならなし＼

2 前項の規定によって補償を受けることができる者は、その補償金額に不服がある場合においては、政令で定めるところに

より、その決定の通知を受けた日から一月以内に土地収用法第九十四条第二項の規定による収用委員会の裁決を求めること

ができる。

（報告及び立入検査）

第七十一条 市町村長は、この款の規定の施行に必要な限度において、政令で定めるところにより、建築物の所有者、管理者

若しくは占有者、建築等工事主、設計者、工事監理者若しくは工事施工者に対し、建策物の建薬等に関する工事の計画若し

くは施工の状況に関し報告させ、又はその職員に、建薬物の敷地若しくは工事現場に立ち入り、建築物、建築材料その他建

築物に関する工事に関係がある物件を検査させることができる。

2 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者に提示しなければならない。

3 第一項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。

183 
, r, 1~,、?)\、、? 1:-/『(!. ・? irll・yt H 



第三款工作物等の制限

（エ作物の形態意匠等の制限）
第七十二条 市町村は、最観地区内の工作物について、政令で定める基準に従い、条例で、その形態意匠の制限、その高さの

最高限度若しくは最低限度又は壁面後退区域（当該景観地区に関する都市計画において壁面の位置の制限が定められた場合

における当該制限として定められた限度の線と敷地境界線との間の士地の区域をいう。第四項において同じ。）におけるエ

作物（土地に定着する工作物以外のものを含む。同項において同じ））の設置の制限を定めることができる。この場合にお

いて、これらの制限に相当する事項が定められた景観計画に係る最観計画区域内においては、当該条例は、当該景観計画に

よる良好な景観の形成に支障がないように定めるものとする。

2 前項前段の規定に基づく条例（以下「景銀地区工作物制限条例」という。）で工作物の形態意匠の制限を定めたものには、第六十三

条、第六十四条、第六十六条、第六十八条及び前条の規定の例により、当該条例の施行に必要な市町村長による計画の認定、違反

工作物に対する違反是正のための措置その他の措置に関する規定を定めることができる。

3 前項の規定は、第六十三条第二項及び第六十六条第三項の規定の例により景観地区工作物制限条例に定めた市町村長の認定の

審査の手続について、これらの規定に反しない限り、当該条例で必要な規定を定めることを妨げるものではない。

4 工作物の衛さの最高限度若しくは最低限度又は壁面後退区域における工作物の設置の制限を定めた景観地区工作物制限条

例には、第六十四条及び前条の規定の例により、当該条例の施行に必要な違反工作物に対する違反是正のための措置その他

の措置に関する規定を定めることができる。

5 景観地区工作物制限条例には、市町村長は、当該条例の規定により第六十四条第一項の処分に相当する処分をしたときは、当該処

分に係る工作物の工事の請負人の氏名又は名称及び住所その他国土交通省令で定める事項を、建設業法の定めるところにより当該

請負人を監督する国士交通大臣又は都道府県知事に通知しなければならない旨を定めることができる。

6 国上交通大臣又は都道府県知事は、前項の規定に基づく景観地区工作物制限条例の規定により同項の通知を受けた場合に

おいては、遅滞なく、当該通知に係る請負人について、建設業法による業務の停止の処分その他必要な措置を講ずるものと

し、その結果を当該通知をした市町村長に通知しなければならない。

（開発行為等の制限）

第七十三条 市町村は、景観地区内において、都市計画法第四条第十二項に規定する開発行為（次節において「開発行為」と

いう。）その他政令で定める行為について、政令で定める基準に従い、条例で、良好な景観を形成するため必要な規制をす

ることができる。

2 都市計画法第五十一条の規定は、前項の規定に基づく条例の規定による処分に対する不服について準用する。

第二節準景観地区

（準景観地区の指定）

第七十四条 市町村は、都市計画区域及び準都市計画区域外の景観計画区域のうち、相当数の建築物の建築が行われ、現に良好な

景観が形成されている一定の区域について、その景観の保全を図るため、準景観地区を指定することができる。

2 市町村は、準景観地区を指定しようとするときは、あらかじめ、国土交通省令で定めるところにより、その旨を公告し、

当該準景観地区の区域の案を、当該準景観地区を指定しようとする理由を記載した書面を添えて、当該公告から二遇間公衆

の縦覧に供しなければならない。

3 前項の規定による公告があったときは、住民及び利害関係人は、同項の縦覧期間満了の日までに、縦覧に供された準景観

地区の区域の案について、市町村に意見書を提出することができる。

4 市町村は、第一項の規定により準景観地区を指定しようとするときは、あらかじめ、前項の規定により提出された意見書

の写しを添えて、都道府県知事に協議し、その同意を得なければならない。

5 準景観地区の指定は、国土交通省令で定めるところにより、公告することにより行う。

6 前各項の規定は、準景観地区の変更について準用する。

（準景観地区内における行為の規制）

第七十五条 市町村は、準景観地区内における建築物又はエ作物について、景観地区内におけるこれらに対する規制に準じて

政令で定める基準に従い、条例で、良好な景観を保全するため必要な規制（建築物については、建築基準法第六十八条の九

第二項の規定に基づく条例により行われるものを除く。）をすることができる。

2 市町村は、準景観地区内において、開発行為その他政令で定める行為について、政令で定める基準に従い、条例で、良好

な景観を保全するため必要な規制をすることができる。

3 都市計画法第五十一条の規定は、前項の規定に基づく条例の規定による処分に対する不服について準用する。

第三節 地区計画等の区域内における建築物等の形態意匠の制限

第七十六条 市町村は、地区計画等の区域（地区整備計画、特定建築物地区整備計画、防災街区整備地区整備計画、沿道地区

整備計画又は集落地区整備計画において、建築物又は工作物（以下この条において「建策物等」という。）の形態意匠の制

限が定められている区域に限る。）内における建築物等の形態意匠について、政令で定める基準に従い、条例で、当該地区

計画等において定められた建築物等の形態意匠の制限に適合するものとしなければならないこととすることができるし）

2 前項の規定による制限は、建築物等の利用上の必要性、当該区域内における士地利用の状況等を考慮し、当該地区計画等の区域

の特性にふさわしい良好な景観の形成を図るため、合理的に必要と認められる限度において行うものとする。

3 第一項の規定に基づく条例（以下「地区計画等形態意匠条例」という。）には、第六十三条、第六十四条、第六十六条、

第六十八条及び第七十一条の規定の例により、当該条例の施行のため必要な市町村長による計画の認定、違反建築物又は違

反工作物に対する違反是正のための措置その他の措置に関する規定を定めることができる。

4 前項の規定は、第六十三条第二項及び第六十六条第三項の規定の例により地区計画等形態意匠条例に定めた市町村長の認定の

審査の手続について、これらの規定に反しない限り、当該条例で必要な規定を定めることを妨げるものではない。
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5 地区計画等形態意匠条例には、市町村長は、当該条例の規定により第六十四条第一項の処分に相当する処分をしたときは、

当該処分が建築物の建槃等に係る場合にあっては当該処分に係る建築物の設計者、工事監理者若しくは工事の請負人又は当

該建築物について宅地建物取引業に係る取引をした宅地建物取引業者の氏名又は名称及び住所その他国土交通省令で定める

事項を建策士法、建設業法又は宅地建物取引業法の定めるところによりこれらの者を監督する国土交通大臣又は都道府県知

事に、当該処分が工作物の建設等に係る場合にあっては当該処分に係る工作物の工事の請負人の氏名又は名称及び住所その

他国上交通省令で定める事項を建設業法の定めるところにより当該請負人を監督する国土交通大臣又は都道府県知事に、そ

れぞれ通知しなければならない旨を定めることができる。

6 国土交通大臣又は都道府県知事は、前項の規定に基づく地区計画等形態意匠条例の規定により同項の通知を受けた場合に

おいては、遅滞なく、当該通知に係る者について、建築士法、建設業法又は宅地建物取引業法による業務の停止の処分その

他必要な措置を講ずるものとし、その結果を当該通知をした市町村長に通知しなければならない。

第四節雑則

（仮設建築物又は仮設工作物に対する制限の緩和）

第七十七条 非常災害があった場合において、その発生した区域又はこれに隣接する区域で市町村長が指定するものの内にお

いては、災害により破損した建築物若しくはエ作物の応急の修繕又は次の各号のいずれかに該当する応急仮設建築物の建築

等若しくは応急仮設工作物の建設等若しくは設置でその災害が発生した日から一月以内にその工事に着手するものについて

は、この章の規定は、適用しない。

一 国、地方公共団体又は日本赤十字社が災害救助のために建築等又は建設等若しくは設置をするもの

二 被災者が自ら使用するために建築等をする建築物でその延べ面積が政令で定める規模以内のもの

2 災害があった場合において建築等又は建設等若しくは設置をする停車場、郵便局、官公署その他これらに類する公益上必

要な用途に供する応急仮設建築物若しくは応急仮設工作物又は工事を施工するために現場に設ける事務所、下小屋、材料置

場その他これらに類する仮設建築物若しくは仮設工作物については、この章の規定は、適用しない。

3 前二項の応急仮設建築物の建築等又は応急仮設工作物の建設等若しくは設置をした者は、その工事を完了した後三月を超

えてこの章の規定の適用を受けないで当該建築物又はエ作物を存続しようとする場合においては、その超えることとなる日

前に、市町村長の許可を受けなければならない。ただし、当該許可の申請をした場合において、その超えることとなる日前

に当該申請に対する処分がされないときは、当該処分がされるまでの間は、なおこの章の規定の適用を受けないで当該建築

物又はエ作物を存続することができる。

4 市町村長は、前項の許可の申請があった場合において、良好な景観の形成に著しい支障がないと認めるときは、二年以内

の期間を限って、その許可をすることができる。

5 市町村長は、第三項の許可の申請があった場合において、良好な景観の形成のため必要があると認めるときは、許可に必

要な条件を付することができる。

（国土交通大臣及び都道府県知事の勧告、助言又は援助）

第七十八条 市町村長は、都道府県知事又は国士交通大臣に対し、この章の規定の適用に関し必要な助言又は援助を求めるこ

とができる。

2 国土交通大臣及び都道府県知事は、市町村長に対し、この章の規定の適用に関し必要な勧告、助言又は援助をすることが

できる。

（市町村長に対する指示等）

第七十九条 国土交通大臣は、市町村長がこの章の規定若しくは当該規定に基づく命令の規定に違反し、又はこれらの規定に

基づく処分を怠っている場合において、国の利害に重大な関係がある建築物に関し必要があると認めるときは、当該市町村

長に対して、期限を定めて、必要な措置をとるべきことを指示することができる。

2 市町村長は、正当な理由がない限り、前項の規定により国土交通大臣が行った指示に従わなければならない。

3 国土交通大臣は、市町村長が正当な理由がなく、所定の期限までに、第一項の規定による指示に従わない場合においては、

正当な理由がないことについて社会資本整備審議会の確認を得た上で、自ら当該指示に係る必要な措置をとることができる。

（書類の閲覧）

第八十条 市町村長は、第六十三条第一項の認定その他この章の規定並びに当該規定に基づく命令及び条例の規定による処分

に関する書類であって国士交通省令で定めるものについては、国土交通省令で定めるところにより、閲覧の請求があった場

合には、これを閲覧させなければならない。

第四章景観協定

（景観協定の締結等）

第八十一条 景観計画区域内の一団の士地（公共施設の用に供する士地その他の政令で定める士地を除く。）の所有者及び（昔

地権を有する者（土地区画整理法 （昭和二十九年法律第百十九号）第九十八条第一項 （大都市地域における住宅及び住宅

地の供給の促進に関する特別措置法 （昭和五十年法律第六十七号。以下「大都市住宅等供給法」という。）第八十三条に

おいて準用する場合を含む。以下この章において同じ。）の規定により仮換地として指定された土地にあっては、当該土地

に対応する従前の土地の所有者及び借地権を有する者。以下この章において「土地所有者等」という。）は、その全員の合

意により、当該士地の区域における良好な景観の形成に関する協定（以下「景観協定」という。）を締結することができる。

ただし、当該土地（土地区画整理法第九十八条第一項の規定により仮換地として指定された土地にあっては、当該士地に

対応する従前の土地）の区域内に借地権の目的となっている土地がある場合においては、当該借地権の目的となっている上

地の所有者の合意を要しない。

2 景観協定においては、次に掲げる事項を定めるものとする3

景観協定の目的となる土地の区域（以下「景観協定区域」という。）

良好な景観の形成のための次に掲げる事項のうち、必要なもの

イ 建築物の形態意匠に関する基準
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ロ 建築物の敷地、位置、規模、構造、用途又は建築設備に関する基準

ハ エ作物の位置、規模、構造、用途又は形態意匠に関する基準

二 樹林地、草地等の保全又は緑化に関する事項

ホ 屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置に関する基準

ヘ 農用地の保全又は利用に関する事項

ト その他良好な景観の形成に関する事項

三 景観協定の有効期間

四 景観協定に違反した場合の措置

3 景観協定においては、前項各号に掲げるもののほか、景観計画区域内の士地のうち、景観協定区域に隣接した土地であって、景観

協定区域の一部とすることにより良好な景観の形成に資するものとして景観協定区域の土地となることを当該景観協定区域内の土地

所有者等が希望するもの（以下「景観協定区域隣接地」という。）を定めることができる。

4 景観協定は、景観行政団体の長の認可を受けなければならない。

（認可の申請に係る景観協定の縦覧等）

第八十二条 景銀行政団体の長は、前条第四項の規定による景観協定の認可の申請があったときは、国士交通省令・農林水産

省令で定めるところにより、その旨を公告し、当該景観協定を当該公告の日から二週間関係人の縦覧に供さなければならな

し‘。

2 前項の規定による公告があったときは、関係人は、同項の縦覧期間満了の日主でに、当該景観協定について、景親行政団

体の長に意見書を提出することができる。

（景観協定の認可）

第八十三条 景観行政団体の長は、第八十一条第四項の規定による景観協定の認可の申請が、次の各号のいずれにも該当する

ときは、当該景観協定を認可しなければならない。

一 申請手続が法令に違反しないこと。

二 士地、建築物又はエ作物の利用を不当に制限するものでないこと。

三 第八十一条第二項各号に掲げる事項（当該景観協定において景観協定区域隣接地を定める場合にあっては、当該景観協定区域

隣接地に関する事項を含む。）について国土交通省令・農林水産省令で定める基準に適合するものであること。

2 建築基準法第四条第一項の建築主事を置かない市町村である景観行政団体の長は、第八十一条第二項第二号口に掲げる

事項を定めた景観協定について前項の認可をしようとするときは、前条第二項の規定により提出された意見書の写しを添え

て、都道府県知事に協議し、その同意を得なければならない。

3 景観行政団体の長は、第一項の認可をしたときは、国土交通省令・農林水産省令で定めるところにより、その旨を公告し、

かつ、当該景観協定の写しを当該景観行政団体の事務所に備えて公衆の縦覧に供するとともに、景観協定区域である旨を当

該区域内に明示しなければならない。

（景観協定の変更）

第八十四条 景観協定区域内における土地所有者等（当該景観協定の効力が及ばない者を除く。）は、景観協定において定め

た事項を変更しようとする場合においては、その全員の合意をもってその旨を定め、景観行政団体の長の認可を受けなけれ

ばならない。

2 前二条の規定は、前項の変更の認可について準用する。

（景観協定区域からの除外）

第八十五条 最観協定区域内の士地（土地区画整理法第九十八条第一項の規定により仮換地として指定された士地にあって

は、当該土地に対応する従前の土地）で当該景観協定の効力が及ばない者の所有するものの全部又は一部について借地権が

消滅した場合においては、当該借地権の目的となっていた土地（同項の規定により仮換地として指定された士地に対応す

る従前の土地にあっては、当該土地についての仮換地として指定された士地）は、当該景観協定区域から除外されるものと

する。

2 景観協定区域内の土地で土地区画整理法第九十八条第一項の規定により仮換地として指定されたものが、同法第八十六

条第一項の換地計画又は大都市住宅等供給法第七十二条第一項の換地計画において当該土地に対応する従前の土地につい

ての換地として定められず、かつ、土地区画整理法第九十一条第三項 （大都市住宅等供給法第八十二条において準用する

場合を含む。）の規定により当該士地に対応する従前の土地の所有者に対してその共有持分を与えるように定められた上地

としても定められなかったときは、当該土地は、上地区画整理法第百三条第四項 （大都市住宅等供給法第八十三条におい

て準用する場合を含む。）の公告があった日が終了した時において当該景観協定区域から除外されるものとする。

3 前二項の規定により景観協定区域内の士地が当該景観協定区域から除外された場合においては、当該借地権を有していた

者又は当該仮換地として指定されていた土地に対応する従前の士地に係る上地所有者等（当該景観協定の効力が及ばない者

を除く。）は、遅滞なく、その旨を景観行政団体の長に届け出なければならない。

4 第八十三条第三項の規定は、前項の規定による届出があった場合その他景観行政団体の長が第一項又は第二項の規定によ

り景観協定区域内の土地が当該景銀協定区域から除外されたことを知った場合について準用する。

（景観協定の効力）

第八十六条 第八十三条第三項（第八十四条第二項において準用する場合を含む。）の規定による認可の公告のあった景観協

定は、その公告のあった後において当該景観協定区域内の土地所有者等となった者（当該景観協定について第八十一条第一

項又は第八十四条第一項の規定による合意をしなかった者の有する上地の所有権を承継した者を除く。）に対しても、その

効力があるものとする。

（景観協定の認可の公告のあった後景観協定に加わる手統等）

第八十七条 景観協定区域内の土地の所有者（土地区画整理法第九十八条第一項の規定により仮換地として指定された上地に

あっては、当該土地に対応する従前の土地の所有者）で当該景観協定の効力が及ばないものは、第八十三条第三項（第八十
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四条第二項において準用する場合を含むつ）の規定による認可の公告があった後いつでも、景観行政団体の長に対して書面

でその意思を表示することによって、当該景観協定に加わることができる。

2 景観協定区域隣接地の区域内の士地に係る上地所有者等は、第八十三条第三項（第八十四条第二項において準用する場合

を含む。）の規定による認可の公告があった後いつでも、当該士地に係る士地所有者等の全員の合意により、景観行政団体

の長に対して書面でその意思を表示することによって、景親協定に加わることができる。ただし、当該土地（士地区画整理

法第九十八条第一項の規定により仮換地として指定された士地にあっては、当該上地に対応する従前の土地）の区域内に

借地権の目的となっている土地がある場合においては、当該借地権の目的となっている士地の所有者の合意を要しない。

3 景観協定区域隣接地の区域内の士地に係る士地所有者等で前項の意思を表示したものに係る土地の区域は、その意思の表

示のあった時以後、景観協定区域の一部となるものとする。

4 第八十三条第三項の規定は、第一項又は第二項の規定による意思の表示があった場合について準用する。

5 景観協定は、第一項又は第二項の規定により当該最観協定に加わった者がその時において所有し、又は借地権を有してい

た当該景観協定区域内の土地（土地区画整理法第九十八条第一項の規定により仮換地として指定された土地にあっては、

当該土地に対応する従前の士地）について、前項において準用する第八十三条第三項の規定による公告のあった後において

土地所有者等となった者（当該景観協定について第二項の規定による合意をしなかった者の有する士地の所有権を承継した

者及び前条の規定の適用がある者を除く。）に対しても、その効力があるものとする。

（景観協定の廃止）
第八十八条 景観協定区域内の士地所有者等（当該景観協定の効力が及ばない者を除く。）は、第八十一条第四項又は第八十

四条第一項の認可を受けた景観協定を廃止しようとする場合においては、その過半数の合意をもってその旨を定め、景観行

政団体の長の認可を受けなければならない。

2 景観行政団体の長は、前項の認可をしたときは、その旨を公告しなければならない。

（土地の共有者等の取扱い）

第八十九条 土地又は借地権が数人の共有に属するときは、第八十一条第一項、第八十四条第一項、第八十じ条第一項及び第

二項並びに前条第一項の規定の適用については、合わせて一の所有者又は借地権を有する者とみなすQ

（一の所有者による景観協定の設定）

第九十条 景観計画区域内の一団の土地（第八十一条第一項の政令で定める士地を除く。）で、一の所有者以外に土地所有者

等が存しないものの所有者は、良好な景観の形成のため必要があると認めるときは、景観行政団体の長の認可を受けて、当

該士地の区域を景観協定区域とする景観協定を定めることができる。

2 景観行政団体の長は、前項の規定による景観協定の認可の申請が第八十三条第一項各号のいずれにも該当し、かつ、当該

景観協定が良好な景観の形成のため必要であると認める場合に限り、当該景観協定を認可するものとする。

3 第八十三条第二項及び第三項の規定は、前項の規定による認可について準用する。

4 第二項の規定による認可を受けた景観協定は、認可の日から起算して三年以内において当該景観協定区域内の土地に二以

上の上地所有者等が存することとなった時から、第八十三条第三項の規定による認可の公告のあった景観協定と同一の効力

を有する景観協定となる。

（借主等の地位）

第九十一条 景観協定に定める事項が建築物又はエ作物の借主の権限に係る場合においては、その景観協定については、当該

建築物又はエ作物の借主を上地所有者等とみなして、この章の規定を適用する，

2 景観協定に農用地の保全又は利用に関する事項を定める場合においては、その景観協定については、当該農用地につき地

上権、永小作権、質権、賃借権、使用貸借による権利その他の使用及び収益を目的とする権利を有する者を上地所有者等と

みなして、この章の規定を適用する。

第五章景観整備機構

（指定）

第九十二条 景観行政団体の長は、民法第三十四条の法人又は特定非営利活動促進法第二条第二項の特定非営利活動法人で

あって、次条に規定する業務を適正かつ確実に行うことができると認められるものを、その申請により、景観整備機構（以

下「機構」という。）として指定することができる。

2 景観行政団体の長は、前項の規定による指定をしたときは、当該機構の名称、住所及び事務所の所在地を公示しなければ

ならなし＼

3 機構は、その名称、住所又は事務所の所在地を変更しようとするときは、あらかじめ、その旨を景観行政団体の長に届け

出なければならない。

4 景観行政団体の長は、前項の規定による届出があったときは、当該届出に係る事項を公示しなければならない。

（機構の業務）

第九十三条 機構は、次に掲げる業務を行うものとする。

一 良好な景観の形成に関する事業を行う者に対し、当該事業に関する知識を有する者の派遣、情報の提供、相談その他の援

助を行うこと。

二 管理協定に基づき景観重要建造物又は景観重要樹木の管理を行うこと。

三 景観重要建造物と一体となって良好な景観を形成する広場その他の公共施設に関する事業若しくは景観計画に定められた

景観重要公共施設に関する事業を行うこと又はこれらの事業に参加すること。

四 前号の事業に有効に利用できる土地で政令で定めるものの取得、管理及び譲渡を行うこと。

五 第五十五条第二項第一号の区域内にある土地を景観農業振興地域整備計画に従って利用するため、委託に基づき農作業を

行い、並びに当該上地についての権利を取得し、及びその土地の管理を行うこと。

六 良好な景観の形成に関する調査研究を行うこと。
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七 前各号に掲げるもののほか、良好な景観の形成を促進するために必要な業務を行うこと。

（機構の業務に係る公有地の拡大の推進に関する法律の特例）

第九十四条 公有地の拡大の推進に関する法律（昭和四十七年法律第六十六号）第四条第一項の規定は、機構に対し、前条第四

号に掲げる業務の用に供させるために同項に規定する土地を有償で譲り渡そうとする者については、適用しないJ

（監督等）

第九十五条 景観行政団体の長は、第九十三条各号に掲げる業務の適正かつ確実な実施を確保するため必要があると認めると

きは、機構に対し、その業務に関し報告をさせることができる。

2 景観行政団体の長は、機構が第九十三条各号に掲げる業務を適正かつ確実に実施していないと認めるときは、機構に対し、

その業務の運営の改善に関し必要な措置を講ずべきことを命ずることができる。

3 景観行政団体の長は、機構が前項の規定による命令に違反したときは、第九十二条第一項の規定による指定を取り消すこ

とができる。

4 景観行政団体の長は、前項の規定により指定を取り消したときは、その旨を公示しなければならない。

（情報の提供等）

第九十六条 国及び関係地方公共団体は、機構に対し、その業務の実施に関し必要な情報の提供又は指導若しくは助言をする

ものとする。

第六章 雑則

（権限の委任）

第九十七条 この法律に規定する国土交通大臣の権限は、国士交通省令で定めるところにより、その一部を地方整備局長又は

北海道開発局長に委任することができる。

（政令への委任）

第九十八条 この法律に定めるもののほか、この法律の実施のため必要な事項は、政令で定める。

（経過措置）

第九十九条 この法律の規定に基づき命令を制定し、又は改廃する場合においては、その命令で、その制定又は改廃に伴い合理的に

必要と判断される範囲内において、所要の経過措置（罰則に関する経過措置を含む。）を定めることができる。

第七章 罰則

第百条 第十七条第五項の規定による景観行政団体の長の命令又は第六十四条第一項の規定による市町村長の命令に違反した

者は、一年以下の懲役又は五十万円以下の罰金に処する。

第百一条 次の各号のいずれかに該当する者は、五十万円以下の罰金に処する。

ー 第十七条第一項の規定による最観行政団体の長の命令又は第七十条第一項の規定による市町村長の命令に違反した者

第六十三条第一項の規定に違反して、申請書を提出せず、又は虚偽の申請書を提出した者

第六十三条第四項の規定に違反して、建築物の建築等の工事をした者

第七十七条第三項の規定に違反して、応急仮設建築物又は応急仮設工作物を存続させた者

二
三
四

第百二条 次の各号のいずれかに該当する者は、三十万円以下の罰金に処する。

ー 第十六条第一項又は第二項の規定に違反して、届出をせず、又は虚偽の届出をした者

二 第十七条第七項又は第七十一条第一項の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をした者

三 第十七条第七項の規定による立入検査若しくは立入調査又は第七十一条第一項の規定による立入検査を拒み、妨げ、又は

忌避した者

四 第十八条第一項の規定に違反して、届出に係る行為に着手した者

五 第二十二条第一項又は第三十一条第一項の規定に違反して、行為をした者

六 第二十二条第三項（第三十一条第二項において準用する場合を含む。）の規定により許可に付された条件に違反した者

七 第二十三条第一項（第三十二条第一項において準用する場合を含む。）の規定による景観行政団体の長の命令に違反した

者

八 第六十八条の規定に違反して、認定があった旨の表示をせず、又は認定を受けた計画の写しを備えて置かなかった者

第百三条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関し、前二条の違

反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対して各本条の罰金刑を科する。

第百四条

第百五条

第百六条

第百七条

例には、

第二十六条又は第三十四条の規定による景観行政団体の長の命令に違反した者は、三十万円以下の過料に処する。

第四十五条の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をした者は、二十万円以下の過料に処する。

第四十三条の規定に違反して、届出をせず、又は虚偽の届出をした者は、五万円以下の過料に処する。

第七十二条第一項、第七十三条第一項、第七十五条第一項若しくは第二項又は第七十六条第一項の規定に基づく条

これに違反した者に対し、五十万円以下の罰金に処する旨の規定を設けることができる。
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附則

この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。ただし、第三章の規定は、

公布の日から起算して一年を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。

附 則 （平成一六年五月二八日法律第六一号） 抄

（施行期日）

第一条 この法律は、平成十七年四月一日から施行する。

附 則 （平成一七年六月ー0日法律第五三号） 抄

（施行期日）

第一条 この法律は、公布の日から起算して三月を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。

（景観法の一部改正に伴う経過措置）

第十六条 この法律の施行前に前条の規定による改正前の景観法第五十五条第四項において準用する旧農振法第十一条第一項

（旧農振法第十三条第四項において準用する場合を含む））の規定による公告がされた景観農業振興地域整備計画の策定又

は変更については、なお従前の例による。

附 則 （平成一七年七月二九日法律第八九号） 抄

（施行期日等）

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日（以下「施行日」という。）から

施行する。ただし、次項及び附則第二十七条の規定は、公布の日から施行する。

（政令への委任）

第二十七条 この附則に規定するもののほか、この法律の施行に関して必要な経過措置は、政令で定める。

附 則 （平成一七年ー0月ニー日法律第一〇二号） 抄

（施行期日）

第一条 この法律は、郵政民営化法の施行の日から施行する。

（罰則に関する経過措置）

第百十七条 この法律の施行前にした行為、この附則の規定によりなお従前の例によることとされる場合におけるこの法律の

施行後にした行為、この法律の施行後附則第九条第一項の規定によりなおその効力を有するものとされる旧郵便為替法第三

十八条の八（第二号及び第三号に係る部分に限る。）の規定の失効前にした行為、この法律の施行後附則第十三条第一項の

規定によりなおその効力を有するものとされる旧郵便振替法第七十条（第二号及び第三号に係る部分に限る。）の規定の失

効前にした行為、この法律の施行後附則第二十七条第一項の規定によりなおその効力を有するものとされる旧郵便振替預り

金寄附委託法第八条（第二号に係る部分に限る。）の規定の失効前にした行為、この法律の施行後附則第三十九条第二項の

規定によりなおその効力を有するものとされる旧公社法第七十条（第二号に係る部分に限る。）の規定の失効前にした行為、

この法律の施行後附則第四十二条第一項の規定によりなおその効力を有するものとされる旧公社法第七十一条及び第七十二

条（第十五号に係る部分に限る。）の規定の失効前にした行為並びに附則第二条第二項の規定の適用がある場合における郵

政民営化法第百四条に規定する郵便貯金銀行に係る特定日前にした行為に対する罰則の適用については、なお従前の例によ

る。

附 則 （平成一八年六月二日法律第五0号） 抄

（施行期日）

1 この法律は、一般社団・財団法人法の施行の日から施行する。

（調整規定）

2 犯罪の国際化及び組織化並びに情報処理の裔度化に対処するための刑法等の一部を改正する法律（平成十八年法律第

号）の施行の日が施行H後となる場合には、施行日から同法の施行の日の前日までの間における組織的な犯罪の処罰及び犯
罪収益の規制等に関する法律（平成十一年法律第百三十六号。次項において「組織的犯罪処罰法」という。）別表第六十二

号の規定の適用については、同号中「中間法人法（平成十三年法律第四十九号）第百五十七条（理事等の特別背任）の罪」

とあるのは、 「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律（平成十八年法律第四十八号）第三百三十四条（理事等の特別

背任）の罪」とする。

3 前項に規定するもののほか、同項の場合において、犯罪の国際化及び組織化並びに情報処理の高度化に対処するための刑

法等の一部を改正する法律の施行の日の前日までの間における組織的犯罪処罰法の規定の滴用については、第四百五十七条

の規定によりなお従前の例によることとされている場合における旧中間法人法第百五十七条（理事等の特別背任）の罪は、

組織的犯罪処罰法別表第六十二号に掲げる罪とみなす。

附 則 （平成一八年一二月二0日法律第一ー四号） 抄

（施行期日）

第一条 この法律は、公布の日から起算して二年を超えない範囲内において政令で定める日から施行する。

189 
9「r J;_・? I<・? :: ヽi1: I _・・;: 鼻 i1!i・y『,H 



平成20年度修士論文 2009.2.20 

伊勢市における誂望景観保全に調する研究

ー量●It■ と遍携した鴫望景●録全鯛震の撮寡一

算1章研究の枠繰み

1-1研究の背景

(1)景観計画と運携した眺望景観保全の必璽性

景観には、近代的な都市景観や歴史的町並みの景観、ランド

マークを巡る景観、山や川、海等の地形がもたらす自然景観等が

ある。しかし、昭和 45年の都市計画法改正による建築物に対す

る絶対高さ制限の撤廃以降、これらの景観を眺め観る眺望景観

が阻害され始めてきている。これは、地域の眺望景観に対する保

全制度が整っていなかったということが原因として考えられる。

平成 16年に我が国初の景観分野における総合的な法律であ

る「景観法」が誕生し、これにより広域的かつ総合的な景観まちづ

くりが可能となった。景観に対する関心が高まる中、近年、各地で

眺望景観保全の動きが見られるようになってきている。しかし、具

体的な保全制度を運用している地域はまだ少なく、依然として明

確な保全手法は確立されていない。

(2)伊勢市の景観行政団体への移行と景観計画の策定

伊勢市は平成 20年3月に景観行政団体に移行し、その後、景

観法に基づく景観計画の策定に取り組んでいる。平成 21年2月

現在、既に「伊勢市景観計画（案）」が作成されており、平成 21年

度内に策定・告示し、運用開始することを予定している。今まさに、

広域で連携する景観法を活かした景観まちづくりが具体化しつつ

ある。伊勢市における特徴的な景観に対する一体的な眺望景観

保全が望まれていると考えられる。

1-2研究の目的

本研究では、伊勢市における景観形成への取り組みや景観関

連施策の指定状況を整理し、眺望景観保全の観点から「伊勢市

景観計画（案）」を評価・分析した上で、先進的に眺望景観保全に

取り組んでいる地域への調査分析を踏まえ、伊勢市において保

全すべき眺望景観に対し、その保全手法について検討し提案す

る。そして、現行の景観コントロールとの整合性を検討して、眺望

景観保全制度の有効性を考察する。

以上の調査分析を踏まえて、伊勢市における眺望景観保全制

度を提案することを目的とする。

1-3研究の構成

本研究は、全7章で構成される（固1)。

第1章では、研究の背景、目的、方法と構成を述ぺ、既往研究

の整理及び用語の定義を行う。

第2章では、景観法の仕組みや景観法に基づく地区指定制度、

運用状況についての整理を行う。

第3章では、伊勢市のこれまでの景観形成の取り組みと伊勢市

景観計画（案）の内容を整理し、評価分析を行う。

第4章では、人間工学的な視点における景観の把握方法の定

説について整理する。

第5章では、眺望景観保全に取り組む各地の先進事例につい

て、制度内容を整理し、現地調査（ヒアリング及びフィールド調査）

を通じて分析を深め、比較評価を行う。

第6章では、第3章～第5章における調査分析を踏まえ、伊勢

市における保全すぺき眺望景観の選定と、それらの眺望景観に

対する保全手法の検討を行う。

第7章では、第6章の調査分析を踏まえ、伊勢市における眺望

景観保全のための眺望景観保全区域（案）を提案し、伊勢市景観

計画（案）との整合性の検討を行う。
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図 1研究のフロー

1-4用栢の定輯
(1)眺望景観

眺望景観とは、視点場から視対象を眺望したとき視覚で捉えら

れる景観である。通常は広い範囲が眺望の対象となるため、多く

の場合、都市景観や歴史的景観、ランドマークを巡る景観、自然

景観等の様々な景観が一体的に眺望景観を形成する。

(2)視点場・視対象

視点場とは、優れた眺望景観を享受することができる公共性の

高い特定の場所である。視対象とは、視点場から眺望できる景観

要素であり、眺望景観の

対象物群である。

道路を視点場として、

沿道の建築物等と道路

の軸線上の山岳を眺望

する場合を一例として図

2に示す。

(3)眺望景観保全制度 図2鵬望量観の一例

本研究では、眺望景観の保全を目的として自治体が定める景

観関連施策等を、総称して眺望景観保全制度とする。

算2拿景彎法について
2-1景観法の仕組み

景観法では、景観の意義や整備・保全の必要性を国政の重要

課題として明確に位置付けるとともに、地方公共団体の今までの

取り組みの弱点をカバーし、バックアップしていくことが可能な仕

組みを創設し、さらに関連する予算や税制による支援も可能とし

ている。

景観計画は景観法の基本となる仕組みであり、景観行政団体

は景観計画区域に対し、景観形成のための規制誘導、景観重要

建造物・樹木や景観重要公共施設の指定、景観協議会の設置等

の景銀関連施策を行うことができる。また、より積極的に景観形成

を行いたい場合、景観地区や重点地区（準景観地区）に指定する

ことができる。

2-2景観法の遍用状況

景観法に基づく景観行政団体については、平成 20年 10月1

日現在、合計 363の地方公共団体が景観行政団体となっており、

公示予定のものを含めると合計 314の地方公共団体が景観行政

団体として位置づけられている。また、平成 20年10月1日現在、

景観計画については、合計 131計画が策定されており、景観地

区については、合計23地区が指定されている。



第3章伊勢市景鑽計●（稟）の内専と評●分析
3-1伊勢市景観計画（案）の概璽

(1)景観計画区域

伊勢市全域を景観計画区域としている。また、景観計画区域の

うち、内宮おはらい町地区と二見茶屋地区の2地区を、特色のあ

る景観形成を函る重点地区に指定している。重点地区は、眺望景

観の保全を図る区域であると定めている。

また、内宮おはらい町地区は景観地区に重複して指定されて

いる。

~ に` 胃l霞
写真1内宮おはらい町地区

(2)景観形成基準

重点地区に指定している2地区に対して、表1に示す景観形成

基準を定めている。景観形成基準に基づく整備イメージを図3に

示す。

内富おはらい町地区 ］ 
•.• 

二Jf.荼●逓区

図3 重点地区における整●イメージ

(3)景観重妻公共施設

景観重要道路として、重点地区を通る内宮おはらい町通り

や夫婦岩表参道をはじめ、御幸道路等が指定されている。景

観重要河川として、五十鈴川等が指定されている。

3-2内宮おはらい町地区の景観形成の取り組み

内宮おはらい町地区のまちづくりは、昭和 54年に「内宮門前

町再開発委員会」が結成されたことを契機とし｀平成元年に伊勢

市まちなみ保全条例が策定され、条例に基づいたまちなみ保全

事業により町並みづくりが進められている。歴史的町並みの保全

や電線の地中化等の成果は挙がっているが、内宮おはらい町地

区に限定した運用となっており、近年、内宮おはらい町地区の周

辺地区において、歴史的町並みに調和しない店舗が建築される

等の主に周辺地区との調和においての課題が生じている。

伊勢市まちなみ保全条例は、伊勢市景観計画（案）の運用後に

廃止される予定であるが、景観形成基準の内容は区域及び規制

内容ともに大きな変化は見られない。

内宮おはらい町地区における景観形成に関連する地区指定施

策を図4に示す。

3-3二見茶暑地区における景観形成の取り組み

二見茶屋地区では、昭和 25年頃から増加した修学旅行客に

合わせた旅館の建替えや改築により、伝統的な木造3階建て旅

館の町並みが失われ始めた。また、昭和 49年のオイルショックを

境に来訪者が減少したため、平成9年頃から町に人を戻すための

方法を旧二見町（現伊勢市）と地域住民とが協議し、その結果とし

て町並みの修景をすることとなり、 二見町地域住宅計画の策定に

取り掛かった。これを契機に、平成 13年に「二見町の景観文化を

守り、育て、創る条例」を制定し、本格的なまちづくりが始まった。

しかし、平成 21年現在も、 二見町条例の制定以前に建設された

条例に適さない中高層建築物が、歴史的町並みを崩している。

「二見町の景観文化を守り、育て、創る条例」は伊勢市景観計

画の運用後に廃止される予定であるが、景観形成基準の内容は

区域及び規制内容ともに大きな変化は見られない。

二見茶屋地区における景観形成に関連する地区指定施策及

びその現状を図4に示す。

内言おはらい町嶋区 二見茶●嶋区

-i=i 

二
●

，
 

図4 重点嶋区における地区権定篇鑽

3-4伊勢市景観計國（案）の評価と課題

重点地区の2地区は、共に伊勢市景観計画（案）の策定以前か

ら、自主条例による景観保全が行われてきている歴史的町並みを

有する地区である。伊勢市景観計画（案）に基づく景観形成基準

の内容は、区域及び基準内容ともに、自主条例の内容から大きな

変化は見られないが、法的拘束力をもつ施策への移行により、確

実な町並み保全が期待できると考えられる。

また、内宮おはらい町周辺の山岳や神宮宮域林や二見茶屋地

区周辺の音無山は自然公園の特別区域に、 二見浦海岸は国及

び県の名勝に指定されており、重点地区周辺の主な自然景観は

保全されていると考えられる。

伊勢市景観計画（案）において、重点地区の2地区に対して、

歴史的町並みと自然景観が一体となった眺望景観保全を図ると

いう記述は見られるが、具体的な施策や保全基準等は設定され

ていない。

表1重点地区における量観形成基準
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第4章景鶴の工学的把握方法6)7)8)

(1)視野

景観を眺望する場合、人間がどの程度まで見えるのか（視野）が

重要な問題となる。視野の節易な指標としては頂角 60°の円錐（コ

ーン説）が定説となっている。この妥当性は眼球運動の性質などか

ら証明されている（図5)。

ただし、これは視線を1方向

に固定して見る場合の静視野

であり、眼球運動が自由な状態

の注視野の場合は、左右

120゚ が定説となっている。

なお、視点の移動する場合

の動視野は、移動速度の増加

に伴い有効な視野が狭窄する。

また、視対象の細部は見えにく

くなる。

(2)視角（見込み角）

視点から視対象の見えの大

きさは、視点から視対象を見込

む垂直視角と水平視角を指標

とする見込み角（視対象の張る

視角）で表わされる（図6)。

また、見込み角と建築物のフ

アサードの見え方の関係では、

法則性が見られ(Maertensの法

則）、ファサードが背景と一体化

し環境の一部となるのは見込み

角が垂直視角 14゚ 以下の場

合であることが定説となっている

（図7)。
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図5 視野7)

図6 見込み角8)
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図7 視角と視対象の関係”

(3)視距離

建築物等の細部の意匠が認知される視距離としては、 500mが

定説となっている（図8)。

また、視点と視対象の距離関係（視距離）において、景観は近

最（視点の近くに見られる景観）、中景（近景と遠景の間に見える

景観）、遠景（遠くに見える景観）に分類される。この分類は相対

的であるため、視距離の定量的な区分は明確にはされていない。

ただし、簡易な指標として

定説になっている視距離

の分割では、視対象を樹

木として、近県域340~

460m、中景域340~460m

から2.1~2.8km、遠景域

2.1~2.8km以遠とされて

いる（図9)。
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第5章先道的な鵬望景観保全制度の調査分析

5-1 先進事例の選定

景観法に基づく景観行政団体であり、眺望景銀保全に対する

具体的施策を行っている自治体を、先進事例として調査対象とし

た。倉敷市と松本市、金沢市、京都市における眺望景観保全制

度を調査対象の先進事例として選定し、現地調査を行った。

各先進事例の眺望兼観保全制度の概要を表2に示す。

表2 各先進事例の眺望景観保全制度の概要
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5-2倉敷市の現地綱査

(1)ヒアリング請査 （倉敷市纏設鳥鬱市計繭郎鬱市ttll課.2008.11.19) 

倉敷市における眺望景観保全制度の詳細確認及び最新動向

の把握を目的としてヒアリング調査を行った。

・昭和 50年代に倉敷Ifの延長線上に尚層ホテルの建設が計画さ

れた際、自主条例により町並みを保全している倉敷川畔からの眺

望景観の阻害が懸念され、建設予定地に気球を上げて検討を行っ

たのが、倉敷市の眺望兼観保全の取り組みの始まりである。

• その後、行政指導の範囲での規制誘導を行ってきたが、 2つ

の嵩層建築が計画され、後追い的に背景保全のための条例制定

及び条例に基づく背景地区を指定した。きっかけとなった2つ

の高層建築計画に対し、 2つとも市が土地を買い上げ、高さを

変更させた。 1つはその後、ポケットパークに整備している。

• 平成 20年の景観計画策定を契機とし、より確実な眺望兼

観保全のため、景観計画において独自の眺望保全地区の指定

を行い、眺望ラインによる涵さ制限を開始している。

(2)フィールド謂査 (2008.11.18~19)

倉敷川畔の町並みの背景と倉敷川に架かる3つの橋梁からの

眺望景銀の保全状況の確認及び、眺望兼観保全制度の契機とな

った2つの高層建築計画の現地の確認を行った（写真3,4)。

視点場からの眺望は一定の保全がなされていた。倉敷市には

伝統的な町屋や土

蔵と、優れた洋風

建築が混在してい

るが、お互いの眺

望が阻害されるこ

となく、調和してい

る点は評価できる。 写真3 商業ビル 写真4ポケットパーク

5-3松本市の現地謁査

(1)ヒアリング調査 （松本市●殷蒻It圃麟.2008.11.27) 

松本市における眺望景観保全制度の詳細確認及び最新勁向

の把握を目的としてヒアリング調査を行った。

•昭和 47 年に松本城(29.4m)の直西に、 7階建マンション (27 . 3

m)が建設された際、眺望景観が阻害されたとして大きな問題にな

り、再発防止のために景観調査を行ったのが、松本市の眺望景

観保全の取り組みが始まりである。

・景観調査の報告書により、城郭の背景となる山岳への眺望を保

全し一体的な景観保全を図ることの重要性が指摘され、特に重要

な3つの視点場が示された。

・3つの視点場からの眺望景観の観測に基づき、行政指導の範囲

での山岳を仰ぎ見る仰角による嵩さ規制を行ってきたが、法的拘

束力の必要性が嵩まり、商度地区指定に移行した。

•平成 20 年の景観計画策定による松本城周辺の重点地区指定

により、嵩度地区と重複した地区指定となり、建築物の嵩さだけで

なく色彩や形態等についても規制の対象となっている。

(2)フィールド謂査 (2008.11.26~27)

松本城周辺の3つの視点場からの眺望景観の保全状況の確認

及び、嵩度地区内の不適格建築の確認を行った。

視点場からの眺望景観は一定の保全がなされていたが、視点

場以外から見る松本城の背景には、景観阻害要素となる建築物

が目立った（写真5)。凝度地区内の不適格建築物は松本市役所

庁舎を含む7棟確

認できた。また、保

全の行われていな

い場所からの山岳

への眺望景観は、

阻害の目立つ湯

所も多かった（写真6)。 写真5松本城

四

写真6 千饂橋

5-4金沢市の現地謂査

(,)ヒアリング謂査（會沢市響市聾●鳥●●政●諷 2008.12.03)

金沢市における眺望景観保全制度の詳細確認及び最新動向

の把握を目的としてヒアリング謂査を行った。

• 平成元年に制定された金沢市景観条例に基づき、地域の特性

に応じて伝統環境保存区域と近代的都市景観創出区域を指定し

たが、相反する地区指定に対する景観がぶつかり合うことがあっ

たため、平成 13年に眺望景観の調査を行ったのが、金沢市の眺

望景観保全の取り組みの始まりである。

・調査結果を踏まえ、平成 15年に眺望景観保全に関する内容を

追加した条例に改正し、 8つの保全を行う視点場（保全眺望点）と

眺望景観保全区域、眺望景観保全基準の指定を行った。

・視点場は当初 52箇所抽出されたが、全てを保全することは、都

市活動の停滞に繋がる可能性があるため、公共性と歴史性、観光

性、心象性を評価基準として各視点場を評価し、特に重要である

8つだけを保全の対象とした。

(2)フィールド謂査(2008.12.02~03)

金沢市各地の8つの視点場からの眺望景観の保全状況の確認

及び、相反する地区指定の景観への影響の確認を行った。

視点場からの眺望景観は一定の保全がなされていた。近代的都

市景観創出区域内で伝統的建築物が現存している場所もあった（写

真7)。また、相反す

る地区指定が隣接

していることにより、

歴史的町並みの背

景に不調和な建築

物等が見られる場—

所あった（写真8)。 写真1都市景劃出区域 写真8主計町

5-5京都市の現地謂査

(,)ヒアリング謂査（東●市emtt圃鳥●市景●... ぼ全課・量霞政●露.2008.12.09) 

京都市における眺望景観保全制度の詳細確認及び最新動向

の把握を目的としてヒアリング調査を行った。

•平成4、 5年に市内の 124 の社寺の境内に対し、眺望景観の調

査を行った際、境内の背景に中尚層建築物が見える場合があっ

たため、境内の外縁林の尚さを !Omと想定して眺望ラインの検討

を行い、高度地区の最高嵩さ設定を変更した。

・京都市は景観行政としての経験は豊富であるが、景観が明らか

に悪化し続けていたため、平成 20年に京都市新景観政策を策

定し、政策の一環として眺望景観創生条例を制定した。

・眺望景観創生条例における視点場は、平面直角座標で定めて

おり、現地に鋲を設置しているため、明確に指し示すことができる。

・選定した 38の眺望景観に対し、標高による絶対麻さ規制を行って

いるのは、市民の理解が得られやすい五山の送り火のしるしへの眺

望最観と、比叡山を借景とする円通寺の庭園からの眺望景観である、）

・円通寺からの眺望景観に対し、山裾地域で2階建の個人住宅の建設

計画が問題となったことがあり、詳細な検討の結果、特例許可を出しt.:.,

•標面による絶対嵩さ規制を行わない眺望景観に対しては、周辺

500mにおいて建築物の形態や色彩等の指導を行っている。

(2)フィールド闘査(2008.12.09~10)

標嵩規制を行っている眺望景銀に対し、視点場からの保全状

況の確認及び、視点場の状況確認を行った。

視点揚からの眺

望景観は一定の保

全がなされていた

（写真9)。

また、視点場には

鋲が設置されていn ~ 
た（写真 10)。 写真9大文字への眺望写真 10視点場の鋲



第6章伊勢市における鑢望景観保全手法の検討

6-1対象地区の選定

第3章より伊勢市景観計画（案）において眺望景観の保全を図

る区域であると定められているのは重点地区である。伊勢市にお

ける重点地区は歴史的町並みを有している地区であるため、保全

すべき眺望景観は重点地区内の建築物群と周辺の自然が一体と

なって形成される眺望兼観であると考えられる。第4章より建築物

等の細部の意匠が認知される視距離として 500mが定説となって

いるため、重点地区の周辺 500mまでを対象地区として選定する。

よって対象地区は、「内宮おはらい町地区及び周辺地区」と「ニ

見茶屋地区及び周辺地区」とする。

6-2視点場候補の抽出

第5章より視点場は公共の場を基本とする。よって対象地区に

おける公共施設（道路、橋梁、公園、河川敷等）を抽出する。抽出

された公共施設のうち、伊勢市景観計画（案）に基づく景観重要

公共施設と、国指定名勝及び伊勢志摩自然公園に含まれる公共

施設に絞り込む。

6-3視対象候補の抽出

各重点地区内の伝統的意匠をもつ建築物を抽出する。また、

対象地区における国指定名勝及び伊勢志摩国立公園に指定さ

れている自然（山岳、海等）と、景観重要公共施設に指定予定の

河川を抽出する。

6-4現地謂査による眺望景観の抽出

6-2及び 6-3で抽出された視点場と視対象の重ね合わせを固

8に示す。これに基づいて現地調査を行い、眺望景観を抽出した。

冑●●はら9量....u●傷..  
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図8 視点場候補と視対象候補の重ね合わせ
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6-5保全すべき眺望景観の選定

6-4で抽出した眺望景観の内、主な視対象が歴史的建築物だ

けである場合は、伊勢市景観計画（案）に基づく景観形成基準に

より保全されるため保全対象外とした。また、主な視対象が自然景

観だけである場合も、名勝や自然公園（特別地域）等により保全さ

れるため対象外とした。

内宮おはらい町地区及び周辺地区では、新橋から五十鈴川と

川沿いの歴史的町並みを前景として神宮宮域林を見通したり山

並みを背最として内宮おはらい町の市街地を見たりする眺望景観

と、護岸整備された五十鈴川左岸から対岸の市街地の向こうに山

並みを仰ぎ見る眺望景観を選定した。前者は2方向への保全す

べき眺望景観を有している点的な視点場であり、後者は線的に連

続する視点場である。

二見茶屋地区及び周辺地区では、夫婦岩表参道から歴史的

町並みを前景として音無山を見通す眺望景観と、音無山の遊歩

道から二見茶屋地区の市街地と名勝二見浦を俯敵する眺望景観

を選定した。前者は参道が線的に連続する視点場であり、後者は

点的な視点場が2箇所ある。

6-6眺望景観保全手法の検討

6-5で選定された保全すぺき4つの眺望景観に対し、その保全

手法の検討を行う。なお、視点の裔さは 1.5mとする。

新橋と音無山からの眺望最観は、視点場が点的なシーン景

観（立ち止まって見る眺望景観）であるため、視線の向きに

個人差が出ると考えられ、注視野 120゚ を用いて眺望近景保全を

行うこととする。

五十鈴川右岸からの眺望景観も、視点場は線的に連続して

いるがシーン景観であるため、視線の向きに個人差が出ると考

えられ、注視野 120゚ を用いて眺望近兼保全を行うこととする。

夫婦岩表参道からの眺望景観は、視点場が線的に連続してい

るシークエンス景観（歩きながら見る眺望景観）であるため、

視線の向きが自ずと定まると考えられ、静視野 60゚ を用いて眺望

近景保全を行うこととする。

各眺望景観の眺望保全ラインの考え方及び近景域の考え方を

図8に示す。

内宮おはらい町地区及び眉辺地区

斬檎から 五十鈴川右庫から

神宮宮箪林及び山並みへの誂望景観 1 山並みへの誂望景観

二見茶・地区及び層辺地区

夫鳩岩表参遭から
奮撫山への鵬望量鰻

音11山から
名饒二見溝への鍵望景観
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図9 保全対象の眺望景観に対する保全手法



第7章伊勢市景観計國（案）と運携した眺望景観保全鯛度の提案

7-1 眺望景観保全区域（案）の指定

眺望景観保全区域（案）として、眺望保全ラインによる建築物の

高さ規制を行う眺望空間保全区域と、建築物の形態、色彩等を指

導する眺望近景保全区域（案）の2種類を指定する。

(1)内宮おはらい町地区（重点地区）及び周辺地区

6-5で選定した内宮おはらい町地区における保全すべき眺望

景観に対して、 6-6で検討した手法により、眺望景観保全区域

（案）を指定する。新橋眺望景観保全区域（案）及び五十鈴側左

岸眺望景観保全区域（案）を図 10に示す。

①新橋から神宮宮域林及び山岳への眺望景観

眺望保全ラインは、視点場から橋梁軸西側及び河川軸南側へ

の眺望の焦点となっている建築物の上端と視点を結んだ直線によ

り示すことができる。

眺望空間保全区域は、視点場から橋梁軸西側及び河川軸南

側への水平視角 60゚ により指定することができる。

2方向へのシーン景観を享受する視点場であるため、眺望近景

保全区域は、視点場から橋梁軸西側及び河川軸南側への水平

視覚 120゚ の範囲 500mに区域指定する。

②五十鈴川右岸から山岳への眺望景観

眺望保全ラインは、眺望の焦点となる五十鈴川右岸側の河川

沿いの建築物の上端と、視点を結んだ直線により示すことができ

る。

眺望空間保全区域は、視点場から河川軸に垂直に水平視角

60゚ を線的に連続させて、区域指定する。

シーン景観を享受する視点場が線的に連続しているため、眺

望近景保全区域は、視点場から河川軸に垂直に水平視角 120°

の範囲500mを線的に連続させて、区域指定する。

(2)二見茶屋地区（重点地区）及び周辺地区

6-5で選定した二見茶屋地区における保全すべき眺望景観に

対して、 6-6で検討した手法により、眺望景観保全区域（案）を指

定する。音無山眺望景観保全区域（案）及び夫婦岩表参道眺望

景観保全区域（案）を図 11に示す。

①夫婦岩表参道から音無山への眺望景観

眺望保全ラインは、音無山に対する眺望景観の垂直視角（仰

角）が最小となる直線のため、眺望の焦点となっている建築物の

上端と視点の最西端を結んだ直線により示すことができる。

眺望空間保全区域は、音無山に対する水平視角が最大をなす

直線で挟まれる区域のため、道路の両端の2点と視点場の最東

端を結んだ直線により指定することができる。

シークエンス景観を享受する視点場が線的に連続しているため、

眺望近景保全区域は、視点場から道路軸に沿った水平視角

60゚ の範囲500mを線的に連続させて、区域指定する。

②音無山から名勝二見浦への眺望景観

眺望保全ラインは、成長した松が約 10m--15mであることから、

松を 10mと想定して視点場と結んだ直線により示すことができる。

音無山の2つの視点場から同様の手法で眺望空間保全区域を指

定し、重複する地域では低い方の眺望ラインを有効とする。

眺望空間保全区域は、二見浦の海岸林に対し、最西端と最東

端の松の2点と視点場を結んだ直線により指定することができる。

シーン景観を享受する視点場であるため、眺望近景保全区域

は、視点場から海岸林に対する水平視角 120゚ の範囲 500mに

区域指定する。

7-2眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）との整合性

7-1で検討した眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画（案）

を重ね合わせ、整合性を検討する。図 10、11に示すように、重点

地区の区域外において、新たに建築物の裔さや形態、色彩等を

規制することができる。

また、重点地区と重複する地域では、重点地区の景観形成基

準との連携により、より確実に眺望景観保全が可能となる。

7-3伊勢市眺望景観保全制度（案）の特徴

伊勢市において、これまで行われてきた景観形成の取り組みが

2次元的なゾーニングによる地区指定施策であるのに対し、伊勢

市眺望景観保全制度（案）は、 3次元的な眺望保全ラインの検討

に基づく地区指定施策であり、歴史的景観と自然景観、文化景観

等を一体的に捉えて保全を行う点が特徴的である。また、ゾーニ

ングによる地区指定施策が標高を考慮していないのに対し、眺望

景観保全ラインは標高による絶対高さ規制である。

特定の眺望景観を提示し、それを根拠に規制を行うことで、具

体的な将来像を描きやすいことも特徴的である。

ただし、ゾーニングによる地区指定施策では、景観や環境の向

上によるメリットを規制区域内の住民が享受できるのに対し、一般

的に眺望景観保全制度では、規制区域内の住民が必ずしもメリッ

トを享受できるとは限らないことを留意しておく必要がある。

7-4伊勢市眺望景観保全制度（案）の運用に向けて

(1)視点場の確定

伊勢市眺望景観保全制度（案）は、視点場に基づいて区域指

定及び建築物の最高高さ、形態、色彩等の規制を行うため、視点

場を確定する必要がある。そのため、現地に鋲を設置し、定期的

な管理を行うことが望ましい。

(2)高さ規制値の確定

眺望保全ラインによる高さ規制は、標高による絶対高さ規制で

あり、高さ規制値の確定のためには、視点場及び眺望景観保全

区域（案）内の正確な測量が必要である。

(3)協議会の設置

伊勢市眺望景観保全制度（案）は、伊勢市において取り組みの

行われていない新しい制度であることや、眺望景観保全区域（案）

の規制内容の複雑さによる運用上の混乱、財産権の損失補償の

問題等の回避のため、住民と行政、専門家による協議会を設置

することが望ましい。建築等行為の景観法に基づく届出の事前協

議としての役割を協議会が担うことで、実行力を伴う制度となる。

7-5総括

本研究では、伊勢市における景観保全施策の最新の取り組み

状況について整理することができた。また、眺望景観保全の先進

事例の取り組み状況を、現地調査を通じて明らかにし、整理する

ことができた。そして、これらを踏まえて、伊勢市景観計画（案）に

基づく内宮おはらい町地区（景観地区）と二見茶屋地区（重点地

区）及びその周辺を対象地区とし、伊勢市眺望景観保全制度

（案）の提案を行うことができた。

この提案は、伊勢市における歴史的景観と自然景観、文化景

観等を一体的に捉えて保全を行う景観保全制度であり、景観計

画に基づく重点地区（及び景観地区）において周辺環境も含めた

より広域な景観保全を進めていく上で、意義があると考えられる。

今後は、眺望景観の理論化をさらに進め、運用を見据えた伊

勢市眺望景観保全制度（案）の詳細な内容について提案すること

が課題として考えられる。また、将来、重点地区に選定される可能

性が高いと考えられる河崎地区や小俣地区、外宮周辺に対しても

提案することが望ましいと考えられる。
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麟望量観曇全鯛虔 （寡）による景観侵全

鯖檎鴫If●拿●● 冨）の●●●●“●により.II宣饂疇nにおいて,... からの●望1こ●する以下の”畳があると彎えら
れる．

· • ヽ鴫区●●鴫鴫Iこおいては．．．題・暴畢による墓さ●馴,:.. ぇ．覆贔嶋からの●鳩の●馳がなされる,,.,_五十11111..t鑽

ヘ＂見遍し疇鸞.... ●蝙舅の胄量を...した●●り●貪..胃●と“る

·• 曇鴫iz,1の嶋〇●●●金露鑢 1宣）内においては.,ニな翼さ嶋麟贔U.1!鰤●の●麟がmわり．五十饒111..t遭への覺遍し

や11更的U•11の冑●が●食される
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五十鈴川右岸眺望景観保全区域 （案） 指定区域 五十鈴川右岸眺望景観保全区域 （案）と伊勢市景観計國（案）の整合性
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玉＋鱒Ill石庫から軍鸞できる．＊辺と内富お

はらい町亀“，，●史的●●●IIと胃量の山重み

が一体となった員＂な ■II量鑽を●倉する1二，，．
讀ヽ●から■IIされる●●●鴫は．虜ヽ・から
の lf●●1こ配慮し1二lf■&lt:・t!.劃1こしなけ
ればUらない

鵡望空躙景全区域

五十饒Ill右●から●畳でeる．皐辺と内富お
11らい冑嶋II!.の●鸞的●●鴨11と胃●の山讐み

が一偉と，，った皇,Jr,1●霊●●を●重Tl>た，，．

糟卓●から覆鼠さI¥る●置●●ii■ 剛として．
II竃する山量みへ，，u,イン量鰭えてはなら
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伊勢市量■ltllC軍）による●●縁全

●這おはらい衝嶋霞の●匹If.II●により．．贔竃塁内においては．瓢鴫からの●21こ冒する以下の鵡●があると書えられる

・lOmJ;l"Fかつ'""下の●さ●＂によ 'J.●しく鴫菫lcll冨.,.る重璽.,.重鰊され.,._II.#不●櫓重量檜I>:.霞て●え剛こ

12m以...とCる．

・llllllこ墨して●書奮饂 9ヽる鴫會,.蝙・か生亀とな6t,,ぅ.l!I. 更＂重●鴨との●和が●られる

伊勢市景●計圃 （軍）による量観侵全

亭湯おばらい町亀区の●●●●墓●により．璽l1l鴫ll内においては．五十饒1116鼻からの畢望に●する;("f'の鵡●があらと彎

・られる
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. ,o., 以下かつ3●は下の●さ鰻鯖によ•) . ●しく...奮●●する重璽●は量凰され...既ff'f'aflll●●r:.11て輪え嶋9こ12

m以下となる

・胃'"'こ●して●鴫重●9↑る..は....か生重となるた，，．●鸞釣鑢●●との■和が11られる

鵬望景1l録全鯛虞 （寡）による量観景全

五+11111右摩●冨●拿墨鴫 （富lo>tlff■ 凰・により、II貫墨..., こあいてはJittlfll石鼻からの●!IIこ●する以下の鰭•

があると彎えられる

·• 直廻重●●亀鴫t:おいては....鳳贔●による鼻さ●鯛に加え．糧贔●からの鴫llの●麗が，，，されるた，，.II鸞的・畳鴨

11の胄●蚤●●した量●な●食が青●となる，

• 重,1,e重外の●鱚●●●金●鴫 9冨 Pitこおいてti.Iiたa●さ●鯛鳳I.I.I!. •• の●鯛が鵬わり．匿吏＂重璽糧 11の胃量が

●會される

“重,,. .. ~」OO

●望●●●重鯛霊（冨、 ●剛•

図10 内宮おはらい町地区 （重点地区）及び周辺地区における眺望景観保全制度 （案）



伊勢市二見茶屋地区（重点地区）及び周辺地区

夫婦岩表参道眺望景観保全区域 （案） 指定区域 夫婦岩表参道眺望景観保全区域（案）と伊勢市景観計画 （案） の整合性
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区ロ 鴫望空間保全区蟻 伊勢市量観ltii(軍）による景観縁全

費嶋●●●遍か；；・量でeる．アイストップとaる●●山の山重みとニll軍●疇置のII
鸞的●璽●が一体となった!tl1'•ll●●f●重するたf). 鴨ヽ・から檀繹される●璽暢

鴫,:.11•• からの●望●鵬：配•した馳●重匠 ·e•,こし,,,すればなら“い

覺鴫●●●遍から拿畳でPo.アイストッブとなる●●山の山●みI:ニ覺墓●●｀＂
●鸞的●璽●が一0と“った曇tf(;●:r●●ヽ・金するた，，．纏“蝙から檀認される●
璽鸞鴫は11鯛I:して.II宣する●●山への・:r,~ンを鴫えて1:<1ら“い

二皇革●●この量●鰤鑢贔●により．●贔..内において・:.長鴫彎●●●からの鴫2に●する“

下の鵡●があると彎えられる

, 12 .. 1,1下かつ3●以下の●さ鰻“により， 塁＂不●暢重●●は ..て●え”に ,2.. 以下となる

・遍11に●-ri,1111が，冨畢を墓拿とした鼻ら●いた色鬱となる

．．．筐●や●●により、 ..の●●性が●童される

鵬望量観録全鯛宣 （宴）による量観畏全

複贔鴫の区嶋 鴫望ライン
負鱒鬱●●遍●望●金●蝙 （寓9の●●●●“●1こよ'I.霧震●鴫内においては貴嶋噸●●遍から

の鴫讐1こ賣ずる1,11'の鵡量があると彎えられる

・重●鴫●重●鴫鴫においては．量●●●墓・による裏さ順馴（こ“ぇ． 覆贔鴫からの鴫，，の・纏，，な

され6/;t>.●●山への.l.:■t.tUt.た遍■u●倉が曹●となる．
·• 曇嶋11外の●望●●●拿置嶋 （冨）内においては.IIた“●a●馴量び、e●●の●麟が加わり．
＂山へ の●筐が●倉される

ヽ
',,,., 

Ii 

＂・ ・貴璽
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望●●奮●拿するた，，，.!IA• から匹される●鵞輪鴫~-檀“●●ヽらの鴫望●●1こ配•

した11■811:・f!.lll:L<ヽItればなら“ぃ．

●●山の竃●遍晨rJlt●から皐畳で書6.名鱒二覺●と111●亀が一停と，，った員”な

●望●●f●重T6た，，.II轟・から虞鷹される●量●｀は●嗣として． ●摩鱒 1讚緯＼
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鴫望空閾景全区域
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伊勢ill量纏計直 （宴）による量観保全

二ll冨••鼠の1l●“慮“●により ． 量....内においてIt.●●山からの・重に●... 以,..，，鵡

畳があると彎えられる．

l!m以,..かつ3●以下の●さ鱗麟9こよ').1111不●暢●●●は,I!て●え剛こ11..... ,.. となる．

· ••· の色編が霰〇畢9こrz•i.■鸞納,,,.■彎との●和が霞られる

鴫望量●優全馴虞 （軍）による量観畏全

■■wll2●重｀嶋 （富；の●●●●贔●1こより.llllll鴫内において1よ●●山からの1121こ●す
る以下の鶏畳があると・えられる

· • 贔亀Ill●竃鴫1こおいては......曇●1こよる●さ攣鯛に編え..慮●からの編菖.,.鑢がな

されるた，，． 竃●緯 (Ill樽．の讀賃納遍●11£■■ した●●な●倉が胃●となる
·• 贔竃墨外の●コ●●●隻瓢嶋 （富）内においてti.麟たな●さ..量<1.e瓢●の鯛鯛が加わり．
名●二●●への●●が●食される．

図 11 二見茶屋地区 （重点地区）及び周辺地区における眺望景観保全制度 （案）
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0ヒアリング調査：平成20年11月198<*> 10:00-11.00 
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松＊ボ鱒R鱗計●n曇示彎lll!!a.£ 量巾,,,,.氏

0フィールド調査•平咸20年11月26日 (*) -27日 （木）

(3)拿沢市

0ヒアリング調董．平成20年12月3日<*)10:00-11:30
金Rif;畢市●●島●観政讐u!,.+-曼女 g
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。I:アリング鯛董平咸20年12月19日（會）13.00-18:00(17・00-は職地視●）
,;, 11.r,11市計鑢島●市●讀i!1I量●政讐1,, 企1111保長塩漬属g
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--- ~ . に基づく地区搾定籍●であること．

・鵬望景観録全ラインによる寓さ績鯛は、 こと．

・歴史的量観と自熱量讐、文化量●鴫を h『 皿 ●'.... ~ こと．

•特定の鴫望量観を援示し．それを槽拠に鰻鯛を行うことで、 ",1 !1 こと。

,, ...  , ... ●―11 llfi令"喧...~,:.J員"区箪内の&If~·.:ずしも凸ガ.,.,曼でeると1:111.,,.か

I'I /IIりh訊匹叫'dlll'l ：ヽ直Ill心 i.t、・
復点湯を罐定する必蔓があるため、職達にピ~--l "'J: ・; ことが菫ましい．

・縞菫録全ラインによる寓さ攣鯛●を菫定するために．襖点湯及び鴫望量観録全区道（軍）の区遍
内のュ ことが11ましい．

鼠望景観侵全区填（軍）では．場所により爆鯛内専が翼なるため．運用上の混乱や損失襦償の問

●の回選のため． Zことが望ましい。
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1●定"'""'場合 h へ...貫~II言,,,

I ; -. は,.~.... .、.'. • ... ● 7. 伊勢市における量lllt●と遍鑽した鴫菫量■鼻全鯛霞の櫨●
0舅究の黛景

・伊勢市における量鶴偉全籍重の最斬の取り繕み状況を、●理することができた．

・鴫望景観畏全鯛度の先遍事例の裏状を、覆埠讀査を逼じて綱らかにし．豊運することができた．

これらを踵まえて

・内富おはらい町嶋区（重贔鳩置）と二見茶■嶋区（重贔鳩区）及び・辺蟻区に鯖し．伊勢市鴫菫景観
曇金鯛II<富）の擾寓を行うことがで會た．

て11辺;. .r.. 會め令 ）1這な量観保全を這めていく上で.fl.●がある．

〇今讐の●●

提寡した伊勢市鴫望量観録全鯛震（稟）の運用を見蠅え よ`り騨●な内専について提宴すること．

符賽的に重点地区に指定される可饒性が富い呵嶋地区やヽiヽ優地区、外官層辺に対しても援寡する

こと．
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あとがき

三重県伊勢市における景観保全に関する研究を初めて約3年の月日が経とうとしています。

三重大学卒業論文では伊勢市との共同研究として、伊勢神宮への参道である御幸道路における灯籠群の現

状と景観的特徴を明らかにし、参道景観保全に対して展望しました。その後は、浅野研究室で継続的に行っ

てきた伊勢市における 2次元的な景銀保全の研究の一つの集大成として、御卒業された矢沢祥氏、富田幸恵

氏と共に、宇治地区と二見地区、小俣地区の3地区に対し町並み調査を踏まえた景観地区（案）と景観形成

基準（案）を景観法の運用に向けて提案しました。本研究は伊勢市で初めての3次元的な景観保全の研究で

あり、宇治おはらい町地区と二見茶屋地区（周辺地区を含む）の2地区に対し眺望景観保全制度（案）を提

案したことは、伊勢市景観計画（案）において今後の検討課題となっていた眺望景観保全の具体的手法を示

した点で大変意義があると考えています。

研究以外でも、私は第 30 回全国町並みゼミ伊勢大会の第 4 分科会「世古（路地）を生かした安心•安全

まちづくり」の学生スタッフリーダーとして、関西大学と九州大学大学院の学生スタッフとともに報告会資

料をまとめ、報告会の発表者を務めました。また、修士課程2年次の都市建築設計演習では、私が初期構想

として提案した企画を基に、計画系の同輩たちとの共同設計「滞流ー伊勢勢田川流域銀光計画ー」を行いま

した。この設計作品は、 (NPO法人）伊勢河崎まちづくり衆のご協力のもと伊勢河崎商人館での作品展示と

報告会を行い、伊勢市観光課のご協力のもと宇治山田港旅客ターミナルでの作品展示も行いました。

以上のように、研究はもちろん研究外でも伊勢市に関わることが多く、伊勢市の行政、 NPO、建築家等、

様々な立場の方々と関わり合いを持たせて頂きました。その中で、私が得られた財産は計り知れません。特

に、伊勢市都市整備部都市計画課の皆様と伊勢市まちづくり推進部まちづくり推進課の皆様、伊勢河崎商人

館の西城利夫氏と西山晴美氏、建築家の高橋徹氏には大変御世話になりました。

本研究を進めるにあたり、指導教官である三重大学工学部建築学科准教授浅野先生には、大変貴重なご

意見とご指導を賜りました。厚く御礼申し上げます。

研究室の先輩であるゴンザロ・オヨス・ブチェリ氏とは、互いに研究について意見を交わすこともある良

い関係でしたし、論文発表に向けての準備等では支えて頂きました。同輩である弥道健二氏には、会社を経

営する社会人でありながら大学院での勉学や研究に励む姿勢から、多くのことを学ぶことができました。後

輩の北川亮氏、蜂須賀久宣氏、東條雄太氏とは研究室で共に過ごす時間が多く、研究に一所懸命取り組む姿

勢は良い刺激になりました。佐々木貴惟氏、坂雄一郎氏、古沢俊氏とは短い間でしたが、研究に限らず様々

なことを語り合いことが息抜きになりました。車京星氏には、中国の都市計画について様々なことを教えて

頂きました。

また、他の研究室の同期の皆様のおかげで充実した研究及び大学生活を行うことができました。特に計画

系（建築デザイン講座）の同期として、指原豊氏、多原明美氏、加納浩司氏、永谷太一郎氏とは研究や設計、

建築に対する考え方等において常に刺激をし合うことができました。その他、多くの方々の御協力によって、

この研究論文を完成させることができました。改めてここに感謝の意を申し上げます。

最後に、陰ながら支えてくれた父母、姉及び私の修了を心待ちにして逝ってしまった天国の祖夫に心より

感謝します。 平成21年3月 中家拓郎
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学位論文の審在要 旨
I

論文提出者I氏名中家拓郎 建築学専攻 建策デザイン講座

論文題 目I
伊勢市における眺望景観保全に関する研究

ー景観計画と連携した眺望景観保全制度の提案一

主 査 浅野聡

論文審査委員 浦山益郎

副 査

富岡義人

論文審査の要旨

本論文は、現在、景観行政団体になり景観計画の策定に取り組んでいる伊勢市を研究対象として取り上げ、

同市による景観行政の取り組み状況、眺望景観保全の先進事例の逓用状況を把握した上で、重要な眺望景観を

選定するとともにその保全手法や保全制度を提案することを目的としている。

本論文において主に明らかにした主な内容は、以下の通りである。

(1)現在、策定中の伊勢市景観計画（案）の内容を整理・把握した結果、眺望最観保全が求められている地

区として景観法制定以前から景観条例（自主条例）によって地区指定されている 2地区（内宮おはらいまち地

区・ニ見茶屋地区）が重点地区として位置づけられており、自主条例から法的拘束力を持つ景観計画に移行す

ることにより、確実な町並み保全が期待できる可能性を考察したこと。また重点地区の最観上の特徴は、歴史

的町並みと自然景観が一体化している点にあるため、主に町並みを対象とした重点地区の施策だけでは不十分

てあり、自然景観も含めた眺望景観保全の必要性を考察したこと。

(2)眺望景観保全施策に先進事例を持つ自治体として、倉敷市、松本市、金沢市、京都市を選定じ、行政担

当者へのヒアリング調査・文献資料収集、および眺望景観保全地区におけるフィールド調査を通して、各市の

り組みの特徴や保全地区の現状について整理・把握したこと。

(3)伊勢市における眺望景観保全手法の検討を行い、対象地区の選定、視点場候補と視対象候補の抽出、現

也調査による眺望景観の抽出などの分析を通して、保全すべき眺望景観として①内宮おはらい町地区及び周‘

区においては、「新橋から神宮宮域林及び山並みへの眺望景観」と「五十鈴川右岸からみた山並みへの眺望景

」、②二見茶屋地区及び周辺地区においては、「夫婦岩表参道から音無山への眺望景観」と「音無山から名

一見浦への眺望景観」の合計4つを選定したこと。

(4)選定した4つの眺望景観に対してまず保全手法の検討を行い、新橋と音無山の眺望景観については視点

が点的なシーン景観であるため注視野 120゚ を用いた眺望近景保全、五十鈴川右岸については同様に注視

120゚ を用いた眺望近景保全、夫婦岩表参道については線的なシークエンス景観であるため静視野 60゚ を用いた

t望近景保全を行うなどの基本方針を導き出したこと。
(5)上記の基本方針を踏まえて4つの眺望景観保全区域（案）を検討するとともに、ここまでの全ての提案

をとりまとめて、伊勢市景観計画（案）の中に「伊勢市眺望景観保全制度（案）」として体系立てて位置づける

ことを提案したこと。また今後の運用にあたり、視点場の確定、高さ規制値の確定、協議会の設置などを考察

したこと。

本論文においては、景観行政団体として景観計画を策定中の伊勢市を研究対象として取り上げ、先進事例に

Iヽする各種調査結果を踏まえた上で、伊勢市景観計画（案）の中で重点地区に位置づけられている 2地区（内

おはらいまち地区・ニ見茶屋地区）に対して4つの重要な眺望景観を選定し、眺望景観保全のための基本方

、眺望景観保全区域の指定方法などを具体案として示し、伊勢市景観計画（案）の中に「伊勢市眺望景観

制度（案）」として体系立てて位置づけることを提案しており、その研究意義は大きいと考えられる。

よって本論文は、博士前期課程の学位論文として合格したものと認める。




